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序

  東北新幹線新青森駅周辺の石江土地区画整理事業の事業予定地４６ｈａ

には、２０ｈａ以上の面積に七箇所の遺跡が所在していました。

　青森市教育委員会では、土地区画整理事業と埋蔵文化財保護の調整につ

いて、関係機関と協議を重ね、開発工事に先立ち、記録保存を前提とした

発掘調査を実施することとし、平成 15 年度から発掘調査を継続実施し、ほ

とんどの発掘調査を終了し、平成 21 年度から順次、新田（１）・（２）遺跡、

新城平岡（２）・（４）・（７）遺跡の発掘調査報告書を刊行しております。

　本書は、高間（１）遺跡の発掘調査成果について所収したものであります。

　発掘調査の結果、当該地域には、縄文時代から古代・中世・近世・近代

と長期的に人々が生活を営んでいたことが判明いたしました。特に、中世

の井戸跡から、寛喜三年 ( 西暦１２３１年）という年号の記された笹塔婆

が出土するなど、本市の歴史の中で、初めて年号の記された文字資料が見

つかることとなり、学術上、大いに注目されております。

　また、太平洋戦争中に投下された焼夷弾が遺跡内から多数出土しており、

当時の状況の一部を記録することもできました。

　本書が地域の歴史を解き明かしていくうえで、多くの方々に活用いただ

ければ幸いに存じます。

　最後となりましたが、発掘調査ならびに本書を刊行するにあたり、ご理

解とご指導を賜りました関係機関、関係各位に深く感謝申し上げます。

　平成 25 年 3 月 29 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　青森市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　月永　良彦





例　　　　　言

１．本書は、青森市（担当：都市整備部石江区画整理事務所)より委託を受け、青森市教育委員会が平成

１５〜２１年度に発掘調査を実施した石江遺跡群に関する発掘調査報告書である。

２．本書に掲載される内容は、石江土地区画整理事業に係る石江遺跡群発掘調査の高間（１）遺跡（青森県

遺跡台帳番号０１０７０）の調査についてまとめたものである。

  　高間（１）遺跡は、平成１４年度に青森市教育委員会が実施した試掘確認調査によって、従前の高間（１）

遺跡（旧青森県遺跡台帳番号０１０７０）と高間（２）遺跡（旧青森県遺跡台帳番号０１０７１）、高間（３）

遺跡（旧青森県遺跡台帳番号０１０７２）、高間（４）遺跡（旧青森県遺跡台帳番号０１０７３）を統合した。

遺跡台帳番号は高間（１）遺跡として利用されていた番号を優先した。

　　また、統合した際の遺跡範囲から、試掘および発掘調査の結果を踏まえ一部範囲を変更している（平成

１６年６月１日付け青教文第７１号、平成２０年６月１１日付け青教文第３４９号）本報告の成果は、範

囲変更後の内容を含むものであり、全調査面積は９８，５０５㎡である。

３．本書に掲載されていない鉄関連遺物については、石江遺跡群を構成する他遺跡の整理作業が終了する平成

２５年度に一括して報告する予定である。

４．本書の作成および編集は青森市教育委員会が行い、木村淳一が担当した。また、発掘調査は小野貴之（青

森市教育委員会文化財主査、平成１９～２１年度担当）、設楽政健（青森市教育委員会文化財主査、平成

１７年度担当）、相馬俊也（平成１５〜１７年度青森市埋蔵文化財調査員、平成１５～１７年度担当）が

担当した。

５．基準点測量および遺構測量図化の一部は国際航業（株）に委託を実施した。また、Ｅ区の遺構図版編集・

作成業務について（株）玉川文化財研究所および（株）三協技術に委託した。なお、成果は部分的な内容

であり、最終的な編集は当委員会で実施し、図版を作成している。

６．遺物実測図トレース業務および一部の遺物実測業務については委託を実施した。

　（株）アルカ、（株）イビソク、（株）シン技術コンサル、（株）ラング

７．巻首図版２の遺物写真撮影は（株）ＲＡＢサービスに委託した。

８．本書の作成に際し、石質鑑定を島口天氏（青森県立郷土館）に依頼した。また、掘立柱建物跡について

前八戸工業大学教授故髙島成侑氏に調査指導を賜り、門下の中村隼人氏（日本建築学会員）に検討して頂

いた。また、木簡・笹塔婆の釈読は『木簡研究』第二七号（木簡学会2005）と第二八号（木簡学会2006）

の掲載内容を引用し、第４分冊の遺物観察表中に掲載した。

９．掲載した資料に関する原図・データ等は、一括して青森市教育委員会が保管している。なお、遺物写真

図版中に掲載した木簡の赤外線写真については、独立行政法人奈良文化財研究所中村一郎氏による撮影で

ある。

10．本報告に係る発掘調査および報告書作成にあたって、下記の諸氏・機関等からご指導・ご協力を頂いた。

記して感謝申し上げる次第である。(順不同・敬称略）　

　　 独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所、青森県教育庁文化財保護課、青森県埋蔵文化財調査センター、伊藤武士、
井上雅孝、岩田安之、宇部則保、鐘江宏之、神原雄一郎、工藤清泰、齋藤淳、榊原滋高、佐々木由香、白鳥文雄、島口天、
鈴木弘太、出越茂和、能城修一、藤原弘明、古川淳一、八木光則、渡辺晃宏



焼土範囲弱

焼土範囲中

焼土範囲強

炭化物範囲

粘土範囲

灰範囲

火山灰範囲

ローム範囲

貼床範囲弱

貼床範囲強

火床面

遺構内遺物範囲

硬化面

P

S
CL
CR(炉壁)
CH(羽口）
CF(鉄付着炉壁）

F
W

B

種別略号

L.B.:ロームブロック
P.B.:パミスブロック

NP

ａ.方形 ｂ.長方形 ｃ.隅丸方形

ｄ.台形 ｅ.不整形（不整円形・不整楕円形等を含む）

ｆ.楕円形 ｇ.小判形 ｈ.円形

ａ.ほぼ垂直に立ち上がる。 ｂ.壁上部で緩やかな
　 傾斜が見られる。

ｃ.壁上部の一部で緩やかな
　 傾斜が見られる。

ｄ.緩やかに立ち上がる。 ｅ.段状に立ち上がる。 ｆ.袋状に立ち上がる。ｇ.Ｖ字状に立ち上がる。

ｈ.擂鉢状に立ち上がる。 ｉ.凹凸を持つ。 ｊ.柱穴状を呈する。

① 平面プラン ② 断面プラン

ｘ.不明

ｘ.不明

凡　　　例

１．図版番号は、本分冊中の通し番号で表記した。表記方法としては図版番号とともに分冊番号である１

を先頭に付した。具体的には「図１-◯」という形にした。

２．遺構の掲載について

　(1)方位は国土地理院第Ⅹ系平面直角座標系に基づく座標北である。座標系は旧日本測地系(TOKYO)に基

づいている。

  (2)各図の縮尺は以下の縮尺を基本とし、それ以外のものについてはスケールを付して図示した。

　　1/5,000　1/1,200　1/400　1/300　1/180　1/120　1/100　1/60　1/30　　　

  (3)水平基準は海抜高をメートル（ｍ）で表示した。

  (4)遺構の略号はＳＩ＝竪穴住居跡・竪穴遺構、ＳＫ・ＳＫａ＝土坑、ＳＥ・ＳＥａ＝井戸跡、ＳＴＰ・

ＳＴＰａ＝溝状土坑(Ｔピット)、ＳＡ＝柵列、ＳＢ・ＳＢａ＝掘立柱建物跡、ＳＰ＝ピット、ＳＤ＝

溝跡、ＳＮ＝カマド状遺構・炉跡・焼土状遺構、ＳＣ＝埋設土器遺構、ＳＸ＝その他の遺構、ＳＦ＝

道路跡 である。

  (5)遺構番号については、調査区単位で遺構の種別毎に番号を付した。具体的には遺構の略号－番号とした。

（例：第１号竪穴住居跡＝ＳＩ－０１）なお、調査区を跨いで検出した遺構について、調査年次単位で個々

の遺構名が付され精査されているものがある。本報告にあたっては統括できるものは統括し、遺構種

別の変更等も反映したが、番号が重複する場合、遺構略号の前に調査年の西暦下２桁の数字を付した。

  (6)遺構の規模については、基本的に長軸×短軸×深さをｃｍで表示した。このうち深さについ             

ては、遺構確認面からの計測値を記した。

  (7)本書の土層の注記については、『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄1996）に準拠した。

  (8)本書の遺構図中で使用されるドット等の指示については下図のとおりである。

　

　(9)土坑やピットの観察表中で表記した記号は、当委員会が平成１８年度に刊行した『石江遺跡群発掘調

査報告書第９４集）で提示した分類に基づき提示している。形状の分類については下記に提示する。



須恵器

土師器 断面ベタ塗り

擦文土器

黒色土器（土師器）

木器

ヘラ

ハケメ

重ね焼き痕

火襷痕

ヘラミガキ 黒色処理

ハケメ

黒漆

指頭圧痕

赤彩

敲き・
凹み

擦り

自然面
（剝片のみ）

油痕

赤色付着物

焼けはじけ 被熱範囲（礫）・
光沢（剝片）

アスファルト

黒色付着物
（煤）

礫石器・剝片石器

須恵器

土師器 断面ベタ塗り

擦文土器

黒色土器（土師器）

木器

ヘラ

ハケメ

重ね焼き痕

火襷痕

ヘラミガキ 黒色処理

ハケメ

黒漆

指頭圧痕

赤彩

３．遺物の掲載について

　(1)各図の縮尺は以下のとおりである。なお、一部の資料については下記に提示した以外の縮尺で取り扱

ったものもあり、スケールで表記している。

　　土器　１/３　石器・石製品　１/２・１/３　土製品１/２・１/３

　　木製品１/３・１/６・１/１２　古銭１/１

　(2)遺物実測図の表現
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第Ⅰ章　調査の概要

第Ⅰ章　調査の概要
第１節　調査経過
　石江土地区画整理事業に伴う石江遺跡群発掘調査

の調査経緯および平成１５～１９年度の調査経過

は、平成２１年度刊行の第１０６集『石江遺跡群発

掘調査報告書Ⅱ』第１分冊第Ⅰ章第５節中で掲載し

た。しかし、調査全体の経過が主眼であった為、先

に刊行された石江遺跡群発掘調査報告書Ⅴと同様に

本節では高間（１）遺跡を中心に調査経過について

掲載する。

　平成１５年度から本発掘調査を実施した石江遺跡

群発掘調査は、原因者である青森市都市整備部石江

土地区画整理事務所の実施する工事工程に対応した

調査である。その為、遺跡ごとに発掘調査を完了さ

せていく形ではなく、各遺跡の工事で破壊される部

分を優先して発掘調査を実施した。

　高間（１）遺跡に対しても基本的に同様の措置で

あるが、遺跡範囲が広大であるとともに、宅地とし

て利用されていた部分が多く、土地承諾の取れた部

分を中心に調査着手する方針で進められた。

　平成１５年度は新城平岡（４）遺跡の調査に続い

てＡ区とした北東側の調査区を調査し、平成１６年

度はＢ区とＤ・Ｅ区の一部、平成１７年度はＣ・Ｆ・

Ｇ区の一部とＥ区、平成１８年度はＤ・Ｇ区の一部

と細切れで非効率的な調査が継続した。平成１９年

度に入り、建物移転の進捗が上がったこともあり、

面的な調査が実施可能になったことと、平成２０年

度以降重機による表土処理が土地区画整理事業の工

事業者が対応する措置に変更になったこともあり、

調査の進捗に応じた迅速な対応が図られることと

なった。

　結果として、調査対象面積９８，５０５㎡につい

て予定通り平成２１年度で終了することとなった。

　なお、調査の進捗に伴い範囲変更を平成１６年６

月２５日青教文第３８１号、平成２０年６月１１日

青教文第３４９号で二度実施しており、範囲拡張部

部も含めて調査は完了している。

　整理作業は、土地区画整理事業に伴う石江遺跡群

の中では優先度が低く実施しており、木簡等優先度

の高い資料を除いた資料の大部分は、新田（１）・（２）

遺跡、新城平岡（２）・（４）・（７）遺跡の整理の端

境期に部分的に実施するに留まった。新城平岡（２）・

（４）・（７）遺跡の整理が終息した平成２３年度の

後半から本格的に整理作業を実施し、平成２４年度

中に終了する計画で進められた。

　自然科学分析の成果については、石江遺跡群分析

編４の中で掲載した。また、高間（１）遺跡につい

ても炉跡の検出と鉄関連遺物の出土があるが、その

整理作業は、調査員穴澤義功氏を中心に平成２３年

度から整理を実施し、平成２５年度に自然科学分析

を実施予定である。その成果は、新田（１）・（２）

図 1-2　高間 (1) 遺跡調査区・調査年次図
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遺跡、新城平岡（２）・（４）遺跡と同様に石江遺跡

群の鉄関連遺物の成果報告として事業最終年度の平

成２５年度に報告予定である。

第２節　遺跡の環境
　高間（１）遺跡は、土地区画整理事業に伴う発掘調

査以前は、高間（１）遺跡（旧台帳番号０１０７０）、高

間（２）遺跡（旧台帳番号０１０７１）、高間（３）遺跡

（旧台帳番号０１０７２）、高間（４）遺跡（旧台帳番号

０１０７３）の四つの遺跡として細かく登録されていた。

　土地区画整理事業の事前協議に伴い平成１４年度

に実施された試掘・確認調査により、四遺跡を統廃

合し、高間（１）遺跡となった。

　遺跡は、新城川右岸の河岸段丘に相当する丘陵の

一部で、石江堤の東～南側に相当する。標高は４．

８～１２．２ｍである。遺跡の東側は谷地形が泥炭

層で埋まった状態で、谷地形のボーリング調査の結

果は第１０６集第１分冊第Ⅱ章第３節に掲載してい

る。発掘調査前の土地利用は、杉林・雑木林、宅地・

アパート・畑地・荒蕪地・資材置き場等で、新青森

駅周辺に建設された新興の住宅地以外は道路沿いに

建てられた建物がほとんどである。

　なお、土地の地割が細かく分筆されている地点が

多く見られるが、これは昭和の大合併時の１９５５

（昭和３０）年前後に村の共有地を分筆したという

地元住民の話がある。

　また、調査区内では太平洋戦争時に米軍が投下し

たＭ－７４焼夷弾が多数投下されており、第１０６

集第１分冊第Ⅰ章第５節中で記載したが、一時不燃

ゴミ扱いとされた時期があったが、基本的には青森

警察署に通報→自衛隊が回収という取扱いで対処さ

れている。出土位置の記録が残せた資料を図１－４

に掲載した。西側の新城平岡（４）遺跡地内で３発

確認されており（第１１２集第１分冊図１－３３８

Ｈ区遺構配置図参照）、地元住民による話によると

戦時中の１９４５（昭和２０）年７月２８日の青森

空襲の際に石江堤（高間（１）遺跡の西側、新城平

岡（４）遺跡の東側）の地点から市内へ向かって投

下され始めたという発言があり、概ね発言内容と整

合性が取れているものと判断される。

第３節　基本層序
　遺跡は丘陵上が主体で、石江遺跡群の他遺跡のよ

うに沖積地上や谷地形の底に相当する地点の調査は

なく、緩やかな傾斜地が主体である。

　土地利用状況が宅地の地点では元々の地盤にシラ

ス等の盛土がなされており、その下位に黒色土が検

出する地点が主体を占めた。また、畑地については

掘削に伴う改変が顕著で、標高の高いＦ区の南側な

どの一部の地点では地山まで掘削が及んでいる場合

があった。

　基本的に黒色～黒褐色土主体の土層、暗褐色土主

体の土層、黄褐色土混じりの漸移層、浮石混じりの

地山（１０ＹＲ５／６黄褐色土等月見野火山灰相

当）、粘質地山土（１０ＹＲ４／４褐色土等大谷火

山灰相当）が続く、地山土について奥羽本線沿線の

地点で法面が良好に観察可能な地点があり、粘土の

サンプル採取を行っている。一部テストピースを作

成し、焼成を行い色調や胎土の質感等を比較可能な

状況とし、胎土分析のサンプルとしても利用したが、

青森県立郷土館島口天氏の観察によるといずれの粘

土中にも角閃石が含まれ、火山灰起源の粘土である。

　海綿骨針が含まれる岡町層は地質分布図上では新

城川流域上の本遺跡の南西側に存在する扱いになっ

ている。残念ながら近年宅地化や法面改修などで、

路頭部が確認できないため、現存状況は確認できな

い状況にあるが、岡町層の再堆積を含めた段丘形成

層や岡町層は本遺跡内で掘削に伴い検出した地山の

ローム層には合致せず、その下位の深い位置に包含

されている可能性が高く、遺跡出土の土師器のほと

んどに含まれる海綿骨針のある胎土の原材料は遺跡

内の物理的な掘削深度では到達できない可能性が高

いものである。

　降下火山灰は西側の新城平岡（４）遺跡では十和

田ａ（Ｔｏ－ａ）火山灰の堆積が基本土層中でも認

められたが、本遺跡内では白頭山－苫小牧（Ｂ－Ｔ

ｍ）火山灰が各調査で確認でき、Ｔｏ－ａ火山灰は

Ｃ区とＦ区で部分的に検出した程度である。火山灰

の堆積状況にばらつきが生じていた可能性がある。
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Ⅰ
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Ⅲ
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SD-05
① A(A-1)区基本層序
表土　　　10YR3/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ15～40mm)
　　　　　　　　　　　　　　　 層上方に少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
硬化面1　 7.5YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～8mm)多量,炭化粒(φ2～8mm)少量
硬化面2　 7.5YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～8mm)多量,ロームブロック(φ20～25mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2mm)極微量
硬化面3　 10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ15～50mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
硬化面4　 10YR4/2　 灰黄褐色土 ローム粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～7mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　 硬化面3より西側で鉄分混入が多くみられる
硬化面5　 10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～4mm)極微量,炭化粒(φ3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　 層上方に硬化面4層の土が混入
硬化面6　 7.5YR2/1  黒色土　　 ローム粒(φ1～2mm)多量,パミス粒(φ6～8mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ2mm)極微量,鉄分若干混入　
間層1　　 10YR2/3　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～4mm)多量,炭化粒(φ2～4mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　 炭化物(φ27mm)極微量,
第Ⅰ層　　10YR2/3　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第Ⅱ層　　10YR2/1　 黒色土　　 ローム粒(φ4～7mm)極微量
第Ⅲ層　　10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ15mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　 漸移層
第a層　　 10YR2/3　 黒褐色土　 ローム粒(φ2～4mm)少量,焼土粒(φ3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ3～5mm)極微量
第b層　　 10YR3/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)極微量
SD-05
第9層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第10層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～5mm)微量,焼土粒・炭化粒(φ1～3mm)極微量
第11層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第12層　10YR2/2黒褐色土と10YR3/2黒褐色土の混合層　ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量

中間層B

D

表土A

Ⅰ

Ⅲ

表土B

Ⅱ Ⅱ
中間層A

中間層B

②B区基本層序
C 5.700m ② B区基本層序

中間層A　10YR1.7/1　黒色土  　　   ローム粒(φ1mm)微量,にぶい黄褐色(10YR5/4)
　　　　　　　　　　　　　　   　  B-Tm火山灰粒(φ5mm)微量
中間層B　10YR5/4　　にぶい黄褐色土 B-Tm火山灰層
表土A層　10YR3/1　  黒褐色土　　　 ローム粒(φ1～3mm)少量,パミス粒(φ1～3mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　 根多量(耕作土)
表土B層　10YR2/2　  黒褐色土　　　 ローム粒(φ1～3mm)中量,鉄分(φ1～3mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　 少し全体に赤っぽく見える
第Ⅰ層　 10YR1.7/1　黒色土　　　   ローム粒(φ1～2mm)微量
第Ⅱ層　 10YR2/2　  黒褐色土　　   ローム粒(φ1mm)微量
第Ⅲ層　 10YR2/1　　黒色土　　     ローム粒(φ1～9mm)微量
第Ⅳ層　 10YR3/2　  黒褐色土　　   ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量,漸移層

③C区基本層序
A B

6.000m

表土A

表土B

Ⅰ
Ⅳ Ⅲ

Ⅴ Ⅵ Ⅶ

0 2m

③・④ C区基本層序
表土A　　10YR2/2　 黒褐色土　   ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量,
                                 耕作土
表土B　　10YR2/3　 黒褐色土　   ローム粒(φ1～5mm)中量,焼土粒(φ1～2mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　    炭化粒(φ1～2mm)少量,表土Aに類似,同一層,
　　　　　　　　　　　　　　    表土Aまで耕作されている
中間層C　10YR2/2　 黒褐色土　   ローム粒(φ2～5mm)中量,焼土粒(φ1～3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　    炭化粒(φ1～2mm)微量
撹乱　　 10YR2/3　黒褐色土　    ローム粒・ブロック(φ1～20mm)中量,焼土粒
                                 (φ1～3mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第Ⅰ層　 10YR2/1　黒色土　　    ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒(φ1～2mm)混入,
                                 炭化粒(φ1～3mm)少量
第Ⅱ層　 7.5YR2/1 黒色土　　    焼土粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第Ⅲ層　 7.5YR2/3 極暗褐色土　  ローム粒(φ1～9mm)少量,焼土粒(φ1～6mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3mm)少量
第Ⅳ層　10YR2/1　黒色土　　　　 ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒(φ1～2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　  炭化粒(φ1～3mm)微量
第Ⅴ層　10YR3/1　黒褐色土　     ローム粒(φ1～2mm)極微量,焼土粒(φ1～2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　      炭化粒(φ1～2mm)極微量
第Ⅵ層　7.5YR2/1 黒色土　　     ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒(φ1～2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　      炭化粒(φ1～3mm)微量,B区第Ⅲ層に類似
第Ⅶ層　10YR2/3　黒褐色土　     ローム粒(φ1～3mm)微量,焼土粒(φ1～2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　      炭化粒(φ1～2mm)極微量,漸移層,B区第Ⅲ層に類似 

④C区基本層序
6.000m

表土A
表土B

ⅠⅡ
Ⅲ 中間層C

撹乱
Ⅳ

Ⅵ

Ⅳ
ⅥⅦ

A B

⑤ C区基本層序
第Ⅰ層10YR3/1　黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ1～5㎜)微量,ビニール紐混入
第Ⅱ層10YR3/1　黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ1～7㎜)微量,ビニール紐混入
第Ⅲ層10YR2/2　黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)微量
第Ⅳ層10YR2/1　黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ3㎜)極微量,B-Tm火山灰少量
第Ⅴ層10YR4/1　褐灰色土 パミス粒(φ1～5㎜)中量,鉄分混入
第Ⅵ層10YR6/6　明黄褐色土 パミス層,鉄分混入(地山)

7.400m 砂利層

土壌サンプル1

土壌サンプル2

土壌サンプル3

土壌サンプル4

土壌サンプル5

土壌サンプル6-1
土壌サンプル6-2

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ Ⅴ ⅤⅥ

ⅠⅡ

Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ

Ⅵ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

ⅤⅥ

A B
⑤基本層序

① ②

③

④

⑤

Ⅰ -3

基本層序
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第Ⅰ章　調査の概要

図 1-5　高間 (1) 遺跡基本層序 1
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⑥ D区基本層序
第Ⅰ層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第Ⅱ層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第Ⅲ層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第Ⅳ層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)
　　　　　　　　　　　　　 極微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量　
第Ⅵ層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)
　　　　　　　　　　　　　 微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第Ⅶ層　10YR5/6　黄褐色土　地山　パミス層(月見野)
SD-83
第1層　10YR2/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/1　黒色土　   パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　 パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　 パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第9層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
第10層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第12層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第14層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第15層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第16層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)極微量
第17層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ1～9㎜)極微量
第18層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第19層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第20層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第21層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ15㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～3㎜)極微量,焼土粒(φ1～4㎜)極微量
第22層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第23層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第24層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第25層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第26層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第27層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　10YR4/4褐色土ブロック(φ30～40㎜)微量
第28層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,パミスブロック(φ15㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第29層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第30層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～9㎜)微量,ロームブロック(φ20㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
SD-83b
第a層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
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Ⅳ
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Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

9.600mC
⑥D区基本層序

Ⅶ

⑦ F区基本層序
第Ⅰ層　10YR2/1黒色土と10YR3/1黒褐色土の混合土
                         　 パミス粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,
                            焼土粒(φ1～2mm)極微量
第Ⅱ層　10YR2/1　黒色土　   パミス粒(φ1～3mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,
                            焼土粒(φ1～3mm)微量
第Ⅲ層　10YR2/1　黒色土　   パミス粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,
                            焼土粒(φ1～2mm)微量
第Ⅳ層　10YR4/2　褐灰色土　 パミス粒(φ1～3mm)極微量,粘土粒(φ2～5mm)微量
SX-004
第1層　10YR1.7/1 黒色土　   パミス粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR2/1　黒色土　    パミス粒(φ1～2mm)極微量
第3層　10YR2/1　黒色土　    パミス粒(φ1～3mm)微量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　  パミス粒(φ1～2mm)微量,焼土粒(φ1mm)極微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　　B-Tm火山灰層,B-Tm火山灰多量
第6層　10YR2/1　黒色土　    パミス粒(φ1～9mm)少量,粘土粒(φ5～9mm)中量,
                            炭化粒(φ1～2mm)極微量
第7層　10YR3/1　黒褐色土　  パミス粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～5mm)微量,
                            B-Tm火山灰少量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　  パミス粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第9層　10YR2/1　黒色土　    パミス粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第10層　10YR3/1　黒褐色土　 パミス粒(φ1～9mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量,
                            焼土粒(φ1～2mm)極微量
第11層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～9mm)中量,炭化粒(φ1～5mm)微量,
                            焼土粒(φ1～9mm)少量,砂少量
第12層　10YR2/1 黒色土　    パミス粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第13層　10YR2/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～5mm)少量,粘土粒(φ1～5mm)微量
第14層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～3mm)微量
第15層　10YR2/1　黒色土   　パミス粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)極微量
⑧ F区基本層序
盛土1　砂利・ゴミ含む埋め土
盛土2　ゴミ等含む埋め土
第Ⅰ層 10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第Ⅱ層 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～6㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ1～5㎜)少量
第Ⅲ層 2.5Y4/1  黄灰色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量
第Ⅳ層 10YR3/2  黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　  焼土粒(φ1～2㎜)極微量
第Ⅴ層 7.5YR4/2 灰褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量
第Ⅵ層 10YR3/3  暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SN-018
第1層 5YR5/6 明赤褐色土 焼土層,炭化粒(φ1～5㎜)少量,7.5YR2/2黒褐色土
　　　　　　　　　　　　　少量混入
第2層 10YR1.7/1 黒色土 炭層,炭化粒(φ1～9㎜)多量

⑨ G区基本層序
第1層　10YR2/2 黒褐色土
第2層　10YR5/6 黄褐色土　浮石混じり
第3層　10YR7/8 黄橙色土　第2層より粒度細かい
第4層　10YR7/6 明黄褐色土 若干粘性有
第5層　10YR7/4にぶい黄橙色土　粘性有
第6層　10YR8/2灰白色土　白味がかっている。
第7層　10YR8/6黄橙色土～7.5YR8/4浅黄橙色土　小礫混じり
第8層　7.5YR7/8黄橙色土　第7層との層理面で鉄分が強く赤みが強い。
　　　　　　　　　　　　 中間がオレンジがかった色調
第9層　7.5YR8/3浅黄橙色土の中に10YR8/1灰白色土混合　粘性強　白色物混入
第10層  7.5YR8/1灰白色土～7.5YR8/3浅黄橙色土　粘性強　白色物混入
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 粘土サンプル9粘土サンプル10

⑨G区基本層序

⑩～⑫ H区基本層序
第Ⅰ層　10YR2/3　　黒褐色土　　　　パミス粒(φ1～3mm)微量　耕作土(現代）
第Ⅱ層　10YR3/1　　黒褐色土　　　　パミス粒(φ1mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)微量
　　　　　　　　　　　　　　　   　耕作土(現代)
第Ⅲ層　10YR2/2　　黒褐色土　　　　パミス粒(φ5mm)極微量
第Ⅳ層　10YR4/3　　にぶい黄褐色土　黒褐色土(10YR3/2)ブロック(φ30～50mm)少量
第Ⅴ層　10YR5/6　　黄褐色土　　　　黒褐色土(10YR3/1)ブロック(φ50mm)少量
第①層　10YR2/3　　黒褐色土　　　  併行箇所に暗褐色土(10YR3/3)・パミス粒(φ5mm)中量混入
第②層　10YR2/1　　黒色土　        ロームブロック(φ15～20mm)少量　耕作土(旧)
第③層　10YR3/2　　黒褐色土　      パミス粒(φ5～9mm)少量
第④層　10YR1.7/1　黒色土　        パミスブロック(φ15～20mm)少量
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Ａ区の調査は、平成１５～１７、１９・２１年度

に３，５２１．９㎡を対象とし調査を実施している。

調査時には隣接するＥ区としたものが含まれていた

が、掲載にあたって、連続性を含めて再整理した。

しかし、調査年次だけでなく、調査を担当した担当

者がそれぞれ異なっていたため、遺構番号等もその

調査区内では完結するものの、隣接する調査区との

関連性が追えない資料が多い状況であった。

そこで、調査時の区割をそのまま尊重した上で、

Ａ－１～４の小区単位に分け、それぞれの小区ごと

に節区分して記載する。また、遺構外出土資料につ

いては極端に遺物の出土量が少なく、掲載資料も少

ないことから、該当する資料のあったＡ－１区のみ

をその節の中で記載した。

調査地点としては遺跡の北東側に相当する。調

査地点は東側に傾斜する丘陵の縁辺部に相当し、調

査前は杉林と休耕田であった。調査時点でも利用さ

れていた用水部分は調査が不可で、東側の一部が遺

跡の範囲拡張前に工事が実施され、一部未精査の地

点が伴う。

ただ、南北方向に走る溝跡は調査部分の状況を

踏まえると連続したものと考えられ、他の区につな

がる区画溝と認定できる資料であり、その内容につ

いて主たる部分と関連遺構が検出しているＥ区内で

記述し、本調査区内では部分的な関連性のみを記載

することとする。

第１節　Ａ－１区
１．土坑

ＳＫ－０１（図 1-8）

　Ａ－１区中央より南側から検出した。平面形は不

整楕円形を呈し、２３６×１７６×４４ｃｍを測る。

断面形は東側に一段下がった落ち込みがあり、底面

に凹凸がありながら、壁際は垂直に近い形で立ち上

がる部分と緩やかに立ち上がる部分が見られる。堆

積土は５層に分層し、ロームブロック混じりの埋め

戻しに伴う堆積状況を呈する。覆土中から縄文土器

の体部片が出土した。

ＳＫ－０２（図 1-8）

　Ａ－１区南側から検出した。ＳＤ－０７・０８と

重複しており、本遺構の方が古い。平面形は不整隅

丸方形を呈し、８３×６７×３０ｃｍを測る。断面

形は凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土

は２層に分層し、ロームブロック混じりの人為堆積

状況を呈する。

第Ⅱ章　Ａ　区
２．その他の遺構

ＳＸ－０１（図 1-9）

　Ａ－１区北西側で検出した。北側が調査区外へ延

びる形で記録されているが、記録写真を確認したと

ころ、東側の下位は実質的に風倒木による天地返し

が生じた堆積である。この状況を前提に判断すると

３５０×３０７×５０ｃｍを測る。断面形は凹凸が

あり、前述の風倒木による影響で、不整形な形状を

呈している。壁は緩やかに立ち上がる部分がほとん

どである。堆積土は３０層に分層しているが、前述

のとおり、風倒木に伴う堆積が第１５層以下を基本

としている。ただし、調査時に意識した分層がなさ

れていない為、一部の層が混同した状況で記録され

ている。掲載にあたって原資料を掲載する形とした

が、一部崩落が伴う自然堆積状況を呈する。また、

土層注記には記録されていないが、上面から火山灰

を検出した記録写真と検出範囲の記録がある。種別

の記録がなされていない為詳細が不明であるが、写

真で確認した限りでは白みを帯びた色調を呈してお

り、灰である可能性も残されている。覆土中から縄

文土器深鉢体部片が出土した。

３．溝跡

　調査後に認定された資料を含め１２条の溝跡を検

出している。一部は西側のＡ－２区、さらに西側の

Ｅ区から延びる溝跡の延長部に相当する資料がある

が、Ａ－２区側の残存状況が悪かった為Ｅ区から明

瞭に連続性のある状況で確認できた資料は少ない状

況である。

ＳＤ－０１（図 1-10 ～ 14,16・17・20）

　調査区内の南端から北西隅に向かって検出した。

調査区内では長さ３０．０ｍ、幅２６０ｃｍ、深さ

７３ｃｍを測る。調査区中央より南側でＳＤ－０２

と重複しており、ＳＤ－０２側の方が新しい。ま

た、ＳＤ－０３・０５・０７・０８・１０・ＳＤａ

－０１と重複しており、一部新旧の判断がつかない

資料が含まれるが、Ｔピットの可能性が含まれるＳ

Ｄ－１０以外との関係は本遺構の方が古い取り扱い

である。南端でＳＤ－０２と合流する部分の溝はＡ

－２区ではＳＤ－００１、Ａ－４区ではＳＤ－５１

ｂ、Ｅ区ではＳＤ－５１と取り扱われる区画溝と認

定できる資料であり、その規模等の情報はＥ区のＳ

Ｄ－５１中で統括して記載した。出土遺物は珠洲焼・

渥美窯の壺、土師器・須恵器・製塩土器・縄文土器

が出土している。

ＳＤ－０２（図 1-13・14・16・17・20）
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SK-01
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～4mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ3～5mm)微量,シルト
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～7mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～20mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ2～5mm)極微量,シルト
第3層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ60～80mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～4mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ15～20mm)極微量,シルト
第5層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～3mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ20～30mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ3～4mm)極微量,シルト
第Ⅰ層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1～
　　　　　　　　　　　　　 2㎜)極微量,シルト
SD-08
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3mm)極微量,シルト
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～3mm)極微量,鉄分混入,シルト
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,焼土粒(φ2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　層下方に若干鉄分混入,シルト
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～7mm)層下方に多量,ロームブロック
                          (φ10～40mm)層下方に少量,炭化粒(φ1～5mm)
                          極微量,シルト

SK-02
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～12mm)極微量,シルト
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～7mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ13～25mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
SD-07
第3層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,焼土粒(φ1mm)
　　　　　　　　　　　　　 極微量,炭化粒(φ2～4mm)極微量,シルト
第4層　 7.5YR2/1 黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,ローム粒(φ3～4mm)
　　　　　　　　　　　　　 極微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量,鉄分混入,
　　　　　　　　　　　　　 シルト
第5層　 10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第6層　 7.5YR2/1 黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,縞状に鉄分混入,
　　　　　　　　　　　　　 シルト
第7層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ5～7mm)極微量,一部に鉄分が
　　　　　　　　　　　　　 ブロック状(φ10mm)極微量混入,シルト
第8層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)極微量,炭化粒(φ1mm)
　　　　　　　　　　　　　 極微量,シルト
第9層　 10YR2/1　黒色土　　ロームブロック(φ10～25mm)多量,シルト

SK-02SK-01
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A001
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高間(1)遺跡A-1区遺構配置図(平成15年度〔2003年〕調査)　S=1/300
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図 1-8　A-1 区遺構配置図・SK-1
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図 1-9　A-1 区 SX-1



SX-01
第1層　 10YR3/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～8mm)少量,炭化粒(φ1mm)極微量
第2層　 10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～4mm)多量,炭化粒(φ2～3mm)微量
第3層　 10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～2mm)多量,ロームブロック(φ10mm)極微量,炭化粒(φ2～4mm)極微量
第4層　 7.5YR2/1  黒色土　　 ローム粒(φ3～4mm)極微量
第5層　 10YR1.7/1 黒色土　   ローム粒(φ1～2mm)極微量
第6層　 10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ4～8mm)･ブロック(φ10～20mm)多量,ロームブロック(φ40～80mm)少量,炭化粒(φ4～5mm)極微量
第7層　 10YR4/4　 褐色土　　 ローム粒(φ3～7mm)多量,ロームブロック(φ15～30mm)少量,炭化粒(φ3～4mm)極微量
第8層　 10YR3/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ12～15mm)極微量
第9層　 10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ15～20mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)極微量
第10層　7.5YR1.7/1  黒色土　 ローム粒(φ1～3mm)微量,ロームブロック(φ15～30mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第11層　10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒・ブロック(φ1～40mm)多量,パミスブロック(φ30mm)極微量,炭化粒(φ4～5mm)極微量
第12層　10YR3/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ20～50mm)微量,炭化粒(φ2～4mm)極微量
第13層　10YR2/1　 黒色土　　 ローム粒(φ1～4mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第14層　7.5YR1.7/1　黒色土　 ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～30mm)微量
第15層　10YR6/8　 明黄褐色土 パミス粒(φ5mm)極微量,パミスブロック(φ10～20mm)多量,一部に砂若干混入
第16層　10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ10～20mm)少量,ロームブロック(φ60mm)極微量,炭化粒(φ4～6mm)極微量
第18層　10YR3/3　 暗褐色土　 ロームブロック(φ10～90mm)主体層
第19層　10YR3/4　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ20～40mm)極微量
第20層　10YR5/8　 黄褐色土　 ローム主体層
第24層　10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)･ブロック(φ20～80mm)多量
第25層　7.5YR5/6　明褐色土　 鉄分混入,粘土質土
第26層　10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ10～50mm)少量,炭化粒(φ3～9mm)極微量
第27層　10YR5/6　 黄褐色土　 パミスブロック(φ10～30mm)多量,炭化物(φ10～30mm)微量
第28層　10YR5/6　 黄褐色土　 パミス粒・ブロック(φ5～30mm)主体層
第29層　10YR2/1　 黒色土　　 ローム粒(φ3～5mm)極微量,ロームブロック(φ10～30mm)微量,ロームブロック(φ80mm)極微量
第30層　10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～4mm)微量,ロームブロック(φ15～35mm)極微量

SD-01
第1層　 10YR2/3　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ3～8mm)極微量,シルト
第2層　 10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒(φ2～4mm)極微量,炭化粒(φ4～9mm)極微量
第3層　 10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～4mm)少量,ロームブロック(φ25mm)極微量,パミス粒(φ3mm)極微量
第4層　 10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ2～4mm)極微量
第5層　 10YR2/3　 黒褐色土　 ローム粒(φ1mm)少量,ロームブロック(φ10～30mm)多量
第6層　 10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～4mm)極微量
第7層　 10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ10～30mm)少量,炭化粒(φ2～5mm)極微量,シルト
第8層　 10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ10～15mm)極微量,焼土粒・炭化粒(φ3mm)極微量
第9層　 10YR3/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ4～8mm)極微量,焼土粒(φ4～5㎜)微量,シルト,全体的に鉄分混入
第10層  10YR3/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ3～5mm)極微量,縞状に鉄分混入
第11層　10YR3/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～8mm)多量,焼土粒(φ2mm)極微量,炭化粒(φ4mm)極微量,縞状に鉄分混入
第12層　10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ11～20mm)微量,炭化粒(φ3mm)極微量,シルト
第13層　10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～6mm)多量,ロームブロック(φ10～15mm)少量,縞状に鉄分混入,シルト 
第14層　10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～3mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,縞状に鉄分混入
第15層　10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～2mm)極微量,ロームブロック(φ40mm)極微量,鉄分混入
第16層　10YR3/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ40mm)極微量,縞状に赤褐色の鉄分混入,シルト
第17層　10YR3/4　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,鉄分と若干砂混入
第18層　10YR4/2　 灰黄褐色土　ローム粒(φ1～2mm)多量,ローム粒(φ3～5mm)極微量,縞状に鉄分混入,第15層より多く砂混入
第19層  10YR6/2　 灰黄褐色土　ローム粒(φ1～2mm)多量,第16層より多く鉄分と砂混入
第20層　10YR4/2　 灰黄褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,ローム粒(φ5～7mm)極微量,縞状に鉄分混入,シルト
第21層  10YR4/4 　 褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)多量,炭化粒(φ2～4mm)極微量,シルト
第22層　10YR5/4　  にぶい黄褐色土　ロームブロック(φ20～100mm)主体層,若干砂混入
第23層　10YR1.7/1　黒色土　砂少量

SD-05
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック(φ10～40mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,砂微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック(φ1～30mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,砂少量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ1～9mm)微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック(φ10～30mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック(φ1～20mm)少量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,焼土粒(φ1～3mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)微量

SD-09
第1層　7.5YR1.7/1  黒色土　  ローム粒(φ1～5mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR2/2　   黒褐色土　ローム粒(φ2～5mm)少量,ロームブロック(φ20～30mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第3層　10YR2/2　   黒褐色土　ローム粒(φ3～4mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)極微量
第4層　10YR2/3　   黒褐色土　ローム粒(φ3～7mm)多量,ロームブロック(φ30～50mm)少量
第5層　10YR2/2　   黒褐色土　ロームブロック(φ30～60mm)多量,ロームブロック(φ150mm)極微量
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第Ⅱ章　Ａ区

　調査区内の南端から北側に向かって検出した。調

査区内では長さ２２．５ｍ、幅１８５ｃｍ、深さ

７８ｃｍを測る。ＳＤ－０１・０３・０７・０８・

１０と重複しており、ＳＤ－０３より古く、他の遺

構より新しい。前述のＳＤ－０１とは南側で流路が

重複関係となり、南側のＡ－２区のＳＤ－００１で

はほとんど同位置となっている。この溝は前述のと

おりＥ区で記載する大規模に区画される区画溝で、

Ｄ・Ｆ区では新旧二段階の溝であると認定できる資

料であることから、ＳＤ－０１と本遺構は区画溝の

新旧段階の変遷に伴う構築であると考えられる。覆

土中から珠洲焼擂鉢の口縁部片が出土している。

ＳＤ－０３（図 1-13 ～ 15）

　調査区中央、西側から北東方向に構築されており、

本調査区内で途切れている。Ｅ区ＳＤ－２２の延長

部に相当する溝跡で、本調査区内では長さ１０．５

ｍ、幅４０．０ｃｍ、深さ１９ｃｍを測る。ＳＤ－

０１・０２・０４と重複しており、いずれの遺構よ

りも新しい。

ＳＤ－０４（図 1-13・15・18）

　調査区中央から東側の地点で検出し、コンターラ

インに沿うように弧状を描き、南端が閉じている。

長さ１８．６ｍ、幅４０ｃｍ、深さ１８．０ｃｍを測

る。ＳＤ－０３と重複しており、本遺構の方が古い。

ＳＤ－０５（図 1-10 ～ 14,20）

　調査区北西隅から検出した。ＳＤ－０１に沿うよ

うに構築されており、南端はＳＤ－０１との重複部

で消えており、実質的にはＳＤ－０１の覆土上に存

在していたものと考えられる。検出部分の規模は長
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表土　 　10YR3/2 　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ15～40mm)層上方に少量,
　　　　　　　　　　　　　　  炭化粒(φ3～5mm)微量
硬化面1　7.5YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～8mm)多量,炭化粒(φ2～8mm)少量
硬化面2　7.5YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～8mm)多量,ロームブロック(φ20～25mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　  炭化粒(φ1～2mm)極微量
硬化面3　10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ15～50mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　  焼土粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
硬化面4　10YR4/2　 灰黄褐色土 ローム粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～7mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　  硬化面3より西側で鉄分混入が多くみられる
硬化面5　10YR2/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～4mm)極微量,炭化粒(φ3mm)極微量,
                                層上方に硬化面4層の土が混入
硬化面6　7.5YR2/1  黒色土　　 ローム粒(φ1～2mm)多量,パミス粒(φ6～8mm)極微量,
                                焼土粒(φ2mm)極微量,鉄分若干混入
間層1　　10YR2/3　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～4mm)多量,炭化粒(φ2～4mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　  炭化物(φ27mm)極微量,
第Ⅰ層　 10YR2/3　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第Ⅱ層　 10YR2/1 　黒色土　　 ローム粒(φ4～7mm)極微量
第Ⅲ層　 10YR3/3　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ15mm)極微量,漸移層
第a層　　10YR2/3　 黒褐色土　 ローム粒(φ2～4mm)少量,焼土粒(φ3mm)極微量,
                                炭化粒(φ3～5mm)極微量
第b層　　10YR3/2　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)極微量

　

SD-05セクション
第9層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第10層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～5mm)微量,焼土粒・炭化粒(φ1～3mm)極微量
第11層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第12層　10YR2/2黒褐色土と10YR3/2黒褐色土の混合土　ローム粒(φ1～5mm)少量,
                                                      焼土粒(φ1～5mm)極微量,
                                                      炭化粒(φ1～3mm)極微量

用水路

用水路
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第Ⅱ章　Ａ区

図 1-11　A-1 区 SD-2
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SX-01セクション
第1層　10YR3/2　　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～8mm)少量,炭化粒(φ1mm)極微量
第2層　10YR3/3　　 暗褐色土　 ローム粒(φ1～4mm)多量,炭化粒(φ2～3mm)微量
第3層　10YR2/2　　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～2mm)多量,ロームブロック(φ10mm)極微量,炭化粒(φ2～4mm)極微量
第4層　7.5YR2/1 　 黒色土　　 ローム粒(φ3～4mm)極微量
第5層　10YR1.7/1　 黒色土　   ローム粒(φ1～2mm)極微量
第6層　10YR3/3　　 暗褐色土　 ローム粒(φ4～8mm)･ブロック(φ10～20mm)多量,ロームブロック(φ40～80mm)少量,
                                炭化粒(φ4～5mm)極微量
第7層　10YR4/4　　 褐色土　　 ローム粒(φ3～7mm)多量,ロームブロック(φ15～30mm)少量,炭化粒(φ3～4mm)極微量
第8層　10YR3/2　　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ12～15mm)極微量
第9層　10YR2/2　　 黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ15～20mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)極微量
第10層 7.5YR1.7/1  黒色土　   ローム粒(φ1～3mm)微量,ロームブロック(φ15～30mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第11層 10YR3/3　   暗褐色土　 ローム粒・ブロック(φ1～40mm)多量,パミスブロック(φ30mm)極微量,
                                炭化粒(φ4～5mm)極微量
第12層 10YR3/2 　  黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ20～50mm)微量,炭化粒(φ2～4mm)極微量
第13層 10YR2/1 　  黒色土　　 ローム粒(φ1～4mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第14層 7.5YR1.7/1  黒色土　   ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～30mm)微量
第15層 10YR6/8　   明黄褐色土 パミス粒(φ5mm)極微量,パミスブロック(φ10～20mm)多量,一部に砂若干混入
第16層 10YR2/2　   黒褐色土　 ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ10～20mm)少量,ロームブロック(φ60mm)極微量,
                                炭化粒(φ4～6mm)極微量
第18層 10YR3/3 　  暗褐色土　 ロームブロック(φ10～90mm)主体層
第19層 10YR3/4 　  暗褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ20～40mm)極微量
第20層 10YR5/8　   黄褐色土　 ローム主体層
第24層 10YR3/3　   暗褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)･ブロック(φ20～80mm)多量
第25層 7.5YR5/6　  明褐色土　 鉄分混入,粘土質土
第26層 10YR3/3　   暗褐色土　 ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ10～50mm)少量,炭化粒(φ3～9mm)極微量
第27層 10YR5/6　   黄褐色土　 パミスブロック(φ10～30mm)多量,炭化物(φ10～30mm)微量
第28層 10YR5/6　   黄褐色土　 パミス粒・ブロック(φ5～30mm)主体層
第29層 10YR2/1　   黒色土　　 ローム粒(φ3～5mm)極微量,ロームブロック(φ10～30mm)微量,ロームブロック(φ80mm)極微量
第30層 10YR3/3　   暗褐色土　 ローム粒(φ1～4mm)微量,ロームブロック(φ15～35mm)極微量

SD-09セクション 
第1層　7.5YR1.7/1 黒色土　  ローム粒(φ1～5mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR2/2　  黒褐色土　ローム粒(φ2～5mm)少量,ロームブロック(φ20～30mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第3層　10YR2/2　  黒褐色土　ローム粒(φ3～4mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)極微量
第4層　10YR2/3　  黒褐色土　ローム粒(φ3～7mm)多量,ロームブロック(φ30～50mm)少量
第5層　10YR2/2　  黒褐色土　ロームブロック(φ30～60mm)多量,ロームブロック(φ150mm)極微量

SD-05セクション
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック(φ10～40mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,砂微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック(φ1～30mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,砂少量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ1～9mm)微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック(φ10～30mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック(φ1～20mm)少量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,焼土粒(φ1～3mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)微量

SD-01セクション
第1層　 10YR2/3　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ3～8mm)極微量,シルト
第2層　 10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒(φ2～4mm)極微量,
　　　　　　　　　  　　　　      炭化粒(φ4～9mm)極微量
第3層　 10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～4mm)少量,ロームブロック(φ25mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　        パミス粒(φ3mm)極微量
第4層　 10YR3/3　  暗褐色土　     ローム粒(φ2～4mm)極微量
第5層　 10YR2/3　  黒褐色土　     ローム粒(φ1mm)少量,ロームブロック(φ10～30mm)多量
第6層　 10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～4mm)極微量
第7層　 10YR3/3　  暗褐色土　     ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ10～30mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　        炭化粒(φ2～5mm)極微量,シルト
第8層　 10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ10～15mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　        焼土粒・炭化粒(φ3mm)極微量
第9層　 10YR3/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ4～8mm)極微量,焼土粒(φ4～5㎜)
　　　　　　　　　　　　　　　　　微量,シルト,全体的に鉄分混入
第10層  10YR3/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ3～5mm)極微量,縞状に鉄分混入
第11層  10YR3/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～8mm)多量,焼土粒(φ2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　        炭化粒(φ4mm)極微量,縞状に鉄分混入
第12層　10YR3/3　  暗褐色土　     ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ11～20mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　      炭化粒(φ3mm)極微量,シルト
第13層　10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～6mm)多量,ロームブロック(φ10～15mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　      縞状に鉄分混入,シルト 
第14層　10YR3/3　  暗褐色土　     ローム粒(φ1～3mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　        縞状に鉄分混入
第15層　10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～2mm)極微量,ロームブロック(φ40mm)極微量,鉄分混入
第16層　10YR3/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～3mm)多量,
                                   ロームブロック(φ40mm)極微量,縞状に赤褐色の鉄分混入,シルト
第17層　10YR3/4　  暗褐色土　     ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ10～20mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　      炭化粒(φ1～2mm)極微量,鉄分と若干砂混入
第18層　10YR4/2　  灰黄褐色土　   ローム粒(φ1～2mm)多量,ローム粒(φ3～5mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　      縞状に鉄分混入,第15層より多く砂混入
第19層  10YR6/2　  灰黄褐色土　   ローム粒(φ1～2mm)多量,第16層より多く鉄分と砂混入
第20層　10YR4/2　  灰黄褐色土　   ローム粒(φ1～2mm)少量,ローム粒(φ5～7mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　      縞状に鉄分混入,シルト
第21層  10YR4/4　  褐色土　　     ローム粒(φ1～2mm)多量,炭化粒(φ2～4mm)極微量,シルト
第22層　10YR5/4　  にぶい黄褐色土 ロームブロック(φ20～100mm)主体層,若干砂混入
第23層　10YR1.7/1　黒色土　砂少量

SDa-01(SN-01)セクション
第1層　 7.5YR5/6  明褐色土
第2層　 10YR2/1　 黒色土　　7.5YR5/6明褐色焼土粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第3層　 10YR1.7/1 黒色土　  ローム粒(φ1～9mm)微量,7.5YR5/6明褐色焼土粒(φ1～3mm)極微量,炭化粒(φ1～5mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第4層　 10YR2/1　 黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,焼土粒・炭化粒(φ1～3mm)極微量,ロームブロック(φ10～30mm)少量
第5層　 10YR2/1　 黒色土　　ローム粒・ロームブロック(φ1～25mm)少量,炭化粒(φ1～9mm)極微量
第6層　 10YR2/1　 黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック(φ10～50mm)多量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第7層　 10YR3/2　 黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量
第8層　 10YR3/2　 黒褐色土　ロームブロック(φ20～30mm)多量
第9層　 10YR2/2　 黒褐色土　ローム粒(φ2～4mm)少量,ロームブロック(φ10～25mm)微量
第10層　10YR2/1　 黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,ロームブロック(φ20～60mm)極微量
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SD-01セクション
第1層　 10YR2/3　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～3mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ3～8mm)極微量,シルト
第2層　 10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ2～4mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ4～9mm)極微量
第3層　 10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～4mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ25mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ3mm)極微量
第4層　 10YR3/3　  暗褐色土　     ローム粒(φ2～4mm)極微量
第5層　 10YR2/3　  黒褐色土　     ローム粒(φ1mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～30mm)多量
第6層　 10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～4mm)極微量
第7層　 10YR3/3　  暗褐色土　     ローム粒(φ1～7mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～30mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ2～5mm)極微量,シルト
第8層　 10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～5mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～15mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒・炭化粒(φ3mm)極微量
第9層　 10YR3/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ4～8mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　　極微量,焼土粒(φ4～5㎜)微量,シルト,
　　　　　　　　　　　　　　　　　全体的に鉄分混入
第10層  10YR3/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ3～5mm)極微量,縞状に鉄分混入
第11層  10YR3/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～8mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ2mm)極微量,炭化粒(φ4mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　縞状に鉄分混入
第12層　10YR3/3　  暗褐色土　     ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　　(φ11～20mm)微量,炭化粒(φ3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　シルト
第13層　10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～6mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～15mm)少量, 
　　　　　　　　　　　　　　　　　縞状に鉄分混入,シルト 
第14層　10YR3/3　  暗褐色土　     ローム粒(φ1～3mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量,縞状に鉄分混入
第15層　10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ40mm)極微量,鉄分混入
第16層　10YR3/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ1～3mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ40mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　縞状に赤褐色の鉄分混入,シルト
第17層　10YR3/4　  暗褐色土　     ローム粒(φ1～5mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～20mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄分と若干砂混入
第18層　10YR4/2　  灰黄褐色土　   ローム粒(φ1～2mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ3～5mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　縞状に鉄分混入,第15層より多く砂混入
第19層  10YR6/2　  灰黄褐色土　   ローム粒(φ1～2mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　第16層より多く鉄分と砂混入
第20層　10YR4/2　  灰黄褐色土　   ローム粒(φ1～2mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ5～7mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　縞状に鉄分混入,シルト
第21層  10YR4/4　  褐色土　　     ローム粒(φ1～2mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ2～4mm)極微量,シルト
第22層　10YR5/4　  にぶい黄褐色土 ロームブロック(φ20～100mm)主体層,
　　　　　　　　　　　　　　　　　若干砂混入
第23層　10YR1.7/1　黒色土　　　　 砂少量

SD-01Pit1セクション 
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～8mm)中量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ15～40mm)少量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)少量,炭化粒(φ1mm)微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～8mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10mm)少量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第6層　10YR2/1　黒色土
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ12～17mm)少量

SD-05セクション
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～40mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量,砂微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック(φ1～30mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量,砂少量
SD-02セクション
第1層　10YR2/2　 黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ15～20mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ4～8mm)極微量,シルト
第2層　10YR1.7/1 黒色土　  ローム粒(φ1～4mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第3層　10YR2/2　 黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　 ローム粒(φ7～9mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ15～30mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第4層　7.5YR2/2  黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ3mm)極微量,シルト
第5層　10YR1.7/1 黒色土　  ローム粒(φ1～4mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　 パミスブロック(φ20mm)極微量,シルト
第6層　7.5YR2/2  黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ15mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ2～3mm)微量,シルト
第7層　10YR2/3　 黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 全体的に鉄分が混入,シルト
第8層　7.5YR5/8  明褐色土　ローム粒(φ1～2mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ40mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第9層　7.5YR5/6  明褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ20～30mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2mm)微量,シルト
第10層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～4mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ45mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1mm)極微量,シルト

SD-02Pit1セクション
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ2～7mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　7.5YR6/4にぶい橙色粘土質土(φ30mm)混入
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ30mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ3～5mm)少量,7.5YR6/4にぶい橙色粘土質土
　　　　　　　　　　　　　(φ30mm)混入
SD-02Pit2セクション
第2層　10YR1.7/1 黒色土　 ローム粒(φ1～4mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第3層　10YR2/2　 黒褐色土 ローム粒(φ1～2mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ7～9mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ15～30mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第8層　7.5YR5/8  明褐色土 ローム粒(φ1～2mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ40mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト

SD-03セクション
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量,シルト
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ15mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト

分割図Bセクション
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第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量,シルト(=SD-04)
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ15mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　  炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト(=SD-03第1層）
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト（=SD-03第2層）

SD-04セクション
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)極微量,シルト
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,ロームブロック(φ10～13mm)極微量,シルト
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SD-01セクション
第1層　 10YR2/3　 黒褐色土　     ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ3～8mm)極微量,シルト
第2層　 10YR2/2　 黒褐色土　     ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒(φ2～4mm)極微量,炭化粒(φ4～9mm)極微量
第3層　 10YR2/2　 黒褐色土　     ローム粒(φ1～4mm)少量,ロームブロック(φ25mm)極微量,パミス粒(φ3mm)極微量
第4層　 10YR3/3　 暗褐色土　     ローム粒(φ2～4mm)極微量
第5層　 10YR2/3　 黒褐色土　     ローム粒(φ1mm)少量,ロームブロック(φ10～30mm)多量
第6層　 10YR2/2　 黒褐色土　     ローム粒(φ1～4mm)極微量
第7層　 10YR3/3　 暗褐色土　     ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ10～30mm)少量,炭化粒(φ2～5mm)極微量,シルト
第8層　 10YR2/2　 黒褐色土　     ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ10～15mm)極微量,焼土粒・炭化粒(φ3mm)極微量
第9層　 10YR3/2　 黒褐色土　     ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ4～8mm)極微量,焼土粒(φ4～5㎜)微量,シルト,
　　　　　　　　　　　　　　　 全体的に鉄分混入
第10層  10YR3/2　 黒褐色土　     ローム粒(φ3～5mm)極微量,縞状に鉄分混入
第11層　10YR3/2　 黒褐色土　     ローム粒(φ1～8mm)多量,焼土粒(φ2mm)極微量,炭化粒(φ4mm)極微量,縞状に鉄分混入
第12層　10YR3/3　 暗褐色土　     ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ11～20mm)微量,炭化粒(φ3mm)極微量,シルト
第13層　10YR2/2　 黒褐色土　     ローム粒(φ1～6mm)多量,ロームブロック(φ10～15mm)少量,縞状に鉄分混入,シルト 
第14層　10YR3/3　 暗褐色土　     ローム粒(φ1～3mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,縞状に鉄分混入
第15層　10YR2/2　 黒褐色土　     ローム粒(φ1～2mm)極微量,ロームブロック(φ40mm)極微量, 鉄分混入
第16層　10YR3/2　 黒褐色土　     ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ40mm)極微量,縞状に赤褐色の鉄分混入,シルト
第17層　10YR3/4　 暗褐色土　     ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　    鉄分と若干砂混入
第18層　10YR4/2　 灰黄褐色土　   ローム粒(φ1～2mm)多量,ローム粒(φ3～5mm)極微量,縞状に鉄分混入,
　　　　　　　　　　　　　　　  第15層より多く砂混入
第19層  10YR6/2　 灰黄褐色土　   ローム粒(φ1～2mm)多量,第16層より多く鉄分と砂混入
第20層　10YR4/2　 灰黄褐色土　   ローム粒(φ1～2mm)少量,ローム粒(φ5～7mm)極微量,縞状に鉄分混入,シルト
第21層  10YR4/4　 褐色土　　     ローム粒(φ1～2mm)多量,炭化粒(φ2～4mm)極微量,シルト
第22層　10YR5/4　 にぶい黄褐色土 ロームブロック(φ20～100mm)主体層,若干砂混入
第23層　10YR1.7/1 黒色土　        砂少量

SD-02セクション
第1層　 10YR2/2　 黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ15～20mm)極微量,炭化粒(φ4～8mm)極微量,
                              シルト
第2層　 10YR1.7/1 黒色土　  ローム粒(φ1～4mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第3層　 10YR2/2　 黒褐色土  ローム粒(φ1～2mm)多量,ローム粒(φ7～9mm)極微量,ロームブロック(φ15～30mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第4層　 7.5YR2/2  黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,炭化粒(φ3mm)極微量,シルト
第5層　 10YR1.7/1 黒色土　  ローム粒(φ1～4mm)少量,パミスブロック(φ20mm)極微量,シルト
第6層　 7.5YR2/2  黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,ロームブロック(φ15mm)極微量,炭化粒(φ2～3mm)微量,シルト
第7層　 10YR2/3　 黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,全体的に鉄分が混入,シルト
第8層　 7.5YR5/8  明褐色土　ローム粒(φ1～2mm)多量,ロームブロック(φ40mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,
                              シルト
第9層　 7.5YR5/6  明褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ20～30mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量,
                              シルト
第10層　10YR3/3　 暗褐色土　ローム粒(φ1～4mm)多量,ロームブロック(φ45mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,
                              シルト

SD-10セクション
第1層　 10YR2/1　　黒色土　　     ローム粒(φ1～4mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第2層　 10YR3/2　　黒褐色土　     ローム粒(φ1～8mm)多量,ロームブロック(φ10～30mm)極微量,
                                    炭化粒(φ2～4mm)極微量
第3層　 7.5YR1.7/1 黒色土　       ローム粒(φ1～7mm)多量,炭化粒(φ2～3mm)極微量
第4層　 10YR4/3　　にぶい黄褐色土 ローム粒(φ1～4mm)多量,ロームブロック(φ60～80mm)極微量
第5層　 7.5YR1.7/1 黒色土　       ローム粒(φ1～6mm)多量,ロームブロック(φ16mm)極微量
第6層　 10YR1.7/1　黒色土　       ローム粒(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量
第7層　 10YR3/3　  暗褐色土　     ローム粒(φ2～4mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,鉄分若干混入
第8層　 10YR2/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ2～4mm)微量,部分的に鉄分若干混入
第9層　 10YR3/2　  黒褐色土　     ローム粒(φ2～3mm)極微量,ロームブロック(φ100mm)極微量
第10層　7.5YR1.7/1 黒色土　    ローム粒(φ1～3mm)極微量,炭化粒(φ2～4mm)極微量
第11層　7.5YR1.7/1 黒色土　    ローム粒(φ1～7mm)微量,ロームブロック(φ50mm)極微量
第12層　10YR3/2　  黒褐色土　  ローム粒(φ1～2mm)少量
第13層　10YR4/2　  灰黄褐色土  ローム粒(φ1～4mm)微量,第11層との境に厚さ15mmほどで鉄分堆積

SD-08セクション
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～8mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第3層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ1mm)微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ3mm)微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～13mm)少量,炭化粒(φ2mm)少量

SD-07セクション
第1層　 7.5YR2/2 黒褐色土　ローム粒(φ1㎜)極微量,礫(φ2～4㎜)微量,全体的に鉄分が帯状に混入,シルト
第2層　 7.5YR3/2 黒褐色土　ローム粒(φ1㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量,全体的に鉄分が帯状に混入。シルト
第3層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ2～4mm)極微量,シルト
第4層　 7.5YR2/1 黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,ローム粒(φ3～4mm)極微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量,鉄分混入,シルト
第5層　 10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,ロームブロック(φ10mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第6層　 7.5YR2/1 黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,縞状に鉄分混入,シルト
第7層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ5～7mm)極微量,一部に鉄分がブロック状(φ10mm)極微量混入,シルト
第8層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第9層　 10YR2/1　黒色土　　ロームブロック(φ10～25mm)多量,シルト
第10層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)多量,パミス粒(φ4mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第11層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ2～3mm)少量,ロームブロック(φ12～20mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第12層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)多量,ロームブロック(φ10～12mm)極微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量,シルト
第13層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ15～30mm)多量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第14層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)多量,ローム粒(φ5～7mm)極微量,シルト
第15層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ15～30mm)多量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第16層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第17層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～4mm)少量,ロームブロック(φ12～15mm)微量,鉄分混入,シルト
第18層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ10～12mm)微量,シルト
第19層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ15～25mm)極微量,鉄分混入,シルト
第20層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,ロームブロック(φ15mm)極微量, 炭化粒(φ3～4mm)極微量,鉄分混入,シルト
第21層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,シルト
第22層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～4mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)極微量,シルト
第23層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)多量,炭化粒(φ4～5mm)極微量,シルト
第24層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ15～20mm)多量,シルト

SD-06セクション
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～60mm)多量,炭化粒(φ2～3mm)
　　　　　　　　　　　　 極微量,シルト
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～8mm)少量,ロームブロック(φ10～30mm)微量,
　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～5mm)極微量,シルト
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ20～40mm)多量,礫(φ7mm)極微量,シルト
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)多量,炭化粒(φ1～3mm)極微量,シルト
第5層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～7mm)多量,炭化粒(φ3～6mm)極微量,シルト
第6層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ7mm)極微量,シルト

SD-08セクション
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3mm)極微量,シルト
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～3mm)極微量,鉄分混入,シルト
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,焼土粒(φ2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　 層下方に若干鉄分混入,シルト
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～7mm)層下方に多量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　 (φ10～40mm)層下方に少量,炭化粒(φ1～5mm)極微量,シルト
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SK-02セクション
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,ロームブロック(φ10～12mm)極微量,シルト
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～7mm)多量,ロームブロック(φ13～25mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量,シルト
SD-07セクション
第3層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ2～4mm)極微量,シルト
第4層　 7.5YR2/1 黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,ローム粒(φ3～4mm)極微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量,鉄分混入,シルト
第5層　 10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,ロームブロック(φ10mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第6層　 7.5YR2/1 黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,縞状に鉄分混入,シルト
第7層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ5～7mm)極微量,一部に鉄分がブロック状(φ10mm)極微量混入,シルト
第8層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第9層　 10YR2/1　黒色土　　ロームブロック(φ10～25mm)多量,シルト
第10層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)多量,パミス粒(φ4mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第11層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ2～3mm)少量,ロームブロック(φ12～20mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第12層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)多量,ロームブロック(φ10～12mm)極微量, 炭化粒(φ2～3mm)極微量,シルト
第13層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ15～30mm)多量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第14層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)多量,ローム粒(φ5～7mm)極微量,シルト
第15層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ15～30mm)多量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第16層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量,シルト
第17層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～4mm)少量,ロームブロック(φ12～15mm)微量,鉄分混入,シルト
第18層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ10～12mm)微量,シルト
第19層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量,ロームブロック(φ15～25mm)極微量,鉄分混入,シルト
第20層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,ロームブロック(φ15mm)極微量,炭化粒(φ3～4mm)極微量,鉄分混入,シルト
第21層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,シルト
第22層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～4mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)極微量,シルト
第23層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)多量,炭化粒(φ4～5mm)極微量,シルト
第24層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ15～20mm)多量,シルト

SD-08セクション
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3mm)極微量,シルト
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～3mm)極微量,鉄分混入,シルト
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,焼土粒(φ2mm)極微量,層下方に若干鉄分混入,シルト
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,シルト
第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～7mm)層下方に多量,ロームブロック(φ10～40mm)層下方に少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5mm)極微量,シルト

SD-11セクション
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～7mm)微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)多量,炭化粒(φ5mm)極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック(φ10～12mm)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　 (φ3～5mm)極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～4mm)多量,ロームブロック(φ10～12mm)微量
第5層　7.5YR2/2 黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,ローム粒(φ5～8mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,ロームブロック(φ15mm)極微量,炭化粒(φ4～5mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量
第7層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)多量

SD-04セクション
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)極微量,シルト
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,ロームブロック(φ10～15mm)極微量,シルト
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図 1-18　A-1 区 SD-9
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さ１２．９ｍ、幅３０．０ｃｍ、深さ４３ｃｍを測る。

ＳＤ－０１・０９・ＳＤａ－０１と重複しており、

本遺構の方が新しい。中層から土師器椀の口縁～体

部にかけての資料が出土した。口径１２．０ｃｍを

測る。

ＳＤ－０６（図 1-16・17）

　調査区南側で検出した。部分的な検出で、ＳＤ－

０７に接する形で途切れている。長さ２．２５ｍ、

幅９５．０ｃｍ、深さ２７．０ｃｍを測る。ＳＤ－

０７・０８と重複しており、ＳＤ－０８より新しく、

ＳＤ－０７とは接する形で途切れており、堆積状況

も底面の高さがほぼ同一面である部分が認められる

ことから併存した可能性がある。

ＳＤ－０７（図 1-16 ～ 19）

　調査区南側で検出した。ほぼ東西軸で、ＳＤ－

０８と並行する形で検出し、前述のＳＤ－０６とは

接する形で併存した可能性がある溝跡である。

調査区内では長さ１６．８ｍ、幅９６．０ｃｍ、深さ

４５ｃｍを測る。ＳＫ－０２、ＳＤ－０１・０２・

０６と重複しており、ＳＫ－０２とＳＤ－０１より

も新しく、ＳＤ－０６とは併存、ＳＤ－０２とはＳ

Ｄ－０２側の方が新しい。

ＳＤ－０８（図 1-16 ～ 20）

　調査区南側で検出した。ＳＤ－０７と並行する形

で検出しており、東西軸の溝跡である。調査区内で

は長さ１４．５ｍ、幅８０．０ｃｍ、深さ４３．０ｃ

ｍを測る。ＳＫ－０２、ＳＤ－０１・０２、ＳＤ－

０７に接するＳＤ－０６、ＳＤ－１１と重複してお

り、ＳＫ－０２より新しく、ＳＤ－０２・０６より

古く、ＳＤ－０１との関係はＳＤ－０２部分で切ら

れている為詳細は不明である。また、ＳＤ－１１に

ついては直接の切り合い関係について把握できる土

層記録がない為詳細は不明であるが、土層堆積上Ｓ

Ｄ－０６とＳＤ－０７の関係のように底面が類似し

た高さになる部分が認められ、直交するような接し

方も類似することから、ＳＤ－０８とＳＤ－１１に

ついては併存した可能性がある。その場合、ＳＤ－

０６・０７とＳＤ－０８・１１は、形状・軸線等の

共通性が認められ、ＳＤ－０８・１１からＳＤ－

０６・０７への変遷過程とみなすことができる取り

扱いとなる。出土遺物は覆土から出土した土師器椀

底部資料を図示した。底径６．６ｃｍを測る。

ＳＤ－０９（図 1-10 ～ 12）

　調査区北西隅から検出した。調査区内の規模は長

さ６．１ｍ、幅１９０．０ｃｍ、深さ５７ｃｍを測る。

ＳＤ－０１・０５・ＳＤａ－０１と重複しており、

ＳＤａ－０１より新しく、ＳＤ－０１・０５よりも

古い。

ＳＤ－１０（図 1-16・17・20）

　調査区の南側で検出した。長さ３．３ｍ、幅

５５．０ｃｍ、深さ７３．０ｃｍを測る。ＳＤ－

０１・０２と重複しており、本遺構の方が古い。調

査時に溝跡として調査されているが、南側のＡ－２

区で検出したＳＴＰ－０１と平行する軸線であるこ

とから、溝状土坑（所謂Ｔピット）の可能性が高

い。覆土中から縄文時代中期の口縁部片が出土して

いる。

ＳＤ－１１（図 1-18）

　調査区南端で検出した。南側の用水路に切られる

形で途切れており、検出部分の長さは３３．０ｃｍ、

幅７５ｃｍ、深さ４２ｃｍを測る。ＳＤ－０８の項

目での記述のとおり、ＳＤ－０８と接する形で構築

されており、直接新旧関係が把握できる土層図の記

録はないものの、底面の深さ等で比較可能な情報が

あり、併存した可能性があるものと考えられる。

ＳＤａ－０１（調査時ＳＮ－０１）（図 1-10 ～

12,20）

　調査区北側で検出した。溝であるが、調査時に焼

土を意識した遺構番号が付与され精査されていた。

逆Ｌ字状態を呈する溝で、西側の延長部はＥ区ＳＤ

－２０へ延びるものと考えられる。本調査区内での

規模は長さ７．１ｍ、幅７２ｃｍ、深さ６２ｃｍを

測る。一部焼土ブロックとともに遺物が集中して廃

棄されており、土師器・製塩土器を主体に一部弥生

時代中期の土器片が混合して出土している。他の溝

跡が中世の資料が混合する資料が多い中、本遺構は

下限資料は古代の資料のみである。

４．遺構外出土遺物（図 1-20）

　１点図示した。須恵器甕の体部片で外面はタタキ、

内面は一部当て具痕が観察される。
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第２節　Ａ－２区

１. 土坑

ＳＫ－０３（図 1-22）

　調査区南側から検出した。平面形は円形を呈し

９１．０×９０．０×２２．０ｃｍを測る。断面形は

鍋底形で、一部緩やかに立ち上がる形状である。堆

積土は３層に分層し、パミス粒・炭化粒を微量含む

自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０４（図 1-22）

　調査区南側から検出した。平面形は不整楕円形を

呈し、１５０．０×９９．０×３３．０ｃｍを測る。

断面形は一部緩やかな段状を呈しており、壁は開き

気味に立ち上がる。堆積土は５層に分層し、崩落の

伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０５（図 1-22）

　調査区南側から検出した。ＳＰ－２０・１２４・

１２５と重複しており、本遺構の方が古い。平面形

は小判形を呈し、１５８．０×９５．０×２４．０ｃ

ｍを測る。断面形は底面に若干凹凸があり、壁は緩

やかに立ち上がる部分と垂直に近い形で立ち上がる

部分が見られる。堆積土は５層に分層し、ブロック

混じりの埋め戻しに伴う堆積状況を呈する。

ＳＫ－０６（図 1-22）

　調査区南側から検出した。平面形は楕円形を呈し、

９０．０×７４．０×１３．０ｃｍを測る。断面形は

柱穴状を呈し、中央が凹んだ形状で、壁は垂直に近

い形で立ち上がる。堆積土は３層に分層し、ローム

ブロック混じりの裏込め土を含めた人為的堆積状況

を呈する。

ＳＫ－０７（図 1-22）

　調査区南側から検出した。平面形は不整隅丸方形

を呈し、１１２．０×１００．０×２６．０ｃｍを測

る。断面形は擂鉢形で、緩やかに立ち上がる形状で

ある。堆積土は３層に分層し、流れ込みを含めた自

然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０８（図 1-22）

　調査区南側から検出した。平面形は隅丸方形を呈

し、９９．０×７８．０×４０．０ｃｍを測る。断面

形は段状に立ち上がる形状で、壁は垂直に近い形で

立ち上がる。堆積土は３層に分層し、第２・３層が

柱穴の裏込め土と類似したブロック混じりの人為的

堆積状況を呈している。

ＳＫ－０９（図 1-23）

　調査区南側で検出した。南端が調査区外に延び

ているが、平面形は不整隅丸長方形を呈しており、

（１４７．０）×（１０３．０）×４１．０ｃｍを測る。

断面形は中央部分が柱穴状に一段落ち込んだ形状

で、壁際の検出部は垂直に近い形で立ち上がる。堆

積土は５層に分層し、水の浸食による色調の褪色が

顕著な土層であるが、柱穴の裏込めなど人為的な堆

積状況を呈している。

ＳＫ－１０（図 1-23）

　調査区中央から東側の位置から検出した。平面形

は不整形を呈し、７８．０×５７．０×２０．０ｃｍ

を測る。断面形は段状に立ち上がる形状で、壁は垂

直に近い形で立ち上がる。堆積土は１層に分層して

いるが、記録写真を確認したところ、下部に色調が

明るめな土層が自然堆積しており、テラス状の部分

にはパミスブロックが含まれる土があることから柱

穴と同様の堆積状況である可能性が高い。

ＳＫ－１１（図 1-23）

　調査区中央からやや東側の位置から検出した。平

面形は不整隅丸方形を呈し、６６．０×５２．０×

２６．０ｃｍを測る。壁は垂直に近い形で立ち上が

る形状で、一部袋状に入り込む部分が見られる。堆

積土は１層に分層し、ロームブロック混じりの埋め

戻しに伴う堆積状況である。

ＳＫ－１２（図 1-23）

　調査区中央から北側の位置から検出した。平面形

は不整楕円形を呈し、６８．０×５８．０×１７．０

ｃｍを測る。断面形は垂直に立ち上がる部分と緩や

かに立ち上がる部分が見られる。堆積土は１層に分

層し、ロームブロック混じりの埋め戻しに伴う堆積

状況を呈する。

ＳＫ－１３（図 1-23）

　調査区中央から北側の位置から検出した。平面形

は不整円形を呈し、７２．０×６３．０×１２．０ｃ

ｍを測る。断面形は鍋底形を呈し、壁は垂直に近い

形で立ち上がる。堆積土は１層に分層し、自然堆積

を呈する。

ＳＫ－１４（図 1-23）

　調査区中央から北東側の位置から検出した。平面

形は不整形で、８４．０×６６．０×２１．０ｃｍを

測る。断面形は鍋底形で、壁は垂直に近い形で立ち

上がる。堆積土は１層に分層し、ロームブロック混

じりの埋め戻しに伴う堆積状況を呈している。

ＳＫ－１５（図 1-23）
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SK-03
第A層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第B層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第C層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-13
第1層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SK-04
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ20㎜大)混入,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)少量
第2層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ100㎜大)混入,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第3層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第4層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第5層 10YR6/4 にぶい黄橙色土 パミス層
SK-05
第A層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第B層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ15～20㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第C層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ30～50㎜)少量
第D層 10YR4/1 褐灰色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
第E層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-20
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ30㎜大)混入
第3層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量

SK-06
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜大)混入,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR6/6 明黄褐色土 (パミス層)
SK-07
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ30㎜大)混入,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ20㎜大)混入,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SK-08
第1層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量
第2層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～50㎜)中量
第3層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～100㎜)多量
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SK-09
第1層 10YR1.7/1 黒色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量
第2層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR4/4褐色土と10YR3/2黒褐色土の混合土　パミス粒・ブロック(φ1～100㎜)中量
第4層 10YR4/1 褐灰色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量
第5層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
SK-10
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
SK-11
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量,ロームブロック(φ15～30㎜)少量
SK-12
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ロームブロック(φ15～30㎜)少量,暗褐色土(10YR3/4)(φ50～100㎜)微量
SK-13
第1層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)少量
SK-14
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ15～40㎜)少量
SK-15
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭化粒(φ5～9㎜)微量
SK-15Pit1
第1層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭化粒(φ3～5㎜)微量
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　調査区中央から検出した。平面形は小判形を呈し、

１４７．０×８６．０×１７．０ｃｍを測る。北側の

壁際にＰｉｔ１としたピットを検出しているが、実

質的には本遺構とは別遺構で、本遺構の方が新しい。

断面形は凹凸がある形状で垂直に近い形で立ち上が

る部分と緩やかに立ち上がる部分が見られる。堆積

土は１層に分層し、自然堆積状況を呈する。

２. 井戸跡

ＳＥ－０１（図 1-24 ～ 28）

　調査区中央からやや南側から検出した。ＳＰ－

１９と重複しており、本遺構の方が新しい。平面

形は不整円形を呈し、１２０．０×１１１．０×

２５０．０ｃｍを測る。断面形は円筒形を呈し、壁

上部で開き気味に立ち上がる形状である。堆積土は

１０層に分層し、廃棄と埋め戻しの伴う人為堆積を

呈する。出土遺物は木製品のみの出土で、Ａ０２７

の黒漆の漆器椀、Ａ０２８白木の椀の底部、Ａ

０２９指物の箱の底板ないしは天板、Ａ０３０～Ａ

０５８の箸、箸状木製品、Ａ０６３桧扇、Ａ０６６

篦、Ａ０７２木錘などが出土しており、Ｅ区に展開

する掘立柱建物跡と井戸跡の延長部に相当する。

３．溝状土坑（Ｔピット）

ＳＴＰ－０１（図 1-29）

　調査区中央より北側の位置から検出した。Ａ－１

区ＳＤ－１０の部分で記載したが、本遺構も東西軸

を基軸とする溝状土坑である。規模は３３８．０×

３３．０×７２．０ｃｍを測る。断面形は一部袋状に

入り込む形で、壁は袋状の部分と垂直に近い形で立

ち上がる部分が見られる。堆積土は１層に分層し、

崩落が一部伴う自然堆積状況を呈する。

４．その他の遺構

ＳＸ－０２（図 1-30）

　調査区南側で検出した。不整隅丸方形の土坑状の

形状で、１５６．０×１２６．０×３７．０ｃｍを測

る。断面形は凹凸のある形状で、壁は緩やかに立ち

上がる部分と垂直に近い形で立ち上がる部分があ

る。堆積土は３層に分層し、ブロック混じりの堆積

土が凹凸部分に充填されている。上面は自然堆積状

況を呈する。

ＳＸ－０３（図 1-30）

　調査区南側で検出した。不整小判形を呈し、

９２．０×４８．０×１１．０ｃｍを測る。断面形は

凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は１

層に分層し、人為堆積状況を呈する。

ＳＸ－０４（図 1-30）

　調査区南側で検出した。楕円形を呈し、８５．０

×７３．０×１６．０ｃｍを測る。断面形は中央部分

図 1-23　A-2 区 SK-2



SE-01
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10

～30㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブ
ロック(φ10～50㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量

第2層 10YR4/1 褐灰色土 パミス粒(φ1～9m㎜)少量,パミスブロック(φ10
～20㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒
(φ1～5㎜)少量

第3層 10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10
～20㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒
(φ1～3㎜)少量鉄分あり。

第4層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ20
㎜大)混入,炭化粒(φ1～9㎜)少量

第5層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3m㎜)少量,ローム粒(φ1～2m㎜)
微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量

第6層 5Y2/1 黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10
～12㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)中量,炭化粒
(φ1～9㎜)少量

第7層 2.5Y4/1 黄灰色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10
～100㎜)中量

第8層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9m㎜)中量,木片少量混入
中層下 10YR3/2 黒褐色土 ローム粒(φ1～9㎜)少量,カヤ・ヨシなど多量に

混入
下層 5Y4/2 灰オリーブ色土(やや砂質土)に5G5/1緑灰色土の粘質土混入
SP-19
第A層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量
第B層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
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第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
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が凹んだ形状で、壁際は緩やかに立ち上がる。堆積

土は３層に分層し、第１・２層が柱穴状の掘りこみ

が認められ、パミスブロック混じりの人為的堆積状

況を呈する。ＳＢ－０２の柱穴として調査後認定さ

れている。

ＳＸ－０５（図 1-30）

　調査区南側で検出した。ＳＰ－５６、ＳＢ－０２

Ｐｉｔ８と重複しており、本遺構の方が古い。平

面形は不整形で、８８．０×６６．０×１５．０ｃｍ

を測る。断面形は段状を呈し、垂直に近い形で立

ち上がる部分と緩やかに立ち上がる部分が見られ

る。また、一部斜めに入り込んだ部分があり、深さ

５０．０ｃｍを測る。堆積土は５層に分層したが、

実質的に第１～３層はＳＰ－５６やＳＢ－０２Ｐｉ

ｔ８と近接した位置にあり、柱穴として機能した掘

り込みの堆積土の可能性が高く、本遺構部分も柱穴

として機能した可能性が高い。

ＳＸ－０６（図 1-30）

　調査区南側で検出した。西側が用水路に切られ

ていて残存していないが、平面形は不整形を呈し、

（６４．０）×（３５．０）×１３．０ｃｍを測る。断

面形は底面に凹凸があり、壁は垂直に立ち上がる部

分と緩やかに立ち上がる部分が見られる。堆積土は

４層に分層し、柱穴の堆積状況と同様の堆積状況で、

図 1-28　A-2 区 SE-5
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SX-02
第1層 10YR1.7/1 黒色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ1～9㎜)少量
第2層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第3層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ20㎜大)混入
SX-03
第1層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
SX-04(※一部SB-02ピット含）
第1層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜大)混入,ローム粒(φ1～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)混入,
                                      炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～30㎜)混入,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ10～30㎜)混入,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SX-05
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜大)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,
                                    炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ20～30㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,
                                    炭化粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR4/4 褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,
                                    炭化粒(φ1～2㎜)微量
第4層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜大)混入,ローム粒(φ1～2㎜)微量,
                                    炭化粒(φ1～3㎜)微量
第5層 10YR4/4 褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,
                                    炭化粒(φ1～2㎜)微量
SX-06
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜大)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,
                                    炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ20～30㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,
                                    炭化粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR4/4 褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,
                                    炭化粒(φ1～2㎜)微量
第4層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜大)混入,ローム粒(φ1～2㎜)微量,
                                    炭化粒(φ1～3㎜)微量
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近隣に掘立柱建物跡が所在することなどを踏まえる

と建物の柱穴の一部の可能性もある。

ＳＸ－０７（図 1-31）

　調査区中央から検出した。ＳＰ－１００・

１１１・１１２・１１５・１１６と重複しているが、

本遺構の第１層に堆積している土からはビニールが

検出しており、各ピットともその堆積土よりは古い。

本遺構の残存部ば第１層以下から基部が部分的に検

出している状況である。平面形はカマド状遺構のよ

うに煙出状に突出した部分を持ち、３１７×１８５

×２５ｃｍを測る。断面形は凹凸があり、壁際は緩

やかに立ち上がる。長方形気味の部分の底面直上か

ら炭化物や焼土粒を検出しており、カマド状遺構の

燃焼室に相当する可能性がある。その場合、ＳＰ－

１１６から北側の部分が煙道部に相当するものと考

えられ、その場合主軸方位はＮ－３°－Ｗである。

ＳＸ－０８（図 1-31）

　調査区中央のやや南東側から検出した。平面形

は不整楕円形を呈し、１５３．０×１０６．０×

３２．０ｃｍを測る。断面形は中央が凹んだ段状を

呈しており、壁際は垂直に近い形で立ち上がる。堆

積土は３層に分層し、底面直上に堆積する第３層は

パミスブロック混じりの流れ込みに伴う土層で、上

位に堆積している土も自然堆積状況である。

ＳＸ－０９（図 1-31）

　調査区東側で検出した。ＳＤ－００１と重複し

ており、本遺構の方が古い。平面形は不整楕円形

を呈し、１７０．０×１５０．０×１３．０ｃｍを測

る。ＳＤ－００１に接する側に９５．０×３９．０×

１６．０ｃｍの溝状の掘り込みがあり、断面形はそ

の部分が落ち込んだ形状である。壁は垂直に近い形

で立ち上がる。堆積土は５層に分層し、ブロック混

じりの人為的堆積状況である。また、出土遺物は壁

際の地点から渥美窯の壺体部片（Ａ０７３) と自然

礫が出土している。

ＳＸ－１０（図 1-31）

調査区中央から南側の地点で検出した。平面形は不

整楕円形を呈しており、１６５．０×１０４．０×

１４．０ｃｍを測る。断面形は緩やかな段があり、

壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は３層に分層し、

パミスブロック混じりの人為的堆積状況を呈する。
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SX-07
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)

少量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～
50㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)中量, 焼土粒(φ1～9㎜)中
量,焼土ブロック(φ10～100㎜)中量,ビニール混入

第2層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)
少量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～
30㎜)中量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,焼土粒(φ1～2㎜)少
量

第3層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)中量,ロー
ムブロック(φ10～30㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量

第4層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)
中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量

SX-08
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化

粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ20㎜大)混

入,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ2～5㎜)微量
第3層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～100㎜)

中量

SX-09
第1層 2.5Y3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第2層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量
第3層 2.5Y4/1 黄灰色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量
第4層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ20㎜大)混入
第5層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～100㎜)中量,
                               ローム粒(φ1～3㎜)少量
SX-10
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～50㎜)中量,
                               ローム粒(φ1～9㎜)少量
第2層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,
                               ローム粒(φ1～3㎜)少量
第3層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,
                               ローム粒(φ1～2㎜)少量
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SB-01Pit2
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)少量,
                                              ローム粒(φ1～3㎜)少量,ロームブロック(φ20㎜大)混入
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,
                                              ローム粒(φ1～5㎜)少量
SB-01Pit3
第あ層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,
                                              ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)中量
第い層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,
                                               ロームブロック(φ10～20㎜)少量
第う層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ1～9㎜)中量
SB-01Pit4
第ア層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第イ層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ15～20㎜)少量,
                                               ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～15㎜)少量
第ウ層 10YR2/1黒色土と10YR3/2黒褐色土の混合土
SB-01Pit6
第A層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～7㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
第B層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
第C層 10YR6/6 明黄褐色土 (パミス層)
SB-01Pit7
第あ層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～8㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第い層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～15㎜)中量,
                                              ローム粒(φ1～5㎜)少量
SB-01Pit8
第a層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,
                                              ローム粒(φ1～3㎜)少量
第b層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～50㎜)少量,
                                              ローム粒(φ1～5㎜)少量
SB-02Pit1
第1層      10YR3/1        黒褐色土    パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第2層      10YR3/3        暗褐色土    パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,
                                              ローム粒(φ1～9㎜)少量
第3層      10YR3/2        黒褐色土    パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)中量,ロームブロ
                                              ック(φ30㎜大)混入
SB-02Pit2
第1層      10YR2/3        黒褐色土    パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,
                                              ローム粒(φ1～5㎜)少量
第2層      10YR5/8黄褐色土と10YR3/2黒褐色土の混合土　パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック
                                              (φ10～30㎜)少量

SB-02Pit3
第a層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)
                                           微量
第b層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
第c層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～15㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)
                                           少量
第d層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)
                                             少量
SB-02Pit4
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)
                                           少量,ロームブロック(φ10～100㎜)少量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土　 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)
                                           中量
SB-02Pit5
第a層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第b層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,ローム粒(φ1～5㎜)少量
SB-02Pit6
第あ層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第い層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
SB-02Pit7
第a層 10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～7㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第b層 10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量
SB-02Pit8
第あ層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
SP-56
第A層 10YR3/4 暗褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)中量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
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0 2m

SP-16・17・18 SP-19

SP-01
第1層　10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒

(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)
少量

第2層 10YR4/6 褐色土 パミス層
第3層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ

1～3㎜)微量
SP-02
第A層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～15㎜)少量,ローム粒
(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)
少量

SP-03
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 　　　 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒

(φ1～9㎜)少量,ロームブロック
(φ15㎜大)混入,炭化粒(φ1～3㎜)
少量

SP-04
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒

(φ1～9㎜)少量,ロームブロック
(φ30～40㎜)少量,炭化粒(φ1～5
㎜)少量

SP-05
第1層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～15㎜)微量,ローム粒
(φ1～3㎜)微量

第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒
(φ1～2㎜)微量

SP-06
第1層　 10YR2/1 黒色土 　  パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒

　　(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)  
　　微量

第2層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9mm)中量,パミスブ
ロック(φ10～20mm)中量

SP-07
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～30㎜)微量,炭化粒
(φ1～5㎜)少量

SP-08
第1層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒

(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)
微量

第2層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒
(φ1～2㎜)微量

SP-09
第A層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ

1～2㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
SP-10
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロ

ック(φ20㎜大)混入,ローム粒(φ2㎜)
極微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

第2層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ5
㎜)極微量

第3層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ
1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量

SP-11
第A層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロ

ック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1
～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量

SP-12
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1

～2㎜)微量
第2層 10YR4/1 褐灰色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロ

ック(φ10～13㎜)少量,炭化粒(φ1～2
㎜)微量

第3層 10YR6/4にぶい黄橙色土と10YR3/3暗褐色土の混合土　炭化粒(φ1～2
㎜)微量

SP-13 
第1層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロ

ック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1
～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SK-03
第A層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1

～5㎜)微量
第B層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1

～3㎜)微量
第C層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1

～3㎜)微量
SP-14
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ

1～2㎜)微量,炭化粒(φ3㎜)極微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)少量,ローム粒(φ

1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR6/4 にぶい黄褐色土 パミス層
SP-15
第A層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ

1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第B層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロ

ック(φ10～20㎜)少量

SP-16
第A層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロ

ック(φ10～20㎜)少量,炭化粒(φ1～2
㎜)微量

第B層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1
～2㎜)微量

SP-17
第1層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロ

ック(φ20㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)
微量

SP-18
第あ層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量
第い層 10YR6/8 明黄褐色土 パミス層
SE-01
第1層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～30㎜)少量,ローム粒
(φ1～9㎜)少量,ロームブロック
(φ10～50㎜)少量,炭化粒(φ1～9
㎜)少量

第2層 10YR4/1 褐灰色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ
ロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒
(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)
少量

第3層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ
ロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒
(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)
少量鉄分あり

第4層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ
ロック(φ20㎜大)混入,炭化粒(φ1
～9㎜)少量

第5層 10YR4/2 灰黄褐色土        パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒
(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)
微量

第6層 5Y2/1 黒色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブ
ロック(φ10～12㎜)少量,ローム粒
(φ1～3㎜)中量,炭化粒(φ1～9㎜)
少量

第7層 2.5Y4/1 黄灰色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブ
ロック(φ10～100㎜)中量

第8層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,木片少量
混入

中層下 10YR3/2 黒褐色土  ローム粒(φ1～9㎜)少量,カヤ・ヨ
シなど多量に混入

下層 5Y4/2 灰オリーブ色土(やや砂質土)に5G5/1緑灰色土の粘質土
混入

SP-19
第A層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量
第B層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒

(φ1～2㎜)微量
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0 2m

SP-30

SP-29SP-28

SP-25SP-20・124・125 SP-21・22 SP-23・24

SP-26・27

SP-31・32

SP-20
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3

㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック

(φ30㎜大)混入
第3層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～3

㎜)微量
SK-05
第A層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2

㎜)微量
第B層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック

(φ15～20㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第C層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック

(φ30～50㎜)少量
第D層 10YR4/1 褐灰色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～

3㎜)少量
第E層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック

(φ10～30㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)少
量,炭化粒(φ1～3㎜)微量

SP-124
第A層 10YR3/1 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第B層 10YR3/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒　　    
                                   (φ1～3㎜)微量
第C層 10YR3/3 暗褐色土 　　パミス粒(φ1～5㎜)少量
SP-125
第1層 10YR3/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～5㎜)少量
SP-21
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック

(φ20㎜大)混入,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第2層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック

(φ10～60㎜)中量
SP-22
第A層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2

㎜)微量
第B層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ1～

3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第C層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック

(φ30㎜大)混入
SP-23
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック

(φ20㎜大)混入,ローム粒(φ1～3㎜)少量,
                                    炭化粒(φ2～3㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック

(φ20㎜大)混入,ローム粒(φ1～3㎜)微量,
                                    炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-24
第A層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック

(φ10～50㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少
量,炭化粒(φ1～3㎜)微量

SP-25
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロッ

ク(φ150㎜大)混入,炭化粒(φ1～2㎜)
微量

SP-26
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロッ

ク(φ20㎜大)混入,炭化粒(φ1～3㎜)微
量

SP-27
第A層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)中量,パミスブロッ

ク(φ10～30㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)
少量

SP-28
第1層 10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)多量,パミスブロッ

ク(φ20㎜大)混入,炭化粒(φ1～2㎜)少
量

SP-29
第1層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロッ

ク(φ10～15㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)
微量

SP-30
第1層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロッ

ク(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～5
㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SP-31
第1層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量
第2層 10YR2/3 黒褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)微量
第3層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ3～5㎜)少量
SP-32
第1層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ1～9㎜)多量,炭化粒(φ3～

5㎜)微量
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0 2m

SP-49(SB-02)SP-48

SP-46

SP-33 SP-34 SP-35・40

SP-36・37・38

SP-39

SP-41 SP-42・43 SP-44

SP-45 SP-47・75・76

SP-47
第1層 10YR4/2 炭黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)中量,パミスブ

ロック(φ10～30㎜)中量,炭化粒
(φ1～2㎜)微量

第2層 10YR4/4 褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブ
ロック(φ10～50㎜)中量,ロームブ
ロック(φ50㎜大)混入,炭化粒(φ1
～5㎜)少量

SP-75
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒

(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒

(φ5～9㎜)少量
第3層 10YR4/6 褐色土 パミス粒(φ3～9㎜)少量,ローム粒

(φ1～9㎜)中量
SP-76
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブ

ロック(φ10～30㎜)多量
SP-48
第A層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブ

ロック(φ10～30㎜)中量
第B層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,ローム粒

(φ1～9㎜)多量
SP-49(SB-02)
第1層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブ

ロック(φ10㎜大)混入,ローム粒
(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)
微量

第2層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブ
ロック(φ30㎜大)混入,炭化粒(φ1
～2㎜)微量

第3層 10YR4/4 褐色土 パミス層

SP-33
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
SP-34
第1層 10YR3/4 暗褐色土  ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブ

ロック(φ15～20㎜)微量
SP-35
第1層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)微量
SP-40
第1層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ1～9㎜)少量
SP-36
第1層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-37
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
SP-38
第1層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)中量,ロームブ

ロック(φ15～20㎜)少量
SP-39
第1層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)多量,ロームブ

ロック(φ15～25㎜)少量,炭化粒(φ5
㎜)微量

第2層 10YR4/4 褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)少量,暗褐色土粒
(10YR3/3)(φ5～9㎜)微量

SP-41
第1層 10YR3/2 黒褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)微量
SP-42
第1層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)微量,ロームブ

ロック(φ15～20㎜)微量
SP-43
第①層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブ

ロック(φ20～30㎜)微量
SP-44
第1層 10YR3/4 暗褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
SP-45
第1層 10YR3/4 暗褐色土 　　　 ローム粒(φ3～9㎜)微量
SP-46
第a層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロ

ック(φ10～30㎜)中量,ローム粒(φ1
～2㎜)少量

第b層 10YR7/6 明黄褐色土 パミス層
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0 2m

SP-54SP-52SP-50 SP-51・53 SP-55

SP-56 SP-57・58・59 SP-60 SP-61(SB-02)

SP-62 SP-63 SP-64

SP-50
第1層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブ

ロック(φ20㎜大)混入
第2層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10㎜大)混入,炭化粒(φ1
～2㎜)微量

第3層 10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)中量,パミスブ
ロック(φ50㎜大)混入,炭化粒(φ1
～2㎜)微量

第4層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)中量,パミスブ
ロック(φ10～30㎜)少量,ロームブ
ロック(φ50㎜大)少量,炭化粒(φ1
～2㎜)微量

SP-51
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブ

ロック(φ30㎜大)混入,炭化粒(φ1
～2㎜)微量

第2層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブ
ロック(φ10㎜大)混入

第3層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブ
ロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒
(φ1～3㎜)微量

SP-53
第a層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブ

ロック(φ20㎜大)混入,炭化粒(φ1
～3㎜)微量

SP-52
第1層 10YR2/2 黒褐色土 　　　 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～12㎜)微量
SP-54
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒
(φ1～3㎜)微量

SP-55
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～20㎜)中量,炭化粒
(φ1～2㎜)微量

SP-56
第A層 10YR3/4 暗褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)中量,ローム粒

(φ1～2㎜)微量
SB-02Pit8
第あ層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒

(φ1～3㎜)微量
SP-57
第a層 10YR4/6 褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブ

ロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒
(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)
微量

SP-58
第1層 10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,ロームブ

ロック(φ30㎜大)混入
第2層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブ

ロック(φ10㎜大)混入,炭化粒(φ1
～3㎜)微量

SP-59
第1層 10YR5/6 黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10㎜大)混入,ローム粒
(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)
微量

SP-60
第1層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10㎜大)混入,炭化粒(φ1
～2㎜)微量

SP-61(SB-02)
第1層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～20㎜大)混入,ローム
粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2
㎜)微量

第2層 10YR4/6 褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブ
ロック(φ10㎜大)混入,ローム粒
(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)
微量

SP-62
第1層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒

(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブ

ロック(φ10～20㎜)中量,ローム粒
(φ1～5㎜)微量

SP-63
第1層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒
(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)
微量

第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)中量,パミスブ
ロック(φ10～30㎜)混入,ロームブ
ロック(φ10㎜大)混入,炭化粒(φ1
～2㎜)微量

第3層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブ
ロック(φ10～30㎜)多量,ロームブ
ロック(φ70㎜大)混入

SP-64
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒

(φ1～9㎜)少量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒

(φ1～9㎜)少量,ロームブロック
(φ10～30㎜)少量
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0 2m

SP-65 SP-66 SP-67 SP-69・70 SP-71

SP-72 SP-73 SP-74 SP-77・79 SP-78

SP-80 SP-82 SP-83 SP-84・85

SP-65
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1

～5㎜)少量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1

～5㎜)少量
SP-66
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1

～2㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR4/1 褐灰色土 パミス粒(φ3～5㎜)少量,パミスブロッ

ク(φ18㎜大)混入,ローム粒(φ1～3㎜)
少量

SP-67
第1層 10YR3/4 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロッ

ク(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～3
㎜)微量

第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1
～2㎜)微量

第3層 10YR3/4 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ1
～2㎜)微量

SP-69
第1層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1

～2㎜)少量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロッ

ク(φ10～20㎜)中量,ローム粒(φ1～9
㎜)中量

第3層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロッ
ク(φ10～30㎜)中量,ローム粒(φ1～2
㎜)微量

SP-70
第A層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロッ

ク(φ10～15㎜)少量,ローム粒(φ1～3
㎜)微量

第B層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1
～2㎜)微量

第C層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1
～2㎜)微量

SP-71
第1層 10YR4/1 褐灰色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量
SP-72
第1層 10YR3/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1

　　～3㎜)少量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1

　　～2㎜)少量
第3層 10YR4/4 褐色土　　　　　 パミス層
SP-73
第1層 10YR2/1 黒色土           パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～

3㎜)少量

SP-74
第1層 10YR3/1 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒

　　(φ1～2㎜)少量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒

　　(φ1～9㎜)少量
SP-77
第A層 10YR3/2 黒褐色土　　　　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～70㎜)中量,ローム粒
(φ1～3㎜)少量

SP-79
第1層 10YR4/1 褐灰色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量
第2層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量

SP-78
第1層 10YR3/1 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒

　　(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ

　　ロック(φ20㎜大)混入,ローム粒(φ
　　1～2㎜)微量

SP-80
第1層  10YR4/1褐灰色土と10YR3/3暗褐色土の混合土 パミス粒(φ1～5㎜)

　 少量
第2層  10YR3/2黒褐色土と10YR4/4褐色土の混合土(やや砂質土)
SP-82
第1層  10YR3/1黒褐色土と10YR5/4にぶい黄褐色土の混合土
   　　パミス粒(φ1～9㎜)多量
SP-83
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ロームブ

ロック(φ1～2㎜)少量
第2層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブ

ロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒
(φ1～3㎜)少量

第3層 10YR3/3 暗褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ
　　ロック(φ30㎜大)混入,ローム粒(φ
　　1～3㎜)少量

SP-84
第1層 10YR2/1 黒色土 　　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブ

　　ロック(φ10㎜大)混入,ローム粒(φ
　　1～3㎜)微量

SP-85
第A層 10YR3/1 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブ

　　ロック(φ10㎜大)混入,ローム粒(φ
　　1～2㎜)微量

第B層 10YR4/6 褐色土 　　パミス層
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SP-86・87 SP-88 SP-89 SP-90・91

SP-92・93 SP-94 SP-95・96・97 SP-98

SP-99

SP-96
第A層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロ

ック(φ10～100㎜)中量,ローム粒(φ
1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SP-97
第a層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロ

ック(φ10㎜大)混入,ローム粒(φ1～
2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

第b層 10YR6/6 明黄褐色土 パミス層
SP-98
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロ

ック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1
～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SP-99
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロ

ック(φ50㎜大)混入,ローム粒(φ1～
2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SP-86
第1層 10YR3/1 黒褐色土 　　 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロ

　　 ック(φ10～20㎜大)混入,ローム粒(φ 
　　　1～2㎜)微量

SP-87
第A層 10YR2/1 黒色土 　　 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロ

　　 ック(φ10㎜大)混入,ローム粒(φ1～2
　　 ㎜)微量

SP-88
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロ

ック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1
～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量

SP-89
第1層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロ

ック(φ10㎜大)混入,炭化粒(φ1～2㎜
)微量

SP-90
第1層 10YR3/1 黒褐色土　　　　　パミス粒(φ1～3㎜)中量
第2層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロ

ック(φ100㎜大)混入,ロームブロック
(φ200㎜大)混入

第3層 10YR2/2 黒褐色土 　　 パミス粒(φ1～3㎜)中量,ローム粒(φ 
　　 1～2㎜)微量,ロームブロック(φ100㎜
　　 大)混入

SP-91
第A層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～2㎜)少量,ローム粒(φ

1～2㎜)微量
第B層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロ

ック(φ10㎜大)少量,ローム粒(φ1～2
㎜)微量

第C層 10YR5/6 黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロ
ック(φ100㎜大)混入,ローム粒(φ1～
9㎜)中量

SP-92
第1層 10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロ

ック(φ50㎜大)混入,ローム粒(φ1～2
㎜)微量

第2層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロ
ック(φ10㎜大)混入,ローム粒(φ1～2
㎜)微量

SP-93
第A層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロ

ック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1
～2㎜)微量

SP-94
第1層 10YR2/3 黒褐色土 　　 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロ

　　 ック(φ10～30㎜)少量,ローム粒(φ1
　　 ～3㎜)微量

SP-95
第1層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロ

　　 ック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1
　　 ～3㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
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図 1-41　A-2 区 SP-8



0 2m

SP-100・111・112・115・116 SP-101 SP-102 SP-103

SP-104 SP-105 SP-106

SP-107 SP-108・109

SP-110 SP-113
SP-114 SP-117(SB-02)

SP-100
第1層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロッ

ク(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～3
㎜)微量,ロームブロック(φ10㎜大)混
入,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SP-111
第1層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～

9㎜)中量,焼土粒(φ1～9㎜)少量,焼土
ブロック(φ10～30㎜)少量

第2層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロッ
ク(φ10㎜大)混入,ローム粒(φ1～9㎜)
少量

SP-112
第A層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～

9㎜)中量,焼土ブロック(φ50～60㎜)中
量

第B層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～
9㎜)中量

第C層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロッ
ク(φ70㎜大)混入,炭化粒(φ1～9㎜)中
量

SP-101
第1層 10YR2/3 黒褐色土 　　　 ローム粒(φ5～9㎜)微量
SP-102
第1層 10YR2/3 黒褐色土 　　　 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロッ

ク(φ15～30㎜)微量
SP-103
第1層 10YR2/3 黒褐色土 　　　 ローム粒(φ3～5㎜)少量
SP-104
第1層 10YR2/3 黒褐色土 　　　 ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロ　

　　   ック(φ15～20㎜)少量
SP-105
第1層 10YR2/3 黒褐色土 　　　 ローム粒(φ3～9㎜)少量
SP-106
第1層 10YR3/3 暗褐色土 　　　 ローム粒(φ5～9㎜)微量
SP-107
第1層 10YR2/3 黒褐色土 　　　 ローム粒(φ5～9㎜)少量,ロームブロッ

ク(φ20～30㎜)微量

SP-108
第1層 10YR2/3 黒褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)微量,炭化粒

(φ3～5㎜)微量
SP-109
第1層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)少量,ロームブ

ロック(φ15㎜)微量
SP-110
第1層 10YR2/3 黒褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)微量,ロームブ

ロック(φ15～40㎜)少量
SP-113
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ

ロック(φ100㎜大)混入,ローム粒
(φ1～3㎜)微量

SP-114
第1層 10YR5/8 黄褐色土 　　パミス層
第2層 10YR2/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブ

　　ロック(φ10㎜)少量,ローム粒(φ1
　　～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SP-117(SB-02)
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブ

ロック(φ10～12㎜)少量,ローム粒
(φ1～3㎜)微量
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図 1-42　A-2 区 SP-9



0 2m

SP-118 SP-119

SP-120 SP-121

SP-122

SP-123

SP-126

SP-118
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒

(φ1～2㎜)少量
第2層 10YR3/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブ

　　ロック(φ10～50㎜)中量,ローム粒
　　(φ1～3㎜)少量

SP-119
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブ

　　ロック(φ10～12㎜)少量,ローム粒
　　(φ1～3㎜)微量

第2層 10YR3/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブ
　　ロック(φ10～20㎜)中量

第3層 10YR4/1 褐灰色土 　　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブ
　　ロック(φ10～100㎜)少量

SP-120
第1層 10YR3/2 黒褐色土 　 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブ

　 ロック(φ15㎜大)混入,ローム粒(φ
　 1～2㎜)微量

SP-121
第1層 10YR3/2 黒褐色土 　 パミス粒(φ1～3㎜)少量
SP-122
第1層 10YR4/4 褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)多量
SP-123
第1層 10YR3/3 暗褐色土 　　パミス粒(φ1～6㎜)少量,ローム粒

　　(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒

　　(φ1～3㎜)微量
SP-126
第1層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)微量
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５．掘立柱建物跡・ピット（図 1-32 ～ 43）

ＳＢ－０１（図 1-32・33）

　調査区中央よりやや南側から検出した。２×１間

の建物である。東西棟で主軸方位はＮ－７９°－Ｅ

である。

ＳＢ－０２（図 1-32・33）

　調査区の中央から南西側から検出した。Ｅ区で故

髙島氏がＳＢａ－１１と認定した掘立柱建物跡の延

長部に相当する。３×２間の建物の外周に５×４間

の庇が巡っている。南東方向にはさらに１間分の孫

庇が付属している。

　ピットについて本調査区内から１２４基検出して

いる。しかし、遺存状況が悪い影響で、前述の２棟

以外に建物として認定可能な配置を示すものがな

く、個々のピットについて図面情報の提示にとどめ、

情報は遺構観察表に取りまとめている。なお、調査

時にピット扱いで精査され、整理時にＳＢのピッ

ト扱いとしたものについてはピット内で個別の平面

図・土層堆積図を掲載した。

６．溝跡

ＳＤ－００１（図１－４４）

　調査区東側で検出した。Ａ－１区で検出したＳＤ

－０１・０２、Ａ－４区で検出したＳＤ－５１ｂ、

Ｅ区で検出したＳＤ－５１に続く溝跡である。本調

査区内での規模は、削平により浅くなっており、長

さ３０．０ｍ、幅２１８．０ｃｍ、深さ３５．０ｃｍ

を測る。Ａ－１区の部分で記載したとおり、この溝

跡は新旧二段階あり、本調査区内で検出した溝につ

いても北側の地点に若干のずれが認められるものの

ほとんど同軸線上を溝が走っている形である。出土

遺物は覆土中から出土した須恵器長頸瓶体部片（Ａ

０７４）と須恵器甕体部片（Ａ０７５) と磨製石斧

(Ａ０７６)を図示した。

図 1-43　A-2 区 SP-10
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第３節　Ａ－３区

１．土坑

ＳＫ－００１（図 1-46)

　調査区南西隅で検出した。平面形は楕円形を呈し、

１２７×１０８×２１ｃｍを測る。断面形は鍋底形

を呈し、一部緩やかに立ち上がる部分があるが、垂

直に近い形で立ち上がる部分が多い。堆積土は３層

に分層し、第２層はＢ－Ｔｍ火山灰の単純層、下位

の第２層中にもＢ－Ｔｍ火山灰が微量混入する。

２．その他の遺構

ＳＸ－００１（図 1-46）

　調査区中央から北側の部分から検出した。調査時

には遺構外の獣骨集中地点として取り扱われていた

が、報告時に遺構略号を付与した。長さ１ｍ、幅

４０ｃｍ程度の範囲から獣骨が４３点出土した。破

片資料のため、明確に同定に至った資料はないが、

いずれも火熱を受けておらず、イノシシ・シカ等の

大型哺乳類である可能性のある資料が含まれる。

３．ピット（図 1-47）

　調査区内から１９基検出した。掘立柱建物跡とし

て組み上げることのできた資料はないが、ＳＰ－

００８～０１７のピットが、完全な直線ではないが

直線気味にＮ－３５°－Ｗの軸線で並んでいるよう

に配置している。個別の規模については遺構観察表

に掲載した。

４．溝跡

ＳＤ－００１（図 1-48）

　調査区中央よりやや北側の地点で断続的に検出し

た。東西軸で調査区内の規模は、断続部分を含んで

長さ１０．２ｍ、幅６０ｃｍ、深さ８ｃｍを測る。

調査区西側のＥ区ではＳＤ－７８とした溝跡の延長

線上にあたり、断続しながらも同一遺構の可能性が

ある。

ＳＤ－００２・００３（図 1-48）

　調査区中央より南側の地点から検出した。本調査

区東端部分で検出したＳＤ－００２と中央から西端

に延びるＳＤ－００３はいずれもＳＤ－００４とし

た溝跡に切られている。断続はしているものの、Ｓ

Ｄ－００２と００３は同一軸線上に該当し、Ｅ区の

類似する溝跡の状況を踏まえると本遺構は同一遺構

と判断できる溝跡である。ＳＤ－００４との重複部

分はＳＤ－００４により切られ残存していないた

め、部分的な規模であるが、ＳＤ－００２部分は長

さ２．８ｍ、幅（４６）ｃｍ、深さ１１ｃｍを測る。

ＳＤ－００３は長さ１４．６ｍ、幅４０ｃｍ、深さ

図 1-44　A-2 区 SD
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高間(1)遺跡A-3区遺構配置図(平成19年度〔2007年〕調査)　S=1/200
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図 1-45　A-3 区遺構配置図



SK-001

SK-001   
第1層  10YR1.7/1 黒色土 
第2層  10YR5/6   黄褐色土  B-Tm火山灰層
第3層  10YR2/1   黒色土  　B-Tm火山灰(φ10～20mm)微量

SX-001獣骨集中地点
第1層  10YR2/1　黒色土    B-Tm火山灰(φ20mm)微量

第2層  10YR2/2　黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量   

第3層  10YR1.7/1黒色土と10YR3/3暗褐色土の混合土 漸移層

0 2m

SX-001獣骨出土地点
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８ｃｍを測る。ＳＤ－００３の西側のＥ区内でＳＤ

－７０とした溝跡の延長線上に該当し、同一遺構と

して機能した可能性が高い。また、東側のＡ－４区

側ではＳＤ－９３に連続している。

ＳＤ－００４（図 1-48）

　調査区中央より南側の地点から検出した。前述の

とおり、ＳＤ－００２・００３と重複しており、本

遺構が新しい。東西軸で、調査区内での規模は、長

さ２２．０５ｍ、幅６５ｃｍ、深さ１８ｃｍを測る。

西側のＥ区ではＳＤ－３２とした溝跡につながる軸

線上に位置しており、同時期に機能した可能性が高

い。また、Ａ－４区ではＳＤ－９０に連続している。

ＳＤ－００５（図 1-48）

　調査区中央より南側の地点から検出した。ＳＤ－

００６と重複しており、本遺構の方が新しい。東西

軸で、調査区内での規模は長さ２１．８ｍ、幅４０

ｃｍ、深さ３１ｃｍを測る。覆土中から土師器甕体

部片１点が出土し、Ａ０７７として図示した。西側

のＥ区でＳＤ－６９とした溝跡につながる軸線上に

位置しており、同時期に機能した可能性が高い。ま

た、東側のＡ－４区ではＳＤ－８９に連続している。

ＳＤ－００６（図 1-48）

　調査区中央より南側の地点から検出した。ＳＤ－

００５と重複しており、本遺構の方が古い。東西軸

で、調査区内での規模は、長さ２１．８ｍ、幅４３

ｃｍ、深さ２７ｃｍを測る。西側のＥ区でＳＤ－

７１とした溝跡につながる軸線上に位置しており、

同時期に機能した可能性が高い。

ＳＤ－００７（図 1-48）

　調査区中央より南東側の地点で検出した。ＳＤ－

００２～００６と同様に東西軸で、調査区内の規模

は、長さ１．９ｍ、幅３８ｃｍ、深さ３ｃｍを測る。

調査区内でも東端のみの検出であるが、西側のＥ区

の延長線上の位置にはＳＤ－６８が所在しており、

ＳＤ－６８についても断続的な状況で検出している

ことから本遺構と同時期の可能性が高い。

ＳＤ－００８（図 1-48）

　調査区東側で検出した。東側が調査区外に延びて

おり、検出部の規模は、長さ２．４ｍ、幅（２０）ｃｍ、

深さ２１ｃｍを測る。東側のＡ－４区でＳＤ－８８

とした溝の延長線上に位置しており、同一遺構と考

えられる。

図 1-46　A-3 区 SK・SX
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第1層  10YR2/3　  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
SP-016
第1層  10YR 2/2　 黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
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第1層  10YR1.7/1　黒色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
SD-004
第1層  10YR1.7/1　黒色土 
第2層  10YR2/2　　黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量
SD-005
第1層  10YR1.7/1　黒色土  ローム粒(φ3～10mm)微量
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基本層序
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第1層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　　パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
SP-2161
第1層　10YR2/2　　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第2層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
SP-2162
第1層　10YR1.7/1　黒色土　　パミス粒(φ1㎜)極微量
第2層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR3/2　　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
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第４節　Ａ－４区

１．ピット

ＳＰ－２１６０（図 1-50）

　調査区中央より西側の位置から検出した。平面形

は不整円形を呈し、４２．０×３６．０×２２．０ｃ

ｍを測る。断面形はＶ字状を呈しており、壁は垂直

に近い形で立ち上がる。堆積土は２層に分層し、黒

色土主体の堆積である。

ＳＰ－２１６１（図 1-50）

　調査区中央より東側の位置から検出した。平面形

は楕円形を呈し、３５．０×３０．０×２５．０ｃｍ

を測る。断面形は段状に立ち上がる形状で、開き気

味に立ち上がる部分が見られる。堆積土は２層に分

層し、パミス粒などが若干含まれるが自然堆積状況

を呈する。

ＳＰ－２１６２（図 1-50）

　調査区中央から検出した。平面形は不整楕円形を

呈し、１００．０×７３．０×２５．０ｃｍを測る。

断面形は凹凸があり、壁は開き気味に立ち上がる。

堆積土は３層に分層し、浸食による影響を受けた黒

色土が堆積し、自然堆積状況を呈する。

２．溝跡

ＳＤ－５１ｂ（図 1-51・52）

　調査区北端～南端にかけて検出した。Ａ－１区の

ＳＤ－０１・０２、Ａ－２区のＳＤ－００１、Ｅ区

のＳＤ－５１につながる区画溝である。本調査区内

での規模は、長さ２４．９ｍ、幅２０５．０ｃｍ、深

さ６８ｃｍを測る。ＳＤ－８８～９０・９４と重複

しているが、いずれの遺構より本遺構の方が古い。

また、他の地点で確認されたように複数の時期にま

たがって利用されており、一部の地点では流路が

別々に存在するものも見られるが、本調査区内では

同一部分の再掘削にとどまっている状況である。覆

土中から手づくねかわらけ１点（Ａ０７８）、珠洲

焼甕体部片１点（Ａ０７９）、須恵器甕体部片１点（Ａ

０８０）、土師器小甕体部片１点（Ａ０８１）、弥生

土器甕１点（Ａ０８２）、縄文土器体部片１点（Ａ

０８３）を図示した。

ＳＤ－８８（図 1-51）

　調査区中央で検出した。ＳＤ－５１ｂと重複して

おり、本遺構の方が新しい。調査区内での規模は、

長さ１３．６ｍ、幅１０５ｃｍ、深さ１５．０ｃｍを

測る。調査区西端の部分でＬ字状に曲がり、Ａ－３

区のＳＤ－００８につながる。この溝は土地の境界

にも重なるものである。

ＳＤ－８９（図 1-51）

　調査区西側で検出した。ＳＤ－５１ｂと重複して

おり、本遺構の方が新しいが、重複部分はＳＤ－

５１ｂが優先的に掘削され、部分的な残存である。

本調査区内での規模は、長さ４．０ｍ、幅３５．０ｃ

ｍ、深さ２３．０ｃｍを測る。西側はＡ－３区のＳ

Ｄ－００５につながる。

ＳＤ－９０（図 1-51）

　調査区西側で検出した。ＳＤ－５１ｂより新しい

が、ＳＤ－５１ｂが優先的に掘削されたため、重複

部分の残存が少ない状況である。また、ＳＤ－９３

と重複しており、本遺構の方が新しい。調査区内

での規模は、長さ２．２ｍ、幅５６．０ｃｍ、深さ

２１．０ｃｍである。ＳＤ－５１ｂ・９３と重複し

ており、いずれの遺構よりも新しい。西側はＡ－３

区のＳＤ－００４につながる。

ＳＤ－９３（図 1-51）

　調査区西側で検出した。ＳＤ－９０と重複して

おり、本遺構の方が古い。また、延長部がＳＤ－

５１ｂと接しているが、詳細は不明である。調査区

内での規模は、長さ２．０ｍ、幅５０．０ｃｍ、深

さ１０．０ｃｍを測る。西側はＡ－３区のＳＤ－

００２につながる。

ＳＤ－９４（図 1-51）

　調査区北側で検出した。ＳＤ－５１ｂと重複して

おり、直接の重複部分はＳＤ－５１ｂの掘削優先で

調査されており、残存していないが、図１－５１の

Ａ－Ｂライン上で第Ⅶ層から掘り込みが行われてい

図 1-50　A-4 区 SP
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図 1-51　A-4 区 SD-1



基本層序
第Ⅰ層　10YR3/2　　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量
第Ⅱ層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第Ⅲ層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第Ⅳ層　10YR3/1　　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第Ⅴ層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第Ⅵ層　10YR3/1　　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,ロームブロック(φ10～30㎜)微量
第Ⅶ層　10YR1.7/1　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,ロームブロック(φ10～30㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
SD-51b
第1層　 10YR2/1　　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～3㎜)少量
第2層 　10YR2/1　　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第3層 　10YR1.7/1　黒色土　　　　　炭化物混合層　パミス粒(φ1～2㎜)微量
第4層 　10YR2/1　　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第5層 　10YR1.7/1　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)極微量
第6層 　10YR2/1　　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～4㎜)多量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第7層 　10YR2/1　　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,鉄分ブロック(φ10～20㎜大)混入
第8層　 10YR2/2　　黒褐色土　　　　パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第9層　 10YR3/2　　黒褐色土　　　　パミス粒(φ1～4㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第10層　10YR1.7/1　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第11層　10YR3/1　　黒褐色土　　　　炭化粒(φ1～2㎜)極微量,粘土ブロック(φ10～20㎜)少量
第12層　10YR1.7/1　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)微量
第13層　10YR2/1　　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第14層　10YR3/2　　黒褐色土　　　　パミス粒(φ1～4㎜)中量
第15層　10YR2/1　　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第16層　10YR1.7/1　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)微量
第17層　10YR2/1　　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～7㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第18層　10YR2/1　　黒色土　　　　　パミス粒(φ1㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第19層　10YR2/1　　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第20層　10YR4/3　　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,砂粒ブロック状に混入
第21層　10YR1.7/1　黒色土　　　　　パミスブロック(φ10～40㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第22層　10YR1.7/1　黒色土　　　　　パミス粒(φ3～6㎜)極微量,炭化粒(φ1～4㎜)少量
第23層　10YR4/1　　褐灰色土　　　　パミス粒(φ3～6㎜)極微量,炭化粒(φ1～4㎜)少量
SD-88
第1層　10YR4/1　　褐灰色土　粘土質土層　パミス粒(φ1～2㎜)微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　　パミス粒(φ1～4㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
SD-89
第1層　10YR2/1　　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR2/1　　黒色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第4層　10YR2/1　　黒色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,パミスブロック(φ20㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
SD-90
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第2層　10YR2/1　　黒色土　パミス粒(φ1～8㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第3層　10YR2/1　　黒色土　パミス粒(φ1～8㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第4層　10YR2/1　　黒色土　パミス粒(φ1～4㎜)極微量,ロームブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
SD-93
第1層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
SD-94
第1層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第3層　10YR3/1　　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第4層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～2㎜)極微量
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第Ⅱ章　Ａ区

るところをみると近接した時期の掘削であることが

わかる。また、南側に所在するＳＤ－８８は本遺構

とほぼ同軸で、西端でＬ字状に曲がる点など共通で

あり、同時期もしくは近接した時期の所産と判断で

き、ＳＤ－８８の方がＳＤ－５１ｂより新しい。こ

のことからＳＤ－９４についてもＳＤ－５１ｂより

は新しい可能性が高い。調査区内での規模は、長さ

４．２ｍ、幅５７．０ｃｍ、深さ２５．０ｃｍを測る。

ＳＤ－８８と同様にこの溝の東側の延長線上は土地

の境界と重なるものである。

図 1-52　A-4 区 SD-2
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図 1-53　Ｂ区遺構配置図
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第Ⅲ章　Ｂ区

第Ⅲ章　Ｂ区
　Ｂ区の調査は、平成１６・１９年度に５，

９４０．９㎡を対象として調査を実施している。隣

接する地点であるものの、それぞれの年度の番号付

与状況は調査担当者が異なり別々の内容であったた

め、本報告に際して、Ａ区と同様に調査年次単位で、

区分けした内容を報告することとする。区分けは便

宜的に平成１６年度調査部分をＢ－１区、平成１９

年度の調査区をＢ－２区とした。

第１節　Ｂ－１区
１．竪穴住居跡

ＳＩ－０１（図 1-55）

　調査区南東隅で検出した。ＳＫ－０７と重複し

ており、本遺構の方が古い。削平により壁溝と

ピットのみの検出で、壁溝から推定される規模は

４２４．０×４２０．０×－ｃｍを測る。平面形は方

形で、壁溝が北壁の中央が空いているが、断続しな

がらもほぼ全周する形である。ピットは壁溝内の小

ピットを含め２７基扱いで精査されているが、柱穴

として明瞭に機能したのはＰｉｔ１程度で、他の資

料は支柱穴として一部機能した可能性がある。カマ

ドは残存部分から検出していないが、前述のとおり、

北壁側の中央付近に空閑地があり、その部分に設置

されていた可能性がある。その場合Ｎ３の位置で、

建物の主軸方位は（Ｎ－４０°－Ｗ）である。

２．土坑

ＳＫ－０３（図 1-56）

　調査区南東隅で検出した。ＳＫ－０４と重複して

おり、本遺構の方が新しい。平面形は楕円形を呈し、

１５０．０×１２３．０×４４．０ｃｍを測る。断面

形はやや凹凸がある形状で、壁は段を変え立ち上

がっている。堆積土は５層に分層し、廃棄の伴う人

為的堆積状況を呈する。第２層中からＢ－Ｔｍ火山

灰を粒状に検出している。出土遺物は破片資料主体

で図示したのは製塩土器の体部片２点を図示した。

ＳＫ－０４（図 1-56）

　調査区南東隅で検出した。ＳＫ－０３・０６と

重複しており、ＳＫ－０３より古くＳＫ－０６よ

り新しい。平面形は不整形を呈し、４２３．０×

１７３．０×２５．０ｃｍを測る。断面形は段状を呈

し、壁際は緩やかに立ち上がる。また、本遺構の帰

属扱いでＰｉｔ２基を精査しているが、Ｐｉｔ１に

ついては本遺構の上面で検出しており、帰属したと

は認定できず、Ｐｉｔ２については掘り方充填相当

と類似した土が堆積していることから掘削痕の充填

部分の可能性がある。

ＳＫ－０５（図 1-57・58）

　調査区中央からやや北側の地点で検出した。ＳＫ

－０９と重複しており、本遺構の方が古い。平面

形は不整長楕円形を呈し、規模は（２７５．０）×

（１７５．０）×５０．０ｃｍを測る。断面形はやや

凹凸がある形状で、壁際は垂直に近い形で立ち上が

る部分と緩やかに立ち上がる部分がある。堆積土は

１３層に分層し、ブロックを含む埋め戻しに伴う堆

積状況を呈する。覆土中から縄文時代前期の口縁部

資料２点が出土している。

ＳＫ－０６（図 1-56）

　調査区南東隅で検出した。ＳＫ－０４と重複して

おり本遺構の方が古い。平面形は不整隅丸方形で、

１７１×１３６×３６ｃｍを測る。断面形は段状に

立ち上がる形状で、壁は垂直に近い形で立ち上がる

部分と緩やかに立ち上がる部分がある。堆積土は５

層に分層し、壁際にブロック混じりの土が堆積して

いるが、他は自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０７（図 1-59）

　調査区南東隅で検出した。ＳＩ－０１と重複して

おり、本遺構の方が新しい。平面形は不整形を呈し、

（１５０．０）×１００．０×２３．０ｃｍを測る。西

側の調査区境界部分の形状は断続しているが、長楕

円形状の土坑が二つ重なった形状を呈している。断

面形は段状を呈し、前述の重なったような部分の境

界は段を持ちそれぞれ別遺構のような形状を持って

いる。別遺構と捉えた場合西側の方が新しく、ＳＩ

－０１と重複する側の方が古い。堆積土は双方併せ

て５層に分層しており、いずれの堆積土もブロック

混じりの人為的堆積状況を呈する。

ＳＫ－０９（図 1-57・58）

　調査区中央からやや北側の地点で検出した。ＳＫ

－０５・１２と重複しており、いずれの遺構よりも

新しい。平面形は不整長楕円形を呈し、８５０．０

×３５４．０×３２．０ｃｍを測る。断面形は若干凹

凸があり、一部で土坑状の掘り込みがある。壁は開

き気味に緩やかに立ち上がる。堆積土は２５層に分

層し、ブロック混じりの人為的堆積状況を呈する。

覆土中から縄文時代前期末の体部資料、第８層とＢ

－２区のＳＭ－００１上層出土の遺構間接合資料の

半円状扁平打製石器などが出土している。

ＳＫ－１０（図 1-59）

　調査区北側から検出した。平面形は隅丸長方形を

呈し、２８７．０×２４０．０×１１．０ｃｍを測る。
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図 1-54　B-1 区遺構配置図



0 2m

SI-01

SI-01
壁溝1
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ2mm)微量,パミス(φ2mm)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～9mm)少量,炭化粒(φ5～9mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ3mm)微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～5mm)微量

壁溝2
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ3mm)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒(φ2mm)極微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10～15mm)多量

SI-01Pit1
第1層　10YR3/3　暗褐色土　　　　ローム粒(φ3mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)少量,焼土粒(φ2～9mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ2mm)微量
第2層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ5～9mm)少量,焼土粒(φ5mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　少量,炭化粒(φ3mm)微量,粘土粒(φ2mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　　　　ローム粒・ブロック(φ3～15mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　パミス混入
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～15mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　中量,焼土粒(φ2～5mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ2mm)極微量
第5層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ2mm)微量,焼土粒(φ2～3mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　微量,炭化粒(φ2mm)極微量
第6層　2.5YR5/6　明赤褐色土　　 炭化物(φ10mm)極微量,焼土層
第7層　7.5YR3/4 暗褐色土　　　　ローム粒・ブロック(φ2～30mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒・焼土ブロック(φ2～15mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ2～5mm)極微量,粘土粒(φ5mm)極微量
第8層　7.5YR3/3 暗褐色土　　　　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ5mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　極微量,パミス粒(φ2mm)極微量
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0 2m

0 10cm

B001 B002

SK-03･04・06
SK-03土器・B-Tm火山灰出土位置図

SK-03

SK-03
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量、ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15mm)少量、炭化粒(φ2mm)極微量、パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ5mm)微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ2mm)微量、ロームブロック(φ15mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量、炭化粒(φ2mm)極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ2mm)中量、パミス(φ2～9mm)少量
第4層　10YR1.7/1　黒色土　10YR3/2黒褐色土ブロック(φ10～20mm)中量、
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ2～5mm)微量
第5層　10YR1.7/1　黒色土　10YR3/2黒褐色土ブロック(φ10mm)微量、
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ2～9mm)極微量

SK-04
第a層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1mm)極微量、炭化粒(φ2mm)極微量、
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ1mm)極微量
第b層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1mm)極微量
第c層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量、パミス粒(φ1mm)極微量
第d層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量
第e層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量、炭化粒(φ2mm)極微量、
　　　　　　　　　　　　　B-Tm火山灰極微量
第f層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量、パミス粒(φ1mm)極微量
第g層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量、炭化粒(φ2mm)微量、
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ5～9mm)微量
第h層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量、炭化粒(φ2mm)極微量、
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ2mm)極微量
第i層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ20mm)少量、炭化粒(φ2mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量、パミス粒(φ5mm)少量
第j層　10YR3/2　黒褐色土　10YR3/1黒褐色土少量、ローム粒(φ3mm)極微量
第k層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量、パミス粒
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ2～3mm)微量
第l層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)多量、パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ5mm)極微量

SK-04Pit1
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒微量

SK-04Pit2
第1層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量、炭化粒(φ2mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　極微量、粘土粒(φ5mm)極微量

SK-06
第1層　7.5YR4/3　褐色土　　ローム粒(φ2mm)極微量、炭化粒(φ1mm)極微量、
　　　　　　　　　　　　　 パミス粒(φ2～3mm)微量
第2層　7.5YR5/4　にぶい褐色土　パミス粒(φ1～2mm)極微量
第3層　7.5YR6/4　にぶい橙色土　パミス粒(φ1mm)極微量
第4層　10YR7/2　 にぶい黄橙色土　ローム粒(φ2mm)極微量
第5層　10YR7/6　 明黄褐色土　10YR3/3暗褐色土ブロック(φ10mm)極微量、
　　　　　　　　　　　　　　 パミス粒(φ2mm)極微量
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0 2m

SK-05･09･12

SK-05
第a層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量
第b層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)少量,パミス粒(φ2～5mm)中量
第c層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒・ブロック(φ5～50mm)多量
第d層　10YR4/6　褐色土　　ローム主体層
第e層　10YR3/2　黒褐色土　黒褐色土ブロック(φ15～25mm)少量,ローム粒・
　　　　　　　　　　　　　ブロック(φ5～30mm)中量
第f層　10YR4/4　褐色土　　黒褐色土ブロック(φ30～40mm)少量,ローム粒・
　　　　　　　　　　　　　ブロック(φ5～50mm)多量
第g層　10YR4/4　褐色土　　黒褐色土ブロック(φ10～30mm)少量,ローム粒・
　　　　　　　　　　　　　ブロック(φ2～40mm)中量
第h層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量,ロームブロック(φ50mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量
第i層　10YR4/4　褐色土　　黒褐色土ブロック(φ10～20mm)少量,ローム粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～9mm)多量,ロームブロック(φ10～60mm)中量
第j層　10YR3/3　暗褐色土　黒褐色土ブロック(φ20～60mm)少量,ローム粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ20～40mm)少量
第k層　10YR3/2　黒褐色土　黒褐色土ブロック(φ40～60mm)中量,ローム粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～4mm)中量,ロームブロック(φ20～40mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ2～4mm)微量
第l層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～4mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)微量
第m層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ4～9mm)多量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)微量

SK-12
第A層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～60mm)少量,焼土粒(φ1mm)微量
第B層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)多量
第C層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～6mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～60mm)少量
第D層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～7mm)微量
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0 2m

0 10cm

SK-05･09･12遺物出土位置図

SK-05

SK-12

B-1区SK-09+B-2区SM-001

SK-09
第１層　10YR5/6　黄褐色土　10YR2/3黒褐色土ブロック(φ10～80mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　 ローム粒・ブロック(φ1～100mm)多量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5mm)微量
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,パミス粒(φ1mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　 微量
第３層　10YR5/6　黄褐色土　10YR2/3黒褐色土ブロック(φ10～40mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)多量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1mm)微量
第４層　10YR3/3　暗褐色土　10YR2/3黒褐色土ブロック(φ10～30mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)少量
第５層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　10YR2/3黒褐色土ブロック(φ10～100mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　中量,ローム粒・ブロック(φ1～50mm)中量
第６層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第７層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)少量,パミス粒(φ1mm)微量
第８層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～60mm)多量
第９層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)中量,パミス粒(φ1mm)微量
第10層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)多量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～50mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第11層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～30mm)少量
第12層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～30mm)微量
第13層　10YR4/4　褐色土　　10YR2/3黒褐色土ブロック(φ10～20mm)少量,
                           ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～50mm)中量
第14層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                           (φ20～40mm)少量
第15層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～40mm)少量
第16層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒少量,ロームブロック(φ10～40mm)中量
第17層　10YR3/3　暗褐色土　10YR2/3黒褐色土ブロック少量,ローム粒
                           (φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ10～40mm)多量
第18層　10YR4/4　褐色土　　10YR2/3黒褐色土ブロック少量,
　　　　　　　　　　　　　 ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～40mm)中量
第19層　10YR3/4　暗褐色土　10YR2/3黒褐色土ブロック少量,ローム粒
                           (φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～40mm)少量
第20層　10YR3/2　黒褐色土　10YR2/3黒褐色土ブロック少量,
　　　　　　　　　　　　　 ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～20mm)少量,パミス粒微量
第21層　10YR3/4　暗褐色土　10YR2/3黒褐色土ブロック多量,
　　　　　　　　　　　　　 ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～30mm)中量
第22層　10YR3/3　暗褐色土　10YR2/3黒褐色土ブロック微量,ローム粒
                           (φ1～9mm)中量,ロームブロック(φ10～15mm)少量
第23層　10YR3/3　暗褐色土　10YR2/3黒褐色土ブロック少量,ローム粒
                           (φ1～9mm)中量,ロームブロック(φ10～80mm)多量
第24層　10YR4/6　褐色土　　ローム主体層,10YR2/3黒褐色土ブロック多量
第25層　10YR4/4　褐色土　　10YR2/3黒褐色土ブロック少量,ローム粒・
                           ブロック(φ1～50mm)中量
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断面形は緩やかに凹む形状で、一部ピット状に落ち

込む部分が見られる。壁は垂直に近い形で立ち上が

る。堆積土は５層に分層し、一部再掘削などが行わ

れているが、主たる部分は自然堆積状況を呈する。

壁際から自然礫が１点出土している。

ＳＫ－１１（図 1-59）

　調査区中央から検出した。平面形は隅丸方形を呈

し、７８．０×６０．０×６．０ｃｍを測る。断面形

は鍋底形を呈し、壁は垂直に近い形で立ち上がる。

堆積土は２層に分層し、自然堆積状況を呈する。第

１層からＢ００８として図示した敲石が出土してい

る。石質は流紋岩である。

ＳＫ－１２（図 1-57・58）

　調査区中央からやや北側の地点で検出した。ＳＫ

－０９と重複しており、本遺構の方が古い。重複の

ため、欠損部が多いが、残存部は不整楕円形状を呈

し、（１８０．０）×１６０．０×３２．０ｃｍを測る。

断面形は凹んだ形状で、壁は開き気味に立ち上がる。

堆積土は４層に分層し、ブロック混じりの人為的堆

積状況である。覆土中から縄文時代前期末の口縁部

片が出土している。

ＳＫ－１７（図 1-59）

　調査区西端から検出した。撹乱により切り合いが

不明瞭ではあるが、ＳＫ－２２と重複しており、Ｓ

Ｋ－１７の方が新しい堆積状況である。平面形は円

形を呈し、１２５．０×１２５．０×１８．０ｃｍを

測る。断面形は凹凸があり、壁は緩やかに立ち上が

る。堆積土は１１層に分層し、Ｂ－Ｔｍ火山灰を含

む土層が幾重にも重なった堆積状況を呈しており、

人為的堆積である。

ＳＫ－１８（図 1-59）

　調査区西側から検出した。平面形は溝状を呈し、

３４０．０×１１０．０×２０．０ｃｍを測る。断面

形は凹凸があり、壁は垂直に近い形で立ち上がる。

堆積土は８層に分層し、下層は流れ込みに伴う堆積

状況で、最上位にＢ－Ｔｍ火山灰を含む土層が自然

堆積して埋没が完了している。

ＳＫ－１９（図 1-60）

　調査区中央より西側の地点から検出した。平面形

は溝状を呈し、３２４．０×１２６．０×４２．０ｃ

ｍを測る。また底面部分にＰｉｔ１・２とした長楕

円形の小ピット２基を検出している。断面形は凹凸

があり、壁は開き気味に立ち上がる部分と垂直に近

い形で立ち上がる部分が見られる。堆積土は７層に

分層し、ブロック混じりの人為的堆積状況を呈する。

ＳＫ－２０（図 1-60）

　調査区西側から検出した。平面形は楕円形を呈し、

２０６．０×１６５．０×１９．０ｃｍを測る。また、

中央から南寄りの底面上で２３×２１×２２ｃｍの

小ピットを検出している。断面形は皿形状で、壁は

開き気味に立ち上がる。堆積土は６層に分層し、流

れ込みの伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－２１（図 1-60）

　調査区西側から検出した。平面形は溝状を呈し、

３３５．０×９０．０×３０．０ｃｍを測る。断面形

は箱形を呈し、垂直に近い形で立ち上がる。堆積土

はブロック主体の埋め戻しに伴う堆積状況を呈す

る。

ＳＫ－２２（図 1-59）

　調査区西側で検出した。ＳＫ－１７と重複してお

り、撹乱により不明瞭ではあるが、本遺構の方が古

い堆積状況である。平面形は不整形で、１９７．０

×１０７．０×３６．０ｃｍを測る。断面形は凹凸が

激しく、ピット状の掘り込みが複数検出している。

壁は段状に立ち上がる部分がある。堆積土は８層に

分層し、人為堆積状況を呈する。

ＳＫ－２３（図 1-60）

　調査区北側で、基本層序の記録ベルト上で断

面のみ確認している。平面の記録がなく、長さ

２３８．０ｃｍ、深さ２３．０ｃｍを測る。堆積土は

２層に分層し、自然堆積状況を呈する。

３．溝状土坑（Ｔピット）

ＳＴＰａ－０１（ＳＫ－０８）（図 1-61）

　調査区中央より東側で検出した。平面形は溝状を

呈し、３６０．０×４６．０×１１７．０ｃｍを測る。

断面形は一部袋状を呈する部分があるが、ほとんど

が垂直に近い形で立ち上がり、壁際で開き気味に立

ち上がる。堆積土は１４層に分層し、地点により堆

積状況が異なるが、自然堆積状況を呈する。覆土中

から縄文土器の体部資料が出土した。

ＳＴＰａ－０２（ＳＫ－１３）（図 1-61）

　調査区北側から検出した。平面形は溝状を呈し、

２６１．０×４２．０×１０１．０ｃｍを測る。断面

形は壁上部で根による影響で変形箇所が認められる

が、中層以下は垂直に近い立ち上がりである。堆積

土は４層に分層し、自然堆積状況を呈する。覆土中

からＳＴＰａ－０１出土の土器片と同一個体と考え

られる体部資料が出土している。

ＳＴＰａ－０３（ＳＫ－１４）（図 1-61）



0 2m

0 5cm

SK-07

SK-10

SK-11

SK-18

SK-17･22

SK-11

SK-07
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3mm)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　パミスブロック(φ10mm)極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ2mm)極微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,炭化粒(φ2mm)極微量
SI-01壁溝1
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～9㎜)少量,炭化粒(φ5～9㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ3㎜)微量

SK-10
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1mm)微量,焼土粒(φ5mm)微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)中量
SK-11
第1層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量

SK-17
第a層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)少量,炭化粒(φ7mm)微量
第b層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1mm)微量,B-Tm火山灰少量
第c層　10YR6/4　にぶい黄橙色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰多量
第d層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)中量,炭化粒(φ3～5mm)微量,
                          B-Tm火山灰微量
第e層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化物(φ10～15mm)少量,
                          B-Tm火山灰少量
第f層　10YR1.7/1　黒色土　炭化物主体層,ローム粒(φ1～4mm)少量,
                          B-Tm火山灰微量
第g層　10YR1.7/1　黒色土　炭化物主体層,ローム粒(φ1～2mm)微量,
                          B-Tm火山灰少量
第h層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第i層　10YR1.7/1　黒色土　炭化物主体層,ローム粒(φ5mm)少量
第j層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～7mm)中量
第k層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SK-22
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック
                          (φ50mm大)混入
第3a層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
                          (φ10～15mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第3b層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,ロームブロック
                          (φ10～15㎜)微量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　　ローム(Ⅴ)崩落土層
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
                         (φ10～15mm)少量
第6層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
                         (φ10～40mm)少量
第7層　10YR4/1　褐灰色　　ロームブロック(φ10～15mm)少量
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0 2m

SK-19 SK-20

SK-21

SK-18
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,
                          B-Tm火山灰極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第3層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～8mm)少量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ2～5mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第5層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第6層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ2～5mm)少量,ロームブロック
                               (φ10～12mm)中量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～8mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第8層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
SK-19
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～7mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第3層　7.5YR2/1　黒色土　 ローム粒(φ2～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～12mm)少量
第4層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第5層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～8mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第6層　7.5YR4/4 褐色土　  ローム粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第7層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒(φ3～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)中量
SK-20
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)少量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR4/4　褐色土　　ロームブロック(φ10～30mm)中量
第5層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)微量
第6層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SK-21
第1層　10YR2/1　黒色土　ロームブロック(φ10㎜)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10～20㎜)少量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ20㎜)微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量
第5層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)中量
第7層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量
第8層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第9層　10YR4/4　褐色土　ロームブロック(φ10～30㎜)少量
第10層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ5㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量
第11層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第12層　10YR4/4　褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)中量
第13層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量
第14層　10YR4/4　褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ10㎜)少量

基本層序
第Ⅲ層　　10YR2/1　　黒色土　　   ローム粒(φ1～9mm)微量
SK-23
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ5～9mm)微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
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第Ⅲ章　Ｂ区

調査区中央より南側の地点で検出した。平面形は溝

状を呈し、１３３．０×２６．０×７８．０ｃｍを測

る。断面形は段状で東壁の一部が袋状に入り込む。

堆積土は４層に分層し、崩落の伴う自然堆積状況を

呈する。覆土中から縄文時代前期の口縁部片と後期

の体部片が出土している。

ＳＴＰａ－０４（ＳＫ－１５）（図 1-61）

　調査区西側で検出した。平面形は溝状を呈し、

３３１．０×３４．０×７８ｃｍを測る。断面形は壁

上部で角度を変え開き気味に立ち上がる形状で、壁

は凹凸が顕著である。堆積土は６層に分層し、自然

堆積状況を呈する。

ＳＴＰａ－０５（ＳＫ－１６）（図 1-61）

　調査区西側で検出した。平面形は溝状を呈し、

２７５．０×２８．０×７３．０ｃｍを測る。断面形

は長軸方向が袋状を呈し、短軸方向は壁上部で開き

気味に角度を変え立ち上がっている。堆積土は８層

に分層し、壁崩落の伴う自然堆積状況を呈する。

４．ピット（図 1-62）

　調査区内から１７基検出した。規模等の情報は遺

構観察表に集約した。ほとんどが調査区南東側から

検出しており、ＳＰ－０１・０２はＳＩ－０１の南

側に延びる同一軸線上に並ぶピットである。また、

ＳＰ－０４～１１についても直線的ではないにせ

よ、コンターラインに沿った配置をしており、柵等

図 1-60　B-1 区 SK-5



0 2m

0 10cm

STPa-02(SK-13) STPa-03(SK-14)

STPa-04(SK-15)

STPa-05(SK-16)

STPa-01(SK-08)

STPa-02(SK-13)

STPa-03(SK-14)

STPa-01(SK-08)

STPa-04(SK-15)
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ30mm)微量
第3層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)少量
第4層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～2mm)微量
第5層　10YR4/4　褐色土　　壁崩落土(Ⅴ層主体の層)
第6層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量

STPa-05(SK-16)
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)少量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ10mm)少量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10mm)少量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第6層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10mm)微量
第7層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3mm)少量
第8層　10YR4/2　灰黄褐色土　壁崩落土(Ⅴ層主体の層)

STPa-01(SK-08)
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10mm)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ20～30mm)中量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～15㎜)少量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　ロームブロック(φ20～40㎜)多量
第7層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ30～40㎜)少量
第8層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ1O㎜)微量
第9層　10YR4/2　灰黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ40mm)少量
第10層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ10～30mm)少量
第11層　10YR4/2　灰黄褐色土　ローム粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　　(φ1～10mm)中量
第12層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量
第13層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム主体層
第14層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量
STPa-02(SK-13)
第1層　10YR1.7/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR2/2　　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR2/2　　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
STPa-03(SK-14)
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～4mm)微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～5mm)中量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　10YR1.7/1黒色土少量,
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ1～5mm)中量
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0 2m

SP-01 SP-02 SP-03 SP-04 SP-05 SP-06

SP-07 SP-08 SP-09 SP-11

SP-12 SP-13 SP-15
SP-16

SP-17･18

SP-10

SP-01
第1層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ2～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)中量,,炭化粒(φ1～2mm)微量
SP-03
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～5mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SP-04
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ2～5mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SP-05
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ5～7mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SP-06
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
SP-07
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ2～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SP-08
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SP-09
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,炭化粒(φ2～3mm)少量
SP-10
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SP-11
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ3～5mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ3～5mm)多量
第3層　7.5YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ2～3mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第4層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ3～5mm)中量
SP-12
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　B-Tm火山灰極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ3～5mm)中量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第4層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ2～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第5層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ2～3mm)少量

SP-13
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ2～4mm)少量
第2層　7.5YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ2～3mm)微量
SP-15
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ2～3mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)微量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ5mm)少量
第5層　7.5YR1.7/1　黒色土　炭化粒(φ1～2mm)微量
第6層　7.5YR2/1　黒色土　　炭化粒(φ1～2mm)極微量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ2～5㎜)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-16
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～7mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ2～3mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第3層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ロームブロック(φ10～20mm)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)少量
SP-17
第1層　10YR2/1　黒色土　　ロームブロック(φ10～12mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～12mm)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～3mm)少量
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の役割を果たした可能性を持つ。

５．遺構外出土遺物（図 1-63 ～ 70）

　出土位置図については図１－６３～６７、出土遺

物の実測図について図１－６８～７０に図示した。

北側に舌状に突出した北西側および北東～東側に緩

やかに傾斜する斜面上に廃棄されていた。斜面に廃

棄されていた資料は縄文時代前期末円筒下層ｄ 1 ～

ｄ 2 式にかけての資料がほとんどで、縄文時代後期

前葉の十腰内Ⅰ式の土器も若干混入している。Ｂ

０１３はⅢ層Ｐ－５５３（微細図 3）出土の深鉢で、

口径２７．０ｃｍ、器高３５．６ｃｍ、底径１１．４

ｃｍを測る。受け口状の口縁部器形で、外面口縁部

は原体の背面を刺突気味に４列押し付けている。ま

た、体部は単軸絡条体以外に細い工具により条痕が

施されており、器形文様施文ともルーズな規範によ

り作られた資料である。内面のミガキは横方向に精

緻に行われており、外面の口縁～体部上半、内面の

体部下半には煤・炭化物が付着している。Ｂ０２１

は包含層出土のかわらけで口径８．８ｃｍ、器高１．

６ｃｍ、底径７．４ｃｍ、器高指数１８．２、底径指

数８４．１を測る。手づくねかわらけで、器壁に厚

みがあり、外面体部下半はヘラケズリにより器壁が

面取り状に薄くされている。薄片石器は珪質頁岩主

体で、礫石器は半円状扁平打製石器の出土が顕著で

ある。その他、Ｂ０３６は包含層出土の漆器椀で近

世以降の所産であり、Ｂ０３７は包含層出土の二銭

銅貨で鋳造年は摩滅で判読できなかった。

図 1-62　B-1 区 SP
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遺構外出土遺物微細図1

遺構外出土遺物微細図2

遺構外出土遺物微細図3
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図 1-67　B-1 区遺構外出土遺物 -5
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図 1-68　B-1 区遺構外出土遺物 -6
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図 1-69　B-1 区遺構外出土遺物 -7
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図 1-70　B-1 区遺構外出土遺物 -8
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第２節　Ｂ－２区
１．竪穴住居跡

ＳＩ－００１（図 1-72・73）

　調査区中央で検出した。平面形は台形を呈し、

４６７．０×４５５．０×７．０ｃｍを測る。柱穴は

カマド設置側が壁際に寄った配置で４本柱の構成で

ある。壁溝はカマド設置壁部分周辺が欠落した状

況で、その点ではＢ－１区のＳＩ－０１の壁溝の空

閑地にカマド設置が想定されるのも問題なくはな

い。カマド設置部分周辺以外は全周する形で構築さ

れている。廃絶時のカマドはＳ３の位置から検出し

ており、Ｎ－１３５°－Ｅである。構造は半地下式

の短煙道タイプで、削平により掘り込み部分の一

部で形状を把握できる状況であるが、煙道長１８ｃ

ｍ、袖部幅（６４ｃｍ）を測る。支脚相当位置にＢ

０３８として図示した黒色土器椀を倒位に設置し、

周辺にはＢ０４０に図示した小甕なども出土してお

り、組み合わせた形で支脚として利用されていた可

能性がある。また、ＫＰ－９・１０とした遺物はＢ

０４３・Ｂ０４４に図示した土製支脚で、袖の残存

が認められない状況などを踏まえると芯材として用

いられていた可能性が高い。また、このカマドの

西寄りの部分には削平を受けながらも半地下式の煙

道状の掘り込みが認められた。煙道長７２ｃｍを測

り、Ｎ－１３７°－Ｅである。Ｐｉｔ２の土層記録

が部分的ではあるものの、底面の掘り込みが２段に

なっているところを見ると柱の置き換えがなされて

いる可能性が高いものと見られる。カマドに関して

も改築がなされている可能性が高いものと判断され

る。出土遺物については前述のカマド出土資料中心

に図示しているが、Ｂ０３８の黒色土器椀は、口径

１３．６ｃｍ、器高６．８ｃｍ、底径５．４ｃｍ、器

高指数５０．０底径指数３９．７である。支脚として

利用された可能性が高く、器面の二次被熱、摩滅や

剥落が認められ、特に外底面の剥落、内面の摩滅が

顕著である。外面の口唇部直下にかけて黒色化がな

されており、摩滅しているものの、一部磨かれた痕

跡が観察される。

２．土坑

ＳＫ－００１（図 1-74）

　調査区西端で検出した。平面形は楕円形を呈し、

１１０．０×７３．０×１１．０ｃｍを測る。断面形

は一部段状を呈し、壁は垂直に近い形で立ち上がる。

図 1-71　B-2 区遺構配置図



0 2m

SI-001

X  91964.508
Y -11466.911

X  91958.609
Y -11469.412

SI-001
第1層  10YR2/2  黒褐色土  近現代の盛土,機械で踏まれてとても硬い,しまりあり
                          ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量
第2層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)中量
第3層  10YR3/3  暗褐色土  ロームブロック(φ10～30mm)多量

Pit1
第1層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量,
                          炭化粒(φ5～10mm)微量
第2層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
第3層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第4層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)少量
第5層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
Pit2
第1層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量,
                          焼土粒(φ3～5mm)微量,
                          炭化粒(φ1～3mm)微量
第2層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
Pit3
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ5mm)微量
第2層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ10mm)微量
第3層  10YR2/3  黒褐色土  ロームブロック(φ10～50mm)少量
Pit4
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)少量
第3層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)少量
Pit5
第1層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ5～10mm)少量,
                          炭化粒(φ5～10mm)微量
第2層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ3～5mm)微量,
                          炭化粒(φ3～5mm)微量
第3層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ10mm)微量
Pit6
第1層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)少量,
                          焼土粒・ブロック(φ5～20mm)少量
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図 1-72　B-2 区 SI-1
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SI-001カマド SI-001カマド土器出土位置図

SI-001

SI-001カマド
第1層  5YR4/8   赤褐色土  カマド崩落土
第2層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ3～5mm)微量,
                          炭化粒(φ1～3mm)微量
第3層  10YR2/3  黒褐色土  ロームブロック(φ10～20mm)少量,崩落土
第4層  7.5YR3/4 暗褐色土  焼土粒・ブロック(φ5～20mm)微量
第5層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ5～10mm)少量,焼土粒(φ1～5mm)微量,
                          炭化粒(φ5mm)微量,漸移層
第6層  5YR3/4   暗褐色土  焼土粒・ブロック(φ5～20mm)微量
第7層  5YR4/8   赤褐色土  火床面
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0 2m

SK-001 SK-002・003

SK-004

SK-001
第1層  10YR2/2黒褐色土と10YR 2/3黒褐色土の混合土　ローム粒(φ3～5mm)微量
SK-002
第a層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量

SK-003
第1層  10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ3～10mm)微量
第2層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量
第3層  10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ1～3mm)微量
基本層序
第Ⅱ層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～5㎜)少量,炭化粒(φ3～5㎜)微量
SK-004
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ3～20mm)微量
第2層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ3mm)微量,
                          10YR3/2黒褐色粘質土少量
第3層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)微量,焼土粒(φ1～3mm)微量,
                          10YR3/2黒褐色粘質土少量
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第3層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)微量
第4層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量,焼土粒(φ5～10mm)微量
第5層  10YR2/2  黒褐色土  炭化粒・炭化物(φ5～30mm)多量,焼土粒(φ5～10mm)少量,
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堆積土は１層に分層し、人為堆積状況を呈する。

ＳＫ－００２（図 1-74）

　調査区西端で検出した。ＳＫ－００３と重複して

おり、本遺構の方が古い。平面形は不整楕円形を呈

し、１３９．０×１１０．０×１４．０ｃｍを測る。

断面形は若干凹凸が見られ、壁は垂直に近い形で立

ち上がる。堆積土は１層に分層し、自然堆積状況を

呈する。

ＳＫ－００３（図 1-74）

　調査区西端で検出した。ＳＫ－００２と重複して

おり、本遺構の方が新しい。平面形は不整楕円形を

呈し、１５０．０×７３．０×１６．０ｃｍを測る。

断面形は中央が若干凹んだ段状を呈しており、壁は

垂直に近い形で立ち上がる部分と緩やかに立ち上が

る部分が見られる。堆積土は３層に分層し、自然堆

積状況を呈する。

図 1-74　B-2 区 SK-1



0 2m

SK-007
SK-007土器出土位置図1回目

SK-007土器出土位置図2回目

SK-007
第1層  10YR1.7/1　黒色土  焼土粒(φ5mm)微量
第2層  10YR2/3  黒褐色土  B-Tm火山灰が層状に堆積
第3層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～15mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量,
                          焼土粒(φ3～5mm)微量
第4層  10YR3/4  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量,
                          焼土粒(φ5mm)微量
第6層  10YR3/4暗褐色土と10YR4/6褐色土の混合土  崩落土
Pit
第5層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量,炭化粒・炭化物(φ5～20mm)微量
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ＳＫ－００４（図 1-74）

　調査区北西端で検出した。調査区境界外に延びて

おり、平面形は楕円形を呈し、１１０．０×（６８．０）

×５４．０ｃｍを測る。断面形は鍋底形で、撹乱に

より壁の一部が影響を受けているが、壁は開き気味

に立ち上がっている。

　堆積土は３層に分層し、第１～３層まで共通する

ブロックの混入が認められ、一括の埋め戻しである

ことが考えられる。

ＳＫ－００６（図 1-74）

　調査区東側で検出した。ＳＤ－００１と重複して

おり、本遺構の方が古い。平面形は隅丸方形を呈し、

２４１．０×２０１．０×２６．０ｃｍを測る。断面

形は鍋底形で、壁は垂直に近い形で立ち上がる。底

面直上に炭化物・焼土等を検出し、壁が被熱により

赤化していることから製炭土坑として認定できる。

堆積土は５層に分層し、第２層にＢ－Ｔｍ火山灰が

層状に堆積し、自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－００７（図 1-75・76）

　調査区中央ＳＩ－００１の東隣の位置から検出

した。平面形は不整楕円形を呈し、１８０．０×

１５０．０×３７．０ｃｍを測る。また中央付近に

４０．０×３０．０×３０．０ｃｍの小ピットを検出

している。断面形は鍋底形を呈し、壁は垂直に近い

形で立ち上がる。堆積土は小ピット部分も含め６層

に分層し、廃棄の伴う人為堆積と廃棄後放置され、

上面は自然堆積状況を呈している。廃棄層に相当す

る第３・４層からはＢ０４５～Ｂ０６０に図示した

遺物が出土している。実質的に一括廃棄資料で、Ｂ

－Ｔｍ降灰前の年代基準資料として適用可能な資料

である。

　図示した資料のうち食膳具は体部に巻上成形痕を

残す資料が含まれ、口唇が意図的に打ち欠かれた資

料がある。法量の揃った資料について記述するが、

Ｂ０４７は第３層出土の土師器椀で、口径１２．６

ｃｍ、器高４．２ｃｍ、底径５．８ｃｍ、器高指数

３３．３、底径指数４６．０を測る。海綿骨針を含み

やや粘りのある胎土で、色調は褐色を呈する。器形

が坏形の浅身のタイプで、開き気味に立ち上がって

いる。Ｂ０４８は、第３層出土の土師器椀で、口径

１３．８ｃｍ、器高５．７ｃｍ、底径５．８ｃｍ、器

高指数４１．３、底径指数４２．０を測る。内外面と

も約半分が淡黒斑により灰褐色気味の色調を呈する

部分が見られ、焼成時に壁際に置かれ、部分還元化

した痕跡であると判断される。海綿骨針・浮石を含

むやや粘りのある胎土で、色調は淡赤褐色を呈する。

図面よりは若干器壁が厚みを帯びた印象を与える

が、外面口縁部直下に浅い稜段を顕著にさせており、

内面口唇部は面取状に作出させている。破断面の一

部に煤付着が認められ、灯明使用としての可能性が

ある。Ｂ０４９は第４層出土の土師器椀で、口径

１２．０ｃｍ、器高５．３ｃｍ、底径５．８ｃｍ、器

高指数４４．２、底径指数４８．３を測る。海綿骨針・

浮石を含むやや粘りの弱い胎土で、褐色を呈しザラ

ザラした質感を有する。外面口縁～体部の一部に円

形の黒斑が観察される。内面口縁部は剥落が顕著で、

口唇部の一部も打欠されている。器壁は厚みを持ち、

重量感があり、体部からつまみ上げるように外反さ

せている。煮炊具のうち全体形のわかる資料は第３・

４層出土の非ロクロ土師器甕の図上復元資料で、口

径１９．６ｃｍ、器高２８．６ｃｍ、底径１０．２ｃ

ｍを測る。海綿骨針を含む粘りのやや弱いザラザラ

した胎土で、河川起源の丸みを帯びた小礫の混入が

顕著である。底面は草本系の圧痕が若干認められる

がヘラによる調整でほとんどが撫で消されており、

底端部は粘土の潰れにより若干突出した部分が見ら

れる。内面はヘラを利用した痕跡が部分的に観察さ

れるがほとんど指ナデにより撫で消しが行われてお

り、底部は放射状、体部下～中半は右上がりの斜め

方向、体部中～上半は横方向のナデにより調整され

ている。外面は口縁部を下にした状態で下方向から

左下がりの方向に幅広の鉈削り状にヘラ削りがなさ

れており、口縁部直下では斜め方向が顕著である。

削りが主体である。内面は体部上半～底部にかけ淡

黒斑化しており、外面は頸部直下～体部にかけ煤付

着している。破片資料のうちＢ０５４は第３層出土

のロクロ系甕で、口径２０．４ｃｍを測る。内外面

とも回転運動に伴うナデが行われた後に外面は体部

～頸部直下にかけて底部から口縁部に向かったヘラ

による縦方向の調整がされており、一部は口唇部直

下まで突き抜けた箇所が見られる。内外面とも煤付

着があり、破片単位で二次被熱等の影響の差がある

ことからは変化した状態で流動や被熱の影響が生じ

ている可能性がある。Ｂ０５６はＳＩ－００１の掘

り方に相当する第３層出土破片とＳＫ－００７第

３・４層出土破片の遺構間接合のロクロ小甕で、口

径１２．８ｃｍを測る。土師器食膳具と同質のやや

粘りのある胎土で、海綿骨針を含み、砂礫の混入が

少ない。接合破片間の接点は磨耗が顕著で、一部は

剥落が生じており、使用最終段階の状況と破片化し

た後の二次的な影響が混在した状況であるが、内面

口唇部直下には煮炊痕が部分的に残存し、外面側の

対応する部分は吹きこぼれが生じた炭化物の付着痕

が観察される。各破片の黒斑化した部分は接合部分

で不整合している箇所が多いことから、破片化した

状態で二次的な被熱があったことが考えられる。Ｂ

０５８は第３層出土の土師器壺で、口径１７．０ｃ

ｍ、器高２９．８ｃｍ、底径１２．７ｃｍを測る。土
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師器食膳具に用いられるやや粘りのある胎土に浮石

混じりの砂粒が多量混ぜられており、器壁は厚めで

ある。主体を占め出土する胎土ではないが、類似の

資料は青森平野南部の野木（１）遺跡などでも出土

例のある胎土の特徴と器壁の厚さを持っている。底

面はタタキによる調整で平底化されている。体部は

体部中～下半にかけては正位の状態で縦方向にヘラ

ケズリが、体部中～上半は倒位の状態でヘラケズリ

がなされており、ストロークの長い縦方向（右下が

り）の調整である。内面の体部は縦方向の指ナデで

頸部付近が接合のため斜め方向のナデが行われてい

る部分が認められるが口縁部は横方向の回転ナデが

行われている。外面口唇端部は須恵器長頸瓶や広口

壺と同様に面取がなされているが、土師器ロクロ系

甕に共通する口唇端部の造りである。一部欠損の為

確定できないが、体部上半に倒位に「十万」の合わ

せ字に類似した刻書が認められる。須恵器広口壺の

代替品としての位置づけが考慮できる資料である。

ＳＫ－００８（図 1-76）

　調査区北側で検出した。平面形は楕円形を呈し、

１０３．０×８１．０×２７．０ｃｍを測る。断面形

は柱穴状を呈し、壁は開き気味に立ち上がる。堆積

土は２層に分層し、人為堆積状況を呈する。

３．溝状土坑（Ｔピット）

ＳＴＰ－００１（図 1-76）

　調査区東側で検出した。一部撹乱による影響があ

るが、平面形は溝状を呈し、３５７．０×２７．０×

７６．０ｃｍを測る。長軸方向の断面形は袋状を呈

し、短軸方向は壁上部で角度を変え緩やかに立ち上

がる部分があるが、それ以下は直立気味に立ち上が

る形状を呈する。堆積土は２層に分層し、自然堆積

状況を呈する。

４．ピット

ＳＰ－００１（図 1-76）

　調査区西側で検出した。付近にＳＫ－００２・

００３等は所在しているが、ピットとしては単独の

検出であり、他の施設との関係も不明である。平面

形は楕円形を呈し、３６．０×３０．０×５．０ｃｍ

を測る。断面形は凹凸があり、壁は直立気味に立ち

上がる。堆積土は１層に分層し、自然堆積状況を呈

する。

５．溝跡

ＳＤ－００１（図 1-77）

　調査区東側の境界部に沿って検出した。ＳＫ－

００６と重複しており、本遺構の方が新しい。調査

区内での規模は、長さ３８．５ｍ、幅１０５．０ｃｍ、

深さ１８ｃｍを測る。断面形は箱形で、堆積土は５

層に分層し、自然堆積状況を呈する。出土遺物は第

３層Ｓ－２として取り上げた凹石１点を図示した。

石質は黒色片岩である。

ＳＤ－００２（図 1-77）

　調査区東端で部分的に検出した。検出部分の規

模は、長さ１４．０ｍ、幅（８２．０）ｃｍ、深さ

２３．０ｃｍを測る。第１層から染付皿と碗の破片

が出土しており近世以降の所産である。

６．円形周溝状遺構

ＳＭ－００１（図 1-78）

　調査区北西端で検出した。平面形は円環状を呈し、

６２１．０×６０７×３０．０ｃｍを測る。他の調査

区でも類似した遺構が検出しているが、本遺構につ

いては東側の上面が後世の掘削に伴い撹乱が生じて

おり、溝の上面に第Ⅰ～Ⅲ層とした土層が堆積して

おり、その地点からＢ０６４・Ｂ０６５に図示した

近代以降の陶磁器やＢ０６６に図示した骨角器、Ｂ

０６７の寛永通寳などが出土しており、厳密に帰属

時期について不明である。堆積土は本遺構帰属分と

して７層分層しているが、崩落が一部伴う埋め戻し

の影響が強い堆積状況を呈している。また、中央部

分は上面は前述の影響があるが、地山部分を掘り込

んだ土坑などは検出していない。

７．遺構外出土遺物（図 1-78）

　遺構外出土遺物は風倒木出土の縄文時代前期の体

部資料に２点を図示した。いずれも単軸絡条体１類

で、同一個体と考えられる資料である。Ｂ－１区側

で前期末の資料が出土しており、同時期の資料と考

えられる。
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第Ⅳ章　Ｃ区

第Ⅳ章　C　区
Ｃ区の調査は、平成１６・１７・２０・２１年

度に１２，３０８．１㎡を対象とした調査を実施して

いる。調査時にもＣ－１～５の番号が付され調査が

実施されていた。他の地区と同様に調査担当が年度

ごとに異なっており、遺構番号等も複数の系統に基

づく付され方がなされていた。

そこで、本報告に際し、調査年度を基本として

調査区の区割を整理し、Ｃ－１～４の四つの区割と

した。一部の調査地点の境界部分は、別年度に調査

している関係で、重複する部分を調査区として記録

しているケースが見られたが、本調査区については

それぞれの区割を提示し、遺構については記録量の

多い区割内で掲載している。

なお、遺構外出土遺物については各節ごとに収

めて掲載した。

第１節　Ｃ－１区
１. 竪穴住居跡

ＳＩ－０２（図 1-81 ～ 83）

　Ｃ－１区中央よりやや南側から検出した。ＳＫ－

３０・ＳＰ－９４・９５と重複しており、本遺構の

方が古い。平面形は不整長方形を呈し、２９４．０

×２７４．０×２８．０ｃｍを測る。主軸方位はＮ－

１２２°－Ｅである。ピットは竪穴内から４基検出

しているが、柱穴として機能した可能性のあるピッ

トはＰｉｔ１で、南西側の壁際にＳＰ－９４を検出

しており、対応した位置関係である。ただ、ＳＰ－

９４については本遺構より新しいとされたＳＫ－

３０の上面で検出した形で浅いピットである。明確

な柱穴配置は不明な状況である。壁溝は北隅～北東

隅側と北西壁全面、南西壁のほぼ全面で検出してい

る。

　堆積土は１５層に分層し、掘り方のない堆積状況

をして記録されている。第５～７、第１１～１３層

中にＢ－Ｔｍ火山灰が混入し、火山灰の二次堆積の

影響が顕著である。また、床面直上に堆積する第８

層中から炭化材を検出しており、他の土層からも炭

化粒・物の混入が定量見られる。

　カマドは南東３の位置から検出した。構造は地下

式で、右袖側はＳＫ－３０の影響により破壊されて

おり、煙道長９０．０ｃｍを測る。支脚としてＫＳ

－１とした礫が設置され、その上から調査時遺物番

号ＫＰ－２、Ｃ００３で図示した土師器甕が正位の

状況で出土している。左袖部分からはＣ００４・Ｃ

００５で図示した土師器甕の口縁～体部片が出土し

ているが、Ｃ００４の内面でハケメが認められるも

のの、短頸で短く折り返したのみの口縁部主体で、

地下式の構造でありながら、遺物は新相を呈する。

図 1-80　C-1 区遺構配置図



0 2m

SI-02

SI-02
第1層　10YR1.7/1　黒色土　　　　 ローム粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR2/1　  黒色土　　　　 ローム粒(φ1mm)微量,パミス粒(φ3mm)極微量
第3層　10YR2/2　 黒褐色土　　　　ローム粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第4層　10YR3/1　 黒褐色土　　　　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒(φ3mm)極微量,炭化粒(φ5mm)極微量
第5層　10YR2/2　 黒褐色土　　　　ローム粒(φ1mm)極微量,パミス粒(φ5mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰混入
第6層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量,B-Tm火山灰少量
第7層　10YR3/2　 黒褐色土　　　　ローム粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量,B-Tm火山灰微量
第8層　10YR3/1　 黒褐色土　　　　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒・炭化物(φ1～20mm)多量
第9層　10YR3/3　 暗褐色土　　　  ローム粒(φ1～5mm)極微量,パミス粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第10層　10YR2/3　黒褐色土　　　  ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ5mm)微量,B-Tm火山灰微量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　　　  ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ1～5mm)少量,B-Tm火山灰少量
第12層　10YR2/2　黒褐色土　　    ローム粒(φ1～3mm)微量,パミス粒(φ2～5mm)微量,B-Tm火山灰少量
第13層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,パミス粒(φ2～3mm)極微量,炭化粒(φ1～9mm)極微量
第14層　10YR3/3　暗褐色土　      ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ2～3mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第15層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1mm)極微量

SK-30
第1層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ2～5mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)少量,粘土粒(φ5mm)極微量,
                           B-Tm火山灰極微量
第2層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,焼土粒(φ1mm)微量,炭化粒(φ1～5mm)少量
第3層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第4層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)多量
第5層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)多量,粘土ブロック(φ10～20mm)微量
第6層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)微量,炭化粒(φ1～9mm)微量,B-Tm火山灰少量
第7層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～20mm)多量
第8層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)微量,B-Tm火山灰微量,10YR1.7/1黒色土少量
第9層　 10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,B-Tm火山灰極微量
第10層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,ロームブロック(φ10～20mm)少量,粘土ブロック(φ20mm)少量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～20mm)中量,炭化粒(φ1mm)極微量,粘土ブロック(φ15mm)微量
第12層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～15mm)少量,パミス粒(φ1～5mm)極微量,炭化粒(φ2～5mm)極微量,
                           B-Tm火山灰少量
第13層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,B-Tm火山灰微量,10YR1.7/1黒色土微量
第14層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,ローム粒・ブロック(φ5～15mm)中量,パミス粒(φ2mm)微量
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図 1-81　C-1 区 SI-02-1



0 1m

0 2m

SI-02カマド

Pit1
第1層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ5mm)極微量,炭化粒(φ2mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　 ローム粒・ブロック(φ1～15mm)
　　　　　　　　　　　　　 少量,パミス粒(φ2～3mm)微量
第3層　10YR4/4　褐色土　　 ローム粒・ブロック(φ1～30mm)
　　　　　　　　　　　　　 中量,パミス粒(φ2～5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　 粘土粒(φ5～9mm)微量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～30mm)少量,パミス粒・
　　　　　　　　　　　　　 ブロック(φ2～15mm)微量 

Pit2
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ2～9mm)
                          極微量,焼土粒(φ2～5mm)極微量,炭化粒
                          (φ2～3mm)微量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土 ローム粒(φ2～3mm)微量,焼土粒
                               (φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,焼土粒(φ1～5mm)
                          少量,炭化粒(φ1～5mm)極微量,粘土ブロック
                          (φ10mm)極微量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土 ロームブロック(φ10mm)極微量,炭化粒
                               (φ1mm)極微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～15mm)微量,焼土粒
                          (φ5mm)極微量,炭化粒(φ3mm)極微量
第6層　10YR4/3　にぶい黄褐色土 ローム粒(φ2～5mm)少量,炭化粒(φ2mm)
                               極微量
第7層　10YR4/3　にぶい黄褐色土 ロームブロック(φ10mm)極微量

SI-02カマド
第1層　 10YR2/2　黒褐色土　      ローム粒(φ1～3mm)微量,パミス粒(φ3mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第2層　 10YR3/3　暗褐色土　      ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒(φ1mm)極微量,焼土粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　      土器内部にパミス粒集中
第3層　 10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～3mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量,B-Tm火山灰微量
第4層　 10YR3/2　黒褐色土　      ローム粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ2mm)極微量
第5層　 10YR3/3　暗褐色土　      ローム粒(φ2～3mm)極微量,焼土粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ2～5mm)少量,B-Tm火山灰極微量
第6層　 10YR3/2　黒褐色土　      ローム粒(φ1～3mm)微量,焼土粒(φ1～3mm)極微量,炭化粒(φ2～5mm)微量,B-Tm火山灰少量
第7層　 10YR4/3　にぶい黄褐色土  ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第8層　 10YR3/4　暗褐色土　      焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ1～9mm)極微量
第9層　 7.5YR4/4 褐色土　　      ローム粒(φ1～5mm)極微量,焼土粒(φ1～9mm)極微量
第10層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)少量,焼土粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第11層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ2～5mm)極微量,焼土粒(φ2～5mm)極微量,粘土微量
第12層　7.5YR4/4 褐色土　　      ローム粒(φ1～9mm)微量,ロームブロック(φ10㎜)極微量
第13層　7.5YR4/4 褐色土　　      ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量
第14層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第15層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)微量
第16層　10YR4/4　褐色土　　      ローム粒・ブロック(φ1～30mm)多量
第17層　5YR4/4　 にぶい赤褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量,焼土粒・ブロック(φ1～15mm)微量
第18層　10YR3/3　暗褐色土　      ローム粒(φ2～9mm)少量,焼土粒(φ2mm)極微量
第19層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ2～3mm)少量,焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第20層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　炭化粒(φ1mm)極微量
第21a層　7.5YR4/3 褐色土　　     ローム粒(φ5mm)極微量,焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第21b層　7.5YR4/3 褐色土　　     ローム粒(φ5mm)極微量,焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第22層　5YR4/6　 赤褐色土　      焼土粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第23層　10YR3/2　黒褐色土　      ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒(φ5mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第24層　10YR4/3　にぶい黄褐色土  焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第25層　10YR5/6　黄褐色土　      ローム層
第26層　5YR4/6　 赤褐色土　      焼土層,ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～5mm)少量
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第Ⅳ章　Ｃ区

図 1-82　C-1 区 SI-02-2
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図 1-83　C-1 区 SI-02-3



Ⅳ -1

C-1 区

─ 95 ─

第Ⅳ章　Ｃ区

ＳＩ－０３（図 1-84 ～ 88）

　調査区中央よりやや西側の地点で検出した。西

端は現代の用水に面しており、壁は残存していな

い。残存部は、不整長方形を呈し、４７２．０×

４５３．０×３３．０ｃｍを測る。主軸方位はＮ－

１２７°－Ｅである。ＳＫ－４１、ＳＡ－０１Ｐｉ

ｔ１、ＳＰ－１２１と重複しており、いずれの遺構

よりも古い。ピットは竪穴内から４基検出し、いず

れのピットも柱穴として機能した可能性がある掘り

方である。Ｐｉｔ１とＰｉｔ２が類似した規模、掘

り込みで、南壁の中央と東隅に配置しており、並ん

だ配置状況であるが、西側の部分がカマドの右袖脇

にあたり、精査が不十分であった可能性が残される。

また、北側では柱穴の配置はなく、主柱配置状況は

不明である。壁溝は南壁の中央周辺と西壁の欠損部

周辺で未検出であるが、その他の壁では一部断続し

ながらも全体的に巡る検出状況であった。また、Ｓ

Ｎ－０１としたピットは柱穴ではなく、灰溜めピッ

トのようにカマド構築材と同様の粘土や焼土粒・灰

などとともにＣ０１２・Ｃ０１３で図示した土器な

どが廃棄されていた。堆積土は後述する突出部の堆

積土を含め２６層に分層し、掘り方充填土は第２６

層のみで、壁際を中心に充填している。床面直上に

堆積する第１３層中にＢ－Ｔｍ火山灰を検出してい

るが、その上位に堆積する第６・８層中にも含まれ

る。

　カマドは南３の位置から検出した。重複するＳＫ

－４１の掘り方に影響した精査がなされており、煙

道部の検出状況が不鮮明である。記録写真・図面

等を確認した限りでは構造は半地下式で、袖部幅

１２０．０ｃｍ、煙道長（約６６）ｃｍを測る。支

脚としてＣ０１７に図示した土製支脚が設置されて

おり、袖の芯材として、左袖にＫＰ－６～９のＣ

００９として図示した土師器甕が、右袖にＫＰ－１

～３のＣ０１０として図示した土師器甕が、それぞ

れ倒位に設置されていた。

　また、南２の位置から半地下式の煙道状の突出部

を検出した。長さ１２４．０ｃｍを測る。堆積土は廃

絶の埋没過程よりも前に埋没しており、竪穴の床面か

ら段を持っており、奥壁に向かって緩やかに立ち上が

る形状である。軸線が竪穴の軸線より幅が多くＮ－

１５１°－Ｅである。火床面の痕跡はない状況で実際

カマドとして構築・使用された可能性は低いが壁溝の

欠落部にも相当し、構築を意図した掘削痕である可能

性が若干残される。出土遺物は前述の資料のほかＣ

０１１に図示した北壁側の第１４層Ｐ－２０・２２出

土、Ｃ０１５で図示した南側の下層Ｐ－２７、ＳＮ－

０１下層Ｐ－１～３等の廃棄に伴う資料が多い状況で

ある。Ｃ０１４はカマド出土の破片とＳＩ－０４の出

土資料の遺構間接合資料である。

ＳＩ－０４（図 1-89 ～ 91）

　調査区北側で検出した。ＳＰ－１３８・ＳＤ－

１２と重複しており、本遺構の方が古い。平面形は

不整台形を呈し、３１０．０×２６３．０×２９．０

ｃｍを測る。主軸方位はＮ－１１５°－Ｅである。

ピットは竪穴内から３基検出したが、ＳＩ－０３と

同様にカマド設置壁側のみ並んで検出した状況で、

主柱配置は不明である。また、中央より北西寄りの

部分から土坑を検出しており、貯蔵穴の可能性があ

る。壁溝は検出部分が竪穴内をほぼ全周する形であ

り、カマド２とした東壁の北寄りの部分で一部断続

箇所が見られる。堆積土は掘り方充填を含め１６層

に分層した。廃絶後の堆積土は第１～１４層で、壁

際の第１３層中と中位の第３層中にＢ－Ｔｍ火山灰

が含まれる。

　カマドは床面が火床面状に焼土化した部分二箇所

をカマド１・２として精査している。カマド２とし

た部分には構築材等も残存しておらず、廃絶時にカ

マドとして使用されていた可能性が高いのはカマド

１である。カマド１は東３・４の位置から検出して

おり、左袖の一部が若干残存しているものの、右袖

は基部の一部のみが残存し、支脚と取り扱った資料

もＣ０２４で図示した資料のように破片化した資料

が主体となっている。煙道は竪穴外に明確な掘り込

みが認められず、断面の記録図を確認すると壁外に

向かって緩やかに立ち上がる形状であることから、

仮に存在したとしても半地下式であることが想定さ

れる。カマド２とした部分では壁の一部が焼土化し、

若干突出した掘り込みが認められ、半地下式の短煙

道タイプとして認定できる資料である。

　出土遺物はカマド１の前庭側に破片が散逸した状

況で出土する事例が多く、図示した資料のうちＣ

０１８～Ｃ０２０についても床面直上の第８層出土

扱いの資料主体である。この資料のうちＣ０１９は

北側のＳＫ－６９出土資料と遺構間接合資料であ

る。その他、前述のとおりＳＩ－０３と遺構間接合

資料も認められ、直線距離で１７ｍ程度の近接した

位置関係にあることから双方に廃棄された事例が認

められるものである。

ＳＩ－５２（図 1-92 ～ 96）

　調査区西側で検出した。平面形は不整方形を呈

し、３３４．０×３１２．０×２０．０ｃｍを測る。

主軸方位はＮ－１３９°－Ｅである。ピットは竪穴

内から６基検出しているが十分な深さを持つ資料が

なく、堆積状況も柱設置痕が確認できず詳細は不明

である。中央にＳＫ－０１とした円筒形の土坑があ

る。廃絶後の埋没開始時には既に埋まりきった堆積

で、床面の掘り方充填土に相当する第３２層も埋没

完了の上面に一部堆積しており、本遺構と直接関連



0 2m

AB
CD

SI-03

SI-03
第1層　10YR1.7/1　黒色土　　ローム粒(φ1mm)極微量,パミス粒(φ1mm)微量
第2層　10YR2/2　　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量,パミス粒(φ5mm)極微量
第3層　10YR2/2　　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量,パミス粒(φ3～8mm)極微量
第4層　10YR3/4　　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,パミス粒(φ2～5mm)極微量,焼土粒(φ3mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第5層　10YR2/2　　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,パミス粒(φ1～2mm)極微量,焼土粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第6層　10YR4/4　　褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,パミス粒(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰極微量
第7層　10YR3/3　　暗褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量,パミス粒(φ2～5mm)極微量
第8層　10YR2/2　　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量,B-Tm火山灰極微量
第9層　10YR3/4　　暗褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量,パミス粒(φ2～3mm)極微量
第10層　10YR3/3　 暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)極微量,パミスブロック(φ10～15mm)極微量
第11層　10YR2/2　 黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第12層　10YR3/3　 暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,パミス粒(φ4～7mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量,B-Tm火山灰極微量
第13層　10YR5/4　 にぶい黄褐色土　B-Tm火山灰層
第14層　10YR3/4　 暗褐色土　パミス粒(φ1～7mm)微量
第15層　10YR4/6　 褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,パミス粒・ブロック(φ3～20mm)微量,焼土粒(φ2～5mm)極微量,
                            炭化粒(φ1～2mm)極微量
第16層　10YR4/4　 褐色土　　パミス粒・ブロック(φ2～15mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第17層　10YR6/8　 明黄褐色土　ローム層,炭化粒(φ2～3mm)極微量
第18層　10YR4/4　 褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,パミスブロック(φ15～50mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第19層　10YR4/4　 褐色土　　ローム粒(φ2～4mm)極微量,焼土粒(φ2～5mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)極微量
第20層　10YR4/4　 褐色土　　パミスブロック(φ20～30mm)多量,炭化粒(φ2mm)極微量
第21層　7.5YR4/6  褐色土　　焼土主体層
第22層　10YR4/4　 褐色土　　パミスブロック(φ10～30mm)中量,炭化粒(φ1mm)極微量
第23層　10YR4/4　 褐色土　　
第24層　10YR4/4　 褐色土　　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ10mm)微量,パミス粒(φ3mm)微量
第25層　10YR4/6　 褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)･ブロック(φ15～90mm)少量,パミス粒(φ3～5mm)少量
第26層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)中量,パミス粒(φ3～5mm)少量,粘土ブロック(φ10～50mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　  10YR2/1黒色土(φ5mm)微量
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0 2m

SN-01 SN-01土器出土位置図

SN-01
第1層　10YR5/6　褐色土　　ローム層,パミス粒(φ5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～6mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～9mm)少量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　焼土ブロック(φ10～15mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5mm)微量
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Pit1
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第2層　7.5YR4/4 褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,焼土粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1mm)極微量
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ2～9mm)中量,炭化粒(φ1mm)極微量,粘土少量
第4層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)中量,パミス粒・ブロック(φ5～15mm)微量,
                          炭化粒(φ2～3mm)極微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ15mm)微量,焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量

Pit2
第1層　10YR4/4　褐色土　　 粘土層,ローム粒(φ5mm)微量,焼土粒(φ2～9mm)微量,炭化粒(φ1mm)
                           極微量
第2層　5YR4/6　 赤褐色土　 ローム粒・ブロック(φ5～15mm)微量,焼土粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1mm)
                           極微量
第3層　7.5YR4/6 褐色土　　 ローム粒(φ5mm)微量,焼土粒(φ1～5mm)微量
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0 1m

SI-03カマド

SI-03カマド
第1層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒(φ1～3mm)微量,焼土粒(φ1mm)極微量
第2層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ1～5mm)微量,焼土粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ2mm)極微量
第4層　 10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～3mm)極微量,パミス粒(φ2～3mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第5層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ1～2mm)極微量
第6層　 10YR4/3　にぶい黄褐色土　B-Tm火山灰多量
第7層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量,B-Tm火山灰微量
第8層　 10YR4/3　にぶい黄褐色土　B-Tm火山灰多量
第9層　 5YR5/6 　明赤褐色土　焼土層
第10層　7.5YR4/4 褐色土　　ローム粒(φ1mm)極微量,焼土粒(φ2～3mm)微量
第11層　10YR4/4　褐色土　　ローム層
第12層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)極微量,焼土粒(φ1～9mm)微量,炭化粒(φ1～5mm)極微量
第13層　7.5YR4/4 褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)極微量,焼土粒・ブロック(φ1～15mm)少量
第14層　5YR4/6 　赤褐色土　ローム粒(φ2～5mm)少量,焼土粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ2mm)極微量
第15層　7.5YR4/4 褐色土　　ローム粒(φ1～3mm)極微量,パミス粒(φ1～3mm)微量,焼土粒(φ2～3mm)微量
第16層　5YR5/6 　明赤褐色土　焼土層,ローム粒(φ1～5mm)極微量
第17層　7.5YR4/4 褐色土　　焼土粒(φ2～5mm)少量
第18層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,焼土粒(φ1～9mm)極微量,炭化粒(φ2mm)極微量
第19層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒(φ3mm)微量,炭化粒(φ2mm)極微量
第20層　7.5YR5/6 明褐色土　焼土粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1mm)微量,粘土少量
第21層　7.5YR4/6 褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒(φ2mm)微量
第22層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)多量,パミス粒(φ3mm)極微量
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のない可能性も残されている。壁溝は北側のＰｉｔ

４周辺で一部断続しているがカマド設置部分を除き

ほぼ全周する形で検出した。東壁の南北隅の部分が

丸みを帯びた掘り込みで、壁の掘り込みに比べると

隅丸方形状を呈している。堆積土は掘り方充填土を

含め３３層に分層し、床面に若干の堆積が進行した

後の第１６層中にＢ－Ｔｍ火山灰が面的に堆積して

いる。（第１６層の前後に関連する土層からもＢ－

Ｔｍ火山灰の検出が記録されているが、本遺構につ

いては第１６層からの浸透や攪拌等が影響した可能

性が高い。）ただ、堆積状況としては雨水等の影響

による二次的堆積状況で、厚くブロック化した火山

灰が堆積している状況であった。

　カマドは南２と南３の位置から検出しており、

南２側が古く、南３の位置のものが新しい。南３

のカマドは半地下式で、袖部幅８６．０ｃｍ、煙

道長６１．０ｃｍを測る。煙道は掘り方が存在し、

７８．０ｃｍを測る。粘土を構築材とし、支脚相当

位置にＫＰ－３～５として取り上げＣ０２９で図示

した土師器甕底部片が倒位に設置されていた。旧段

階のカマドである南２のカマドは地下式で、前庭部

が残存しておらず煙道長１２１．０ｃｍを測る。主

軸方位は新段階のものと若干異なりＮ－１３５°－

Ｅである。煙道は竪穴外へ傾斜して立ち上がり、隅

丸方形状に掘削された煙出部と連結している。出土

遺物は混入した縄文土器のほかは煮炊具主体の出土

で、図示も煮炊具のみであるが、短頸で、Ｃ０２７

のように体部上半に最大径のあるタイプも見られ

る。

図 1-88　C-1 区 SI-03-5



0 2m

SI-04 SI-04土器・炭出土位置図

X  91930.313
Y -11407.543

X  91933.813
Y -11404.545

X  91930.313
Y -11407.543

SI-04
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,焼土粒
                          (φ1～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　炭化粒(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰多量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)少量
第6層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒・ブロック(φ5～50mm)中量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)微量
第8層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ2～5mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～8mm)少量,炭化粒(φ1～9mm)少量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ2～9mm)中量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～8mm)少量
第10層　10YR3/4　暗褐色土 ロームブロック(φ10～15mm)中量,炭化粒
                          (φ1～2mm)少量
第11層　10YR2/3　黒褐色土 ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)少量
第12層　10YR3/3　暗褐色土 ロームブロック(φ10～15mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5mm)少量
第13層　10YR4/4　褐色土　 ローム粒(φ1～2mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰微量
第14層　10YR3/3　暗褐色土 ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量
第15層　10YR4/6　褐色土　 ロームブロック(φ10～50mm)多量,炭化粒
                          (φ5～7mm)少量,貼床
第16層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ5～9mm)中量,炭化粒
                                 (φ2～5mm)中量　貼床

SK-01
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　B-Tm火山灰微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ3～30mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)
　　　　　　　　　　　　　少量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ2～5mm)
　　　　　　　　　　　　　少量
第6層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3mm)少量
第7層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量

Pit1
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～7mm)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)少量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量
第3層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量

Pit2
第1層　7.5YR4/4 褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ2～3mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　B-Tm火山灰少量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～5mm)少量,炭化粒(φ2～5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　B-Tm火山灰少量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～3mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)少量

Pit3
第1層　7.5YR4/4 褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～3mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)少量

SD-12
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～3mm)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)多量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～3mm)少量
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図 1-89　C-1 区 SI-04-1



0 1m

SI-04カマド1 SI-04カマド1土器・支脚出土位置図

SI-04カマド2
SI-04カマド2焼土範囲

SI-04カマド1
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒(φ1～7mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)少量,B-Tm火山灰微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,焼土粒(φ2～5mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰微量
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,焼土粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ1～5mm)微量,B-Tm火山灰微量
第4層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰少量
第5層　7.5YR3/4 暗褐色土　焼土粒(φ1～9mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,天井崩落
第6層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒(φ1～3mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第8層　5YR4/8 　赤褐色土　火床面,焼土粒(φ1～5mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第9層　10YR4/4　褐色土　　袖部,ローム粒(φ1～2mm)少量,焼土粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰微量

SI-04カマド2
第1層　10YR2/3　黒褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～25mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,焼土粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,B-Tm火山灰微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,焼土粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)少量
第4層　10YR4/6　褐色土　　　ローム粒(φ1～3mm)中量,ロームブロック(φ10～20mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第5層　7.5YR3/4 暗褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒(φ1～5mm)少量
第6層　7.5YR4/4 褐色土　　　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒(φ1～3mm)中量,炭化粒(φ1～3mm)少量,B-Tm火山灰極微量
第7層　5YR3/6 　暗赤褐色土　焼土粒(φ1～9mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　　焼土粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　　ローム粒(φ1～7mm)微量,焼土粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第10層　7.5YR4/4 褐色土　　　ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第11層　10YR4/4　褐色土　　　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第12層　5YR3/6 　暗赤褐色土　火床面,焼土粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)少量
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SI-52

X  91919.953
Y -11432.300

X  91920.477
Y -11428.051

SI-52
第1層　10YR1.7/1　黒色土　　パミス粒(φ1～9㎜)微量
第2層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ2㎜)極微量
第3層　10YR2/2　　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第4層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1㎜)微量
第5層　10YR2/2　　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第6層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第7層　10YR2/2　　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,B-Tm火山灰少量
第8層　10YR2/2　　黒褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,B-Tm火山灰微量
第9層　10YR2/1　　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ5㎜)極微量
第10層　10YR2/1　 黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第11層　10YR2/1　 黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量,B-Tm火山灰極微量
第12層　10YR2/1　 黒色土　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ15㎜)極微量
第13層　10YR2/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,B-Tm火山灰微量
第14層　10YR2/1　 黒色土　　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第15層　10YR2/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,B-Tm火山灰微量
第16層　10YR3/2　 黒褐色土　炭化粒(φ1～2㎜)極微量,B-Tm火山灰多量混入層
第17層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ2㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第18層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ2～5㎜)微量,B-Tm火山灰微量
第19層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量
第20層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第21層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ3㎜)極微量
第22層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ5㎜)極微量
第23層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第24層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10㎜)極微量
第25層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ2㎜)極微量,B-Tm火山灰微量
第26層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ20㎜)微量
第27層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ30㎜)微量
第28層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ2㎜)極微量
第29層　10YR3/4　 暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量
第30層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック(φ20㎜)微量
第31層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～30㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第32層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,黒色土(10YR2/1)微量
第33層　10YR5/6　 黄褐色土　パミスブロック(φ10～30㎜)中量

SK-01
第1層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ2～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,粘土粒(φ5㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,黒色土(10YR2/1)微量
第3層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)中量
第4層　10YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量
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0 2m

SI-52出土遺物位置図

SI-52 B-Tm火山灰範囲・火山灰サンプル
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Pit1
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　パミスブロック(φ10㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～3㎜)少量

Pit2
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　パミスブロック(φ20～50㎜)
　　　　　　　　　　　　　極微量

Pit3
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　パミスブロック(φ10㎜)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミスブロック(φ10～30㎜)多量

Pit4
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～20㎜)少量

Pit5
第1層　7.5YR4/4　 褐色土　パミス粒(φ2～5㎜)微量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～3㎜)少量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15㎜)微量,焼土粒(φ2㎜)極量

Pit6
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～5㎜)微量,炭化粒(φ2～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ10㎜)極微量
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0 1m

SI-52カマド1

SI-52カマド1
第1層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR3/2　 黒褐色土　炭化粒(φ2㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)微量
第3層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1㎜)微量,B-Tm火山灰極微量
第4層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1～2mm)極微量,B-Tm火山灰微量
第5層　10YR2/1　 黒色土　　パミス粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1mm)極微量
第6層　7.5YR4/4　褐色土　 パミス粒(φ1㎜)微量,炭化粒(φ2㎜)極微量,焼土粒(φ1～2mm)微量
第7層　7.5YR4/4　褐色土 　炭化粒(φ1㎜)極微量,B-Tm火山灰少量
第8層　10YR2/1　 黒色土　 炭化粒(φ2～3㎜)微量,B-Tm火山灰微量
第9層　10YR4/2　 灰黄褐色土　パミス粒(φ2～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1mm)極微量
第10層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　パミス粒(φ2～9㎜)微量,炭化粒(φ2㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量　粘土層
第11層　7.5YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量　粘土層
第12層　7.5YR4/3　褐色土　パミス粒(φ2㎜)極微量　粘土層
第13層　7.5YR4/6　褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ2～3㎜)微量
第14層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第15層　5YR4/4　  にぶい赤褐色土　パミス粒(φ2～3㎜)極微量　焼土層
第16層　7.5YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ15㎜)極微量　焼土層
第17層　7.5YR3/3　暗褐色土　炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量
第18層　7.5YR4/3　褐色土　  炭化粒(φ3㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第19層　5YR4/8　  赤褐色土　焼土層
第20層　10YR2/1　 黒色土　  焼土粒(φ1㎜)微量,B-Tm火山灰極微量
第21層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　炭化粒(φ1㎜)極微量,B-Tm火山灰少量
第22層　10YR2/1　 黒色土　  パミス粒(φ2㎜)極微量,焼土粒(φ2㎜)極微量
第23層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ2㎜)極微量,炭化粒(φ2㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)微量
第24層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第25層　7.5YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,炭化物(φ10㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)少量
第26層　7.5YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1～5㎜)少量
第27層　7.5YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ2㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)微量,焼土粒(φ2～3㎜)少量
第28層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)微量
第29層　7.5YR4/6　褐色土　  焼土粒(φ1～2㎜)微量　粘土層
第30層　5YR4/6　  赤褐色土　焼土層
第31層　5YR4/4　  にぶい赤褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)極微量　焼土層
第32層　10YR4/4　 褐色土　  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量
第33層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ3㎜)極微量,炭化粒(φ2㎜)極微量,焼土粒(φ1～5㎜)少量,焼土ブロック(φ10㎜)極微量
第34層　7.5YR4/6　褐色土　  パミス粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)少量
第35層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ2㎜)微量,焼土粒(φ2㎜)極微量
第36層　10YR5/4　 にぶい黄褐色土　パミス粒(φ5㎜)極微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量,粘土ブロック(φ10㎜)少量
第37層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第38層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第39層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)微量,焼土ブロック(φ15㎜)微量
第40層　7.5YR4/4　褐色土　  炭化粒(φ5㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)微量
第41層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第42層　7.5YR5/6　明褐色土　焼土層
第43層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ2㎜)少量
第44層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ3㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)微量
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0 1m

SI-52カマド2 SI-52カマド2粘土範囲

SI-52カマド1土器・石器出土位置図1 SI-52カマド1土器出土位置図2

SI-52カマド2
第1層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)
　　　　　　　　　　　　　 微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第2層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ5～9㎜)
                           極微量,焼土粒(φ1～3㎜)少量
第3層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック
                           (φ10～15㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)少量
第4層　7.5YR4/3　褐色土　  焼土粒(φ1～9㎜)微量
第5層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)
                           少量,焼土粒(φ1～2㎜)微量
第6層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック
                                 (φ10～15㎜)少量
第7層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　パミス粒(φ5㎜)微量,焼土粒(φ2㎜)
                                 極微量
第8層　7.5YR4/4  褐色土　  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～30㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第9層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量

第10層 10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～20㎜)少量
第11層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック
                           (φ10㎜)微量
第12層　10YR5/6　明褐色土　パミス粒(φ3㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ1㎜)極微量　粘土層
第13層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1㎜)極微量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10㎜)極微量
第14層　10YR4/2　灰黄褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第15層　10YR3/3　暗褐色土　  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック
                             (φ10～15㎜)微量
第16層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,焼土粒
                                  (φ1～2㎜)微量
第17層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1㎜)
　　　　　　　　　　　　　　　　 極微量
第18層　10YR3/2　 黒褐色土　パミス粒(φ3㎜)少量
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図 1-95　C-1 区 SI-52-4
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2. 土坑

ＳＫ－２３（図 1-97）

　調査区南側で検出した。平面形は楕円形を呈し、

１０６．０×９８．０×８９．０ｃｍを測る。断面形

は袋状を呈し、所謂フラスコ状土坑である。底面の

規模は１１７．０×１１３．０ｃｍを測る。堆積土は

１３層に分層した。底面直上は自然堆積で、その上

位は第８・９層は地山の粘土層で、一部壁の崩落が

伴う人為的な堆積である。

ＳＫ－２４（図 1-97）

　調査区南側で検出した。平面形は不整楕円形を呈

し、８８．０×８０．０×５６．０ｃｍを測る。断面

形は袋状を呈し、ＳＫ－２３同様フラスコ状土坑で

ある。底面は１２９．０×１１８．０ｃｍを測る。堆

積土は１１層に分層した。一部壁の崩落が伴う自然

堆積状況を呈する。下層から縄文時代中期と思われ

る体部資料が出土している。

ＳＫ－２５（図 1-97）

　調査区南側で検出した。平面形は楕円形を呈し、

１４６．０×１３７．０×３２．０ｃｍを測る。断面

形は上面が削平を受けているものの、前２つと同様

に袋状を呈し、底面は１７６．０×１６１．０ｃｍを

測る。堆積土は１１層に分層し、崩落の伴う人為堆

積状況を呈する。削平の為上層扱いであるが、実質

的に土坑中層～下層に相当する位置からＳＫ－２４

下層出土資料と同一個体である縄文土器体部片が出

土している。

ＳＫ－２６（図 1-98）

　調査区南側で検出した。平面形は円形を呈し、

８９．０×８３．０×３６．０ｃｍを測る。断面形は

軽く袋状を呈している。堆積土は７層に分層し、壁

の崩落が伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－２７（図 1-98）

　調査区南側で検出した。平面形は楕円形を呈し、

１２５．０×１１１．０×５１．０ｃｍを測る。断面

形は袋状を呈し、底面は１３０．０×１１０．０ｃｍ

を測る。堆積土は７層に分層し、底面直上は自然堆

積を呈し、下層～上層にかけ人為的埋め戻し状況を

呈する。

ＳＫ－２８（図 1-98）

　調査区南側で検出した。平面形は不整長方形を呈

図 1-96　C-1 区 SI-52-5



0 2m

SK-23 SK-24 SK-25

SK-23
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒・ブロック(φ5～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ2mm)微量
第3層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ20～30mm)少量,パミス粒(φ5mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ2～5mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～3mm)極微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ1mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第7層　7.5YR5/6 明褐色土　ローム層,パミス粒(φ5～9mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　粘土ブロック(φ20mm)微量,大谷火山灰
　　　　　　　　　　　　　混入
第8層　7.5YR5/6 明褐色土　大谷火山灰ブロック主体層,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ20～50mm)多量
第9層　7.5YR5/6 明褐色土　ローム層,ロームブロック(φ20～30mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,パミス粒・ブロック(φ2～15mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,月見野火山灰混入,第8層より黄色が
　　　　　　　　　　　　　強い
第10層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～3mm)微量,炭化粒(φ3mm)極微量
第11層　7.5YR5/4 にぶい褐色土　ローム層,ローム粒(φ1mm)極微量,
                               炭化粒(φ1mm)極微量
第12層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)極微量
第13層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ5mm)極微量

SK-24
第1層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ロームブロック(φ20mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ3mm)微量,炭化物極微量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,ロームブロック(φ10～30mm)
　　　　　　　　　　　　　微量,パミス粒(φ3～9mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2mm)極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒・ブロック(φ5～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3mm)極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1mm)極微量
第5層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,ローム粒・ブロック(φ2～20mm)
　　　　　　　　　　　　　中量,パミス粒(φ2～5mm)微量,壁崩落土
第6層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ2～5mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ3mm)少量
第7層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,ローム粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ1～20mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)混入,壁崩落土,
　　　　　　　　　　　　　　　　パミス粒・ブロック(φ1～15mm)少量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒(φ2mm)
　　　　　　　　　　　　　微量
第9層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ2mm)微量
第10層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　 パミス粒(φ2～5mm)極微量,炭化粒(φ5mm)
　　　　　　　　　　　　　 極微量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒
                           (φ2～5mm)微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量

SK-25
第1層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ3mm)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量,パミス粒(φ2～5mm)
　　　　　　　　　　　　　微量,炭化粒(φ2mm)極微量,10YR2/1黒色土
　　　　　　　　　　　　　少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ3mm)極微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10mm)極微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　粘土粒(φ3～9mm)極微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土  ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第7層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ2mm)微量,パミス粒(φ1～5mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量,粘土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ5mm)少量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ2mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量,粘土ブロック(φ10mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　壁崩落土
第9層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ2～5mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～3mm)微量
第10層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ2～5mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　　　 (φ2mm)極微量
第11層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～9mm)少量,炭化粒(φ2mm)
　　　　　　　　　　　　　 極微量,粘土粒・ブロック(φ5～20mm)
　　　　　　　　　　　　　 微量

SP-65
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ2mm)微量,10YR3/3暗褐色土
　　　　　　　　　　　　　(φ5mm)少量
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0 2m

SK-26 SK-27 SK-28

SK-28炭範囲

SK-26
第1層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒・ブロック(φ5～20mm)中量,10YR3/3暗褐色土微量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)微量,パミス粒・
　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック(φ2～15mm)少量
第3層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　  炭化粒(φ1～2mm)極微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒(φ1～5mm)微量,
                          10YR2/1黒色土中量
第5層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1mm)微量,パミス粒(φ2～5mm)微量
第6層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3mm)中量,パミス粒(φ3mm)微量
第7層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ2～5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　粘土ブロック(φ10mm)極微量
SK-27
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ2～5mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　 (φ2mm)微量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ2～3mm)微量,パミス粒(φ2～9mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　  炭化粒(φ1mm)極微量,粘土粒・ブロック(φ5～30mm)
                                中量
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第4層　7.5YR5/6 明褐色土　ロームブロック(φ10mm)極微量,パミスブロック(φ10mm)
                          極微量,粘土ブロック(φ15～20mm)少量,10YR6/2灰黄褐色
                          土ブロックφ15～30mm)極微量(大谷火山灰)
第5層　7.5YR5/6 明褐色土　ロームブロック(φ10～70mm)中量(月見野火山灰),10YR6/2
                          灰黄褐色粘土ブロック(φ10mm)極微量(大谷火山灰)
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ2～5mm)中量
第7層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミスブロック(φ10mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　  炭化粒(φ1～2mm)極微量
SK-28
第1層　10YR2/1　黒色土　　B-Tm火山灰微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　B-Tm火山灰層
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒(φ5mm)極微量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1mm)極微量,炭化粒(φ1～5mm)極微量,B-Tm火山灰極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ2～5mm)微量,焼土粒
                          (φ3mm)極微量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)極微量,焼土粒(φ1～3mm)微量,
                          炭化粒(φ1mm)極微量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,焼土粒(φ1～3mm)少量,
                          炭化粒(φ1～5mm)少量
第7層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)微量,炭化粒(φ5mm)少量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ3mm)微量
第9層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,パミス粒(φ2mm)極微量,
                          焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ2～9mm)中量
第10層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,パミス粒
                           (φ2～5mm)微量,焼土粒・ブロック(φ2～20mm)微量,
                           炭化粒(φ1～5mm)少量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ2mm)極微量,炭化粒(φ2mm)極微量
第12層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ3mm)微量,粘土ブロック(φ30mm)極微量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)中量,パミス粒(φ3mm)微量,
                           炭化粒(φ2～5mm)微量,灰(φ10mm)極微量
第14層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1～5mm)微量,灰(φ5mm)
                            極微量
第15層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,炭化粒(φ5mm)少量,粘土ブロック
                            (φ30mm)極微量
第16層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,パミス粒(φ5mm)微量,
                            炭化粒(φ1mm)極微量
第17層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム層,ローム粒・ブロック(φ2～50mm)中量,炭化粒
                                 (φ2～5mm)微量
第18層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ2～9mm)少量,炭化粒・炭化物(φ5～20mm)少量
第19層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,炭化粒(φ1～9mm)少量
第20層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,炭化粒(φ2mm)極微量
第21層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)少量,炭化粒・炭化物
                            (φ3～15mm)中量,粘土粒・ブロック(φ2～20mm)微量
第22層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)少量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第23層　10YR6/6　明黄褐色土　パミス層,ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化物(φ10～20mm)微量
第24層　7.5YR6/6 橙色土　　　ローム層,パミス粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第25層　7.5YR6/6 橙色土　　　ローム層,パミス粒(φ1～5mm)少量
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し、１６１．０×１３３．０×５３．０ｃｍを測る。

本遺構は一つの土坑扱いとして精査されているが、

近隣にＳＫ－２６・２７などの縄文時代に帰属した

と考えられるフラスコ状を呈する土坑が配置してお

り、本遺構の下部についても袋状に入り込んだ部分

が見られる。底部の袋状部分の規模は１６１．０×

１５３．０ｃｍを測り上面の方形の土坑とは配置プ

ランが異なり、下部の袋状の掘り込みは縄文時代に

帰属した土坑の可能性が含まれる。方形の断面形は

垂直に近い形で立ち上がり、下部の土坑は袋状の断

面形である。堆積土は２５層に分層しているが、第

１２～１５層、第２０～２５層が下部の袋状の土坑

の堆積土に相当し、上部の方形の土層は１３層分で

ある。最上位の第１～３層からＢ－Ｔｍ火山灰を検

出している。方形の底面に相当する第１７層の上面

を底面とし、その上位に堆積する第９層は炭化物層

で面的に検出している。本遺構が製炭土坑として機

能した可能性が高い。覆土からＣ０３４に図示した

土師器椀、第６層および下層からＣ０３５に図示し

た土師器甕の口縁部が出土している。

ＳＫ－２９（図 1-99）

　調査区南側で検出した。ＳＰ－１２７と重複して

おり、本遺構の方が古い。平面形は不整長楕円形を

呈し、２５６．０×１８０．０×８１．０ｃｍを測る。

なお、ＳＫ－２８と同様に本遺構の南側部分には袋

状に入り込む土坑状の古い段階の掘り込みがあり、

ＳＫ－２７・２８と近接した位置関係であることか

ら、本遺構についても下部の一部が縄文時代のフラ

スコ状土坑が重なっていた可能性がある。断面形は

段状と袋状を呈し、掘り込みとしては北側の部分が

新しく、南側の前述の袋状側の掘り込みが古い段階

の資料である。堆積土は３５層に分層し、混在した

層番号が付されているが、新しい段階に堆積した第

５・６層中からＢ－Ｔｍ火山灰を検出した。遺物は

袋状土坑の上位の北側の掘り込みの埋没に伴う堆積

土中からＣ０３６に図示した土師器甕底部が出土し

ており、北側の掘り込みについてはＢ－Ｔｍ降灰前

の平安時代に行われていた可能性が高い。

ＳＫ－３０（図 1-100）

　調査区中央より南側で検出した。ＳＩ－０２と重

複しており、調査時の記録上では本遺構の方が新し

い。平面形は円形を呈し、３４０．０×３４０．０×

３２．０ｃｍを測る。平面形が直径３．４ｍの円形

で、ピットも伴い、出土遺物についても最下層から

Ｃ０３７で図示した縄文時代前期末の土器片なども

出土していることから、一見すると縄文時代の竪穴

住居跡として見てしまうが、記録情報によるとＢ－

Ｔｍ火山灰の堆積する平安時代の竪穴建物であるＳ

Ｉ－０２を切る堆積状況が記録されており、本遺構

内の堆積土中にもＳＩ－０２起源のＢ－Ｔｍ火山灰

の混合土が第５～７層、第１１層中に見られること

からＳＫ－３０の掘削に際しＳＩ－０２部分を掘削

したことにより、再堆積が発生した可能性が高い。

また、中位には炭化物の堆積層と焼土化した土の堆

積が認められ焼成が伴った可能性がある。本遺構周

辺に類似した規模と焼成が伴う撹乱扱いの円形の

掘り込みや土坑扱いで記録したＳＫ－３２・３３・

３５・３６・４０・４２・４３・５３・５４・

６２・６３・６４・６５などが群在している。ピッ

トと取り扱われた穴は竪穴内から７基検出している

が、本遺構に帰属しない可能性のあるものも含まれ、

Ｐｉｔ２～６は深さがある。深さがあるピットにつ

いて他の類似するピットからは根が残存した状況で

検出する事例もあり、一部の資料については伐根の

際の倒木痕である資料も含まれる。堆積土は１４層

に分層し、前述のとおり、ＳＩ－０２起源の土の再

堆積に伴う埋没状況である可能性が高い。

ＳＫ－３１ａ・ｂ（図 1-101）

　調査区中央からやや南側の位置から検出した。Ｓ

Ｋ－３１のａ・ｂとして二つの遺構として記録され

ているが、堆積状況を見る限り同一遺構の掘削の段

階差に伴う可能性もある。平面形は長方形を呈し、

２０８．０×９３．０×５７．０ｃｍを測る。断面形

は段状を呈し、中央が柱穴状に凹んだ形状で、壁際

がテラスを持つ形状である。堆積土はａ・ｂ含めて

１６層に分層し、ｂ扱いの部分は第１５・１６層が

堆積しているが、対応する土層はａ側の西側の壁面

のテラス上に堆積する第６層が相当し、再掘削前の

堆積としてはａ・ｂ双方の部分を含めた埋め戻しが

伴った可能性が高い。

ＳＫ－３２（図 1-101）

　調査区中央からやや東側の地点で検出した。ＳＡ

－０２Ｐｉｔ１０とＳＡ－０３Ｐｉｔ７と重複して

おり、本遺構の方が古い。平面形は不整楕円形を呈

し、２９８．０×２２３．０×３２．０ｃｍを測る。

断面形は凹凸があり、壁は垂直に近い形で立ち上が

る。ＳＫ－３０と同様に小ピットを検出しており、

ある程度の深さを持つ資料が多い。本遺構もＳＫ－

３０と同様に中位に炭化物の堆積層と焼土層の堆積

が認められ、焼成が伴った可能性が高い資料である。

ＳＫ－３３（図 1-102）

　調査区中央からやや北東側の地点から検出した。

ＳＫ－４７と重複しており、本遺構の方が新しい。

平面形は不整形を呈し、４６０．０×３４０．０×

５６．０ｃｍを測る。断面形は凹凸が顕著で、一部



0 2m

0 10cm

C036

SK-29

SK-29
第1層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ5mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2mm)極微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ3mm)極微量,焼土粒(φ1mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5mm)極微量,B-Tm火山灰
　　　　　　　　　　　　　中量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2mm)極微量,炭化粒(φ3mm)極微量
第5層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3mm)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2mm)極微量,B-Tm火山灰少量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　B-Tm火山灰層,B-Tm火山灰多量
第7層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ5mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒(φ1mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ2mm)微量
第10層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～9mm)微量,炭化粒・炭化物
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～15mm)少量
第11層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～5mm)微量,焼土粒(φ2mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ2～5mm)微量
第12層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～9mm)微量,炭化粒(φ1～5mm)
　　　　　　　　　　　　　 微量
第13層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,
                           パミス粒(φ2～5mm)微量,焼土粒
                           (φ1～3mm)極微量,炭化粒(φ1～9mm)
                           中量
第14層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,炭化粒
                                 (φ2～9mm)少量,粘土ブロック
                                 (φ10mm)微量
第15層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ2～9mm)微量,
                                 パミス粒(φ5mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　　　 (φ2mm)微量

第16層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,パミス粒(φ2～5mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　 少量,壁崩落土
第17層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ5～9mm)少量,炭化粒(φ2mm)極微量
第18層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～3mm)少量
第19層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～9mm)少量,粘土粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ5～15mm)少量
第20層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ2～9mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2mm)微量,炭化粒(φ2～9mm)少量
第21層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～9mm)中量
第22層　7.5YR6/6 橙色土　　ローム層,パミス粒(φ1～3mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　 10YR3/3暗褐色土少量
第23層　10YR6/6　明黄褐色土　パミス層,ローム粒(φ1～9mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ10～15mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～8mm)少量
第24層　7.5YR7/4 にぶい橙色　ローム層
第25層　10YR6/6　明黄褐色土　パミス層,ローム粒(φ1～5mm)少量
第26層　10YR1.7/1　黒色土　炭化物層,ローム粒・パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～3mm)微量
第27層　7.5YR6/6 橙色土　　ローム層,パミス粒(φ1～5mm)少量
第28層　7.5YR6/6 橙色土　　ローム層,10YR6/6明黄褐色土パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5mm)中量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第29層　10YR6/6　明黄褐色土　パミス層,ローム粒(φ1～9mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～5mm)微量
第30層　10YR6/6　明黄褐色土　パミス層
第31層　10YR4/6　褐色土　　ローム層
第32層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　パミス主体層,ローム粒
　　　　　　　　　　　　　　　　 (φ1～9mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5mm)少量
第33層　7.5YR6/6 橙色土　　ローム層,炭化粒(φ1～5mm)微量
第34層　10YR6/6　明黄褐色土　パミス層,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　 (φ15～50mm)少量
第35層　10YR6/6明黄褐色パミスと7.5YR6/6橙色ロームとの混合層　
　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～5mm)層上方に微量
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0 2m

SK-30

SK-30
第1層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ2～5mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)少量,粘土粒(φ5mm)極微量,
                           B-Tm火山灰極微量
第2層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,焼土粒(φ1mm)微量,炭化粒(φ1～5mm)少量
第3層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第4層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)多量
第5層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)多量,粘土ブロック(φ10～20mm)微量
第6層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)微量,炭化粒(φ1～9mm)微量,B-Tm火山灰少量
第7層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～20mm)多量
第8層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)微量,B-Tm火山灰微量,10YR1.7/1黒色土少量
第9層　 10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,B-Tm火山灰極微量
第10層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,ロームブロック(φ10～20mm)少量,粘土ブロック(φ20mm)少量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～20mm)中量,炭化粒(φ1mm)極微量,粘土ブロック(φ15mm)微量
第12層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～15mm)少量,パミス粒(φ1～5mm)極微量,炭化粒(φ2～5mm)極微量,B-Tm火山灰少量
第13層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,B-Tm火山灰微量,10YR1.7/1黒色土微量
第14層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,ローム粒・ブロック(φ5～15mm)中量,パミス粒(φ2mm)微量
SI-02
第1層　10YR1.7/1　黒色土　　　　 ローム粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR2/1　  黒色土　　　　 ローム粒(φ1mm)微量,パミス粒(φ3mm)極微量
第3層　10YR2/2　 黒褐色土　　　　ローム粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第4層　10YR3/1　 黒褐色土　　　　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒(φ3mm)極微量,炭化粒(φ5mm)極微量
第5層　10YR2/2　 黒褐色土　　　　ローム粒(φ1mm)極微量,パミス粒(φ5mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰混入
第6層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量,B-Tm火山灰少量
第7層　10YR3/2　 黒褐色土　　　　ローム粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量,B-Tm火山灰微量
第8層　10YR3/1　 黒褐色土　　　　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒・炭化物(φ1～20mm)多量
第9層　10YR3/3　 暗褐色土　　　  ローム粒(φ1～5mm)極微量,パミス粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第10層　10YR2/3　黒褐色土　　　  ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ5mm)微量,B-Tm火山灰微量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　　　  ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ1～5mm)少量,B-Tm火山灰少量
第12層　10YR2/2　黒褐色土　　    ローム粒(φ1～3mm)微量,パミス粒(φ2～5mm)微量,B-Tm火山灰少量
第13層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,パミス粒(φ2～3mm)極微量,炭化粒(φ1～9mm)極微量
第14層　10YR3/3　暗褐色土　      ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ2～3mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第15層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1mm)極微量
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図 1-100　C-1 区 SK-4



0 2m

SK-31a･31b

SK-32

SK-31a･31b
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒(φ2～9mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)極微量,パミス粒(φ2mm)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～3mm)極微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)極微量,パミス粒(φ2～3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ3mm)極微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　焼土層,パミス粒(φ2mm)極微量,炭化粒(φ5mm)極微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,パミス粒(φ5mm)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1mm)極微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)少量,パミス粒(φ3～5mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)極微量,パミス粒(φ1mm)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)極微量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,パミス粒(φ1～9mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ1～5mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～3mm)微量
第10層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ2～3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2mm)微量
第11層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム層,ローム粒・ブロック(φ1～15mm)中量,
                                 パミス粒(φ1～5mm)微量
第12層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,パミス粒(φ2～5mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～3mm)微量
第13層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)微量,パミス粒(φ1～5mm)
　　　　　　　　　　　　　 微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第14層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム層,パミス粒(φ5～9mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　 極微量
第15層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒(φ2～5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～3mm)微量
第16層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　　　　 (φ2～5mm)極微量,粘土粒・ブロック(φ5～15mm)
                                 極微量

SK-32
第1層　7.5YR5/6  明褐色土　 焼土層,炭化粒・炭化物(φ1～20mm)
　　　　　　　　　　　　　　少量
第2層　10YR3/2　 黒褐色土　 焼土粒(φ1～5mm)微量,炭化粒
                            (φ1～3mm)少量
第3層　10YR1.7/1　 黒色土　ローム粒(φ1～3mm)極微量,炭化粒
                           (φ2～3mm)中量
第4層　10YR3/3　 暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,パミス粒
                           (φ2mm)極微量,焼土粒(φ2mm)微量,
                           炭化粒(φ1～3mm)極微量
第5層　10YR2/2　 黒褐色土　ローム粒(φ3mm)微量,焼土粒(φ1～5mm)
                           微量,炭化粒(φ2～5mm)極微量,
                           粘土ブロック(φ40mm)極微量
第6層　7.5YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)極微量
第7層　10YR2/2　 黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,パミス粒
                           (φ2mm)極微量,焼土粒(φ1mm)極微量,
                           炭化粒(φ2mm)極微量
第8層　10YR3/1　 黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)少量,
                           パミス粒(φ3～5mm)微量
第9層　10YR2/1　 黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)少量,
                           パミス粒(φ2～9mm)微量,炭化粒
                           (φ2～3mm)極微量,粘土粒(φ2～5mm)
                           極微量
第10層　10YR2/2　 黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,
                            ロームブロック(φ10～20mm)中量,
                            炭化粒(φ1～2mm)微量
第11層　10YR3/3　 暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20mm)中量,
                            パミス粒(φ2～5mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　(φ2mm)極微量
第12層　10YR4/4　 褐色土　　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)多量,
                            10YR1.7/1黒色土微量
第13層　10YR3/3　 暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,パミス粒
                            (φ1～5mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)微量
第14層　10YR3/2　 黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,パミス粒
                            (φ3mm)極微量,炭化粒(φ2mm)極微量
第15層　10YR3/2　 黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)微量,
                            パミス粒(φ2mm)微量,炭化粒(φ1mm)
                            極微量
第16層　10YR2/2　 黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,
                            パミス粒(φ2～9mm)微量
第17層　10YR3/1　 黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量
第18層　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,
                                  パミス粒(φ2～5mm)少量
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0 2m

SK-33･47

SK-33
第1層　 10YR3/1　  黒褐色土　  ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　 5YR5/6 　  明赤褐色土　焼土層,炭化粒(φ5mm)微量
第3層　 7.5YR5/6   明褐色土　  焼土層,ロームブロック(φ10～50mm)
　　　　　　　　　　　　　　　 多量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第4層　 10YR2/1　  黒色土　　  ローム粒(φ1～4mm)少量,炭化粒
                               (φ1～5mm)微量,10YR4/3にぶい
　　　　　　　　　　　　　　　 黄褐色土ブロック(φ40～50mm)中量
第5層　 7.5YR5/6   明褐色土　  焼土層,炭化粒(φ1～5mm)少量
第6層　 10YR2/1　  黒色土　　  ローム粒(φ1～5mm)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5mm)少量,炭化物(φ15mm)微量
第7層　 5YR5/8 　  明赤褐色土　焼土層,炭化粒(φ1～5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　 炭化物(φ10～25mm･φ40～60mm)微量
第8層　 10YR1.7/1　黒色土　    炭化物層
第9層　 10YR4/2　  灰黄褐色土　灰層,炭化物(φ10～100mm)多量
第10層　7.5YR5/6   明褐色土    炭化粒(φ1～5mm)微量
第11層　10YR1.7/1　黒色土　    炭化物層
第12層　10YR4/2　  灰黄褐色土　灰層
第13層　10YR1.7/1　黒色土　    炭化物層,焼土ブロック(φ50mm)微量
第14層　7.5YR5/6   明褐色土　  炭化物(φ15mm)微量
第15層　10YR1.7/1　黒色土　    炭化物層
第16層　7.5YR5/6   明褐色土　  焼土層,炭化粒(φ1～9mm)少量,炭化物
　　　　　　　　　　　　　　　 (φ10～30mm)微量
第17層　10YR5/4　  にぶい黄褐色土　焼土層,炭化粒(φ1～9mm)中量
第18層　10YR1.7/1　黒色土　    炭化物層
第19層　10YR3/3　  暗褐色土　  ローム粒(φ1～5mm)中量,ローム
　　　　　　　　　　　　　　　 ブロック(φ10～30mm)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5mm)微量,炭化物(φ10～30mm)
　　　　　　　　　　　　　　 　少量,焼土粒(φ1～3mm)微量
第20層　10YR4/6　  褐色土　　  ローム層
第21層　10YR4/4　  褐色土　　  ローム層,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　 (φ10～30mm)多量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　　　 (φ5～9mm)少量
第22層　10YR3/3　  暗褐色土　  ローム粒(φ1～9mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第23層　10YR3/3　  暗褐色土　  ローム粒(φ1～5mm)少量,ローム
　　　　　　　　　　　　　　　 ブロック(φ10～15mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　　　 (φ5～9mm)微量
第24層　10YR5/6　  黄褐色土　  ローム層
第25層　10YR4/3　  にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ10～30mm)中量
第26層　10YR4/3　  にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ10～40mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　 パミス粒(φ5mm)少量
第27層　10YR5/4　  にぶい黄褐色土　ローム層
第28層　10YR3/3　  暗褐色土　  ロームブロック(φ15～50mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　 炭化物(φ15～40mm)微量

SK-47
第1層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)極微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第2層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～3mm)微量,炭化粒(φ5mm)極微量
第3層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5mm)極微量
第4層 　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ5mm)微量,炭化粒(φ2mm)極微量
第5層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ2～5mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5mm)極微量,炭化粒(φ2mm)
　　　　　　　　　　　　　 極微量
第6層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～5mm)少量
第7層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～5mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2mm)微量
第8層 　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～5mm)少量,
第9層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2mm)微量,炭化粒(φ2mm)微量
第10層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～5mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第11層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～25mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　 中量,パミス粒(φ2～5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ2～3mm)極微量
第12層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム多量,炭化粒(φ1mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　 極微量
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ＳＫ－３０・３２等でピットとして記録した細く深

いピット状の落ち込みを複数検出している。本遺構

もＳＫ－３０などと同様に炭化物の堆積と焼成が伴

った堆積状況を呈しており、ほぼ同種の遺構であっ

たと考えられる。

ＳＫ－３４（図 1-103）

　調査区中央よりやや北東側から検出した。平面

形は隅丸方形を呈し、１７８．０×１５４．０×

１４．０ｃｍを測る。削平により壁面のほとんどが

残存しておらず、検出した部分は掘り方と掘り方充

填土と底面直上に堆積土の残存部分だけである。ま

た、本遺構内からもＳＫ－３０などと同様に小ピッ

トを検出し、Ｐｉｔ３・７のようにやや深さを持つ

ものも伴っている。削平のため、焼土層は認められ

ないが、ＳＫ－３０などと類似した位置づけになる

可能性がある。

ＳＫ－３５（図 1-103）

　調査区中央で検出した。平面形は円形を呈し、

２５０．０×２３５．０×２８．０ｃｍを測る。ＳＫ

－３２と撹乱で記録された落ち込み部分の延長線上

の西側の位置に相当し、ＳＫ－３０などと同様に深

さを持つピット状の落ち込みが伴っている。堆積土

は焼土層や炭化物の堆積層が認められないが、炭化

粒の混入は認められ、類似した穴である可能性が高

い。

ＳＫ－３６（図 1-104）

　調査区中央で検出した。平面形は不整楕円形を呈

し、３１７．０×２５５．０×３３．０ｃｍを測る。

本遺構内でもＳＫ－３０と同様に小ピットを検出し

ているが、Ｐｉｔ１・２・５については柱穴列の一

部である可能性が高い。本遺構もＳＫ－３０と同様

にＢ－Ｔｍ火山灰の混入が認められるが、第３層が

焼土層に相当し、平安時代の帰属資料ではなく、後

段の帰属資料の埋土にＢ－Ｔｍ火山灰が混入してい

た可能性が高い資料である。

ＳＫ－３８ａ・３８ｂ（図 1-105）

　調査区中央からやや西側の地点で検出した。ＳＫ

－３９と重複しており、本遺構の方が新しい。また、

ＳＫ－３８ａと３８ｂについてはＳＫ－３８ａとＳ

Ｋ－３９の境界部分の新しい掘り込みについてＳＫ

－３８ｂとして記録しているだけで、実質的な土坑

状の部分はＳＫ－３８ａ扱いの資料となる。平面形

は不整形で２６５．０×２３５．０×３０．０ｃｍを

測る。断面形は凹凸が顕著で壁は段状に立ち上がっ

ている。堆積土は１７層に分層しているが全般的に

ブロックの混入が顕著で人為的堆積状況を呈する。

ＳＫ－３９（図 1-105）

　調査区中央からやや西側の地点で検出した。ＳＫ

－３８ａ・ｂと重複しており、本遺構の方が古い。

平面形は隅丸方形を呈し、１６０．０×１５５．０×

３０．０ｃｍを測る。断面形は鍋底状を呈し、壁は

垂直に近い形で立ち上がる部分と開き気味に立ち上

がる部分が見られる。堆積土は１５層に分層し、中

間の第７層がロームブロック主体の堆積土で蓋がさ

れたように面を覆っている。底面が硬化した状況で

検出している。

ＳＫ－４０（図 1-106）

　調査区中央より北側で検出した。北西側が調査区

外に延びており欠測しているが、検出部で平面形は

楕円形を呈し、４７０．０×３７５．０×１１５．０

ｃｍを測る。断面形は底面が凹凸があり、壁は直立

に近い形で立ち上がる部分と壁上部の一部で開き気

味に立ち上がる部分が見られる。堆積土は７０層に

分層し、ブロック混じりの土層が見られ、人為的な

埋め戻しの要因が強い状況である。Ｂ－Ｔｍ火山灰

を含む土の混入が見られるが、埋め戻し面積が広い

ため、周辺のＢ－Ｔｍ火山灰が堆積した土を埋め戻

しに利用したのみで、Ｂ－Ｔｍ火山灰の降灰に近接

した時期の所産にはならない可能性が高い。

ＳＫ－４１（図 1-106・107）

　調査区中央より西側から検出した。ＳＩ－０３・

ＳＰ－５７と重複しており、ＳＩ－０３より新し

く、ＳＰ－５７より古い。平面形は不整方形を呈し、

２０４．０×１４０．０×３５．０ｃｍを測る。断面

形は凹凸が顕著で底面が不明瞭である。また、重複

するＳＩ－０３のカマド部分の掘り込みが底面の一

部から検出している。堆積土は１１層に分層したが、

前述のとおりＳＩ－０３のカマド部分と重複してお

り、堆積土中にカマド起因の土の堆積が認められる

など、ＳＩ－０３カマドの破壊の痕跡が明瞭である。

出土遺物についてもＳＩ－０３カマドの重複部分か

ら出土している破片が多く、本遺構の帰属というよ

りはＳＩ－０３との関連性が考慮される。

ＳＫ－４２（図 1-108）

　調査区東側の地点から検出した。平面形は不整形

を呈し、２９６．０×２５３．０×３６．０ｃｍを測

る。断面形は凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がる。

底面から浅いピット２基を検出しているが、他の事

例と同様の様相である。堆積土は２８層に分層し、

上面はＳＫ－３０などと同様に炭化物の堆積層と焼

土層を検出している。



0 2m

SK-34 SK-35

SK-34
第1層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ2mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量,パミス粒(φ2～5mm)
　　　　　　　　　　　　　微量,炭化粒(φ2～5mm)微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,パミス粒(φ2～5mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,炭化粒(φ2～3mm)極微量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ2～9mm)少量,粘土粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ5～15mm)微量
SK-35
第1層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ2～30mm)中量,パミス粒(φ5mm)
　　　　　　　　　　　　　 微量,粘土粒・ブロック(φ5～30mm)微量
第2層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒(φ2～5mm)微量
第3層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒(φ2～5mm)少量,
                           炭化粒(φ2mm)極微量
第4層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量,パミス粒(φ5mm)極微量
第5層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)中量,パミス粒
                           (φ2～5mm)微量,粘土粒(φ5mm)極微量,10YR2/1黒色土少量
第6層　 10YR4/4　褐色土　　ローム層,ローム粒・ブロック(φ2～20mm)多量,
                           パミス粒(φ2～5mm)微量,10YR2/1黒色土微量
第7層　 10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム層,ローム粒・ブロック(φ2～50mm)
                                 多量,パミス粒・ブロック(φ2～30mm)微量
第8層　 10YR2/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～50mm)多量,パミス粒(φ2～3mm)極微量
第9層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量,パミス粒
                           (φ2～5mm)微量
第10層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒(φ1～2mm)微量
第11層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,10YR2/1黒色土少量
第12層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ1～3mm)微量
第13層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム層,ロームブロック(φ130mm)極微量,
                                 パミス粒(φ3～5mm)極微量
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0 2m

SK-36

SK-36
第1層　 7.5YR4/6 褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,焼土粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～5mm)少量,B-Tm火山灰極微量
第2層　 7.5YR4/4 褐色土　　ローム粒(φ1～3mm)微量,焼土粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第3層　 5YR5/8 　明赤褐色土　焼土層,炭化粒(φ1～3mm)微量,B-Tm火山灰少量
第4層　 7.5YR3/3 暗褐色土　焼土粒(φ1～7mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)少量,B-Tm火山灰少量
第5層　 7.5YR2/1 黒色土　　焼土粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第6層　 10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,焼土粒(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰微量
第7層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量
第8層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,焼土粒(φ2～3mm)少量,炭化物(φ10～15mm)中量
第9層　 10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第10層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ10～13mm)中量,炭化粒(φ1～3mm)少量
第11層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第12層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第13層　10YR5/8　黄褐色土　ロームブロック(φ10～12mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第14層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～20mm)多量,炭化粒(φ1～3mm)少量
第15層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第16層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～20mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第17層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)中量,ロームブロック(φ10～30mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第18層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～15mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第19層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～20mm)中量
第20層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第21層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量
第22層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～20mm)多量,炭化粒(φ1～3mm)少量
第23層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～12mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第24層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)少量,ロームブロック(φ10～20mm)少量
第25層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ2～5mm)少量
第26層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～12mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)中量
第27層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～12mm)多量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第28層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)少量,ロームブロック(φ10～30mm)中量
第29層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,ロームブロック(φ10～12mm)多量,炭化粒(φ2～5mm)少量
第30層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ3～5mm)多量,炭化粒(φ1～3mm)少量
第31層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒(φ3～5mm)少量
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0 2m

SK-38a･38b･39

SK-39硬化面範囲

SK-38a
第1層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～6mm)少量,炭化粒(φ6mm)少量
第2層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～6mm)少量,炭化粒(φ1mm)微量
第3層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)多量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～30mm)中量,パミス粒(φ6～9mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒(φ2mm)微量
第4層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ2～8mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～13mm)中量
第5層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～20mm)中量,焼土粒(φ5mm)微量
第6層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第7層　 10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ8mm)極微量
第8層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,パミス粒(φ9mm)微量
第9層　 10YR5/8　黄褐色土　ローム粒(φ5mm)微量,ロームブロック
                           (φ10～40mm)中量
第10層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ3～8mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～35mm)中量,炭化物(φ10mm)微量
第11層　10YR4/6　褐色土　　粘土質土層,ローム粒(φ2～7mm)･ブロック
                           (φ10～30mm)少量,粘土ブロック(φ10～30mm)
                           多量
第12層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量
第13層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ2～5mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ20mm)微量
第14層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒・ブロック(φ2～30mm)中量
第15層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ3mm)極微量
第16層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ3～9mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～50mm)多量,粘土ブロック(φ70mm)少量
第17層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ2～7mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～25mm)中量

SK-38b
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～60mm)少量,焼土粒(φ2～5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ5mm)少量
第2層　10YR6/6　明黄褐色土　粘土ブロック層
第3層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ3mm)少量,ロームブロック(φ30mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,炭化粒(φ5mm)極微量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10mm)少量,焼土粒(φ1mm)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2mm)極微量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量
第6層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～7mm)微量,ロームブロック
                          (φ10～60mm)多量

SK-39
第1層　 10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～6mm)少量,パミス粒(φ5mm)微量,
                           焼土粒(φ2mm)極微量,炭化粒(φ5mm)少量,
                           炭化物(φ10～30mm)微量
第2層　 10YR1.7/1　黒色土　ローム粒・ブロック(φ1～130mm)少量,パミス粒
                           (φ5mm)微量,焼土粒(φ1～5mm)微量,炭化粒
                           (φ1～9mm)少量
第3層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～40mm)微量,焼土粒(φ5mm)極微量,炭化粒
                           (φ2mm)微量
第4層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック(φ50mm)
　　　　　　　　　　　　　 微量,炭化粒(φ5mm)少量
第5層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)中量,焼土粒(φ3mm)微量,
                           炭化粒(φ6mm)少量
第6層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ2～5mm)微量
第7層　 10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)多量,ロームブロック
                           (φ10～75mm)中量, 炭化粒(φ5mm)微量
第8層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,炭化粒
                           (φ5mm)少量
第9層　 10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)多量,ロームブロック(φ10～40mm)
　　　　　　　　　　　　　 多量,焼土ブロック(φ15mm)微量,炭化粒(φ5mm)微量
第10層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～6mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～30mm)微量,炭化粒(φ6mm)少量
第11層　10YR5/8　黄褐色土　ローム層,ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ15～130mm)多量
第12層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1mm)微量,焼土粒(φ3mm)微量,炭化粒
                           (φ1mm)微量
第13層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第14層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,焼土ブロック(φ12mm)
                           微量,炭化粒(φ5mm)微量
第15層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～30mm)中量,
                                 パミス粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ2～9mm)
                                 少量
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SK-40

SK-41焼土範囲SK-41
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図 1-106　C-1 区 SK-10



SK-40
第1層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・パミス粒(φ1～8mm)中量
第2層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～8mm)微量,パミスブロック(φ10～20mm)微量
第3層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・パミス粒(φ1～3mm)中量
第4層　 10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第5層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・パミス粒(φ1～9mm)中量
第6層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・パミス粒(φ1～5mm)少量,10YR2/1黒色土少量
第7層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～8mm)少量,ロームブロック(φ10～50mm)少量,
                           パミス粒(φ1～8mm)少量,B-Tm火山灰(φ1～8mm)少量
第8層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・パミス粒(φ1～5mm)少量,パミスブロック(φ15～40mm)微量
第9層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5mm)微量
第10層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～8mm)少量
第11層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒・パミス粒(φ1～3mm)微量
第12層　10YR6/3　にぶい黄橙色土　B-Tm火山灰層,ローム粒・パミス粒(φ1～3mm)中量,
                                   10YR2/1黒色土少量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・パミス粒(φ1～5mm)微量,B-Tm火山灰中量,10YR2/1黒色土微量
第14層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)少量,B-Tm火山灰少量
第15層　10YR2/1　黒色土と10YR6/3にぶい黄橙色B-Tm火山灰の混合層　ローム粒・パミス粒(φ1～5mm)
                             微量
第16層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・パミス粒(φ1～3mm)微量
第17層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～25mm)少量
第18層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,B-Tm火山灰微量,10YR2/3黒褐色土少量
第19層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～8mm)少量,B-Tm火山灰微量
第20層　10YR6/3　にぶい黄橙色土　B-Tm火山灰層,黄橙色ローム粒(φ1～5mm)微量,10YR2/1黒色土少量
第21層　10YR1.7/1　黒色土　10YR3/3暗褐色土少量
第22層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・パミス粒(φ1～3mm)微量
第23層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～3mm)微量
第24層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量
第25層　10YR2/3　黒褐色土　炭化粒(φ1～8mm)微量,10YR3/2黒褐色土中量
第26層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,10YR1.7/1黒色土微量
第27層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)多量
第28層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～20mm)微量,炭化物北側下方に少量
第29層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第30層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～8mm)中量
第31層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)多量
第32層　10YR4/6　褐色土　　ロームブロック(φ15～30mm)微量,ロームブロック(φ10～20mm)微量
第33層　10YR7/8　黄橙色土　ローム層,10YR2/2黒褐色土中量
第34層　10YR3/2　黒褐色土と10YR7/8黄橙色ロームの混合層　ローム粒(φ1～5mm)少量
第35層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック(φ15～40mm)微量
第36層　10YR4/4　褐色土と10YR7/8黄橙色ロームの混合層　ローム粒(φ1～5mm)少量
第37層　10YR7/8　黄橙色土　ローム層,ローム粒(φ1～5mm)微量,10YR2/1黒色土微量
第38層　10YR7/8　黄橙色土　ローム層
第39層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,10YR2/2黒褐色土中量
第40層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～8mm)少量,10YR2/1黒色土少量
第41層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量
第42層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～8mm)少量,ローム粒(φ1～3mm)微量
第43層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)少量,ローム粒(φ1～9mm)層上方に
                             層状に少量
第44層　10YR2/1　黒色土　　ロームブロック(φ10～25mm)少量,ローム西側上方に層状に混入
第45層　10YR7/8　黄橙色土　ローム層,ローム粒(φ1～8mm)少量,10YR2/2黒褐色土少量
第46層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量
第47層　10YR7/8　黄橙色ロームと10YR5/4にぶい黄褐色ロームの混合層　10YR3/4暗褐色土少量
第48層　10YR7/8　黄橙色土　ローム層,ローム粒(φ1～3mm)微量,10YR3/4暗褐色土少量
第49層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,ローム粒(φ1～8mm)少量,10YR2/1黒色土少量
第50層　10YR3/1　黒褐色土と10YR7/8黄橙色ロームの混合層
第51層　10YR2/1　黒色土と10YR7/8黄橙色ロームの混合層　ローム粒(φ1～8mm)微量,10YR3/1黒褐色土
                             　　　　　　　　　　       少量
第52層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,10YR3/3暗褐色土少量
第53層　10YR7/8　黄橙色土　ローム層
第54層　10YR4/6　褐色土
第55層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～8mm)少量
第56層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第57層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,10YR3/4暗褐色土微量
第58層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,10YR3/4暗褐色土中量
第59層　10YR7/8　黄橙色土　ローム層
第60層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,10YR3/4暗褐色土中量
第61層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,10YR2/1黒色土少量
第62層　10YR7/8　黄橙色土　ローム層,10YR2/1黒色土中量
第63層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層
第64層　10YR7/8　黄橙色土　ローム層,10YR2/1黒色土少量
第65層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,10YR2/1黒色土少量
第66層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,ローム粒(φ1～8mm)微量,10YR2/1黒色土微量
第67層　10YR7/8　黄橙色土　ローム層,ローム粒(φ1～3mm)少量
第68層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,ローム粒(φ1～3mm)微量,10YR2/1黒色土ブロック
                                  (φ10～20mm)極微量
第69層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～50mm)多量,10YR2/1黒色土少量
第70層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,ロームブロック(φ10～30mm)少量,10YR2/1黒色土少量

0 10cm

C038

SK-41
第1層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～80mm)多量,
                            パミス粒(φ5mm)微量,焼土ブロック(φ10～15mm)少量
第3層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,焼土粒(φ2～3mm)
                             極微量,10YR2/1黒色土(φ5～15mm)少量
第4層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第5層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～15mm)
                             微量
第6層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～60mm)
                             多量,焼土ブロック(φ20～30mm)極微量
第7層　 5YR4/4 　にぶい赤褐色土　焼土層,ローム粒(φ1～9mm)極微量,焼土粒(φ3mm)
                                   微量,炭化粒・炭化物(φ1～40mm)微量
第8層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,焼土粒(φ2mm)極微量,炭化粒
                            (φ1～2mm)極微量
第9層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒(φ2mm)極微量,
                             炭化粒(φ1mm)極微量
第10層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第11層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ2～5mm)微量,パミス粒(φ1～2mm)
                                   極微量,炭化粒(φ1mm)極微量
SI-03
第あ層　10YR4/4　褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)
                           中量,焼土粒(φ3～10㎜)少量
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0 2m

SK-42

SK-42
第1層　 7.5YR5/4 にぶい褐色土　焼土層,炭化物帯状に少量
第2層　 10YR2/2　黒褐色土　焼土粒(φ1～3mm)中量,炭化粒・炭化物(φ5～15mm)少量
第3層　 10YR5/4　にぶい黄褐色土　焼土層,炭化粒(φ1～5mm)少量
第4層　 10YR2/2　黒褐色土　焼土粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1～9mm)少量
第5層　 7.5YR5/4 にぶい褐色土　焼土層,炭化粒(φ5mm)少量
第6層　 10YR1.7/1　黒色土　炭化物層
第7層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ5～9mm)微量
第8層　 10YR3/2　黒褐色土　焼土粒･ブロック(φ1～15mm)中量,炭化粒(φ3mm)微量
第9層　 10YR5/4　にぶい黄褐色土　焼土層,炭化粒(φ5mm)少量
第10層　10YR2/2　黒褐色土　焼土ブロック(φ30mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量
第11層　10YR1.7/1　黒色土　炭化物層
第12層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量
第13層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ30mm)微量
第14層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～30mm)少量,パミスブロック(φ10mm)微量
第15層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミスブロック(φ10mm)微量
第16層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～15mm)少量
第17層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～20mm)少量
第18層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量
第19層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ15mm)微量,パミス粒(φ3～5mm)微量
第20層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,パミス粒(φ3～5mm)微量
第21層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第22層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ10～40mm)中量,パミス粒(φ1～9mm)微量
第23層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～50mm)中量,パミス粒(φ5mm)少量,
                           炭化粒(φ5mm)微量
第24層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～40mm)中量,パミス粒
                           (φ3～5mm)少量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第25層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック(φ10～25mm)少量,パミス粒
                           (φ1～5mm)少量
第26層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～15mm)微量
第27層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第28層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ40mm)微量,パミス粒(φ5～9mm)
                           少量,炭化物(φ10mm)微量
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ＳＫ－４３（図 1-109）

　調査区東側で検出した。平面形は楕円形を呈し、

２８５．０×１９３．０×３５．０ｃｍを測る。前述

のＳＫ－４２と同様に底面から浅いピットを４基検

出したが、建物として機能するには掘り込みが不十

分である。堆積土は１７層に分層し、ＳＫ－４２と

同様に上面の第１～３層が焼土層に相当し、埋土上

面で焼成が伴っている。

ＳＫ－４４（図 1-109）

　調査区南側で検出した。ＳＫ－４５と重複してお

り、本遺構の方が新しい。平面形は不整円形を呈し、

１５７．０×１４３．０×１１４．０ｃｍを測る。断

面形は袋状を呈し、フラスコ状土坑である。底面の

規模は１７８．０×１５８．０ｃｍを測る。堆積土は

１５層に分層し、壁崩落の伴う自然堆積状況を呈す

る。第５層および覆土中からＣ０４１に図示した縄

文土器の体部片と覆土からＣ０４２に図示した縦型

石匙の破片が出土している。

ＳＫ－４５（図 1-109）

　調査区南側で検出した。ＳＫ－４４と重複して

おり、本遺構の方が古い。平面形は不整円形を呈

し、１３５．０×１２６．０×３７．０ｃｍを測る。

図 1-108　C-1 区 SK-12
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SK-43

SK-44･45

SK-43
第1層　 7.5YR5/8 明褐色土　焼土層
第2層　 10YR3/4　暗褐色土　焼土粒(φ1～5mm)中量,焼土ブロック
                           (φ15mm)微量,炭化粒(φ1～5mm)微量
第3層　 7.5YR5/8 明褐色土　焼土層
第4層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第5層　 10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒
                           (φ3～5mm)微量
第6層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ3～9mm)微量,パミス粒
                           (φ1～5mm)微量,焼土粒(φ5mm)極微量
第7層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,パミス粒
                           (φ1～9mm)少量,炭化粒(φ5～9mm)微量
第8層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量
第9層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第10層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒(φ1～5mm)中量
第11層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～30mm)少量,パミス粒(φ1～5mm)少量
第12層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ5mm)
　　　　　　　　　　　　　 微量,炭化粒(φ5mm)微量
第13層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,パミス粒
                           (φ1～9mm)微量
第14層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒
                           (φ3～9mm)微量
第15層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒
                           (φ1～9mm)中量
第16層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～100mm)中量,パミス粒(φ5mm)微量
第17層　10YR4/6　褐色土　　ロームブロック(φ10～100mm)と
                           パミス粒・ブロック(φ5～15mm)混入
SK-44
第1層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ3～5mm)微量
第2層　 10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
                           (φ15mm)微量,炭化粒(φ3mm)微量
第4層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～7mm)少量,炭化粒(φ2mm)微量
第5層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～25mm)少量,パミス粒(φ3～9mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ5～9mm)微量
第6層　 10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～15mm)少量,パミス粒(φ3～5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化物(φ10mm)微量
第7層　 10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ5～25mm)少量,炭化物(φ15mm)微量
第8層　 10YR5/6　黄褐色土　ロームブロック(φ10～80mm)中量,
                           パミスブロック(φ10～15mm)微量
第9層　 10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　 (φ10～30mm)微量,パミス粒(φ3～9mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　 微量,炭化粒・炭化物(φ3～15mm)少量
第10層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～30mm)少量,パミス粒(φ5～9mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ5～9mm)微量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ3～5mm)微量,炭化粒(φ3～9mm)微量
第12層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第13層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1～9mm)少量
第14層　10YR4/6　褐色土　　ローム層
第15層　10YR5/6　黄褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)中量,炭化物
                           (φ10mm)微量
SK-45
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ3～9mm)中量,パミス粒(φ3～5mm)少量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～70mm)中量,パミス粒(φ3～9mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ3mm)微量
第3層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)中量,
                          パミス粒・ブロック(φ5～30mm)少量,
第4層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
                          (φ15～20mm)微量
第5層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第6層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ40～50mm)少量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                          (φ40～70mm)中量
第9層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量
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図 1-109　C-1 区 SK-13
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断面形の一部は袋状を呈し、底面は１３０．０×

１２３．０ｃｍを測る。また、底面からピット１基

を検出した。規模は３２．０×３０．０×２３．０ｃ

ｍを測る。堆積土は９層に分層し、ブロック混じり

の急激な埋め戻しに伴う人為的堆積状況を呈する。

ＳＫ－４７（図 1-102）

　調査区中央寄りやや北東側から検出した。ＳＫ

－３３と重複しており、本遺構の方が古い。平面

形は不整小判形を呈し、２５５．０×１５５．０×

７１．０ｃｍを測る。断面形は段状に立ち上がり、

壁も上部で一部角度を変え、開き気味に立ち上がる

箇所が見られる。堆積土は１２層に分層し、流れ込

みを含む自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－４８（図 1-110）

　調査区中央よりやや南西側で検出した。第４層が

炭化物包含層で、ＳＫ－３０同様焼成が関連した可

能性がある。ただし、炭化物が堆積する第４層を切

る形で掘り込みが行われており、その掘り込み部分

にはパミスブロックが比較的多く含む土が堆積して

おり、再掘削及び埋め戻しが伴っている土坑である。

検出部分の形状は不整長楕円形を呈し、２５７．０

×１４３．０×１３．０ｃｍを測る。他の類似した土

坑同様底面からピットとした浅い穴を検出している

が、本遺構の穴については掘削痕である可能性があ

る。堆積土は９層に分層したが、焼成に関連した土

層は第４層のみである。

ＳＫ－４９（図 1-110）

　調査区北側で検出した。北側が調査区外に延びて

いるため約半分の検出であるが、ＳＫ－５０とＳＴ

Ｐａ－０６と重複しており、いずれの遺構より本遺

構が新しい。検出部分の形状は（不整形）を呈し、

２２０．０×（７０．０）×５０．０ｃｍを測る。断

面形は凹凸があり、壁は開き気味に立ち上がり、壁

上部で角度を変えている。堆積土は８層に分層し、

上面はブロック混じりの埋め戻しに伴う堆積状況を

呈する。

ＳＫ－５０（図 1-110）

　調査区北側で検出した。ＳＫ－４９とＳＤ－１２

と重複しており、ＳＫ－４９より古い。ＳＤ－１２

との関係は記録されたセクション図上ではＳＤ－

１２の土層が分層されておらず、新旧関係上ではＳ

Ｋ－５０の方が新しい取り扱いになるが、記録写真

を確認したところ、セクション図上のＳＫ－５０第

５層上面にある第２層の部分がＳＤ－１２からのび

る土層と同質の土が堆積している。ＳＤ－１２の方

が新しい可能性が高い。ＳＫ－４９に切られてい

るのと北側が調査区外に延びているため、全容は

不明であるが、平面形は（小判形）を呈しており、

（１５０．０）×（６０．０）×３６．０ｃｍを測る。

断面形は凹凸があり、壁は垂直に近い形で立ち上が

る。堆積土は５層に分層し、崩落土混じりの自然堆

積状況を呈する。

ＳＫ－５１（図 1-111）

　調査区南側から検出した。ＳＰ－４１と重複して

おり、本遺構の方が古い。なお、本遺構扱いでＰｉ

ｔ１と記録されている穴が底面から検出している

が、ＳＰ－４１と同一地点に相当し、上面の調査後

の重複調査である可能性がある。平面形は不整形を

呈し、２０２．０×１３８．０×４７．０ｃｍを測る

断面形は凹凸が顕著で開き気味に立ち上がる部分と

段状にやや角度が急な形で立ち上がる箇所が見られ

る。堆積土は７層に分層し、流れ込みを含む自然堆

積状況を呈する。

ＳＫ－５３（図 1-111）

　調査区北側から検出した。平面形は不整楕円形を

呈し、２５９．０×１８８．０×２６．０ｃｍを測る。

断面形は凹凸があり、木根の一部が残存しており、

底面の一部は根による影響が生じている。堆積土は

９層に分層し、ブロック混じりの人為的堆積状況を

呈する。

ＳＫ－５４（図 1-111）　

　調査区北東側から検出した。平面形は不整楕円形

を呈し、２７５．０×２１６．０×３０．０ｃｍを測

る。断面形は凹凸があり、壁は垂直に近い形で立ち

上がる。また、ピット状の落ち込みがあり、根が一

部残存している。堆積土は１５層に分層し、ブロッ

ク混じりの人為的堆積状況を呈する。

ＳＫ－６２（図 1-111）

　調査区北東側から検出した。平面形は不整楕円形

で、２３８．０×２２０．０×２６．０ｃｍを測る。

東側の一部が木根の影響により沈下した部分が見ら

れ、一部木根が残存している。堆積土は１５層に分

層し、炭化物が混入する埋め戻しに伴う堆積状況を

呈する。覆土中から縄文時代前期末の口縁部片が出

土しているが、摩滅が顕著で紛れ込みの可能性が高

い。

ＳＫ－６３（図 1-112）

　調査区北東側から検出した。ＳＰ－４３４と重複

しており、本遺構の方が古い。平面形は不整楕円形

で、２８３．０×２５０．０×２８．０ｃｍを測る。

断面形は凹凸があり、壁は緩やかに開き気味に立ち



0 2m

SK-48

SK-49･50･STPa-06(SK-52)

SK-48
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ6mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～12mm)
　　　　　　　　　　　　　微量,パミス粒(φ2～5mm)
　　　　　　　　　　　　　微量,炭化粒(φ2～3mm)極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～8mm)少量,ローム
　　　　　　　　　　　　　ブロック(φ10～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　パミスブロック(φ20mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ2～3mm)少量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ2mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2mm)微量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ1～30mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　パミスブロック(φ10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ3～9mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～7mm)少量
第6層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1mm)極微量
第9層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～25mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,パミス粒(φ5～9mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,炭化粒(φ1～3mm)微量
Pit4
第8層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～80mm)
　　　　　　　　　　　　　多量
Pit5
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～8mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ20～50mm)中量

SK-49
第1層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～50mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　10YR2/1黒色土(φ10～40mm)中量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　10YR2/1黒色土(φ30～50mm)中量
第3層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～30mm)少量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)微量
第5層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)少量
第6層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ15～40mm)中量
第7層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(崩落土)
第8層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)多量
SK-50
第1層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～30mm)少量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10～50mm)多量
第5層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～60mm)多量
　　　　　　　　　　　　　(崩落土)
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上がる。焼土や炭化物の検出はほとんど認められな

いが、他の類似する土坑と同様に底部の一部に木根

が残存している。

ＳＫ－６４（図 1-112）

　調査区北東側から検出した。ＳＰ－４２５・

４３８と重複しており、本遺構が古い。平面形は不

整円形を呈し、２６０．０×２５０．０×５３．０ｃ

ｍを測る。断面形は凹凸があり、垂直に近い形で立

ち上がり、壁上部の一部で開き気味に立ち上がる箇

所が見られる。堆積土はブロック中心の埋め戻しに

伴う堆積で、底面に木根の一部が残存している。他

の類似する遺構と同様の様相である。

ＳＫ－６５（図 1-112）

　調査区北東側から検出した。平面形は不整円形を

呈し、２７８．０×２７３．０×４０．０ｃｍを測る。

断面形は凹凸があり、壁は段状に立ち上がる。底面

から木根を検出している。他の遺構と同様である。

覆土中から近代の陶器が出土した。

図 1-110　C-1 区 SK-14



0 2m

SK-51 SK-53

SK-54 SK-62

SK-62

C043

0 10cm

SK-51
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ5mm)微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)微量
第4層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)少量
第6層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量
第7層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～7mm)中量,パミス粒(φ15mm)微量
SK-53
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～25mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ3～5mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)中量
第5層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)多量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)中量,パミス粒(φ5mm)微量
第6層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～50mm)多量,パミス粒(φ5～9mm)少量
第7層　10YR5/8　黄褐色土　ローム層
第8層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)少量,パミス粒(φ3～5mm)微量
第9層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ10mm)
　　　　　　　　　　　　　少量

SK-54
第1層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量,炭化物
　　　　　　　　　　　　　 (φ10mm)微量
第2層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)中量
第3層　 10YR3/3　暗褐色土
第4層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10mm)微量
第5層 　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)中量,
                           パミス粒(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ5mm)微量
第6層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量,ロームブロック(φ10mm)
　　　　　　　　　　　　　 微量,パミス粒(φ1～3mm)微量
第7層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～40mm)少量,パミス粒(φ5～9mm)微量
第8層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～50mm)少量
第9層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～25mm)少量,パミス粒(φ5mm)微量,
                           炭化粒(φ20mm)微量
第10層　10YR5/8　黄褐色土　ローム層
第11層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)中量
第12層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ20～50mm)中量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒
                           (φ3～5mm)微量
第14層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1mm)微量
第15層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,パミス粒(φ1～2mm)少量

SK-62
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)中量,パミス粒
                         (φ5～9mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック
                         (φ10～30mm)少量,パミス粒(φ5mm)微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)少量,パミス粒(φ5～9mm)微量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)中量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ5mm)微量
第7層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)中量,パミス粒(φ3～5mm)微量
第8層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒(φ3～5mm)少量
第9層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック(φ10～50mm)少量
第10層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(崩落土)
第11層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～70mm)中量,
                           パミス粒(φ10mm)微量
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0 2m

SK-63 SK-64

SK-65

SK-63
第1層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　 パミス粒(φ5mm)微量,炭化粒(φ5～9mm)微量
第2層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック
                           (φ10～30mm)少量,パミス(φ5mm)微量
第4層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～20mm)微量
第5層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～30mm)多量
第6層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)多量,
                           パミス粒・ブロック(φ5～15mm)微量
第7層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～50mm)中量,パミス粒(φ5mm)微量
第8層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒
                           (φ1～5mm)微量
第9層　 10YR5/8　黄褐色土　ローム層
第10層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～25mm)少量,パミス粒(φ5～9mm)
                           微量
第11層　10YR4/4　褐色土　　ローム層,ローム粒(φ1～9mm)多量,
                           ロームブロック(φ10～20mm)中量
第12層　10YR2/1　黒色土　　ローム層,ロームブロック(φ15～50mm)
                           多量
第13層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)中量,パミス粒(φ5mm)
                           微量
第14層　10YR1.7/1　黒色土　ロームブロック(φ15mm)微量
第15層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(崩落土)

SK-64
第1層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)多量,ロームブロック
                           (φ10～50mm)中量,パミス粒(φ5mm)微量
第2層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)少量
第3層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量
第4層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)多量,ロームブロック
                           (φ10～50mm)中量,パミス粒(φ5mm)微量
第5層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)少量,パミス粒
                           (φ5mm)微量
第6層　 10YR4/4　褐色土　　ロームブロック(φ10～70mm)多量,10YR2/1黒色土
                           (φ30～50mm)少量
第7層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)微量
第8層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～70mm)少量
第9層　 19YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10～40mm)中量(崩落土)
第10層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(崩落土)
第11層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)･ブロック(φ10～25mm)微量
第12層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)多量,ロームブロック
                           (φ10～40mm)中量

SK-65
第1層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ15～60mm)少量
第2層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～15mm)微量
第3層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量
第4層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量
第5層　 10YR3/1　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15mm)少量
第6層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～50mm)中量
第7層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
                           (φ10～30mm)微量,パミス粒(φ1～3mm)微量
第8層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
                           (φ10～20mm)微量,パミス粒(φ1～5mm)少量
第9層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム層,ロームブロック(φ10～70mm)多量
第10層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～15mm)少量,パミス粒(φ5mm)微量
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0 2m

SK-68

SK-69

SK-68
第1層　 10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～15mm)微量,パミス粒(φ3mm)微量
第2層　 10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～35mm)少量
第3層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)多量,ロームブロック(φ10～40mm)中量,パミス粒(φ5～9mm)微量
第4層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量,パミス粒(φ3mm)微量
第5層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)少量
第6層　 10YR5/6　黄褐色土　ローム層,ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック(φ10～50mm)多量,パミス粒(φ3～5mm)微量,黒褐色土(φ5～40mm)少量
第7層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック(φ10～50mm)少量
第8層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)多量,ロームブロック(φ10～50mm)少量,パミス粒(φ5mm)微量
第9層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量
第10層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量
第11層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量
第12層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック(φ10～50mm)多量
第13層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～40mm)中量,パミス粒(φ1～5mm)少量
第14層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ1～5mm)少量
第15層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)少量
第16層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック(φ10～40mm)中量

SK-69
第1層　 10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,パミス粒(φ5mm)微量
第2層　 10YR5/4　にぶい黄褐色土　B-Tm火山灰層
第3層　 10YR1.7/1　黒色土　B-Tm火山灰微量
第4層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第5層　 10YR3/1　黒褐色土　
第6層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～4mm)微量
第7層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量
第8層　 10YR5/4　にぶい黄褐色土　B-Tm火山灰層
第9層　 10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第10層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～15mm)微量,パミス粒(φ1～5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化物(φ10mm)微量
第11層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ1mm)微量,炭化粒
                           (φ3～5mm)微量
第12層　10YR2/1　黒色土　　B-Tm火山灰微量,ローム粒(φ1～4mm)微量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10mm)少量
第14層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第15層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第16層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ1～5mm)微量,
                           炭化物(φ10～15mm)微量
第17層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～4mm)微量
第18層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～40mm)少量,パミス粒
                           (φ1～3mm)微量
第19層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第20層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,ロームブロック(φ15mm)微量

Pit1
第1層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ1～4mm)少量
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ＳＫ－６８（図 1-113）

　X=91941.000,Y=-11405.000 付近の調査区北端か

ら検出した。壁面のセクション図のみの記録で、記

録写真を確認すると不整形な土坑である。一部調

査区外へ延びており１４２．０×（１３１．０）×

５６．０ｃｍを測る。断面形は凹凸があり、段状に

立ち上がる。堆積土は１６層に分層し、ブロック混

じりの人為的堆積状況を呈している。

ＳＫ－６９（図 1-113）

　調査区北側から検出した。ＳＰ－４２０・４４９

と重複しており、本遺構が古い。平面形は不整円形

を呈し、１４８．０×１３５．０×２２．０ｃｍを測

る。断面形は若干凹凸があり、壁は一部段を持ちな

がら垂直に近い形で立ち上がる部分が多い。底面

から小ピットを１基検出し、１９．０×１８．０×

１６．０ｃｍを測る。堆積土は２０層に分層し、流

れ込みを含む自然堆積状況を呈する。Ｂ－Ｔｍ火山

灰を検出しているが、第１２層は雨水等による流れ

込みに伴う堆積を呈しており、上面の土に堆積する

火山灰は堆積後の再堆積等に伴う混入である。

ＳＫ－２９２（図 1-114）

　調査区西側で検出した。平面形は不整長方形を呈

し、２２１．０×１６２．０×１７．０ｃｍを測る。

底面はほぼ平坦で、壁は垂直に近い形で立ち上がっ

ている。堆積土は７層に分層し、全般的に埋め戻し

等に伴う人為的堆積状況を呈する。出土遺物は砕片

のため図示していないが、土師器ロクロ小甕の口縁

部片１点と、非ロクロ小甕の口縁部片、体部片２点

などが出土している。

ＳＫ－２９３（図 1-114）

　調査区西側で検出した。平面形は不整長方形を呈

し、１５４．０×１２２．０×３３．０ｃｍを測る。

断面形は底面中央がやや盛り上がった形状で、両端

図 1-113　C-1 区 SK-17



0 2m

SK-292

SK-293

SK-292
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)中量,ロームブロック(φ20～100㎜)
　　　　　　　　　　　　　中量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,炭化物(φ40㎜)
　　　　　　　　　　　　　南東に混入
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)多量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5㎜)微量
第4層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2㎜)極微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～50㎜)多量
第6層　10YR5/6　黄褐色土　褐色土(10YR4/4)少量　ローム層
第7層　10YR5/6　黄褐色土　炭化粒(φ1～2㎜)極微量,暗褐色土(10YR3/3)中量,　
　　　　　　　　　　　　　ローム層

SK-293
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ15㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～7㎜)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～60㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～9㎜)微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～35㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～9㎜)微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5㎜)微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)･パミスブロック(φ10～40㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～9㎜)極微量
第7層　10YR5/6　黄褐色土　パミスブロック層
第8層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～7㎜)少量,パミスブロック(φ20～70㎜)多量
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第Ⅳ章　Ｃ区

が若干凹んだ形状である。堆積土は８層に分層し、

ブロック混じりの埋め戻しに伴う堆積状況を呈す

る。

ＳＫ－２９４・２９７・２９８（図 1-115・116）

　調査区西側で検出した。３基重複関係にあり、記

述に際して一括して提示することとした。新旧関係

はＳＫ－２９７＞ＳＫ－２９４＞ＳＫ－２９８の関

係である。最も新しいＳＫ－２９７は平面形が不

整長方形を呈し、１７０．０×１１２．０×２１．０

ｃｍを測る。断面形は一部凹凸があり、壁は緩やか

に立ち上がる部分と垂直に近い形で立ち上がる部分

が見られる。第３層中からＣ０４８で図示した須恵

器甕の体部片が出土しているが、同一個体の破片が

重複するＳＫ－２９４第７層中から出土しているた

め、二次的な要因が強い。

　ＳＫ－２９４は平面形が隅丸長方形を呈し、

２０５．０×１４０．０×７３．０ｃｍを測る。断面

形は袋状を呈し、底面は２０６．０×１８３．０ｃｍ

を測る。堆積土は３５層に分層し、底面直上に近い

第２９層からＢ－Ｔｍ火山灰を粒状に検出してい

る。また、中位では炭化物や焼土層を検出しており、

焼成の可能性がある。また埋め戻しと考えられる土

層中にもブロックなども認められ、廃棄も伴った可

能性が高い。覆土中から前述のＳＫ－２９７出土資

料と類似した須恵器甕破片や土師器煮炊具、土製支

脚の破片が出土している。

　ＳＫ－２９８はいずれの遺構からも切られた

土坑で、平面形は不整円形を呈し、１６８．０×

（１４８．０）×５６．０ｃｍを測る。断面形は底面

が傾斜があり、壁は袋状を呈し、所謂フラスコ状土

坑で、底面は１５６．０×（１５４．０）ｃｍを測

る。Ｂ－Ｔｍ火山灰が最上位の第１層中から検出し

ており、ＳＫ－２９４・２９７の掘削の影響で混入

した可能性が高いが、上限についての根拠資料が少

なく縄文時代まで遡る資料であるかどうかは不明で

ある。

３．溝状土坑（Ｔピット）

ＳＴＰａ－０６（ＳＫ－５２）（図 1-117）

　調査区北側で検出した。ＳＫ－４９・ＳＰ－

３５２と重複しており、本遺構の方が古い。北側

が調査区外に延びているのと、ＳＫ－４９との重

複によって欠損している状況で、残存部の規模は

３３８．０×３８．０×８２．０ｃｍを測る。断面形

は底面が溝状で直線的に立ち上がり、壁中半でやや

開き気味に角度を変え立ち上がっている。一部崩落

の伴う自然堆積状況を呈する。

図 1-114　C-1 区 SK-18



0 2m

SK-294･297･298

SK-294･297･298焼土・炭・粘土範囲・
炭サンプル・B-Tm火山灰サンプル出土位置図

SK-294･297･298土器・石器出土位置図

SK-294
第1層　 10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)多量,パミスブロック(φ10～40㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　 10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)多量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第3層　 10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第4層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)少量,パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量
第5層　 10YR1.7/1　黒色土　黒褐色土(10YR3/2)少量　炭化物層
第6層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量,パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)微量
第7層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量,粘土粒(φ1～5㎜)微量
第8層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)中量,パミス粒(φ1～2㎜)微量
第9層　 10YR2/3　黒褐色土　ロームブロック(φ10～20㎜)微量,パミス粒(φ1～2㎜)極微量
第10層　10YR3/2黒褐色土と7.5YR5/6明褐色焼土の混合土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,パミス粒(φ1～2㎜)極微量
第11層　5YR4/6　赤褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,パミス粒(φ1～2㎜)極微量,黒褐色土(10YR3/2)少量
第12層　7.5YR5/6明褐色土と7.5YR4/3褐色土の混合土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)少量,パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)極微量,
                                                  粘土粒(φ1～5㎜)極微量
第13層　5YR4/4　にぶい赤褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)微量,パミス粒(φ1～3㎜)極微量
第14層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)少量,パミス粒(φ1～2㎜)極微量
第15層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～40㎜)中量,パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)少量
第16層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)中量,パミス粒(φ1～2㎜)少量
第17層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)多量,パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第18層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)中量
第19層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)微量
第20層　10YR3/3暗褐色土と10YR5/6黄褐色粘土の混合土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量,パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第21層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～50㎜)多量,パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 粘土ブロック(φ10～20㎜)少量
第22層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～50㎜)多量,パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)極微量
第23層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～40㎜)多量,パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～7㎜)極微量,焼土粒(φ1～9㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 粘土粒(φ1～5㎜)少量
第24層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)極微量,パミス粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第25層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,ロームブロック(φ20～50㎜)中量,パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第26層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,ロームブロック(φ20～50㎜)微量,パミス粒(φ1～2㎜)極微量
第27層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,暗褐色土(10YR3/3)少量　粘土層
第28層　10YR6/8　明黄褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,粘土粒(φ1～8㎜)極微量,暗褐色土(10YR3/3)少量　粘土層
第29層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)微量,パミス粒(φ1～2㎜)微量,B-Tm火山灰少量
第30層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒(φ1～5㎜)極微量
第31層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,ロームブロック(φ15～30㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第32層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量,パミス粒(φ1～3㎜)微量,粘土ブロック(φ10～15㎜)極微量
第33層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ30～80㎜)少量,パミス粒(φ1～2㎜)極微量
第34層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)中量,パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 粘土粒(φ1～5㎜)少量
第35層　10YR6/8　明黄褐色土　ローム層
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0 2m

SK-295･296

SK-295
第1層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)
　　　　　　　　　　　　　少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～70㎜)中量
SK-296
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック
                          (φ15～20㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)
　　　　　　　　　　　　　微量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
第4層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第5層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～4㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量
第7層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)微量
第8層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～15㎜)微量

SK-297
第1層　 10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第2層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,ロームブロック(φ20㎜)
　　　　　　　　　　　　　 極微量,パミス粒(φ2～4㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)
　　　　　　　　　　　　　 極微量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第3層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～4㎜)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～15㎜)極微量,パミス粒(φ1～3㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～3㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第4層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)極微量,パミス粒(φ1～2㎜)
　　　　　　　　　　　　　 極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第5層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～4㎜)少量,パミスブロック(φ30㎜)
　　　　　　　　　　　　　 極微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ2～4㎜)
　　　　　　　　　　　　　 微量
第6層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第7層　 10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ1～3㎜)極微量

SK-298
第1層　 10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,パミス粒(φ1～3㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～5㎜)微量,B-Tm火山灰極微量
第2層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,パミス粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～3㎜)少量
第3層　 10YR5/6　黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化物(φ10～80㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　 黒褐色土(10YR3/2)少量　ローム層
第4層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,粘土粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5㎜)微量,粘土ブロック(φ15～70㎜)微量
第5層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,炭化物
　　　　　　　　　　　　　 (φ15～20㎜)極微量
第6層　 10YR5/6　黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化物(φ10～15㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 粘土ブロック(φ15～20㎜)極微量,褐色土(10YR4/4)
　　　　　　　　　　　　　 少量　ローム層
第7層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～70㎜)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,粘土ブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10～20㎜)微量
第8層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～50㎜)多量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～3㎜)極微量,粘土粒･ブロック(φ5～80㎜)多量
第9層　 10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ30～60㎜)微量,パミス粒(φ1～2㎜)微量
第10層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～5㎜)微量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ20～100㎜)微量,パミス粒(φ1～3㎜)微量
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0 2m

0 20m

STPa-06(SK-52)・SK-49･50

STPa-06(SK-52)

SK-49
SK-50

SD-12
SP-352

STPs-06(SK-52)
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10mm)少量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量
第5層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ5mm)少量
第6層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量
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STPa-06(SK-52),SK-49・50セクション

6.900m

1
23

7
8

5
6

3
4

5

6

撹乱

1

1

2
4

3 5

SK-49

SK-50

STPa-06(SK-52)

サンプル

表土A

表土B

6

C D
STPa-06(SK-52)セクション

1
2

3

4

サンプル

6.500m

C

D

A B

Y=-11440.000 Y=-11420.000 Y=-11400.000 Y=-11380.000 Y=-11360.000Y=-11370.000Y=-11410.000 Y=-11390.000Y=-11430.000

X=91940.000

X=91920.000

X=91900.000

X=91950.000

X=91930.000

X=91910.000

Ⅳ -1

C-1 区

─ 132 ─

石江遺跡群発掘調査報告書Ⅵ　第 1分冊　高間 (1) 遺跡本文・図版編 1

４．柱穴列・ピット（図 1-117 ～ 146）

　調査区内から検出したピットについては柱列を呈

するものが多く、規則性のある軸線についてＳＡの

略号が付され精査されたものがある。ＳＰ扱いのピ

ットとＳＡ扱いのピットについては単に柱穴列とい

う訳ではなく、既報告の『石江遺跡群発掘調査報告

書』（青森市埋蔵文化財調査報告書第 94 集）で記述

したとおり、昭和６０年刊行の『石江史実』による

と石江神明宮が三度建て替えられ、明治３２年建立

の現在の地点から離れた石江高間１１２番１号に現

在より一つ前の神社があったという記録があり、発

掘調査の結果でも柱穴列で囲まれた方形の区画が確

認されており、全てのピットが本施設に帰属するも

のではないが、記述の情報が正しかったことが裏付

けられている。

　掲載に際し、調査時の遺構略号・番号を優先とし

た平面・セクション図の掲載を優先とし、規模等の

情報については遺構観察表にまとめて掲載した。

　出土遺物は、陶器や硬貨が出土しており、ＳＰ－

３１４の富士１銭アルミ貨は昭和十七年発行のもの

である。

図 1-117　C-1 区 STPa, 柱穴列模式図
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0 2m

SA-01Pitセクション

SA-02Pitセクション

SA-01Pit1
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～8mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SA-01Pit2
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
SA-01Pit3
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ2～3mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
SA-01Pit4
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
SA-01Pit5
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～8mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)少量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)極微量

SA-02Pit1
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)中量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SA-02Pit2
第1層　10YR4/6  褐色土　　ローム粒(φ2～5mm)多量
第2層　10YR4/4  褐色土　　ローム層
第3層　10YR3/1  黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR3/2  黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)少量
SA-02Pit3
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～20mm)少量
SA-02Pit4
第1層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,10YR3/1黒褐色土(φ30～50mm)中量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～30mm)微量
SA-02Pit5
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～25mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ20～40mm)中量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第5層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
SA-02Pit6
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ40～50mm)中量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)少量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第5層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量

SA-02Pit7
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～35mm)
　　　　　　　　　　　　　中量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10mm)微量
第3層　10YR5/3  にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～3mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10mm)中量
SA-02Pit8
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,10YR3/2黒褐色土(φ40～50mm)中量
SA-02Pit9
第1層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,ロームブロック(φ10～50mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　10YR3/2黒褐色土(φ40mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ20～30mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～15mm)
　　　　　　　　　　　　　少量
SA-02Pit10
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR4/6　褐色土　　ローム層
第4層　10YR5/6　褐色土　　ローム層
第5層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
SA-02Pit11
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ15～30mm)
　　　　　　　　　　　　　少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～50mm)中量
SA-02Pit12
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ15mm)
　　　　　　　　　　　　　微量
第2層　10YR4/2　灰黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ10～15mm)少量
第4層　10YR4/4　褐色土　　ローム層

SA-01Pit6
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)中量,炭化粒(φ1～3mm)少量
SA-01Pit7
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SA-01Pit8
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)少量
SA-01Pit9
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～12mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SA-01Pit10
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量
SA-01Pit11
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SA-01Pit12
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量
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0 2m

SA-03Pitセクション

SA-04Pitセクション

SA-03Pit1
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～30mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
SA-03Pit2
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ15～30mm)中量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SA-03Pit3
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ20～30mm)中量
SA-03Pit4a
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
SA-03Pit4b
第4層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
SA-03Pit5
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム層
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15mm)微量

SA-04Pit1
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ロームブロック(φ10mm)微量,パミス粒(φ3mm)
　　　　　　　　　　　　　微量,10YR4/6褐色土混入
SA-04Pit2
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ3～9mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量
SA-04Pit3
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～9mm)少量,ロームブロック(φ15～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ5mm)極微量
SA-04Pit4
第1層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層

SA-03Pit6a
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
SA-03Pit6b
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ10～50mm)多量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SA-03Pit7
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム層
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ロームブロック(φ10～25mm)少量
SA-03Pit8
第1層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～30mm)少量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ20～30mm)少量
SA-03Pit9
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ15～20mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ40～50mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SA-03Pit10
第1層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ15～30mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ20～40mm)微量
SA-03Pit11
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ15～30mm)中量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ15～25mm)少量
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SP-2084
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)中量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量
SP-2085
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,ガラス混入
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ロームブロック(φ10～50㎜)多量,パミスブロック
                           (φ10～30㎜)少量
SP-2086
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)微量,ロームブロック(φ40㎜)微量,
                           パミスブロック(φ10～30㎜)少量
SP-2087
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)中量,パミスブロック(φ20㎜)微量
SP-2088
第1層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第4層　10YR5/8　黄褐色土　ロームブロック層
第5層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
SP-2089
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,
                           炭化粒(φ3㎜)極微量
SP-2090
第1層　10YR2/2　黒褐色土　　　　パミス粒(φ1～5㎜)中量
第2層　10YR2/1　黒色土　　　　　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10㎜)極微量
第3層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ5㎜)少量
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B

12
3

7.000m
SP-2089セクション

1
2 3

A B7.000m

SP-2090セクション

1

SP-2091
第1層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,パミスブロック
                          (φ12㎜)極微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,黒褐色土(10YR2/3)
                          ブロック(φ10～25㎜)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ40㎜)極微量,パミス粒(φ1㎜)微量
SP-2130
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)中量,パミス粒･ブロック
                          (φ1～15㎜)極微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,パミス粒(φ1～5㎜)少量,
                           炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,パミス粒(φ1～3㎜)中量,
                           炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第4層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,暗褐色土(10YR3/3)少量,
                         　ローム層
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0 2m

A

SP-125
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15mm)少量
SP-130
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,炭化粒(φ5mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～20mm)少量

SP-131
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)中量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SP-132
第1層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,焼土粒(φ3mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ2mm)微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～20mm)少量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量

SP-183
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ5mm)微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量

SP-184
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
第3層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,10YR3/2黒褐色土
　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック(φ40mm)極微量
SP-185
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量

SP-186
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
第3層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量

SP-187
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ20mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量

SP-188
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック(φ15mm)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～20mm)少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
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A

C049

SP-133
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～15mm)少量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
SP-134
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3mm)微量,パミス粒(φ5～9mm)極微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～3mm)微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　パミスブロック(φ10～15mm)中量
SP-135
第1層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5mm)少量,パミスブロック(φ10mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,焼土粒(φ3mm)極微量,炭化粒(φ3mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　10YR2/2黒褐色土混入
SP-136
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ロームブロック(φ20～30mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)少量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5mm)中量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15mm)微量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒(φ1～5mm)極多量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ20mm)微量
SP-137
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ25mm)微量
SP-138
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～50mm)少量,焼土粒(φ3～9mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ロームブロック(φ30～60mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ3～5mm)微量
SP-140
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)微量,炭化粒(φ1mm)微量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,黒褐色土(φ5～30mm)少量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,黒褐色土(φ5～30mm)少量
SP-141
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～50mm)少量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ロームブロック(φ10～30mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ5mm)微量

SP-142
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ15mm)
　　　　　　　　　　　　　微量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,パミス粒(φ5～9mm)微量
SP-143
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm),ロームブロック(φ10～30mm)
　　　　　　　　　　　　　少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
SP-144
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,ロームブロック(φ15mm)
　　　　　　　　　　　　　微量
SP-145
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～7mm)少量
SP-146
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～35mm)中量
SP-148
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ20～30mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ5～9mm)少量,パミスブロック(φ15～20mm)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ1～5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　パミスブロック(φ20mm)極微量
SP-149
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ5～9mm)少量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～30mm)少量,炭化粒(φ5mm)極微量
第2層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ5～9mm)多量

SP-150
第1層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～5mm)
                        微量,炭化粒(φ3mm)極微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　パミスブロック
                           (φ15～30mm)中量
第3層　10YR5/8　黄褐色土　パミス粒(φ1～5mm)
                           極多量,10YR2/1黒色土混入
SP-190
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,
                   ロームブロック(φ15～20mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,
                        ロームブロック(φ15mm)微量
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0 2m

C

SP-151
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒(φ1～9mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,炭化粒(φ1～5mm)微量,シルト
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～9mm)中量,シルト
SP-152
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～9mm)中量,シルト
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)多量,シルト
SP-153
第1層　10YR3/2  黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)多量,シルト
第2層　10YR3/2  黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)中量,シルト
第3層　10YR3/2  黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)多量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～30㎜)多量,シルト
第4層　10YR2/2  黒褐色土　パミス粒(φ1～3mm)少量,シルト
SP-154
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)中量
SP-155
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ2～5mm)極微量
SP-156
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ2～5mm)極微量
SP-157
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ2～5mm)極微量

SP-158b
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒,ロームブロック(φ1～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～3mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)極微量

SP-159
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ2～5mm)少量,炭化粒(φ2～6mm)微量

SP-161
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)少量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～60mm)多量
SP-162
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～9mm)少量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)中量,焼土粒(φ1～3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3mm)極微量
SP-163
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ2～9mm)中量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)多量

SP-164
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)少量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)多量
SP-165
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)少量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)中量

SP-166
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)中量,パミス粒・
　　　　　　　　　　　　　ブロック(φ2～30mm)中量,炭化粒(φ2～6mm)極微量
SP-167
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～5mm)微量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～25mm)少量,焼土粒(φ2～5mm)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～5mm)極微量

6.400mC

SP-151エレベーション

DA B6.500m
1

2
木根痕

SP-151セクション SP-152セクション

A B6.500m
1

2

6.400m

SP-152エレベーション

C D 6.400m

SP-153エレベーション

C D

SP-153セクション

A B6.500m

1
2

34

SP-154セクション SP-155セクション

A B

SP-156セクション

A B6.500m 6.500m

1

根撹乱

1

L.B.

A B6.500m

1

根撹乱

SP-157セクション

A B

SP-158bセクション

A B6.500m6.500m

1 1

SP-159セクション

A B6.500m

1

パミスブロック

6.400m

SP-160エレベーション

A B

SP-161セクション

A B6.500m

1

SP-162セクション

A B

SP-163セクション

A B6.300m 6.300m

1

パミスブロック

1

SP-164セクション

A B6.500m

1

2

SP-167セクション

SP-165セクション

A B6.500m

1

SP-166セクション

A B6.300m

1

6.200mC D

SP-166エレベーション

A B6.300m

1

根撹乱

A B6.400m

SP-356・357エレベーション

SP-356 SP-357

6.400m

SP-358エレベーション

A B 6.400m

SP-359エレベーション

A B 6.400m

SP-360エレベーション

A B A B6.300m

SP-361エレベーション

6.300m

SP-362エレベーション

A B 6.300m

SP-363エレベーション

A B A B

SP-364エレベーション

6.300m A B6.400m

SP-365エレベーション

6.400m

SP-366エレベーション

A B A B6.400m

SP-367エレベーション

6.400m

SP-374エレベーション

A B 6.300m

SP-375エレベーション

A B 6.300m

SP-381・382エレベーション

SP-381

6.300m

SP-380エレベーション

A B

SP-382

A B 6.200m

SP-383エレベーション

A B

SP-411エレベーション

6.300mA B A 6.300m

SP-412エレベーション

B 6.300m

SP-414エレベーション

A B A B6.300m

SP-413エレベーション
6.300m

SP-416エレベーション

A B 6.200m

SP-417エレベーション
A B

6.300m

SP-419エレベーション

A B 6.200m

SP-421エレベーション

A B 6.200m

SP-422エレベーション

6.200m

SP-423エレベーション

A B A B 6.200m

SP-427エレベーション

A B

SP-430エレベーション

A B6.200m

6.200m

SP-431エレベーション

A B 6.200m

SP-432エレベーション

A B

SP-436エレベーション

6.200mA B 6.200m

SP-437エレベーション

A B

SP-441エレベーション

6.200mA B

SP-442エレベーション

6.200mA B

パミスブロック

Ⅳ -1

C-1 区

─ 143 ─

第Ⅳ章　Ｃ区

図 1-128　C-1 区 SP-8



0 2m

D

SD-12

SP-433

SP-445

SP-446

SP-447

SP-435

SP-425

SP-439

SP-424

SP-434

SP-438

SP-448

SP-426

SP-444

SP-168

SP-392

SP-384

SP-385

SP-334

SP-248

SP-310

SP-391

SP-443

SP-418

SP-393

SP-386 SP-388

SP-387

SP-402

SP-315

SP-316

SP-394

SP-395

SP-319
SP-317

SP-249

SP-318

SP-240

SP-239

SP-389

SP-390

SK-47

SK-54

SK-62

SK-63

SK-64

SK-33

撹乱

A
B

A

B

A
B

A

B

A

B
B

AA
B

A B

B
A

BA

A
B

A

B

A B

A
B

A
B

A
B

A

B

A

B

A

B

A

B

C

D

A B

A
B

A
B

A

B

A

B A
A

BC

D

A
B

B

A
B

A
B

A
B

A
B

B

A

B

A A B

Ⅳ -1

C-1 区

─ 144 ─

石江遺跡群発掘調査報告書Ⅵ　第 1分冊　高間 (1) 遺跡本文・図版編 1

図 1-129　C-1 区 SP-9



0 2m

D

SP-168
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～9mm)微量,焼土粒(φ2～5mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量,炭化粒(φ2～5mm)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒・ブロック(φ2～40mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～6mm)極微量
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0 2m

E

SP-46
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量,パミス粒(φ1～3mm)微量
SP-47
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SP-48
第1層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒・
　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック(φ1～15mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ5mm)微量
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～3mm)少量,パミス粒(φ1～3mm)
　　　　　　　　　　　　　中量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
SP-49
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ40mm)極微量,パミス粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量

SP-50
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)中量
第3層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第5層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層
SP-51
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SP-52
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3mm)少量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ロームブロック(φ10～20mm)少量
SP-53
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ15mm)微量

SP-54
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
SP-55
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
SP-56
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,パミス粒(φ1～3mm)微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
SP-57
第1層　10YR1.7/1　黒色土　
第2層　10YR3/2　　黒褐色土　パミス粒(φ1～5mm)微量
SP-96
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第5層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量
SP-97
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ10～40mm)中量

SP-121
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量

SP-122
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15mm)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　 (φ20mm)微量
SP-182
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ5～9mm)少量
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0 2m

F

SP-108
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,ブロック(φ10～20mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量

SP-120
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)少量
SP-129
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ15～20mm)
　　　　　　　　　　　　　少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム層,ロームブロック(φ10～50mm)多量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)中量
SP-169
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～15mm)
　　　　　　　　　　　　　微量
第2層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,パミスブロック(φ10mm)微量
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)多量,ロームブロック(φ10～30mm)
　　　　　　　　　　　　　中量,10YR3/2黒褐色土ブロック(φ30～40mm)少量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第5層　10YR4/4　褐色土　　ローム層
SP-170
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ロームブロック(φ10～30mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SP-171
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量

SP-173
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ5～9mm)微量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15mm)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミスブロック(φ10～20mm)中量

SP-174
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ20～40mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)微量,パミスブロック(φ20mm)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～9mm)微量

SP-176
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ3mm)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～20mm)中量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
SP-177
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)多量,焼土粒(φ1～2mm)
　　　　　　　　　　　　　微量,炭化粒(φ1mm)微量,シルト
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5mm)中量,シルト
第3層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)少量,シルト
第4層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3mm)少量,シルト
SP-179
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)中量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～40mm)中量,シルト
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)少量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～20mm)少量,シルト
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ1～3mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,シルト
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0 2m

G

SP-105
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                          (φ70mm)極微量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SP-106
第1層　10YR4/4　褐色土　　ローム層,10YR3/2黒褐色土少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量

SP-107
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                          (φ10～15mm)微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ブロック(φ15～20mm)少量
SP-110
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ローム層
第3層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,ロームブロック(φ10～30mm)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　10YR3/2黒褐色土中量
SP-111
第1層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SP-112
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ20mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量

SP-113
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(ロームブロック)
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第5層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層

SP-114
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム層,ロームブロック(φ10～25mm)多量

SP-115
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層

SP-117
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～3mm)中量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15mm)微量
SP-118
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ20mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ40mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ10～40mm)中量

SP-119
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～30mm)少量

SP-178
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,パミス粒(φ3～9mm)
　　　　　　　　　　　　　中量,パミスブロック(φ15～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1mm)微量,シルト
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ1～5mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,炭化粒(φ1～2mm)微量,シルト
SP-180
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ1～3mm)
　　　　　　　　　　　　　多量,シルト
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ1～5mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,パミスブロック(φ15～20mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　シルト
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0 2m

I

SP-31a
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SP-31b
第a層　10YR4/4　褐色土　　ローム層
第b層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第c層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～4mm)中量
第d層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第e層　10YR4/4　褐色土　　ローム層
SP-32
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～35mm)中量,ローム層
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)多量,ローム層
第4層　10YR4/2　灰黄褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)微量
SP-33
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1mm)少量
SP-34
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ30～50mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　
第4層　10YR5/3  にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ25mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　ローム層
SP-35
第1層　10YR4/2　灰黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)中量,
                            炭化物(φ10mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)中量
第3層　10YR4/4　褐色土　　　ロームブロック(φ30～80mm)多量,ローム層
第4層　10YR3/1　黒褐色土　　ローム粒(φ1～9mm)少量
SP-36
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量,ロームブロック
                          (φ10～15mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)中量,ロームブロック
                          (φ10mm)微量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
SP-37
第1層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～50mm)少量
第4層　10YR4/4　褐色土　　ローム層
第5層　10YR3/1　黒褐色土
SP-40
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量
SP-41
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)中量
SP-42
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR4/2　灰黄褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック
                            (φ15～50mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第4層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(崩落)
SP-43
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量
第3層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム層,ローム粒(φ1～2mm)多量
SP-44
第1層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム層,ロームブロック(φ15～40mm)多量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量

　

　

SP-45
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土
SP-58
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,パミス粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
                                (φ30mm)極微量
第3層　10YR4/6　褐色土　　ローム層,ローム粒(φ1～5mm),ロームブロック
                          (φ10～40mm)中量

SP-59
第1層　10YR3/2  黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)少量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ロームブロック(φ35～50mm)多量,ローム層
SP-60
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)中量
第2層  10YR3/1  黒褐色土　ロームブロック(φ40mm大)混入
SP-61
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,パミス粒(φ1～3mm)微量
第3層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                                (φ10～15mm)中量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
                                (φ10～20mm)中量,(φ50mm)極微量
SP-62
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,ローム粒・ブロック(φ1～20mm)混入
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,ローム粒・ブロック(φ1～20mm)混入
SP-63
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(崩落)
SP-64
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
                          (φ10～20mm)微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
第3層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
                                (φ10～15mm)少量
SP-65
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15mm)少量,パミス粒(φ2mm)
　　　　　　　　　　　　　微量,10YR3/3暗褐色土(φ5mm)少量
SK-23
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒・ブロック(φ5～20mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ2mm)微量
第3層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ20～30mm)少量,パミス粒(φ5mm)微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～5mm)少量,炭化粒(φ2～3mm)極微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～5mm)微量,炭化粒(φ1mm)極微量
第7層　7.5YR5/6 明褐色土　ローム層,パミス粒(φ5～9mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　粘土ブロック(φ20mm)微量,大谷火山灰混入
第8層　7.5YR5/6 明褐色土　大谷火山灰ブロック層,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ20～50mm)多量
第9層　7.5YR5/6 明褐色土　ローム層,ロームブロック(φ20～30mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,パミス粒・ブロック(φ2～15mm)
　　　　　　　　　　　　　少量,月見野火山灰混入,第8層より黄色が強い
第10層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,パミス粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～3mm)微量,炭化粒(φ3mm)極微量
第11層　7.5YR5/4 にぶい褐色土　ローム層,ローム粒(φ1mm)極微量,
                               炭化粒(φ1mm)極微量
第12層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～9mm)極微量
第13層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ5mm)極微量
SP-66
第1層　10YR3/1  黒褐色土  ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック(φ10～30mm)少量
第2層　10YR5/6  黄褐色土　ローム崩落層
SP-67
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック(φ10～15mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック(φ10～25mm)少量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量
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0 2m

J

SP-71b
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15㎜)少量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ローム層

SP-68a
第1層　10YR4/3  にぶい黄褐色土　ローム粒
SP-68b
第a層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第b層　10YR5/6  黄褐色土　ローム層
第c層　10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ1～3mm)少量
第d層　10YR5/6  黄褐色土　ローム層
SP-69
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～50mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)微量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
SP-70
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ10～15㎜)少量
第4層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
SP-71a
第1層　10YR4/4　褐色土　　ロームブロック(φ10～30㎜)多量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～35㎜)少量

SP-72
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～40mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(崩落)

SP-73
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ20mm)微量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(崩落)
SP-74
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(崩落)
SP-75
第1層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,10YR3/2黒褐色土ブロック中量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,10YR3/2黒褐色土ブロック中量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第5層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第6層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量
第7層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
SP-76
第1層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層,10YR3/1黒褐色土(φ10～50mm)中量
第2層　10YR4/2　灰黄褐色土　　　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層

SP-79
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層

SP-80
第1層　10YR3/1　黒褐色土　　　　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ロームブロック(φ10～20mm)中量
SP-81
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ40mm)微量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ15～40mm)中量
SP-92
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)中量,ロームブロック混入
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量

SP-93
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒(φ1～2mm)
　　　　　　　　　　　　　極微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SP-94
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ2～3mm)少量

SP-95
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～3mm)微量,焼土粒(φ1～2mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ2～3mm)中量,焼土粒(φ2～5mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)微量,火山灰(φ1～2mm)極微量
SP-103
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ30～50mm)多量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～40mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ブロック(φ20mm)少量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ブロック(φ15～20mm)
　　　　　　　　　　　　　少量
SP-109
第1層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR4/4　褐色土　　　　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量
第3層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量
SP-126
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～30mm)中量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5m)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ20～50mm)少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)多量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2mm)微量,ロームブロック(φ20mm)
　　　　　　　　　　　　　少量

SP-128
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム層,ローム粒(φ1～5mm)多量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量

B

1 a
b

c d

SP-68a・68bセクション

A 7.300m

SP-68a

SP-68b

A B
SP-69セクション

7.300m

1
23 4

A B
7.300m

SP-70セクション

1
2

3
4

A B

1
2

12

7.200m

SP-71a・71bセクション

SP-71b

SP-71a

C-3区

SP-72セクション
A B

SP-74セクション
A B

7.300m 7.300m

1
2

エレベーション
部分

1

2

SP-73セクション
A B
7.300m

1

2

SP-75セクション

A B6.900m

1 2
3

4
5

67

SP-76セクション
A B
6.900m

1
23

6.800m
SP-76エレベーション

C D
SP-79セクション

A B
6.900m

1
2

SP-80セクション
A B

SP-81セクション
A B

6.900m
6.900m

12
1

2

DC6.800m

SP-81エレベーション

SP-92セクション
A B
7.100m

1
2

A B

SP-93セクション

1

7.000m A B
SP-94セクション

6.900m

1

A B

SP-95セクション

6.800m

1
2 2

6.800m

SP-103セクション

A B

1 2
34

SP-109セクション
A B7.100m

12
3

SP-126セクション

A B6.900m

1

2

3

4
L.B.

SP-128セクション
A B7.000m

12

3

4

7.000m

SP-128エレベーション

C D

Ⅳ -1

C-1 区

─ 157 ─

第Ⅳ章　Ｃ区

図 1-142　C-1 区 SP-22



0 2m

K

SP-100

SP-102

SP-104

SP-101

SP-311

SP-86

SP-89

SP-85SP-84

SP-78

SP-83

SP-82

SP-77

SP-127

SP-460

SP-98

SP-99

SP-91

SP-90 SP-87

SP-88

SP-320

SK-29

SK-28

A
B

A
B

A B

BA

A
B

A
BA

B

B
A

A
B

A

B

C

D

A
B

A
B

C
D

A
B

A

B

A
B

A B

A
B

A

B

A

C

D A

B

B

A
B

AB

Ⅳ -1

C-1 区

─ 158 ─

石江遺跡群発掘調査報告書Ⅵ　第 1分冊　高間 (1) 遺跡本文・図版編 1

図 1-143　C-1 区 SP-23



0 2m

K

SP-77
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1mm)微量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
SP-78
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化物
　　　　　　　　　　　　　(φ10mm)微量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ローム層
SP-82
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～20mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,10YR3/1黒褐色土(φ50mm)中量

SP-83
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量

SP-84
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～40mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15mm)微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)少量
SP-85
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15～20mm)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第4層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層,黒褐色土ブロック(φ30mm)少量
SP-86
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～20mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～25mm)微量
SP-87
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム層,ローム粒(φ1～9mm)多量
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム層,ローム粒(φ1～9mm)多量

SP-88
第1層　10YR3/1　黒褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　(φ10mm)微量
第2層　10YR4/2　灰黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量
第3層　10YR4/2　灰黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　　(φ15～30mm)少量

SP-89
第1層　10YR3/1　黒褐色土　　　　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量

SP-90
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20mm)少量
第2層　10YR4/4　褐色土　　ローム層
第3層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
SP-91
第1層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第2層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～3mm)中量
第3層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量

SP-98
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ15～40mm)中量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ15mm)微量
SP-99
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～15mm)中量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ15～40mm)中量
SP-100
第1層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量,ロームブロック
                          (φ40mm)極微量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層(崩落)
SP-101
第1層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15mm)少量
SP-102
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
                          (φ10～30mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第3層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム層
第4層　10YR3/1　黒褐色土　ロームブロック(φ20～50mm)少量

SP-104
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
                          (φ10～15mm)微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,ロームブロック
                          (φ10mm)微量

SP-77セクション
A B
6.900m

12

3

4

6.700m
SP-77エレベーション

C D
SP-78セクション

A B6.900m

12

6.700m

SP-78エレベーション

C D

SP-82セクション
A B

SP-83セクション

6.900m 6.900m

1 2 1

SP-84セクション

A B
6.900m

1

2 3
4

A B

SP-85セクション
A B

SP-86セクション
A B

6.900m
6.500m

12
3 4

1 2
3

SP-87セクション
A B

SP-88セクション
6.500m 6.500m

12 3
12 3

A B
SP-89セクション
A B6.600m

1
2

SP-91セクション
A B

SP-90セクション
A B 6.600m6.600m

1 2

312
3

DC 6.500m

SP-91エレベーション

A B

SP-98セクション

A

SP-99セクション

B6.600m 6.600m

12 12 3

SP-100セクション

A B6.600m

1 2
3

SP-101セクション

A B6.600m

1
2

SP-102セクション
A B6.600m

1
23 4

SP-104セクション

A B6.600m

12 3

6.800m BA

SP-127エレベーション

6.300m

SP-311エレベーション

A B A B6.400m

SP-320エレベーション

6.700m

SP-460エレベーション
A B

Ⅳ -1

C-1 区

─ 159 ─

第Ⅳ章　Ｃ区

図 1-144　C-1 区 SP-24



0 2m

L

SP-279

SP-278

SP-220

SP-277

SP-274

SP-275

SP-276

SP-321

SP-201

SP-202

SP-322

SP-252

SP-212

SP-209

SP-210

SP-207

SP-206

SP-254

SP-253

SP-257

SP-255

SP-256

SP-214

SP-258

SP-259 SP-213

SP-260

SP-262

SP-215

SP-261

SP-263
SP-264
SP-265

SP-266

SP-267

SP-268

SP-269

SP-219

SP-216

SP-325
SP-273

SP-272

SP-218

SP-217

SP-271

SP-270

A

B

BA

A

B

A

B

A

B
A

B

A
B
A

B

A

B

A
B

A

B

B

A

BA A B

B

A

A B

A

B

B

A

B
A

B

A

B

A

B

A

B

A

A

B
A

B

B

A

B

A

A

B

B

A

A
B

Ⅳ -1

C-1 区

─ 160 ─

石江遺跡群発掘調査報告書Ⅵ　第 1分冊　高間 (1) 遺跡本文・図版編 1

図 1-145　C-1 区 SP-25



0 2m

L
6.400m

SP-201エレベーション

6.400m

SP-202エレベーション

A B A B A 6.000m

SP-209・210エレベーション

SP-209
SP-210

6.200m

SP-206・207エレベーション

SP-206
SP-207

A B B

A B

6.100m

SP-212エレベーション

6.200m

SP-214・256エレベーション

SP-256 SP-214

A B

A B6.100m
SP-213エレベーション

6.100m

SP-219エレベーション

A B6.200m

SP-215エレベーション

6.200m

SP-217・218エレベーション

SP-218

SP-217

A B6.000m
SP-216エレベーション

A B

A B
6.100m

SP-220エレベーション
A B 6.300m

SP-253・254エレベーション

SP-254

SP-253
A B 6.300m

SP-255エレベーション

A B 6.300m

SP-257エレベーション

6.200m

SP-258・259エレベーション

SP-258

SP-259

A B

A B A BA B 6.200m

SP-261エレベーション

6.200m

SP-260・262エレベーション

SP-260
SP-262

6.200m

SP-263・264・265エレベーション

SP-263

SP-264

SP-265

6.100m

SP-266・267エレベーション

SP-267 SP-266

6.000m
SP-268エレベーション

A B

A B A B 6.000m
SP-269エレベーション

A B 6.200m

SP-270・271エレベーション

SP-271 SP-270

A B 6.200m

SP-272・273エレベーション

SP-272

SP-273

A B

6.100m

SP-277エレベーション

6.100m

SP-279エレベーション
A B6.000m

SP-278エレベーション

A BA B 6.400m
SP-322エレベーション

6.100m

SP-325エレベーション

A BA B6.400m

SP-321エレベーション
A B

Ⅳ -1

C-1 区

─ 161 ─

第Ⅳ章　Ｃ区

５．溝跡

ＳＤ－１２（図 1-147）

　調査区北側で東西方向に走る本遺構を検出した。

群在するピットより古くＳＩ－０４・ＳＫ－５０よ

り新しい。また、本遺構は北側に位置するＥ区でＳ

Ｄ－５２として精査された溝跡と連続するものと判

断される。調査区内では長さ４３．６ｍ、幅４０～

９０ｃｍ、深さ２６～５１ｃｍを測る。覆土中から

土師器甕、製塩土器、縄文土器などが出土している。

６．遺構外出土遺物（図 1-148）

　６点図示した。Ｃ０５９の石匙以外は近代以降の

資料主体である。Ｃ０５８は戦時中の防衛食容器で、

蓋は出土していない。側面に「防衛食　防 12　大

日本防空食糧株式会社　社長　小澤専七郎　謹製」

と記入されている。底面に文字が記入される資料が

あるが、本資料は記入されていない。

図 1-146　C-1 区 SP-26
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8

SI-04

SI-04(セクション①)
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2mm)極微量,焼土粒
                          (φ1～3mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)極微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　炭化粒(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰多量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2mm)微量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)少量
第6層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒・ブロック(φ5～50mm)中量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)微量
第8層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ2～5mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～8mm)少量,炭化粒(φ1～9mm)少量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ2～9mm)中量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～8mm)少量
第10層　10YR3/4　暗褐色土 ロームブロック(φ10～15mm)中量,炭化粒
                          (φ1～2mm)少量
第11層　10YR2/3　黒褐色土 ローム粒(φ1～9mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)少量
第12層　10YR3/3　暗褐色土 ロームブロック(φ10～15mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5mm)少量
第13層　10YR4/4　褐色土　 ローム粒(φ1～2mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量,B-Tm火山灰微量
第14層　10YR3/3　暗褐色土 ローム粒(φ1～2mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量
第15層　10YR4/6　褐色土　 ロームブロック(φ10～50mm)多量,炭化粒
                          (φ5～7mm)少量　貼床
第16層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ5～9mm)中量,炭化粒
                                 (φ2～5mm)中量　貼床
SD-12(セクション①)
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～3mm)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)極微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2mm)極微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)多量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～3mm)少量
SI-04SK-01(セクション①)
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～9mm)中量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～3mm)少量,炭化粒(φ1～3mm)少量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　B-Tm火山灰微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ3～30mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)
　　　　　　　　　　　　　少量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～2mm)少量,炭化粒(φ2～5mm)
　　　　　　　　　　　　　少量
第6層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～30mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3mm)少量
第7層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2mm)微量,炭化粒(φ1～2mm)微量
SD-12(セクション②)
第1層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～3mm)極微量
第2層　10YR4/2　灰黄褐色土 ローム粒(φ1～5mm)中量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　 ロームブロック(φ10mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～5mm)極微量
第4層　10YR5/6　黄褐色土　 ローム層
第5層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5mm)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～2mm)極微量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　 ロームブロック(φ30～40mm)中量

SD-12
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SD-12(セクション③)
第1層　10YR1.7/1 黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/1　 黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第3層　10YR2/3　 黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,
　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ10～30mm)少量
第4層　10YR4/4　 褐色土　　パミス粒(φ2mm)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～3mm)極微量
第5層　10YR5/6　 黄褐色土　ローム層,10YR3/1黒褐色ブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ20～30mm)中量
第6層　10YR5/6　 黄褐色土　ロームブロック(φ10～40mm)微量
SD-12(セクション④)
第1層　10YR1.7/1　黒色土　　　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/1　　黒褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量
第3層　10YR3/2　　黒褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR3/1　　黒褐色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～20mm)微量
第5層　10YR4/2　　灰黄褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第6層　10YR3/1　　黒褐色土　　ロームブロック(φ10～15mm)少量
SD-12(セクション⑤)
第1層　10YR1.7/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/1　　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第3層　10YR3/3　　暗褐色土　ローム粒(φ1～9mm)少量
第4層　10YR3/1　　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第5層　10YR3/1　　黒褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)中量

SD-12(セクション⑥)
第1層　10YR1.7/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)微量
第2層　10YR3/1　　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量
第3層　10YR3/2　　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量
第4層　10YR3/1　　黒褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)中量
基本層序(セクション⑥)
表土A　　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　 (φ1～2mm)微量,耕作土
表土B　　 10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～5mm)中量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　　 (φ1～2mm)少量,炭化粒(φ1～2mm)
　　　　　　　　　　　　　　 少量
中間層C　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～5mm)中量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　　 (φ1～3mm)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　 (φ1～2mm)微量
撹乱　10YR2/3　黒褐色土　　　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)
　　　　　　　　　　　　　　 中量,焼土粒(φ1～3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～3mm)微量
第Ⅰ層　　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　　 (φ1～2mm)混入,炭化粒(φ1～3mm)
　　　　　　　　　　　　　　 少量
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高間(1)遺跡C-2区遺構配置図 S=1/400
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0 2m

X  91885.711
Y -11451.940

X  91882.117
Y -11456.283

SI-001

SI-001
第1層　10YR3/3　暗褐色土　　　　 ローム粒(φ5～10mm)少量,ロームブロック(φ15～30mm)少量,
                               　焼土粒(φ5～10mm)微量,To-a火山灰微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　　　　 ローム粒(φ3～10mm)中量,炭化粒(φ5～10mm)微量,
                              　 焼土粒(φ5～10mm)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　　　　 ロームブロック(φ15～20mm)少量,炭化粒・炭化物(φ5～20mm)微量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)多量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　　　　 ロームブロック(φ15～30mm)中量,炭化材(φ100～500mm)
                                 層下位に混入
第6層　10YR3/3　暗褐色土　　  　 焼土ブロック(φ15～40mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)少量
第7層　5YR2/3　極暗赤褐色土   　 焼土化したロームブロック(φ20mm)微量,炭化材(φ500mm)
                             　  層下位に混入,To-a火山灰微量,
第8層　10YR4/4　褐色土　　　  　 ロームブロック(φ15～30mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　　　　 ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)少量
第10層　10YR3/4　暗褐色土　　　　ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)少量,
                               　焼土粒(φ5～10mm)少量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　　　　炭化材層　焼土粒(φ5～10mm)少量
第12層　10YR4/6　褐色土　　　 　 ローム粒(φ3～5mm)微量
第13層　10YR4/6　褐色土　　　　　ローム粒(φ5～10mm)多量,ロームブロック(φ15～30mm)少量,
                               　炭化粒(φ5～10mm)少量
第14層　10YR3/4　暗褐色土　　　　ロームブロック(φ15～50mm)少量,ローム粒(φ3～10mm)多量,
                               　炭化粒(φ5～10mm)少量
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第Ⅳ章　Ｃ区

第２節　Ｃ－２区

１．竪穴住居跡

ＳＩ－００１（図 1-150 ～ 156）

　調査区東側から検出した。ＳＰ－０４８と重複し

ており、本遺構の方が古い。平面形は不整長方形を

呈し、４３０．０×３６０．０×３４．０ｃｍを測る。

主軸方位はＮ－１３９°－Ｅである。壁溝はなく、

ピットは床面から８基検出しており、カマド設置壁

とその対面の壁寄りの部分から検出している。いず

れも浅いピットで、主柱配置は不明である。Ｐｉｔ

１はカマド脇ピットに相当する。堆積土は掘り方充

填部分を含め１４層に分層し、床面直上に堆積する

第７層中と第１層からＴｏ－ａ火山灰を検出してい

る。床面直上に堆積している第１１層は炭化材の堆

積層で、カマド設置壁寄り部分の残存が顕著である。

　カマドは南３の位置から１基検出した。構造は半

地下式で、袖部幅７０．０ｃｍ、煙道長４８．０ｃｍ

を測る。右袖にはＫＳ－３とした礫を芯材として

おり、支脚は、ＫＣＨ－４の位置から出土し、Ｃ

０８２に図示した土製支脚が利用されている。煙道

は、短煙道タイプで壁の中段を削り、壁際から若干

緩やかに立ち上がり、煙出相当部が若干凹んだ形状

を呈し、緩やかに立ち上がる。出土遺物はカマド・

カマド前庭部周辺に集中した出土状況を呈してお

り、遺構間接合資料を含め２３点図示した。

　Ｃ０６０は本遺構とＣ－２区のＳＸ－００１、及

びＥ区のＳＩ－２１との遺構間接合資料の丸底の須

図 1-150　C-2 区 SI-001-1
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SI-001Pit1土器出土位置図-1

SI-001Pit1土器出土位置図-2

SI-001炭化材・炭サンプル出土位置図

SI-001土器出土位置図(炭化材下)
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第1層　10YR4/6　 褐色土　    焼土化したロームブロック(φ30～50mm)中量
第2層　10YR3/3　 暗褐色土　  灰(φ30mm)ブロック状に混入,焼土化したロームブロック
                             (φ10～20mm)少量,炭化物(φ30～50mm)少量
第3層　7.5YR3/4　暗褐色土　  焼土粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第4層　10YR4/4　 褐色土　    粘土層(大谷ローム)　焼土粒・ブロック(φ5～30mm)中量,
                             炭化粒(φ5～10mm)少量
Pit2
第1層　10YR3/3　暗褐色土   　ローム粒(φ3～10mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
Pit3
第1層　10YR3/3　暗褐色土　 　ローム粒(φ5～10mm)少量,焼土粒(φ3～10mm)微量,
                         　　炭化粒(φ3～5mm)微量
Pit4
第1層　10YR3/4  暗褐色土　 　ロームブロック(φ50mm)混入,ローム粒(φ5～10mm)微量,
                         　　炭化粒(φ3～5mm)微量
Pit5
第1層　10YR3/3  暗褐色土　 　ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
Pit6
第1層　10YR4/6　褐色土　 　　ロームブロック(φ20～30mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)少量
Pit7
第①層　10YR3/4　暗褐色土　　ローム粒(φ3～5mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
Pit8
第1層　10YR3/4　暗褐色土　 　ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量  
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SI-001カマド
第1層　7.5YR3/4　 暗褐色土　   焼土ブロック(φ15～20mm)微量,ローム粒(φ5～10mm)微量,
                 　            炭化粒(φ3～5mm)微量
第2層　7.5YR2/3　 極暗褐色土　 焼土粒(φ3～5mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第3層　7.5YR5/6　 明褐色土　   ローム粒(φ3～10mm)少量,焼土粒(φ5～10mm)少量
第4層　5YR3/6　  暗赤褐色土 　 炭化粒(φ5～10mm)微量
第5層　5YR4/8　  赤褐色土　    ローム粒(φ5～10mm)少量,焼土粒(φ5～10mm)少量
第6層　5YR3/4　  暗赤褐色土　  天井崩落　炭化粒(φ3～5mm)少量
第7層　7.5YR3/4　 暗褐色土　   焼土粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第8層　10YR2/3　  黒褐色土　   炭化粒(φ5～10mm)微量
第9層　7.5YR4/6　 褐色土　     炭化粒(φ3～5mm)微量　内側被熱している
第10層　10YR3/4　  暗褐色土　  ローム粒(φ5～10mm)少量,ロームブロック(φ15～25mm)微量,
                 　            炭化粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ3～5mm)微量
第11層　7.5YR3/4　 暗褐色土　  焼土粒(φ3～10mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第12層　5YR4/6　  赤褐色土　   火床面　ローム粒(φ5～10mm)少量

SI-001カマドセクション SI-001カマドセクション
S
I
-
0
0
1
カ
マ
ド
セ
ク
シ
ョ
ン

7.527m 7.527m
7
.
5
2
7
m

1

4
356

9

10Pit1

KP-6

7
12

KCL-2

11
Pit1

KS-3

12
7
.
5
Y
R
4
/
6
褐
色
土1

3
5

6

K
P
-
6

7

1
2

2

K
C
H
-
4

6 7
8

KC KD KE KF
K
A

K
B

Pit1

KCH-4

KCH-4

K
A

K
B

KC

KDKE

KF

K
A

K
B

KC

KDKE

KF

Ⅳ -2

C-2 区

─ 168 ─

石江遺跡群発掘調査報告書Ⅵ　第 1分冊　高間 (1) 遺跡本文・図版編 1

図 1-153　C-2 区 SI-001-4



0 10cm

SI-001+SX-001+E区SI-21

C060

Ⅳ -2

C-2 区

─ 169 ─

第Ⅳ章　Ｃ区

図 1-154　C-2 区 SI-001-5



Ⅳ -2

C-2 区

─ 170 ─

石江遺跡群発掘調査報告書Ⅵ　第 1分冊　高間 (1) 遺跡本文・図版編 1

恵器甕で、口径２２．８ｃｍ、器高５８．５ｃｍ、底

径（７．０）ｃｍを測る。非五所川原産の焼成不良

品で同質の資料は本調査区以外にＥ・Ｇ区などの遺

構から出土している。本資料は他の出土資料に比べ

ると残存状況が良い。外面の底部～体部中半まで

が平行叩きで、３ｃｍあたりの条数が７で、幅が広

い。体部上半は平行叩きが横方向になり、一部交差

した叩きを入れ交差叩きとしている箇所があるが、

まばらな印象を与える。内面は放射状の当て具（蓮

藕文）で、外面の平行叩きに対応した底部～体部中

半まで密度が高く、交差叩きが加わる体部上半は密

度がややまばらになる。口唇部は面取りがされ、台

形状に内傾した端部で、口唇端部は三角形状に突出

した端部である。第１層出土のＣ０６１は、五所川

原産須恵器長頸瓶の頸～体部にかけての資料で頸部

に刻書が付されている。カマド第５層およびカマド

脇ピットに相当するＰｉｔ１出土の接合資料である

Ｃ０６２は口径１３．２ｃｍ、器高５．６ｃｍ、底径

５．６ｃｍ、器高・底径指数４２．４を測る。やや粘

りのある胎土で、底部から開き気味に立ち上がり途

中角度を変え、上に持ち上げるようにしているが中

半から伸ばし上げるように立ち上げている。同じく

カマド第５層出土のＣ０６３は、口径１３．２ｃｍ、

器高５．７ｃｍ、器高４．８ｃｍ、器高指数４３．１、

底径指数３６．３を測る。椀形で体部下半から丸み

を帯び立ち上がるが、体部下半はそれほど目立った

突出はなく、口唇部が丸みを帯び肥厚化している。

煮炊具のうちＣ０６４は第１・７層およびカマド第

５層出土の非ロクロ甕で、口径２２．４ｃｍ、器高

２７．４ｃｍ、底径１０．２ｃｍを測る。短頸で、口

径と体部上半の径がほぼ同じくらいで、底部は台状

に作られている。内外面とも縦方向のヘラによる調

整で、ストロークの長い調整がされている。口縁部

は頸部を肥厚化させ、内面を三角形状にシャープに

突出させており、体部との境界を明瞭にさせている。

口唇部は折り曲げた程度の状況であるが、外面側で

は肥厚化した頸部から連続した立ち上がりとなって

おり、通常の外反の弱い短めの頸部という印象を持

たせる器形である。本遺構から出土した甕はいずれ

も堆積土第７層・カマド第５層以上のＴｏ－ａ火山

灰降灰後廃棄された資料主体で、口縁部の肥厚化が

顕著な資料が多い。Ｃ０６８は第１・７層出土の平

底の堝で、口径３６．３ｃｍ、器高１３．８ｃｍ、底

径１１．５ｃｍを測る。底面は網状脈の木葉痕で、

甕形の器形を下に潰したような造りで、厚みがある。

口縁部は括れを有するが、倒置した際に重量で潰れ

たのか部分的に外反が強い箇所がある。外面の体部

調整は縦方向のヘラ、内面は横方向のナデで、甕と

同様の調整がなされている。Ｃ０６９は第５層出土

の小型土器、Ｃ０７０～Ｃ０８０は弥生時代中期の

甕の破片、Ｃ０８１は同じく弥生時代中期の台付き

甕か鉢の脚部である。カマド支脚のＣ０８２は上径

９．５ｃｍ、器高１６．４ｃｍ、下径９．６ｃｍを測る。

透かしの切り込みが鋭利な工具で入れられている。

ＳＩ－００２（図 1-157 ～ 160）

　調査区中央よりやや北側の位置から検出した。Ｓ

Ｘ－００１、ＳＰ－０７３と重複しており、本遺

構の方が古い。平面形は方形を呈し、４５１．０×

４５０．０×１４．０ｃｍを測る。主軸方位はＮ－

１２７°－Ｅである。ピットは竪穴内から７基検出

している。カマド設置壁の対面側のＰｉｔ２とカマ

ド設置部分の下部にＰｉｔ７（図 1-159 の掘り方で

図示）が所在しており、ＳＸ－００１扱いの穴状の

部分を含め、一部ピットの確認がないものの、元々

は４本柱であった可能性がある。ただし、カマド使

用時にＰｉｔ７が柱穴として機能した可能性が弱い

ため、Ｐｉｔ１・３・４などの浅い支柱穴が機能し

た可能性がある。壁溝はカマド設置部分を除き全周

する形で検出した。堆積土は掘り方を含めて５層に

分層し、一部削平により十分な堆積状況が確認でき

ない部分が見られるが、ブロック混じりの急激な埋

め戻しによる堆積状況を呈している。ＳＸ－００１

の掘削についてはＳＩ－００２の埋没が進んだ状態

で上面から掘削が開始されている。

　カマドは南東２の位置から検出した。左袖が欠

損しているが、芯材の礫が残存しており、袖部幅

（８０．０）ｃｍ、煙道長８．０ｃｍを測る。短煙道

タイプで、支脚としてＣ０９０に図示した土製支脚

が設置されている。左袖側が破壊されているのか

前庭部の左側で焼土が面的に検出されている。出

土遺物は遺構間接合資料を含めて９点図示したが、

Ｃ０８３は五所川原産の長頸瓶で口径１２．８ｃｍ

を測る。刻書は外面頸部直下の体部上半に細い刻

線が付けられている。Ｃ０８４は第３層出土の須

恵器坏の底部資料で、底径５．８ｃｍを測る。外面

に火襷痕があり、細い工具で刻書が刻まれている。

Ｃ０８５は第３層出土の土師器椀で、口径１４．０

ｃｍ、器高５．７ｃｍ、器高６．２ｃｍ、器高指数

４０．７、底径指数４４．２を測る。底径幅がやや広

く、外面の稜段が顕著な対応で、口唇は丸みを帯び

立ち上がる。土師器煮炊具は第１層出土のＣ０８６

は廃棄資料で、ＳＩ－００１出土のの資料と比較可

能な資料で、カマド出土のＣ０８７は口縁部の括れ

がルーズで、口唇部を先細りにさせた上で軽く外反

させている程度である。カマド支脚として設置され

ていたＣ０９０は上径１０．３ｃｍ、器高１３．４ｃ

ｍ、下径１０．６ｃｍを測る。ＳＩ－００１のカマ

ドに比べると高さが３ｃｍほど低く、透かしの切り

込みもやや広めで逆Ｕ字形を呈する。
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SX-001
第1層　10YR3/3　暗褐色土　        ローム粒(φ5～10mm)微量,ロームブロック(φ20～50mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　To-a火山灰微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土        　ローム粒(φ5～10mm),炭化粒(φ5～10mm)微量,焼土粒(φ5～10mm)微量,To-a火山灰微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　        ローム粒(φ5mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　        ローム粒(φ3～5mm)少量,焼土粒(φ3～5mm)微量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　        ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第6層　7.5YR4/6　褐色土　         粘土(大谷ローム),炭化粒(φ5～10mm)微量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　        ローム粒(φ5～10mm)中量,ロームブロック(φ15～20mm)少量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　        ロームブロック(φ15～30mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)少量,焼土粒(φ5～10mm)少量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　        ロームブロック(φ20～40mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第10層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量,ロームブロック(φ30mm)微量
第11層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　 ロームブロック(φ10～20mm)多量
第12層　10YR3/2　黒褐色土　       ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第13層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　 ロームブロック(φ10～30mm)多量
第14層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　 粘土(月見野ローム), 炭化粒(φ5～10mm)微量
第15層　10YR3/4　暗褐色土　       ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ5～10mm)微量
第16層　10YR3/3　暗褐色土　       ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化物(φ10～30mm)微量,焼土粒(φ3～5mm)微量
第17層　7.5YR4/6　褐色土　        ロームブロック(φ15～20mm)微量
第18層　10YR4/6褐色土と10YR3/3暗褐色土の混合土　炭化粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ3～5mm)微量,ローム粒(φ3～10mm)微量
第19層　10YR4/6　褐色土　         焼土粒(φ5～10mm)微量

SI-002
第①層　10YR3/3　暗褐色土　 ローム粒(φ3～10mm)少量,ロームブロック(φ15～20mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第②層　10YR3/4　暗褐色土　 ロームブロック(φ15～30mm)多量,炭化粒(φ10mm)微量　崩落土
第③層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量,ロームブロック(φ20mm)微量,炭化粒(φ5mm)微量,焼土粒(φ3～5mm)微量
第④層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第⑤層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ3～10mm)多量,ロームブロック(φ10～50mm)中量
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Pit1
第1層　10YR3/2　黒褐色土    ローム粒(φ3～10mm)微量,焼土粒(φ1～3mm)
                            極微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　　ローム粒微量　
Pit2
第1層　10YR3/2　黒褐色土　      ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量,焼土粒・ブロック(φ3～30mm)少量,
                                炭化粒(φ3～10mm)少量
第2層　10YR4/4　褐色土　        ローム粒(φ5mm)微量,焼土粒(φ1～3mm)微量
第3層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～10mm)微量
第4層　10YR2/3黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　ローム粒(φ1～10mm)微量
Pit3
第1層　10YR2/1　黒色土   ローム粒・ブロック(φ3～15mm)少量,焼土粒(φ1～10mm)少量,
                         炭化粒(φ1～5mm)微量
Pit4
第1層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ3～10mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量,
                           焼土粒(φ3mm)微量
Pit5
第1層　10YR2/1黒色土と10YR4/6褐色土の混合土　ローム粒(φ3～10mm)少量,炭化粒(φ3～10mm)微量
Pit6
第1層　10YR3/3暗褐色土と10YR4/6褐色土の混合土 ローム粒(φ3～10mm)微量
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SI-002カマド
第1層　2.5YR3/4　暗赤褐色土　    焼土粒(φ1～10mm)少量,焼土ブロック(φ10～40mm)少量
第2層　5YR4/4　にぶい赤褐色土
第3層　10YR2/3　黒褐色土　       ローム粒・ブロック(φ1～20mm)微量,焼土粒(φ3～10mm)少量,
                                 炭化粒(φ5mm)微量
第4層　2.5YR4/6　赤褐色土　　　  火床面
第5層　10YR3/4　暗褐色土　　　　 焼土粒(φ1～3mm)微量
第6層　10YR4/3　にぶい黄褐色土   ローム粒(φ3～10mm)微量,ロームブロック(φ50mm)微量
Pit7
第1層　10YR2/3　黒褐色土　 　　　ローム粒(φ3～10mm)微量,ロームブロック(φ10～30mm)少量,
                           　　　焼土粒(φ1～3mm)微量
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２．土坑

ＳＫ－００１（図 1-161）

　調査区中央から南側の位置から検出した。平面形

は楕円形を呈し、９５．０×８５．０×２４．０ｃｍ

を測る。断面形は鍋底形を呈し、壁は垂直に近い形

で立ち上がる。堆積土は１層に分層し、ローム粒な

どが混入した自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－００２（図 1-161）

　調査区南端から検出した。平面形は楕円形を呈し、

１１９．０×１１６．０×１９．０ｃｍを測る。断面

形は鍋底形を呈し、壁は垂直に近い形で立ち上がる。

堆積土は４層に分層し、中段の第２層はローム主体

の堆積土で、流れ込みに伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－００３（図 1-161）

　調査区中央から南側の位置から検出した。平面

形は隅丸方形を呈し、１５７．０×１４３．０×

２５．０ｃｍを測る。断面形は壁上部の一部で緩や

かに立ち上がる形状で、堆積土は４層に分層し、底

面直上に炭化物層を検出し、底面の一部が焼けてい

ることから、本遺構は製炭土坑である。

ＳＫ－００４（図 1-161）

　調査区中央から南側の位置で検出した。平面形は

楕円形を呈し、１２０．０×８３．０×８８．０ｃｍ

を測る。断面形は柱穴状を呈し、西側が柱痕状に下

がり、東側がテラス状に立ち上がる。堆積土は１層

に分層し、ブロック主体の埋め戻しに伴う人為的堆

積状況を呈する。

ＳＫ－００５（図 1-162）

　調査区南端で検出した。ＳＰ－０７０と重複して

おり、本遺構の方が古い。平面形は不整楕円形を呈

し、１９０．０×１５９．０×４１．０ｃｍを測る。

断面形は底部の一部に凹凸があり、壁は垂直に近い

形で立ち上がる箇所が多いが、一部は袋状を呈する。

堆積土は１層に分層されているが、記録写真を確認

したところ、ＳＰ－０７０に近い壁寄りの部分では

崩落ブロックが伴っており、堆積土も単層ではなく、

上下で色調が異なり、上層は黒味が強い堆積土、下

層は赤みが強い黒色土が堆積している。自然堆積状

況を呈する。

ＳＫ－００６（図 1-162）

　調査区中央から北寄りの部分で検出した。平面

形は隅丸方形を呈し、１４６．０×１４０．０×

２６．０ｃｍを測る。掘り方を有する土坑で、掘り

方の深さは５６．０ｃｍを測る。断面形は底面が凹

凸があり、垂直に近い形で立ち上がる部分と緩やか

に立ち上がる部分がある。また掘り方は北側の部分

が深く掘り込まれ段差が生じている。深く掘り込ま

れた側の底面の一部にはブロックが主体を占める土

が充填され、その上位にはブロックの混入量が多い

暗褐色土が充填されている。第３層の上面を底面と

しており、その上位に堆積する第２層は炭化物層に

相当し、本遺構は製炭土坑である。堆積土中から土

器・鉄滓等の出土があったが、いずれも砕片で土器

は土師器甕の体部片主体であった。

ＳＫ－００７（図 1-162）

　調査区中央から東寄りの位置から検出した。ＳＰ

－０１２・０２２と重複しており、本遺構の方が古

い。平面形は長方形を呈し、２５２．０×１１１．０

×１７．０ｃｍを測る。断面形は箱形を呈し、垂直

に近い形で立ち上がる。底面は北側が少し隆起した

形状である。堆積土は１層に分層し、ブロック混じ

りの人為的埋め戻しに伴う堆積状況である。

ＳＫ－００８（図 1-162）

　調査区中央から検出した。平面形は溝状の細長

い長方形を呈しており、２０７．０×７５．０×

５４．０ｃｍを測る。また本遺構の南側の底部には

ピット状の掘り方があり、深さ９７．０ｃｍを測る。

断面形は段状に立ち上がる形状で、掘り方部分は柱

穴状を呈する。壁は垂直に近い形で立ち上がる部分

と開き気味に立ち上がる部分が見られる。堆積土は

６層に分層し、ピット状の掘り方が埋没してから再

掘削され土坑状の掘り方がなされている。埋没は埋

め戻しに伴う人為的堆積状況を呈し、中位に相当す

る第２層中ではＰ－２・Ｐ－３の位置からＣ０９２

とＣ０９３の土師器椀２点が重なって出土した。ま

た、同一層のＰ－１の地点からＣ０９４の擦文土器

の小甕が出土しており、廃棄ではなく、設置された

ような出土状況である。

ＳＫ－００９（図 1-163）

　調査区中央から西寄りの位置から検出した。平

面形は不整円形を呈し、１００．０×９０．０×

１３．０ｃｍを測る。断面形は円筒形で、壁は垂直

に近い形で立ち上がる。堆積土は１層で、ローム粒

が混入する自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０１０（図 1-163）

　調査区北端から検出した。ＳＸ－００２を切る撹

乱に本遺構の壁も影響を受けているが、直接遺構

同士の切り合い関係はない。平面形は隅丸方形で、

１４３．０×１２８．０×３４．０ｃｍを測る。断面

形は撹乱の影響を受けている部分は変形が見られる

が、それ以外の部分の壁は垂直に近い形で立ち上
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SK-001 SK-002

SK-003

SK-003焼土範囲

SK-003炭範囲・炭サンプル

SK-004

SK-001
第1層　10YR2/2　黒褐色土   ローム粒(φ5～10mm)微量

SK-002
第1層　10YR2/1　黒色土　         ローム粒(φ5～10mm)微量,ロームブロック(φ20～50mm)微量
第2層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　 ローム層
第3層　10YR3/3　暗褐色土　       ローム粒(φ5～10mm)微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　       ローム粒(φ5～10mm)微量

SK-004
第1層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)多量,ロームブロック(φ20～70mm)多量

SK-003
第1層　10YR3/2　黒褐色土   ローム粒(φ5～10mm)少量,ロームブロック(φ20～30mm)微量,
                           炭化粒(φ5～10mm)微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)中量,炭化粒(φ10mm)微量
第4層　10YR1.7/1　黒色土　 炭化物層　ロームブロック(φ15～20mm)微量
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SK-005 SK-006

SK-006炭範囲・炭サンプルSK-007

SK-008

SK-008

SK-005
第1層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量
SP-070
第1層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒少量
SK-006
第1層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量,
                            ロームブロック(φ20～30mm)微量,
                            炭化粒(φ5～10mm)微量,To-a火山灰微量
第2層　10YR2/1　黒色土　   炭化物層 ローム粒(φ5～10mm)微量,
                            焼土粒(φ5～10mm)微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土 　ロームブロック(φ20～40mm)中量,
                            炭化粒(φ5～10mm)微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　 ロームブロック(φ20～30mm)多量
SK-007
第1層　10YR3/3　暗褐色土　 ロームブロック(φ10～50mm)少量,
                            ローム粒(φ5～10mm)少量,
                           炭化粒(φ5mm)微量
SK-008
第1層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ3～10mm)微量,ロームブロック(φ15～50mm)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ3～10mm)微量,ロームブロック(φ10～30mm)少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　 ロームブロック(φ10～30mm)中量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　 ロームブロック(φ10～30mm)多量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)微量
第6層　10YR2/1　黒色土　   ローム粒(φ5～10mm)微量
撹乱　7.5YR5/6  明褐色土
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0 2m

SK-009 SK-010

SK-010焼土範囲

SK-010炭範囲・炭サンプル

SK-009
第1層　10YR2/2　黒褐色土　  ローム粒(φ1～10mm)少量
SK-010
第1層　10YR2/3　黒褐色土　  ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)少量,
                            To-a火山灰微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　  炭化物層,焼土粒(φ3～5mm)微量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　  ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　  炭化物層,焼土粒(φ5～10mm)少量
SX-002
第A層　10YR3/3　暗褐色土　 パミス粒(φ5～10mm)少量,パミスブロック(φ15～20mm)
                           微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
撹乱
第ア層　10YR5/8　黄褐色土　 ロームブロック(φ15～30mm)中量
第イ層　10YR3/3　暗褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第ウ層　10YR4/6　褐色土　   炭化粒(φ5～10mm)微量
第エ層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒・ブロック(φ1～15mm)微量
第オ層　10YR4/2　灰黄褐色土 灰中量混入
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SK-157
第1層　10YR2/2　黒褐色土　　　　ローム粒少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　　　　ローム粒中量,ロームブロック(φ20㎜)
　　　　　　　　　　　　　　　  　やや多量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　　　　ローム粒微量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土
第5層　10YR4/4　褐色土　　　　　パミス微量
第6層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒少量
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がっている。堆積土は４層に分層し、最下層の第４

層は炭化物層で、本遺構は製炭土坑である。また第

１層中からＴｏ－ａ火山灰を粒状に検出した。

ＳＫ－１５７（図 1-163）

　調査区北側で検出した。平成１７年（２００５）

のＥ区の調査時に北側半分の精査が済み、平成２０

年（２００８）の調査時に再度検出し、南側残り

半分の精査を行っている。平面形は不整形を呈し、

１２０．０×１０５．０×４６．０ｃｍを測る。断面

形は凹凸のある形状で、堆積土は６層に分層し、崩

落の伴う堆積状況を呈する。

３．その他の遺構

ＳＸ－００１（図 1-164・165）

　調査区中央よりやや北側の位置から検出した。Ｓ

Ｉ－００２と重複しており、本遺構の方が新しい。

平面形は不整形を呈し、３３１．０×３１７．０×

９５．０ｃｍを測る。断面形は凹凸の顕著な形で、

壁は垂直に近い形で立ち上がる部分が多く見られ

る。記録写真を確認したところ、遺構精査に不十分

な部分が認められ、暫定的に図１－１６４中に「Ｐ

ｉｔ－ａ」と付した部分についてはセクションライ

ンＥ－Ｆの掘り方としては柱穴状の落ち込みが認

められる。ＳＩ－００２の記述の際に柱穴の存在

の可能性を指摘しているが、状況的には確立が高い

ものと思われる。また、重複するＳＩ－００２の床

面より若干下がった部分ではカマド状に焼土化した

土が写真上では記録されており、ＳＸ－００１の使

用時には焼成が伴っていた可能性がある。記録土層

がなく、根拠がない状況であるが、Ｄ－２区でＳ

Ｉ－５９と重複するＳＩａ－０２（調査時ＳＫ－

３１３）は古い竪穴よりも小型なカマド付きの竪穴

建物を建築している事例などもあり、本遺構につい

ても土層堆積図を確認すると可能性を有する堆積が

部分的に確認できる。ただし、調査時に十分な検討

がなされていない分層図であるため、可能性を指摘

するのみに留め記録図については調査時の情報を優

先とした掲載とした。堆積土は１９層に分層し、第

１・２層中からＴｏ－ａ火山灰を検出している。

　堆積土中から多量の土器片や鉄滓・自然礫等が出

土したが、図示したのはＣ０９５の土師器椀、Ｃ

０９６の縄文時代中期の口縁部片、Ｃ０９７の土製

支脚の破片である。Ｃ０９５は、第２・８層出土の

土師器椀で、口径１３．８ｃｍ、器高５．１ｃｍ、底

径５．８ｃｍ、器高指数３６．９、底径指数４２．０

を測る。底径幅がやや広い椀形で、丸みを帯びた膨

らみは体部中半で顕著で、口縁部は端反気味に軽く

段を持たせ外反させている。

ＳＸ－００２（図 1-165）

　調査区北端で検出した。撹乱により破壊されてお

り、全体形等の情報の詳細は不明であるが、残存部

分で（楕円形）を呈し、２２６．０×（１１６．０）

×１４．０ｃｍを測る。断面形は凹凸があり壁は緩

やかに立ち上がっている。堆積土は１層に分層し、

自然堆積状況を呈している。撹乱部分については隣

接するＳＫ－０１０の壁面にも食い込む形で、木根

等も含むことから倒木痕である可能性がある。

４．ピット（図 1-166 ～ 169）

　調査区内から９３基検出した。分割図Ａで提示し

た幅２．５ｍ、長さ１１．５ｍ程度の二列の柱列が認

められるが、調査前の地割とは異なった軸線で、Ｃ

－１区で検出した神社関連のピット群とも近似した

軸線であることから同時期の可能性がある。また、

分割図Ｄで図示したピットについても同一地点の漸

雑な群集にも見えるが、軸線としては分割図Ａの柱

列とも平行する軸線であり、同時期の所産の可能性

がある。個別の遺構情報を遺構観察表にまとめ掲載

している。

５．遺構外出土遺物（図 1-169）

　３点図示した。Ｃ０９８・Ｃ０９９はいずれも撹

乱出土の同一個体の可能性の高い縄文土器の破片

で、縄文時代中期の円筒上層ｄ式期に属する。Ｃ

１００は包含層出土の土師器小甕で口径１２．６ｃ

ｍを測る。口径１２．６ｃｍを測る。内面頸部に煮

炊痕が見られ、口縁部は口唇端部を折り返すように

捻り返している。



0 2m

SX-001
第1層　10YR3/3　暗褐色土　        ローム粒(φ5～10mm)微量,ロームブロック(φ20～50mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　To-a火山灰微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土        　ローム粒(φ5～10mm),炭化粒(φ5～10mm)微量,焼土粒(φ5～10mm)微量,To-a火山灰微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　        ローム粒(φ5mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　        ローム粒(φ3～5mm)少量,焼土粒(φ3～5mm)微量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　        ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第6層　7.5YR4/6　褐色土　         粘土(大谷ローム),炭化粒(φ5～10mm)微量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　        ローム粒(φ5～10mm)中量,ロームブロック(φ15～20mm)少量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　        ロームブロック(φ15～30mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)少量,焼土粒(φ5～10mm)少量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　        ロームブロック(φ20～40mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第10層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量,ロームブロック(φ30mm)微量
第11層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　 ロームブロック(φ10～20mm)多量
第12層　10YR3/2　黒褐色土　       ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第13層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　 ロームブロック(φ10～30mm)多量
第14層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　 粘土(月見野ローム), 炭化粒(φ5～10mm)微量
第15層　10YR3/4　暗褐色土　       ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ5～10mm)微量
第16層　10YR3/3　暗褐色土　       ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化物(φ10～30mm)微量,焼土粒(φ3～5mm)微量
第17層　7.5YR4/6　褐色土　        ロームブロック(φ15～20mm)微量
第18層　10YR4/6褐色土と10YR3/3暗褐色土の混合土　炭化粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ3～5mm)微量,ローム粒(φ3～10mm)微量
第19層　10YR4/6　褐色土　         焼土粒(φ5～10mm)微量
SI-002
第①層　10YR3/3　暗褐色土　 ローム粒(φ3～10mm)少量,ロームブロック(φ15～20mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第②層　10YR3/4　暗褐色土　 ロームブロック(φ15～30mm)多量,炭化粒(φ10mm)微量　崩落土
第③層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量,ロームブロック(φ20mm)微量,炭化粒(φ5mm)微量,焼土粒(φ3～5mm)微量
第④層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第⑤層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ3～10mm)多量,ロームブロック(φ10～50mm)中量
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SX-002
第A層　10YR3/3　暗褐色土　 パミス粒(φ5～10mm)少量,パミスブロック(φ15～20mm)
                           微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
撹乱
第ア層　10YR5/8　黄褐色土　 ロームブロック(φ15～30mm)中量
第イ層　10YR3/3　暗褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第ウ層　10YR4/6　褐色土　   炭化粒(φ5～10mm)微量
第エ層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒・ブロック(φ1～15mm)微量
第オ層　10YR4/2　灰黄褐色土 灰中量混入
第カ層　10YR5/6　黄褐色土 　炭化物(φ10～15mm)微量
SK-010
第1層　10YR2/3　黒褐色土　  ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)少量,
                            To-a火山灰微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　  炭化物層,焼土粒(φ3～5mm)微量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　  ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　  炭化物層,焼土粒(φ5～10mm)少量
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SK-005
第1層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ5～10mm)少量
SP-070
第A層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒少量
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第３節　Ｃ－３区

１．竪穴住居跡

ＳＩ－００３（図 1-171 ～ 173）

　調査区北端で検出した。北側半分が調査区外へ

延びているため詳細は不明であるが、検出部分は

（台形）を呈し、規模は４０５．０×２３５．０×

２３．０ｃｍを測る。主軸方位はＮ－１１９°－Ｅ

である。床面はカマド設置部分周辺を除き掘り方を

有し、パミスブロック混じりの土が充填されており、

やや凹凸がある。ピットは竪穴内から２基検出して

おり、Ｐｉｔ１はカマド脇ピット、Ｐｉｔ２は壁溝

の欠落部の支柱穴に相当する。壁溝は一部欠落して

いるが、検出した三辺の壁いずれからも検出してい

る。堆積土は９層に分層し、壁溝部分が埋没した後

に床面全体を第６層が覆っており、第６層上で炭化

材や焼土粒が伴う焼成があり、炭化材を検出してい

る。炭化材は一部倒壊したような検出状況の箇所も

見られるが、散逸した検出状況で、焼成後流動が発

生した可能性がある。炭化材の上層に堆積する第２

層中からＢ－Ｔｍ火山灰をブロック状に検出した。

カマドは南東３ないしは４の位置から検出した。構

造は短煙道タイプの半地下式で袖部幅７６．０ｃｍ、

煙道長１４．０ｃｍを測る。袖部等は粘土による構

築で、支脚相当位置に土師器椀２点（Ｃ１０１・

Ｃ１０４）を重ねた状態で（出土状況は位置がず

れている。）設置したものと考える。出土遺物は前

述のカマド支脚以外に撹乱（Ｃ１０２）、床面（Ｃ

１０３・１０５）の合計５点図示した。支脚相当の

Ｃ１０１の底部中央は穿孔されている。

ＳＩ－００４・００４ａ（図 1-174 ～ 180）

　調査区北西側で検出した。撹乱でカマド部分の破

壊が著しいが、設置位置については推定可能であ

る。新旧二段階あり、古い方をＳＩ－００４ａとし

ている。新しい方のＳＩ－００４については平面形

が長方形を呈し、５１１．０×４４９．０×９．０ｃ

ｍを測る。旧段階のＳＩ－００４ａは東壁のみ一回

り小さい規模で、他の壁はＳＩ－００４と共通で

ある。平面形は台形呈し、４５２．０×４４９．０

×（２３．０）ｃｍを測る。新段階の壁は削平のた

めほとんど残存していない状況であるが、一部の残

存箇所では垂直に近い形で立ち上がっていたようで

ある。ピットは竪穴内から１６基検出しているが、

ＳＩ－００４ａとの重複部分は確認面が浅く、帰属

関係が不明瞭な資料が多い。ＳＩ－００４の時点で

主柱穴として機能した可能性のあるピットはＰｉｔ

３・７・１０・１４のカマド設置壁側が壁に接した

４本柱である。また、Ｐｉｔ１については断面図の

状況と位置関係からロクロピットである可能性が高

い。Ｐｉｔ６についてはカマド脇ピットの可能性が

高い。その他、南西壁寄りの部分からＳＫ扱いの掘

り方土坑４基検出している。壁溝はカマド設置部分

相当を除く全ての部分から検出している。古段階の

ＳＩ－００４ａの段階でも一部断続し、カマド設置

部分相当の位置が欠落しているが、ほぼ全周する形

で検出している。

　堆積土はＳＩ－００４ａの堆積土を含め１１層に

分層した。削平のため廃絶後の堆積土がほとんどな

い状況であるが、Ｐｉｔ１の最上層にあたる第ア層

からＴｏ－ａ火山灰を粒状に検出している。

　カマドは東１の部分から散乱した焼土と火床面を

検出した。煙道部の状況等は不明である。構築土の

一部である第９層からＴｏ－ａ火山灰をブロック状

に検出している。なお、周辺のＳＫ－０３３からは

焼土ブロックなどとともに土製支脚等が廃棄された

状況で出土しており、関連性が考慮される。ＳＩ－

００４ａ段階のカマドも壁溝の欠落部分と焼土化し

た部分が新段階の焼土面の延長線上に配置している

ことから、ほぼ同軸線上に位置する。

　出土遺物は、ＳＩ－００４出土資料として取り

上げられており、１２点図示した。Ｃ１０６～Ｃ

１０９の須恵器破片はいずれも五所川原産であると

考えられ、Ｃ１０６は坏、Ｃ１０７・Ｃ１０８は長

頸瓶、Ｃ１０９は甕の体部片である。Ｃ１０９の

内面は鳥の足状の当て具痕が見られる。覆土出土

の黒色土器の椀であるＣ１１０は内面の黒色化が体

部中半～下半に留まっており、ヘラミガキについて

もその部分が中心とした横方向＋崩れ気味の放射状

である。Ｃ１１１は覆土出土の土師器椀で、口径

１５．０ｃｍ、器高６．７ｃｍ、底径５．４ｃｍ、器

高指数４４．６、底径指数３６．０を測る。底径が狭

めで、外面に幅のやや広めな浅い稜段を持ち、体部

中半が膨らみながらも伸ばし上げるように経ち当て

ている。Ｐｉｔ６第７層出土の底部資料であるＣ

１１２は底径５．６ｃｍを測る。底部が円柱部分を

多く残し、微高台状になっており、底部から体部に

かけての角度がやや急である。煮炊具のうち甕につ

いては、ロクロピットを検出した竪穴内出土の影響

なのか回転運動の伴う甕が多い。またカマドとＰｉ

ｔ６出土の接合資料であるＣ１１７の堝は口縁部に

括れをほとんど持たない直線的な立ち上がりを持つ

器形である。

　本竪穴周辺ではＳＫ－０３２などの焼成坑とＳＫ

－０２２などの製炭土坑があり、土器生産の工房と

して利用された可能性がある。

ＳＩ－００５（図 1-181 ～ 184）

　調査区中央よりやや西側の地点で検出した。北側

が現代の建物の基礎による撹乱により破壊されてい
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SI-003
第1層 10YR4/6褐色土と10YR3/4暗褐色土の混合土 ローム粒(φ3～9㎜)多量,炭化粒(φ5～9㎜)微量,焼土粒(φ5～9㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量,焼土粒(φ5～9㎜)微量,B-Tm火山灰(φ10～30㎜)少量,炭化粒(φ5～9㎜)少量
第3層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)微量,ロームブロック(φ15～20㎜)微量,炭化粒(φ3～9㎜)微量
第4層 10YR3/4 暗褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ15～20㎜)微量,炭化粒(φ3～9㎜)少量,炭化材(幅60～90㎜)

混入
第5層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭化粒(φ5～9㎜)微量,焼土粒(φ5～9㎜)中量
第6層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ5～9㎜)少量,炭化粒(φ5～9㎜)少量,焼土粒(φ5～9㎜)少量,炭化材(幅50～90㎜)混入
第7層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)微量,焼土粒(φ2～3㎜)極微量(壁溝)
第8層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ロームブロック(φ10～25㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量 (壁溝掘り方)
第9層 10YR6/4 にぶい黄橙色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～50㎜)多量,ローム粒(φ5～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)

微量(掘り方)

SI-003
第a層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)微量
Pit1
第1層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～6㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)中量,焼土粒(φ1～3㎜)少量
第3層 7.5YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～6㎜)中量,焼土粒(φ1～9㎜)多量,焼土ブロック(φ10～20㎜)
　　　　　　　　　　　　　　　  少量,10YR5/4にぶい黄褐色土少量
第4層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)少量,粘土粒(φ5～9㎜)少量
Pit2
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量
第2層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量
第3層 10YR5/6 黄褐色土  パミス粒(φ5～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)中量
壁溝
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR6/6 明黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量
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SI-003カマド
第1層 7.5YR4/3 褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ロー

ムブロック(φ10～15㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒

(φ1～9㎜)少量,焼土ブロック
(φ10～20㎜)中量

第2層 7.5YR4/3 褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化
粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1
～9㎜)少量

第3層 7.5YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化
粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1
～9㎜)中量

第4層 7.5YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化
粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1
～9㎜)少量

第5層 7.5YR4/3 褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化
粒(φ1～9㎜)微量,焼土粒(φ1
～9㎜)中量,焼土ブロック(φ
10～20㎜)少量

第6層 7.5YR4/3 褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化
粒(φ3～9㎜)微量,焼土粒(φ1
～9㎜)少量

第7層 7.5YR5/4 にぶい褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化
粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒
(φ1～9㎜)少量

第8層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～6㎜)少量,焼

土粒(φ1～5㎜)少量
第9層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼

土粒(φ1～9㎜)少量,焼土
ブロック(φ10～30㎜)少量

第10層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物(φ10～20㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～3㎜)微量
第11層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼

土粒(φ1～5㎜)微量
第12層 5YR5/6 明赤褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第13層 7.5YR4/3 褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼

土粒(φ1～9㎜)少量
第14層 2.5YR5/6 明赤褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量
   (火床面)
第15層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼

土粒(φ1～9㎜)中量,焼土
ブロック(φ10～20㎜)少量
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SI-004
第1層 10YR2/3 黒褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)中量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量(撹乱),焼土粒(φ3～9㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ5～9㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量,焼土粒(φ5～9㎜)微量
第3層 7.5YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)極微量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒

極微量
第4層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ3～5㎜)微量,焼土粒(φ3～5㎜)微量
第5層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ30㎜)微量
第6層 10YR2/3 黒褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量,焼土粒(φ5～9㎜)微量
第7層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)微量,焼土粒(φ5～9㎜)少量
第8層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～40㎜)多量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,ロームブ

ロック(φ10～12㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,炭化物(φ10～20㎜)微量
第9層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,ローム粒(φ1～5㎜)微量,ロームブ

ロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒極微量
第10層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)微量
SI-004a壁溝
第11層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
Pit1
第ア層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量,To-a火山灰

微量
第イ層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量
第ウ層 10YR3/2 黒褐色土  ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,炭化物(φ20㎜)混入,10YR5/4にぶい黄褐色土

粒少量
第エ層 10YR4/6 褐色土  ローム粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第オ層 10YR5/6 黄褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～5mm)少量,ロームブ

ロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
SK-04
第a層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロ

ック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第b層 10YR5/6 黄褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロ

ック(φ10～15㎜)微量
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SK-01
第1層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)少量,焼土ブロック(φ10

～15㎜)微量
第2層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10㎜)微量,ローム粒極微量,炭化粒極微量,10YR3/1黒褐色土粒(φ1～3㎜)極微量,(粘

土質)
第3層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,10YR3/1黒褐色土粒

(φ1～5㎜)少量
第4層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～50㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,10YR3/4暗褐色土粒(φ3～5㎜)少量
第5層 10YR5/6 黄褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～50㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)

微量,焼土ブロック(φ40㎜)混入,10YR3/2黒褐色土粒(φ1～5㎜)少量
第6層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～80㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,10YR3/3暗褐色土粒(φ1～5㎜)少量
SK-02
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,パミスブロック(φ100㎜大)混入,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒

(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)少量,焼土ブロック(φ10～15㎜)微量
第2層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ3～5㎜)

微量
第3層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,炭化粒極微量,10YR3/1黒褐色土粒(φ1～5mm)少量
SK-03
第A層 10YR4/2 灰黄褐色土 　　　 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,パミスブロック(φ100㎜大)混入,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒

(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)少量,焼土ブロック(φ10～15㎜)微量
第B層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ100㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)中量,ロームブロック(φ10～30mm)多量,炭化粒(φ1

～3㎜)少量,焼土粒(φ3～5㎜)微量
第C層 10YR4/3 にぶい黄褐色土　　 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,炭化粒極微量,10YR3/1黒褐色土粒(φ1～5mm)少量
SK-04
第a層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第b層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～50㎜)中量,ローム粒(φ1～5㎜)少量
第c層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)

第d層 10YR6/4 にぶい黄橙色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
SI-004a
第1層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)中量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR6/4 にぶい黄橙色土 パミス粒極微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
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Pit2
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒(φ1～

2㎜)極微量,粘土(土器作りに使用)サンプル
Pit3
第1層 10YR3/2 黒褐色土  パミス極微量,ローム粒極微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第3層 10YR2/3 黒褐色土  ローム粒(φ1～2㎜)微量
Pit4
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)

微量
第2層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒極微量
第3層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
Pit5
第1層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒極微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒極微量,パミスブロック(φ20㎜)極微量,ローム粒極微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
Pit6
第1層 7.5YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒極微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,

焼土粒(φ1～5㎜)少量
第2層 7.5YR3/3 暗褐色土  パミス粒極微量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)多量,炭化物(φ10～20㎜)微量,

焼土粒(φ1～9㎜)少量,焼土ブロック(φ10～15㎜)少量
第3層 7.5YR4/4 褐色土  パミス粒極微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)中量
第4層 7.5YR4/6 褐色土  パミス粒極微量,炭化粒極微量,焼土粒(φ1～5㎜)少量
第5層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第6層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～

3㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)少量
第7層 7.5YR5/4 にぶい褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～

3㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)少量,焼土ブロック(φ10～70㎜)少量,焼土ブロック(φ100㎜)混入
Pit7
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒極微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒極微量
第3層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ15～20㎜)微量,ローム粒極微量
第4層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第5層 10YR6/6 明黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,ロームブロック(φ10～50㎜)中量
Pit8
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～

2㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)極微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)極多量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒極微

量,10YR3/2黒褐色土粒(φ1～3㎜)少量
第3層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,10YR2/2黒褐

色土粒(φ1～5㎜)微量
Pit9
第a層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)混入,ローム粒極微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼

土粒(φ1～5㎜)少量
Pit10
第1層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～

5㎜)少量,炭化物(φ10～15㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒極微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～

3㎜)少量,焼土粒極微量
第4層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒極微量
第5層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒極微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,炭化物(φ10～15㎜)少量,焼土粒

極微量
Pit11
第1層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～

9㎜)少量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,ローム粒極微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,ローム粒極微量,炭化粒極微量
第4層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒極微量,パミスブロック(φ20㎜)混入,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,10YR3/1黒褐色土ブロック

(φ25㎜)混入

7.200m 7.300m7.300m 7.300m 7.300m

7.300m 7.400m 7.400m 7.300m 7.400m

1
4 2

3

5
SK-01

1

234
壁溝a

1

2
Pit9

Pit8
3

Pit3

1 12

33
5

4

1

3
5 6

7

4

2

壁溝
P

P

1

1

粘土
壁溝 1

2
3

1

2 3
トレンチ 1

2

杭(新)

A B A B

A B

A BA BA B

A B A B A B A B

Pit10セクション Pit11セクション

Pit1エレベーション

Pit6セクション Pit7セクション Pit8・Pit9セクション

Pit2セクション Pit3セクション Pit4セクション Pit5セクション

Pit12
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)多量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,ロームブロック

(φ10㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)
第2層 10YR5/6 黄褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
Pit13
第1層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)多量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,ロームブロック

(φ10～20㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,
第2層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,10YR3/3暗褐色

土粒(φ1～3㎜)微量
Pit14
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)少量,炭化物(φ25㎜)混入,焼土

粒(φ1～5㎜)少量
第3層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒極微量
Pit15
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)少量
第2層 10YR6/6 明黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ20～30㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)微量
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SI-004カマド
第1層 7.5YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)少量,焼土ブロック(φ10㎜)少量
第2層 7.5YR2/3 極暗褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)微量,炭化物(φ15㎜)微量
第3層 7.5YR4/4 褐色土  パミス粒極微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第4層 7.5YR7/8 黄橙色土  火床面 パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第5層 5YR5/6 明赤褐色土 火床面 炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)極微量
第6層 5YR5/4 にぶい赤褐色土 焼土層 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)多量,焼土ブロック(φ10～

20㎜)中量
第7層 7.5YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)

少量,焼土ブロック(φ10～12㎜)微量
第8層 7.5YR5/4 にぶい褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)少量,10YR3/4暗褐色土ブロック(φ

10～12㎜)微量
第9層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ20～25㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～2㎜)

微量,To-a火山灰ブロック(φ10㎜)微量
カマドPit1
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量,ローム粒極微量,炭化粒(φ1～2㎜)少量,
                                焼土粒(φ1～2㎜)少量
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SI-005
第1層 10YR2/1 黒色土  ローム粒(φ3～9㎜)微量
第2層 10YR3/4 暗褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ20～40㎜)微量,炭化粒(φ3～5㎜)少量
第3層 10YR2/3 黒褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)中量,ロームブロック(φ15～30㎜)少量,炭化粒(φ3～5㎜)微量
第4層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)微量(壁溝)
第5層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量(壁溝)
第6層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～50㎜)多量,ロームブロック(φ60㎜)少量,
                                炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)微量(掘り方)
第7層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～70㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第8層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～25㎜)多量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第9層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量(貼床)
第10層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～50㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒
                                (φ1～2㎜)微量(貼床)
Pit7
第a層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)中量,ロームブロック(φ30㎜)微量,
                                炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量(壁溝)
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る。また、その撹乱に直交する形で検出した本遺構

の帰属扱いになっているＳＫ－０１と重複してお

り、本遺構よりも新しい可能性が高い。撹乱によっ

て破壊されているが、残存部は、不整長方形を呈し、

３７６．０×３０４．０×１３．０ｃｍを測る。主軸

方位はＮ－１２３°－Ｅである。ピットは竪穴内か

ら９基、カマド設置壁側の竪穴外から２基帰属扱い

として記録している。Ｐｉｔ８はカマド脇ピットに

相当し、Ｐｉｔ２・４～７・１０・１１が支柱穴と

して機能した可能性がある。壁溝は部分的に検出し

ている状況で、前述の支柱穴相当のピットに連結す

るような位置に掘り込みが行われている。堆積土は

削平のため残存が悪い状況であるが、掘り方を含め

１０層に分層している。床面直上から炭化物や焼土

を検出しており、床面直上で焼成が行われた可能

性がある。火山灰はメインセクションの土層注記に

は記録されていないが、図１－１８６に図示した上

層部分でＢ－Ｔｍ火山灰の堆積範囲が記録されてお

り、カマド脇ピットに相当するＰｉｔ８の第１・３

層からもＢ－Ｔｍ火山灰を検出している。Ｐｉｔ８

の底部直上に堆積した後に再堆積している状況であ

ることから、竪穴内で検出したＢ－Ｔｍ火山灰につ

いては再堆積の要素が強い。また、掘り方部分では

竪穴中央付近に壁と平行する溝跡を検出している。

Ｐｉｔ１とＰｉｔ４を結ぶ軸線上に位置することか

ら前段階の壁溝ないしは間仕切り溝としての機能が

想定される。カマドは南東２の位置から半地下式の

短煙道タイプを検出した。袖部幅９０．５ｃｍ、煙

道長１２．０ｃｍを測る。左袖にＫＣＬ－５の位置

から出土しＣ１２４に図示した籾殻が多量に入った

焼成粘土板を、右袖のＫＣＬ－３の位置から出土し、

Ｃ１２２に図示した土製支脚を芯材としており、袖

部を構築している。支脚はＫＣＬ－４の位置から出

土し、Ｃ１２３に図示した土製支脚を支脚としてい

る。出土遺物は前述の資料も含め７点図示したが、

Ｃ１１８・Ｃ１１９は床面出土の土師器椀で、Ｃ

１１８は口径１２．０ｃｍ、器高４．７ｃｍ、底径４．

６ｃｍ、器高指数３９．１、底径指数３８．３を測る。

体部下半に膨らみを持つタイプで、器壁が底部中央、

体部下半ともやや肉厚である。口縁部は体部下半か

ら伸ばし上げるように立ち上げている。Ｃ１１９は

口径１３．８ｃｍ、器高５．１ｃｍ、底径５．４ｃｍ、

器高指数３６．９、底径指数３９．１を測る。椀形の

外面体部に稜段を顕著に残すタイプで、体部下半か

ら膨らみを持ち、若干開き気味に伸ばし上げるよう

に立ち上げている。口唇部は先細りに意識した調整

を行っている。煮炊具は非ロクロでＣ１２０のよう

に口縁部と体部の最大径が近い資料のほかＣ１２１

のように肩部が張り体部上半に最大径があるタイプ

が認められる。調整手法が外面が縦方向、内面がヘ

ラ・指ナデとも横方向主体で、共通した調整手法で

あるが、Ｃ１２０のように口唇部直下までヘラが及

んでいる資料もあり、調整手法がルーズである。

ＳＩ－００６（図 1-185 ～ 190）

　調査区北西側から検出した。ＳＩ－００４・

００４ａと近接した位置から検出している。ＳＰ

－２７９と重複しており、本遺構の方が古い。平

面形は隅丸方形を呈し、３２３．０×２９２．０×

２６．０ｃｍを測る。主軸方位はＮ－１５８°－Ｗ

である。ピットはカマド設置壁側から４基検出して

いるが、柱穴として機能した可能性のあるピットは

Ｐｉｔ４のみで、主柱配置は不明である。また、西

側のＰｉｔ１・３の下からＳＫ－０１扱いの土坑を

検出している。堆積土は掘り方を含めて１３層に分

層し、掘り方充填の第１３層中にはＴｏ－ａ火山灰

が混入し、堆積土の最上層第１層中にＢ－Ｔｍ火山

灰が堆積するＴｏ－ａ降灰後構築、Ｂ－Ｔｍ火山灰

降灰前廃絶の竪穴建物に相当する。床面直上に第５

層が堆積した上に多量の炭化材が倒壊した状況で検

出した。床面はほとんど焼けておらず、堆積土上に

焼土層と炭化物の堆積層が認められるため、偶発的

な焼失ではなく、廃棄に伴う焼成の可能性がある。

また、カマド設置壁側から粘土が崩落した部分が検

出しており、カマド設置壁側は土壁であった可能性

がある。カマドは南２の位置から半地下式で、袖部

幅８２．０ｃｍ、煙道長５４．０ｃｍを測る。粘土に

よる構築で、前庭部が浅い土坑状に一段低くなって

いる。また、支脚として「支脚－１」の位置からＣ

１２８に図示した土製支脚が出土している。出土遺

物は前述の土製支脚を含め４点図示し、土器は煮炊

具のみで、カマド出土のＣ１２５・Ｃ１２６の甕の

うち非ロクロのＣ１２５は口径２１．６ｃｍを測る。

調整は外面が幅広の縦方向のヘラ削り、内面が縦方

向のハケメによる調整である。Ｃ１２６はロクロ系

の甕で口径２０．４ｃｍを測る。頸部の器壁に厚み

を持ち、口唇端部は先細りの形状で、端部の面取は

真ん中が凹んだ形状である。外面は縦方向のヘラ、

内面は横方向のヘラによる調整で、内面はほとんど

撫で消されている。竪穴覆土第３・４層出土の小甕

であるＣ１２７は口径１３．６ｃｍを測る。器形的

にはＣ１２５に類似したもので、調整も内外面とも

縦方向のヘラによる調整で、内面の一部はハケメ状

である。残存率の高い資料の出土が認められなかっ

たことから遺物についても廃棄主体であると考えら

れ、廃棄に伴う焼成である可能性を裏付けている。

　

２．土坑

ＳＫ－０１１（図 1-191）

　調査区北側で検出した。ＳＰ－０９４と重複して



SK-01
第1層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～25㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)微

量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量・(φ120㎜大)混入,ローム粒(φ1～3㎜)少量,
                               炭化粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)

少量
第4層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第5層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
Pit1
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1～2

㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,ローム粒(φ1～5㎜)少量
Pit2
第1層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ3～5㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
Pit3
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
Pit4
第1層 10YR5/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)中量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ3㎜)微量
Pit5
第a層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,ローム粒極微量,炭化粒極微量
第b層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
Pit6
第1層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第2層 10YR6/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ5～7㎜)少量,ロームブロック(φ25～30㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
Pit8
第1層 7.5YR4/2 灰褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～25㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,炭化物(φ10～15㎜)

少量,焼土粒(φ1～9㎜)少量,焼土ブロック(φ10～50㎜)中量,B-Tm火山灰(φ5～7㎜)少量
第2層 5YR3/3 暗赤褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)中量,B-Tm火山灰少量
第3層 10YR6/4 にぶい黄橙色土 B-Tm火山灰層
第4層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～25㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
Pit9
第1層 7.5YR4/2 灰褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)
                               少量
Pit10
第a層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～25㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
SI-005
第10層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～50㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～2㎜)

微量(貼床)
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SI-005カマド
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)混入,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第2層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第3層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)混入,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　 焼土ブロック(φ30㎜)混入,10YR2/2黒褐色土ブロック(φ10～20㎜)微量
第4層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第5層 5YR5/4 にぶい赤褐色土 炭化粒(φ1～3㎜)極微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量,焼土ブロック(φ80㎜)(φ40㎜)混入,7.5YR7/3にぶい

橙色粘土質粒(φ2～3㎜)微量(カマド構築材)
第6層 7.5YR4/3 褐色土  パミス粒極微量,パミスブロック(φ15㎜)混入,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量,焼土ブ

ロック(φ10㎜)微量
第7層 7.5YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ20㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)少

量,焼土ブロック(φ10～30㎜)微量(カマド構築材)
第8層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)

少量,焼土ブロック(φ10～15㎜)微量
第9層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)

微量
第10層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)微量
第11層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒極微量
第12層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)少量
第13層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 焼土粒(φ1～2㎜)極微量,10YR6/2灰黄褐色粘土質ブロック(φ10～12㎜)微量
第14層 10YR4/4 褐色土  パミス粒極微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)少量
第15層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量
第16層 5YR4/4 にぶい赤褐色土 火床面
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SI-006
第1層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,B-Tm火山灰中量混入(B-Tm火山灰層)
第2層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第3層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第4層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,炭化物
　　　　　　　　　　　　　　　　　(φ10～80㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)微量
第5層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,炭化物(φ10～50㎜)中量,焼土粒(φ1～5㎜)微

量(炭層)
第6層 7.5YR4/3 褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ3～9㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)中量
第7層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　　　　　(φ1～3㎜)微量
第8層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ20～30㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第9層 5YR4/4 にぶい赤褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,炭化物(φ10～20㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)少

量,7.5YR3/3暗褐色土少量混入(焼土層)
第10層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　　　　　(φ1～9㎜)中量
第11層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)中量,焼土粒(φ1～5㎜)少量

第13層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～50㎜)中量,ローム粒(φ1～9㎜)中量,ロームブ
ロック(φ10～60㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,To-a火山灰少量混入(貼床)

Pit2
第12層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,炭化物(φ10～15㎜)

少量,焼土粒(φ1～5㎜)少量
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Pit1
第1層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量(ロームブロック層)
第2層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,炭化物(φ10～50㎜)多量(炭化物層)
第4層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～60㎜)多量
第5層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第6層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
Pit3
第1層 7.5YR4/3 褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～6㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)

中量
第2層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
SK-01
第a層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～80㎜)中量,ローム粒(φ1～9㎜)多量,ロームブロック

(φ10～30㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第b層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)中量,ローム粒(φ1～9㎜)中量,ロームブロック

(φ10～60㎜)多量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第c層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)中量,ロームブロック

(φ10～60㎜)多量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
Pit4
第1層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)微量
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SI-006カマド
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)少量,B-Tm火山灰少量
第2層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ3～9㎜)

少量(粘土層)
第3層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)少量
　　　　　　　　　　　　　　　　　(粘土層)
第4層 7.5YR3/3暗褐色土と5YR4/4にぶい赤褐色土の混合土　パミス粒(φ2～5㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)中量,焼土粒(φ1～9㎜)中量
第5層 5YR4/3 にぶい赤褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)中量
第6層 5YR4/6 赤褐色 パミス粒(φ1～3㎜)極微量(焼土層)
第7層 7.5YR4/3 褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,炭化物(φ10～15㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土ブロック(φ10～20㎜)少量
第8層 5YR4/4 にぶい赤褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,10YR4/2灰黄褐色土少量混入(焼土層)
第9層 7.5YR4/3 褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～6㎜)中量
第10層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)少量
第11層 2.5YR4/6 赤褐色土 パミス粒(φ5～9㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量(焼土層)
第12層 7.5YR5/4 にぶい褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)中量
第13層 7.5YR6/6 橙色土 (ローム質)パミス粒(φ5～9㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量(粘土層)
第14層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ5～9㎜)微量,ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,炭化物(φ10～20㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～9㎜)中量
第15層7.5YR4/3 褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土ブロック(φ10～20㎜)少量
第16層 5YR4/4 にぶい赤褐色土 パミス粒(φ5～9㎜)微量(火床面)
第17層 5YR4/6 赤褐色土 (ローム質)パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)中量
第18層 7.5YR6/6 橙色土 (ローム質)パミス粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
撹乱 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)中量
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おり、本遺構の方が古い。平面形は不整楕円形を呈

し、１５７．０×１３６．０×３５．０ｃｍを測る。

断面形は鍋底形を呈し、垂直に近い形で若干開き気

味に立ち上がる。堆積土は５層に分層し、ブロック

主体の埋め戻しに伴う人為的堆積状況を呈する。

ＳＫ－０１２（図 1-191）

　調査区東側から検出した。削平のため基部のみの

検出で、ＳＰ－０９５と重複しており、堆積土の記

録上ではＳＰ－０９５の方が新しい。ドーナツ状の

不整円形で、１４１．０×１２４．０×６．０ｃｍを

測る。付近に同様に削平を受けたＳＫ－０２１を検

出しており、ＳＫ－０２１も本遺構と同様にドーナ

ツ状の形状を呈している。削平のためほとんど残存

していないが、残存部の断面形は凹凸が顕著で、堆

積土は１層のみ記録されている。

ＳＫ－０１３（図 1-191）

　調査区東側から検出した。ピットとして取り扱う

規模でもあるが、調査時の遺構番号優先で掲載し

た。平面形は不整円形を呈し、４９．０×４７．０×

１６．０ｃｍを測る。断面形は底面が若干傾斜し、

壁は垂直に近い形で立ち上がる部分と開き気味に立

ち上がる部分が見られる。堆積土は１層で、自然堆

積状況を呈する。

ＳＫ－０１４（図 1-191）

　調査区中央より東側から検出した。ＳＫ－０１３

同様比較的小型のピットの範疇にも収まる規模であ

るが、調査時の遺構番号優先で掲載した。平面形は

不整円形を呈し、７２．０×６６．０×１４．０ｃｍ

を測る。断面形は底面が若干凹凸があり、壁は垂直

に立ち上がる部分と段状に立ち上がる部分がある。

堆積土は２層に分層し、第１層は抜き取り等に伴う

掘削痕の可能性がある。

ＳＫ－０１５（図 1-191）

　調査区中央より東側から検出した。ＳＰ－１１８

と重複しており、本遺構の方が古い。平面形は不整

隅丸方形を呈し、２０３．０×１５３．０×１５．０

ｃｍを測る。断面形は凹凸が顕著で、壁は垂直に近

い形で立ち上がる部分と段状に緩やかに立ち上がる

部分が見られる。堆積土は２層に分層し、下層の第

２層は赤みが強い土で、流れ込みを含む自然堆積状

況を呈する。

ＳＫ－０１６（図 1-191）

　調査区北側で検出した。平面形は楕円形を呈し、

１８７．０×１８０．０×３７．０ｃｍを測る。底

面中央から小ピットを検出しており、２８．０×

２４．０×１７．０ｃｍを測る。断面形は袋状を呈

し、所謂フラスコ状土坑である。周辺にはＳＫ－

０１７・０１９など本遺構と同様の土坑が配置し、

さらに北側のＣ－１区の部分にもフラスコ状土坑が

配置している状況から斜面の落ち際にかけて群集し

ていたことが考えられる。本調査区内は削平が著し

い部分が多いため、残存状況が悪く、本遺構につい

ても下部のみの検出である。堆積土は５層に分層し、

崩落を含む自然堆積状況を呈する。覆土中から縄文

土器片や自然礫が出土しているが、砕片であるため

図示に至らなかった。

ＳＫ－０１７（図 1-191）

　調査区北側で検出した。平面形は不整楕円形を呈

し、２３７．０×１９３．０×７３．０ｃｍを測る。

また底面中央よりやや北側の地点から４５．０×

２３．０×２７．０ｃｍを測る小ピット１基を検出し

ている。断面形は袋状を呈し、本遺構も前述のＳＫ

－０１６同様フラスコ状土坑である。堆積土は１０

層に分層し、崩落が伴う自然堆積状況を呈する。覆

土中から出土した縄文土器体部片はＣ１２９に図示

した。

ＳＫ－０１８（図 1-192）

　調査区北側で検出した。削平のため下端のみ

の検出で、平面形は楕円形を呈し、１５７．０×

１４３．０×２３．０ｃｍを測る。壁は垂直に近い形

で立ち上がるが、近隣にＳＫ－０１６・０１９など

のフラスコ状土坑が検出されており、本遺構も削平

により底下端のみの形状であることから、フラスコ

状土坑の一部であった可能性がある。堆積土は２層

に分層しているが、第１層は削平後の二次的な堆積

土で、実質的には第２層がこの土坑の堆積土である。

ブロックが若干混入するが崩落の伴う自然堆積状況

を呈する。

ＳＫ－０１９（図 1-192）

　調査区北側で検出した。平面形は不整円形を呈し、

１４９．０×１４７．０×６６．０ｃｍを測る。断面

形は袋状を呈し、所謂フラスコ状土坑である。底面

部分の規模は１８３．０×１６８．０ｃｍを測る。堆

積土は６層に分層し、地山土主体の人為的埋め戻し

状況を呈する。

ＳＫ－０２０（図 1-192)

　調査区北側で検出した。削平されており、撹乱に

よって一部破壊されているが、記録された情報は、

平面形が不整楕円形を呈し、１５２．０×１３５．０

×２３．０ｃｍを測る。断面形は一部袋状を呈し、

フラスコ状土坑であるＳＫ－０１９が近接している



SK-011
第1層 10YR3/4 暗褐色土 ローム粒・ブロック(φ1～20㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒・ブロック(φ1～30㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量
第3層 10YR4/4 褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,ローム粒(φ1～9㎜)少量
第4層 10YR5/6 黄褐色土 ローム粒(φ1～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)少量
第5層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量
SP-094
第1層 10YR2/3 黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量
SK-012
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ1～9㎜)少量

SP-095
第1層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒・ブロック(φ1～20㎜)少量
第2層 10YR3/3暗褐色土と10YR5/8黄褐色土の混合土
SK-013
第1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ1～9㎜)微量
SK-014
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ1～9㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ10～30㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR3/4 暗褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)中量,
                   　　　　ロームブロック(φ10～40㎜)少量
SK-015
第1層 10YR2/1 黒色土 ローム粒(φ1～9㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,
                   　　　　ロームブロック(φ10～50㎜)微量
SK-016
第1層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～9mm)多量,
                          　　　　ロームブロック(φ15～50mm)少量
第2層 7.5YR4/6 褐色土 一部層状に10YR2/2黒褐色土混入
第3層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9mm)少量,
　　　　　　　　　                炭化粒(φ3～9mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　　　　　(φ3～5mm)微量
第4層 7.5YR5/4 にぶい褐色土　 粘土層
第5層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 ローム粒(φ5～9mm)微量

SK-017
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～9mm)少量,
     ロームブロック(φ15～30mm)微量,炭化粒(φ3～9mm)微量
第2層 10YR6/6 明黄褐色土 パミス粒(φ3～5mm)微量,
                     　　　　　　ロームブロック(φ100mm)層
　　　　　　　　　　　　　　　　　下部に混入
第3層 10YR3/4暗褐色土と10YR6/6明黄褐色土の混合土
                              　　炭化粒(φ3～5mm)微量
第4層 7.5YR6/4 にぶい橙色土 粘土層
第5層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ3～9mm)少量,
                                 ローム粒(φ3～9mm)少量,
                         　　　　ロームブロック(φ10～30mm)
                                 少量,炭化粒(φ3～9mm)少量
第6層 7.5YR7/6 橙色土 10YR3/2黒褐色土(φ50mm大)混入
第7層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ5～9mm)多量,
                　　　　　　　　　ロームブロック(φ50～90mm)
　　　　　　　　　　　　　　　　　一部層状に混入
第8層 7.5YR5/4 にぶい褐色土
第9層 10YR4/6 褐色土
第10層 10YR5/2 灰黄褐色土 粘土層
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SK-018
第1層 7.5YR5/6 明褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ15～20㎜)微量,炭化粒(φ3～5㎜)微量
SK-019
第1層 7.5YR5/6 明褐色土 ローム粒(φ30～50㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 ロームブロック(φ10～50㎜)中量,炭化粒(φ3～5㎜)少量
第3層 7.5YR4/6褐色土と10YR4/4褐色土の混合土
第4層 10YR5/8 黄褐色土
第5層 10YR3/4 暗褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ15～30㎜)少量
第6層 7.5YR4/4 褐色土
撹乱 　 10YR2/3 　黒褐色土
SK-020
第1層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ3～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック
                        (φ10～20㎜)微量,焼土粒(φ3～5mm)微量
第2層 10YR4/4 褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
SP-183
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量
SK-021
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土 ロームブロック(φ10～30㎜)中量
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ことから本遺構もフラスコ状土坑であった可能性が

ある。堆積土は２層に分層し、パミス粒混じりの自

然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０２１（図 1-192）

　調査区東側で検出した。ＳＫ－０１２と同様削平

を受けたドーナツ状のプランを確認しており、ＳＰ

－１８０と重複しており、ＳＰ－１８０の方が新し

い。また、直接の切り合い関係は認められないがＳ

Ｐ－１８３が本遺構中央に配置している。類似した

土が堆積しており、場合によっては帰属する可能性

があるが、詳細は不明である。検出部分は、不整楕

円形を呈し、１５３．０×１４２．０×１４．０ｃｍ

を測る。堆積土は２層検出し、ブロック混じりの人

為的堆積状況を呈する。

ＳＫ－０２２（図 1-193）

　調査区西側で検出した。平面形は不整隅丸方形を

呈し、１６９．０×１４６．０×１６．０ｃｍを測る。

断面形は凹凸があり、壁は開き気味に立ち上がる。

堆積土は６層に分層し、底面直上に堆積する第６層

は炭化物の混入層で、製炭土坑の可能性がある。そ

図 1-192　C-3 区 SK-2



SK-022
第1層 10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20

㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)
少量,焼土粒(φ1～2㎜)微量

第2層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒極微量,炭化粒(φ
1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量

第3層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ15㎜)混
入,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)少量,焼
土ブロック(φ10㎜)微量,鉄滓多量

第4層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15
㎜)極微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)
微量

第5層 10YR4/4 褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第6層 10YR1.7/1 黒色土 パミス粒極微量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,

炭化粒(φ1～8㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)微量

SK-023
第1層 10YR3/3暗褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土　パミス粒(φ1～9㎜)

中量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,
                               10YR2/1黒色土ブロック(φ40㎜)混入,ロ

ーム粒(φ1～5㎜)少量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 10YR5/4にぶい黄褐色のロームブロック

(φ10㎜)混入,パミス粒(φ1～3㎜)微量
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の上位には多量の鍛冶滓・羽口・炉壁などがまとまっ

て出土しており、鍛冶系の廃滓場である可能性があ

る。出土遺物は混入していた土師器椀の口縁部片を

図示した。口径１４．６ｃｍを測る。

ＳＫ－０２３（図 1-193）

　調査区中央からやや北西寄りの位置から検出

した。平面形は不整円形を呈し、１２４．０×

１１８．０×１９．０ｃｍを測る。断面形は一部崩落

のため変形しているが、円筒形を呈し、ほとんどの

部分が垂直に近い形で立ち上がる壁である。堆積土

は２層に分層し、埋め戻しに伴う人為的堆積状況を

呈する。

ＳＫ－０２４（図 1-194）

　調査区西側から検出した。平面形は不整長方形を

呈し、１９８．０×１４５．０×５１．０ｃｍを測る。

断面形は凹凸が顕著で、壁の一部が袋状に入り込む

部分も見られるが、ほとんどは垂直に近い形で立ち

上がり、壁上部の一部で開き気味に立ち上がる箇所

が見られる。堆積土は６層に分層し、一部壁の崩落

が伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０２５（図 1-194）

　調査区西側から検出した。平面形が不整楕円形

を呈する小規模な落ち込みで、７７．０×６８．０

×１０．０ｃｍを測る。類似した規模であるＳＫ－

０２６・０２８などが近接した位置に所在する。断

面形は凹凸が顕著で、壁は緩やかに立ち上がる。堆

積土は２層に分層し、ブロック混じりの人為的埋め

戻し状況を呈する。

ＳＫ－０２６（図 1-194）

　調査区西側から検出した。平面形は不整隅丸方形

を呈し、８６．０×７８．０×１６．０ｃｍを測る。

前述のとおりＳＫ－０２５・０２８などが近接し、

類似した規模である。堆積土は３層に分層したが、

ＳＫ－０２５と同質のブロック混じりの土が堆積し

ており、人為的堆積状況を呈する。

ＳＫ－０２７（図 1-194）

　調査区西側から検出した。平面形は不整楕円形を

呈し、１１３．０×９２．０×９．０ｃｍを測る。断

面形は凹凸があり、開き気味に立ち上がる形状であ

る。堆積土は２層に分層い、規模が若干大きいが近

接するＳＫ－０２５などと同様にブロック主体の人

為的埋め戻しに伴う堆積状況である。

ＳＫ－０２８（図 1-194）

　調査区西側から検出した。平面形は不整楕円形を

呈し、７２．０×６７．０×１３．０ｃｍを測る。断

面形は凹凸があり、壁は開き気味に立ち上がってい

る。堆積土は２層に分層し、前述のＳＫ－０２５等

と同様に人為的埋め戻しに伴う堆積状況である。

ＳＫ－０２９（図 1-194）

　調査区西側で検出した。削平のため掘り方と掘り

方充填部分のみを検出した。平面形は不整長方形を

呈し、１６６．０×１２３．０×（４．０）ｃｍを測る。

掘り方部分は凹凸が顕著で最大３３．０ｃｍの深さ

を持っている。堆積土は掘り方充填土のみ１層分を

検出しているが、パミスブロック混じりの土が充填

されている。隣接する位置にＳＫ－０３３が所在し、

本遺構と類似した形状であることから本遺構と関連

した可能性がある。上面から土器片が出土したが砕

片のため図示できなかった。

ＳＫ－０３０（図 1-194）

　調査区西側で検出した。平面形は小判形を呈し、

１０８．０×６３．０×９．０ｃｍを測る。底面は凹

凸が顕著で、壁は削平のため実質的には残存してい

ない。堆積土は２層に分層し、第２層はパミスブロッ

ク混じりの掘り方充填土に相当する。第１層から土

師器甕砕片が出土したが図示し得ていない。

ＳＫ－０３１（図 1-195）

　調査区西側で検出した。ＳＫ－０３２と重複して

おり、本遺構の方が新しい。平面形は長方形を呈し、

１２９．０×１０１．０×３８．０ｃｍを測る。底面

は凹凸があり、壁は垂直に近い形で立ち上がる。堆

積土は５層に分層し、第５層は掘り方充填土である。

覆土は第１～４層が相当し、流れ込みを含む自然堆

積状況を呈する。土師器砕片等が出土しているが、

図示し得るものはなかった。

ＳＫ－０３２（図 1-195）

　調査区西側で検出した。ＳＫ－０３１と重複して

おり、本遺構の方が古い。また、本遺構帰属のＰ

ｉｔ１としたピットについても本遺構を切る形で

構築されており、本遺構には帰属せず、本遺構の

方が古い。平面形は三角形状を呈し、１９１．０×

１５８．０×６．０ｃｍを測る。削平のため壁はほと

んど残存していない。堆積土は１層に分層しＴｏ－

ａ火山灰混じりの焼土・炭化物堆積層である。底面

が赤化し、製炭土坑より温度が高い焼成坑の可能性

がある。近隣にはロクロピットを持つＳＩ－００４

があり、本遺構が焼成に関連した可能性がある。

ＳＫ－０３３（図 1-196・197）

　調査区西側で検出した。平面形は長方形を呈し、



SK-024
第1層 10YR3/3 暗褐色土 　　パミス粒・ブロック(φ5～30㎜)少量
第2層 10YR3/3 暗褐色土 　　パミスブロック(φ10～30㎜)多量
第3層 10YR3/2 黒褐色土 　　パミス粒・ブロック(φ5～30㎜)少量
第4層 10YR3/3 暗褐色土 　　パミス粒・ブロック(φ5～50㎜)少量
第5層 10YR3/4 暗褐色土 　　パミスブロック(φ10～50㎜)中量
第6層 10YR7/6 明黄褐色土 　　ローム,パミスブロック(φ20～40㎜)

中量
SK-025
第1層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒・ブロック(φ5～20㎜)多量
第2層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒・ブロック(φ5～20㎜)少量
SK-026
第1層 10YR5/6 黄褐色土  パミス粒・ブロック(φ5～20㎜)多量
第2層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ2～5㎜)微量
第3層 10YR5/6 黄褐色土
SK-027
第1層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ5～9㎜)中量
第2層 10YR5/6 黄褐色土  パミスブロック(φ20～30㎜)多量
SK-028
第1層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ5～9㎜)少量
第2層 10YR5/6 黄褐色土  パミスブロック(φ20～30㎜)多量
SK-029
第1層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒・ブロック(φ5～20㎜)中量
SK-030
第1層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ2～9㎜)少量,焼土粒(φ2

～5㎜)微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒・ブロック(φ5～30㎜)中量
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SK-031
第1層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ5～9㎜)微量,炭化粒(φ5～9㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土  パミスブロック(φ10～30㎜)少量,炭化粒(φ2～5㎜)微量
第3層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ5～9㎜)微量,炭化粒(φ2～5㎜)微量
第4層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミスブロック(φ10～30㎜)中量
第5層 10YR6/4 にぶい黄橙色土 ロームブロック層
SK-032
第1層 10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)多量,焼土粒(φ1～5㎜)少量,
                         To-a火山灰微量
SK-032Pit1
第1層 10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒極微量,炭化粒極微量
第3層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,炭化粒極微量
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SK-033
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　 炭化粒極微量,To-a火山灰ブロック(φ15㎜)混入,ローム粒(φ1～3㎜)少量
第2層 7.5YR5/4 にぶい褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～9㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　 パミスブロック(φ10～20㎜)少量(焼土層)
第3層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第4層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ローム粒(φ1～9㎜)微量,10YR4/6褐色土粒(φ1～5㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10YR6/3にぶい黄橙色の粘土(φ60㎜),(φ100㎜)混入

Pit1
第1層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)少量
第2層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒極微量,ローム粒極微量,炭化粒極微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒極微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)少量
Pit3
第a層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～2㎜)少量,パミスブロック(φ10㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)少量,焼土粒極微量
第b層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
Pit4
第ア層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,10YR3/1黒褐色土ブロック(φ20㎜)混入(掘り方)
Pit5
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜),10YR3/1黒褐色土粒(φ1～3㎜)微量
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１８７．０×１２７．０×２０．０ｃｍを測る。ほぼ

全面に掘り方を有し、最大３４．０ｃｍの深さであ

る。断面形は垂直に近い形で立ち上がる部分と緩や

かに立ち上がる部分がある。掘り方の掘削痕以外で

壁際に小ピットを検出している。懸架材の設置痕の

可能性も残されるが詳細は不明である。堆積土は掘

り方充填土を含め４層に分層し、第２層が焼土混じ

りの堆積土である。遺物が多量出土しているが、廃

棄主体で、第１～３層にかけて出土している。遺物

の出土状況をみると第１～３層の埋没時間は短時間

であったことが考えられる。底面は赤化しておらず、

炭化・焼土粒の検出はあるものの、具体的に本遺構

で焼成が行われていた痕跡は認められず、焼土の伴

う部分の廃棄資料である可能性がある。その点で判

断すると隣接するＳＩ－００４はカマドが破壊され

構築材や支脚等の出土はなく、焼土も散逸した状況

での検出で、根元の第９層の部分ではＴｏ－ａ火山

灰がブロック状に混入しており、そこから派生した

状況であると本遺構の第１層に含まれるＴｏ－ａ火

山灰ブロックについても整合性がある。

　出土遺物は図上復元資料を含め４点図示した。Ｃ

１３１は第１層出土の黒色土器椀の口縁部資料で、

口径１５．０ｃｍを測る。器壁が肉厚で、内外面と

も黒色処理が行われており、外面のヘラミガキも体

部中半までと広めである。Ｃ１３２は第２層出土の

製塩土器の体部片で、円筒状を呈しており、内面は

剥落が顕著である。Ｃ１３３は第１～３層出土の図

上復元の非ロクロ土師器甕ないしは擦文土器で、口

径２８．６ｃｍ、器高（３７．０）ｃｍ、底径６．８

ｃｍを測る。内外面ともヘラミガキ主体の調整であ

るが、外面の頸部はハケメ調整で、その直下には横

方向のヘラミガキにより凹線気味の区画を作出して

いる。また外面口唇部は面取りがされ、沈線状になっ

ており、口唇部直下には補修孔と貼付の一部が残存

しており、装飾ないしは補修された口縁部である可

能性がある。本資料については若干調整手法が異な

るものの江渡遺跡のＳＩ－１１堆積土出土資料（青

市埋文報第 75 集図版 32-123）に類似したものであ

り、北方からの流入の要素というよりは、９世紀代

からの系譜を持つ元々在地にいた勢力の製作手法に

則った土器である。Ｃ１３４は土製支脚で、上部径

９．４ｃｍ、器高１４．５ｃｍ、下部径１０．４ｃｍ

を測る。輪積成形で、製作時の下部にあたる上部の

中央を凹ませており、円筒状に積み上げた成形であ

る。透かし部分の切り込みはＶ字状に刃物等鋭利な

工具を使用して作出しているが、左側が直立気味で、

右側がルーズな広がりを持った形状となっている。

ＳＫ－０３４（図 1-197）

　調査区西側で検出した。平面形は不整円形を呈し

１０５．０×１０５．０×２６．０ｃｍを測る。断面

形は鍋底形を呈し、一部袋状に入り込む部分がある。

堆積土は３層に分層し、流れ込みを含む自然堆積状

況を呈する。本遺構とほぼ同一標高（コンターライ

ン）上にＳＫ－０３５が近接しており、類似した規

模であることから関連した可能性がある。

ＳＫ－０３５（図 1-197）

　調査区西側で検出した。平面形は不整円形を呈し、

１０１．０×９６．０×３３．０ｃｍを測る。断面形

は袋状を呈し、所謂フラスコ状土坑である。堆積土

は４層に分層し、壁の崩落を含む自然堆積状況を呈

する。覆土中からＣ１３５・Ｃ１３６に図示した縄

文時代後期前葉の体部片が出土している。北側に分

布するＳＫ－０１９等のフラスコ状土坑とは時期が

異なり、規模についても本遺構の方が小型である。

ＳＫ－０３６（図 1-197）

　調査区南西側で検出した。平面形は不整楕円形を

呈し、１３８．０×１１７．０×５４．０ｃｍを測る。

底面は東側が一段凹んだ形状で、壁は直立気味に立

ち上がる。堆積土は４層に分層し、パミスブロック

混じりの流れ込みによる自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０３７（図 1-197）

　調査区南西側で検出した。平面形は不整円形を呈

し、８６．０×８５．０×１９．０ｃｍを測る。断面

形は袋状を呈し、所謂フラスコ状土坑である。堆積

土は２層に分層し、自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０３８（図 1-197）

　調査区南西側で検出した。平面形は不整楕円形を呈し、

１４４．０×１０７．０×１６．０ｃｍを測る。断面形は

鍋底形を呈し、垂直に近い形で若干開きながら立ち上が

る。堆積土は３層に分層し、自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０３９（図 1-197）　

　調査区北西側で検出した。ＳＰ－２８６と重複し

ており、本遺構の方が古い。平面形は長方形を呈し、

１３７．０×６４．０×１４．０ｃｍを測る。断面形

は箱形を呈しており、壁は直立気味に立ち上がって

いる。堆積土は２層に分層し、ブロック混じりの埋

め戻しに伴う人為堆積状況を呈する。

ＳＫ－０４０（図 1-197）

　調査区北西側で検出した。撹乱に破壊されてお

り、（楕円形）を呈したものと思われるが、詳細は

不明である。残存部の規模は（６３．０）×７２．０

×１１．０ｃｍを測る。堆積土は２層に分層し、第

２層は掘り方充填土の可能性がある。



SK-034
第1層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量
第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量
第3層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,10YR4/2灰黄褐色土中量
SK-035
第1層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量
第3層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量
第4層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)中量
SK-036
第1層 10YR2/2黒褐色土と10YR3/1黒褐色土の混合土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極

微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量
第3層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量
第4層 10YR5/4 黄褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)多量
SK-037
第1層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量
SK-038
第1層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量
SK-039
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
SK-040
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～50㎜)多量
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SX-003
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)多量
第2層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭化粒

(φ3～5㎜)微量,焼土粒(φ3～5㎜)
微量

SX-003Pit1
第1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
SX-003Pit2
第1層 10YR2/1 黒色土 ローム粒(φ3㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SX-003Pit3
第1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SX-003Pit4
第1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量
SX-003Pit5
第1層 10YR1.7/1 黒色土 
第2層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SX-003Pit6
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量
SX-003Pit7
第1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
SX-003Pit8
第1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SX-003Pit9
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量
SX-003Pit10
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)少量
SX-003Pit11
第1層 10YR2/2 黒褐色土 
第2層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量
SX-003Pit12
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
SX-003Pit13
第1層 10YR2/1 黒色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,焼土粒

(φ3～5㎜)微量,To-a火山灰混入
第2層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ1～3㎜)微量
SX-003Pit14
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SN-001
第1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭化粒

(φ3～5㎜)微量,焼土粒(φ3～5㎜)
微量(SX-003第2層と同じ)

第2層 10YR2/1 黒色土 B-Tm火山灰混入(10YR5/6黄褐色土)
第3層 10YR2/1 黒色土 焼土粒(φ3㎜)微量
第4層 10YR2/2 黒褐色土 SX-003床面と同じ
第5層 10YR2/1 黒色土 焼土粒(φ3～9㎜)中量,焼土(φ10

～50㎜)少量,炭化粒(φ5～9㎜)微
量,B-Tm火山灰10YR5/6黄褐色土,層
上部に有

第6層 7.5YR3/3 暗褐色土 焼土粒(φ3～9㎜)微量
第7層 10YR2/3 黒褐色土 焼土(φ10～50㎜)微量
第8層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第9層 7.5YR4/2 灰褐色土 焼土粒(φ3～5mm)少量
第10層 10YR2/1 黒色土 炭化粒(φ5～9㎜)微量,焼土粒(φ3

～9㎜)少量
第11層 10YR2/2 黒褐色土 焼土粒(φ3～5㎜)微量
第12層 5YR5/6 明赤褐色土
第13層 5YR3/6 暗褐色土
第14層 5YR2/4 極暗褐色土 焼土粒(φ5～9㎜)微量
第15層 10YR3/4 暗褐色土 焼土(φ10～15㎜)微量
第16層 7.5YR3/4 暗褐色土
第17層 7.5YR5/4 にぶい褐色土 炭化粒(φ3～5㎜)極微量
第18層 10YR2/1黒色土と7.5YR3/4暗褐色土の混合土
第19層 10YR1.7/1 黒色土 焼土粒(φ3㎜)微量
第20層 5YR4/6赤褐色土と7.5YR4/4褐色土の混合土
第21層 10YR1.7/1黒色土と5YR4/8赤褐色土の混合土
第22層 10YR2/1 黒色土
第23層 10YR1.7/1 黒色土 鉄(φ5～9㎜)少量
第24層 10YR2/1 黒色土 焼土粒(φ3～5㎜)少量
第25層 10YR2/1 黒色土 焼土粒(φ3～5㎜)中量,鉄(φ5～9

㎜)少量
第26層 7.5YR2/3 極暗褐色土 ロームブロック(φ3～5㎜)微量
第27層 7.5YR3/4 暗褐色土
第28層 10YR2/1 黒色土 炭化粒(φ3～5㎜)微量,焼土粒(φ5

～9㎜)微量
第29層 7.5YR6/6 橙色土 粘土層
第30層 10YR2/1黒色土と10YR2/3黒褐色土の混合土
   ローム粒(φ10～50㎜)少量,炭化物

(φ10㎜)少量,焼土粒(φ5～9㎜)少
量,焼土(φ10～20㎜)微量

SP-246
第①層 10YR2/1 黒色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
第②層 10YR3/3 暗褐色土
SN-001Pit1
第1層 10YR2/2 黒褐色土 炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土

粒(φ3㎜)微量
SN-002
第①層 7.5YR2/2 黒褐色土 炭化粒(φ5～9㎜)微量,焼土

粒(φ3～9㎜)少量,焼土(φ15
～20㎜)微量

第②層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量,焼
土粒(φ3～9㎜)微量

第③層 5YR4/6 赤褐色土 炉壁(φ20～150㎜)少量,層下
層に明黄褐色土(10YR7/6)(φ
10～20㎜)混入

第④層 10YR2/1 黒色土 鉄(φ5～20㎜)中量,炉
第⑤層 5YR3/4 暗赤褐色土 鉄(φ10～20㎜)少量,流出溝
第⑥層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,炭

化粒(φ3～5㎜)微量
第⑦層 5YR3/6 暗赤褐色土 炭化粒(φ3～5㎜)微量,-流出

溝による被熱を受けている
第⑧層 5YR5/6 明黄褐色土 固くしまる,やや被熱を受け

ている
第⑨層 7.5YR5/6 明褐色土 被熱弱
第⑩層 10YR3/4 暗褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭

化粒(φ3～5㎜)微量
第⑪層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,炭

化粒(φ3～5㎜)微量
第⑫層 7.5YR2/3 極暗褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)少量
第⑬層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)多量,ロ

ームブロック(φ15～40㎜)中
量,炭化粒(φ5～9㎜)少量,焼
土(φ10～30㎜)少量

第⑭層 7.5YR2/3 極暗褐色土 焼土粒(φ3～5㎜)微量
第⑮層 10YR3/3 暗褐色土 ロームブロック(φ10～20㎜)

微量,炭化粒(φ3～9㎜)少量,
                                  焼土粒(φ5～9㎜)少量
SN-003①
第1層 10YR3/2 黒褐色土 炭化粒(φ3～5㎜)微量,焼土

粒(φ3～5㎜)微量
第2層 5YR3/4 暗赤褐色土 炭化粒(φ5～9㎜)微量,焼土

粒(φ5～9㎜)少量,焼土(φ20
～30㎜)少量

第3層 10YR2/3 黒褐色土 炭化粒(φ5～9㎜)少量,焼土
粒(φ5～9㎜)少量,焼土(φ15
～20㎜)少量

第4層 7.5YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量,焼
土粒(φ5～9㎜)中量,-炉床

第5層 10YR3/4 暗褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量- 
粘土範囲

第6層 7.5YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロ
ームブロック(φ15～20㎜)微
量,炭化粒(φ3～5mm)微量,焼
土粒(φ3～9mm)微量-被熱範
囲

第7層 10YR1.7/1 黒色土 炭化粒(φ3～9㎜)少量,焼土
粒(φ3～9㎜)少量,焼土(φ20
～30㎜)微量-炉床下黒土

SN-003②
第8層 10YR2/3 黒色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第9層 10YR2/2 黒褐色土 鉄(φ20～50㎜)微量-炉
第10層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,焼

土粒(φ3～5㎜)微量,層上位
一部還元化している

第11層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭
化粒(φ3～5㎜)微量

第12層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,炭
化粒(φ3～5㎜)微量

SP-299
第a層 10YR2/1 黒色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量,焼

土粒(φ3～5㎜)少量
第b層 10YR3/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,焼

土粒(φ3～5㎜)微量
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３．鉄生産関連炉

ＳＮ－００１（図 1-198 ～ 200）

　調査区東側で検出した。ＳＰ－２４６と重複し、

本遺構の方が古い。斜面の落ち際に前庭部を斜面下

方にして作られており、主軸方位はＮ－８４°－Ｗ

である。右手（北）側部分が撹乱により破壊されて

いるが、構造は半地下式竪形炉で、長さ２０１．０

ｃｍ、幅１４０．０ｃｍ、深さ３６．０ｃｍを測る。

前庭部側は掘り方を有し、深さ４６．０ｃｍを測る。

堆積土は３０層に分層し、炉廃絶後の上面は自然堆

積状況を呈している。上面の堆積土に相当する第２・

５層からＢ－Ｔｍ火山灰を検出している。出土した

鉄滓は製錬滓主体である。

ＳＮ－００２（図 1-198・201）

　調査区東側で検出した。ＳＮ－００３①・ＳＰ－

２９９と重複しており、本遺構の方が古い。また約

１．８ｍ南側にはＳＮ－００１が所在する。ＳＮ－

００１と同様に斜面の落ち際に前庭部を斜面下方に

して作られており、主軸方位はＮ－９２°－Ｗであ

る。前庭部の一部が撹乱によって破壊されている

ため全体形は不明であるが、残存部の規模は長さ

（１２４．０）ｃｍ、幅１２２．０ｃｍ、深さ２４．０

ｃｍを測る。前庭部は掘り方があり、掘り方の深さ

は４６．０ｃｍを測る。堆積土は１５層に分層し、

炉体の破壊後そのまま放置された状況で、上面がＳ

Ｎ－００３①に利用されている状況である。ＳＮ－

００１に比べると操業回数が少ない状況である。堆

積土中から火山灰の検出はなく、出土した鉄滓は製

錬滓主体であるが、隣接するＳＮ－００３①・②の

影響による鍛冶滓の混入がある。

図 1-199　C-3 区 SN-2
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ＳＮ－００３①・②（図 1-198・202）

　調査区東側で検出した。精査当初はＳＮ－００３

単独で取り扱われていたが、土層確認時に２基に

分かれることが判明し、「①」と「②」を付し精査

されている。なお、出土した鉄滓の一部はＳＮ－

００３で取り上げられているものもある。南側の楕

円形状のプランのＳＮ－００３①と北側の長方形

のプランの西側に円形の鍛冶炉が付属したＳＮ－

００３②がある。ＳＮ－００３①は南側でＳＮ－

００２、北側でＳＮ－００３②と重複しており、Ｓ

Ｎ－００３①がいずれの遺構よりも新しい。また、

ＳＰ－２９９と重複しており、撹乱の影響があるが、

ＳＮ－００３①の方が古い。

　ＳＮ－００３①は不整楕円形を呈し、２００．０

×１４３．０×７．０ｃｍを測る。一部で掘り方を有

し、掘り方の深さは１７．０ｃｍを測る。斜面上方

の西側５０．０×４０．０ｃｍの範囲が炭化物混じり

の黒化した被熱部分となっており、鍛冶炉として機

能していた場合この部分が炉体部となる。なお、斜

面下方に向け焼土が広がった状況で検出しているこ

とから廃棄に際し、破壊が伴い斜面下方に流れ込ん

でいる状況である。堆積土は７層に分層している。

図 1-201　C-3 区 SN-4
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SN-004
第1層 10YR2/2黒褐色土と10YR1.7/1黒色土の混合土　ローム粒(φ1～5㎜)微量
第2層 7.5YR5/4 にぶい褐色土　粘土層
第3層 10YR1.7/1 黒色土 　　ローム粒(φ3～9㎜)微量
第4層 10YR5/2 灰黄褐色土
第5層 7.5YR4/6 褐色土
第6層 7.5YR2/3極暗褐色土と10YR4/4褐色土の混合土
第7層 5YR4/6 赤褐色土
第8層 10YR4/4 褐色土 　　ローム粒(φ3～9㎜)微量
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ＳＮ－００３②は長さ６８．０ｃｍ、幅１０２．０ｃ

ｍの長方形状の掘り込みの斜面上方の西側に、長さ

３２．０ｃｍ、幅２６．０ｃｍの不整楕円形の落ち込

みが組み合わさった鍛冶炉で、炉体は不整楕円形状

の部分が相当し、炭化物混じりの黒化した炉床の上

面には還元化した炉壁の一部が出土していた。遺物

は斜面下方に散乱した状況で出土しており、面的に

ＳＮ－００３①と混在した可能性が高い。堆積土は

ＳＮ－００３①と共通の第８～１２層５層分が本遺

構扱いで記録されている。

　ＳＮ－００３①・②双方が鍛冶炉とした場合、Ｓ

Ｎ－００３①とＳＮ－００２が重複関係にあり、Ｓ

Ｎ－００３①がＳＮ－００２より新しいことからＳ

Ｎ－００３①が炉として機能した際に製錬炉として

対応する炉跡はＳＮ－００１の可能性が最も高い取

り扱いとなる。その場合前段階のＳＮ－００２に対

応する鍛冶炉はＳＮ－００３②となる。また後述す

るＳＮ－００４とＳＮ－００３①は類似した軸線の

不整楕円形を呈する形状で同時併存の可能性があ

る。

ＳＮ－００４（図 1-198・203）

　調査区東側で検出した。ＳＮ－００１・００２・

００３①・②と近接した位置にあり、ＳＮ－００３

②の斜面下方に相当する。平面形は不整楕円形を呈

し、８１．０×６０．０×１６．０ｃｍを測る。また

斜面下方は掘り方を有し、深さ１８．０ｃｍを測る。

前述のとおりＳＮ－００３①と類似した軸線で、本

遺構は掘り方の部分に粘土が貼られ、斜面上方に相

当する西側の部分を炉体とし、焼成が行われている。

土層注記の記録が不十分であるが、記録写真を確認

すると炉床部は炭化物とともに一部還元化した土が

確認でき、周縁部の粘土は赤化していた。炉床部に

集中して鉄滓が出土しているが、出土した際は製錬・

鍛冶混在した状況であった。

４．溝状土坑（Ｔピット）

ＳＴＰ－００１（図 1-204）

　調査区東側で検出した。コンターラインに直交

する形で構築されている。平面形は溝状を呈し、

３２９．０×４８．０×８３．９０ｃｍを測る。断面

形は長軸方向が両端とも袋状に入り込む形状で、短

軸側は底部から直立気味に立ち上がり、上端の一部

で段を持つ部分があり、若干開き気味に立ち上がっ

ている。堆積土は３層に分層し、崩落が伴う自然堆

積状況を呈する。

ＳＴＰ－００２（図 1-204）

　調査区東側で検出した。コンターラインにほぼ直

交する形で構築されている。平面形は、溝状を呈し、

２８９．０×５３．０×６７．０ｃｍを測る。断面形

は長軸方向は袋状に入り込む形状で、短軸方向は垂

直に近い形で立ち上がっている。堆積土は１層で、

流れ込みの伴う自然堆積状況を呈する。

図 1-203　C-3 区 SN-6



STP-001
第1層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック(φ10～40㎜)少量
第3層 10YR2/1 黒褐土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
STP-002
第1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～9㎜)中量
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５．その他の遺構

ＳＸ－００３（図 1-198・205）

　調査区東側で検出したＳＮ－００１等の検出に伴

い、斜面下方で鉄滓が分布していた範囲をＳＸ－

００３とし、その部分に図１－２０５に図示した

５０ｃｍメッシュを配置して遺物の取り上げを行っ

た。掘り下げに伴い検出した土坑やピット状の落ち

込みについてはそのままＳＸ－００３帰属扱いのＰ

ｉｔとして精査されている。

　斜面は緩やかに東側に傾斜する地形で、ＳＸ－

００３の認定時以前にある程度の掘り下げが進行し

ていたため上面の堆積土が残存していない状況に

あった。ただ、ＳＮ－００１等に伴う鉄滓について

は掘り下げに伴い出土するものがほとんどで、撹

乱に伴い一部新しい時期の資料が混入した部分も認

められるが、廃棄層は記録した第２層に伴うもので

ある。鉄滓混入層除去後の面からＴｏ－ａ火山灰を

ブロック状に検出しており、Ｐｉｔ１３とした小判

形の土坑（１３０．０×８３．０×１８．０ｃｍ）の

第１層にもＴｏ－ａ火山灰のブロックが堆積してい

る。ＳＮ－００１にＢ－Ｔｍ火山灰が伴っている

ことからＴｏ－ａ火山灰降灰後～Ｂ－Ｔｍ火山灰降

灰前の期間に操業した可能性が高く、Ｃ－３区検出

の竪穴建物の継続時間内に土器生産と鉄生産が行

われていた可能性が高いものと判断できる。図示

した資料は２層に混入した陶器（Ｃ１３７）、石鏃

（Ｃ１３８）、土製碁石（Ｃ１３９）、寛永通寳（Ｃ

１４０）と混入した資料中心である。

ＳＸ－００４（図 1-206）

　調査区南西で検出した。溝状の流路状に図面が記

録されているが、沢地形の最も落ち込んだ自然地形

に相当する。調査区内での長さは１７．４ｍを測る。

南東側の斜面下方は凹みが広がった形状で、周辺に

は縄文時代後期のフラスコ状土坑なども点在してお

り、水場としての利用も考慮できるが、遺物がほと

んど伴っていない状況である。

ＳＸ－００６（図 1-205・207）

　調査区東側で検出した。ＳＰ－２４５と重複

し、本遺構が古い。平面形は不整楕円形を呈し、

７３．０×７０．０×７．０ｃｍを測る。壁は開き気

味に立ち上がっている。堆積土は１層に分層し、埋

め戻しの要因が強い。

ＳＸ－００７（図 1-205・207）

　調査区東側で検出した。平面形は不整形を呈し、

１３４．０×１０７．０×１９．０ｃｍを測る。断面

形は凹凸が顕著で壁は緩やかに立ち上がっている。

堆積土は１層に分層し、埋め戻しに伴う人為堆積状

況を呈する。

ＳＸ－００８（図 1-205・207）

　調査区東側で検出した。平面形は不整長方形

を呈し、１３３．０×８９．０×２４．０ｃｍを測

る。東側の底面にピット状の浅い落ち込みがあり、

４２．０×２５．０×６．０ｃｍを測る。壁は開き気

味に立ち上がっている。堆積土は１層に分層し、埋

図 1-204　C-3 区 STP
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図 1-205　C-3 区 SX-1



SX-004(沢)
第1層 10YR1.7/1 黒色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第2層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～2㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第3層 10YR4/1 褐灰色土  ローム粒(φ1～5㎜)微量
第4層 10YR5/2 暗灰褐色土
第5層 2.5YR5/2 暗灰色土(灰質土)
第6層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒

(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ3～5㎜)極微量

5.700m

1 1
2

3

5
2

34
6

土壌サンプル位置
サンプル①

サンプル②

サンプル③サンプル④

サンプル⑤

6

A B
SX-004(沢)セクション

A B

SX-004(沢)

0 2m

0 2m

Ⅳ -3

C-3 区

─ 232 ─

石江遺跡群発掘調査報告書Ⅵ　第 1分冊　高間 (1) 遺跡本文・図版編 1

図 1-206　C-3 区 SX-2



SX-006
第A層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)多量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～2㎜)

極微量
SP-245
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～18㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
SX-007
第1層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～120㎜)多量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～2㎜)

極微量
SX-008
第1層 10YR3/3 暗褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～170㎜)多量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)

極微量
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め戻しに伴う人為堆積状況を呈する。

６．ピット（図 1-208 ～ 228）

　調査区内から２００基検出した。ＳＰの略号が付

された資料以外に別遺構の帰属扱いで記録された

ピットも存在する。図１－２２３の「Ｈ」で図示し

た地点のピット群は調査前に建っていた住宅の地割

と合致する。その他のピットについては一部列を成

すものも見られるが、建物跡や柵列として認定した

資料はない状況である。個別の規模等に関する情報

は遺構観察表に一括して掲載した。

７．遺構外出土遺物（図 1-229）

　６点図示した。Ｃ１４１は縄文時代前期の円筒下

層式の体部資料で、地文は単軸絡条体１類で、胎土

中に繊維の混入痕が見られる。内外面とも黒斑が見

られる。Ｃ１４２は白磁碗で高台径５．６ｃｍを測

る。高台部は削り出しで、内外面の釉は非常に薄

く、内面見込部分にはトチン目が二箇所残存してい

る。Ｃ１４３は陶器の甕で外面はカキメによる調整

で、褐釉が垂れかけられている。Ｃ１４４は図１－

１７０の遺構外Ｓ－１、Ｃ１４５は遺構外Ｓ－２出

土の石鏃で、石質はいずれも珪質頁岩である。また、

Ｃ１４６は撹乱から出土した寛永通寳である。

図 1-207　C-3 区 SX-3
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0 2m

SP-186b
第1層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量
SP-201
第1層 10YR2/1 黒色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)中量
SP-203
第1層 10YR3/1 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)微量
SP-221
第1層 10YR2/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)微量,10YR4/2灰黄褐色土のローム粒(φ9～10㎜)少量
SP-229
第1層 10YR2/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
第2層 10YR3/1 黒褐色土 　　　パミス粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
SP-234
第1層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)微量
第3層 10YR6/6 明黄褐色土 パミス層
SP-235
第1層 10YR2/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SP-236
第1層 10YR3/2 黒褐色土 　　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第2層 10YR4/1 褐灰色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量
第3層 10YR3/1 黒褐色土 　　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量
SP-239
第1層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量
第2層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
SP-253
第1層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)少量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SP-254
第1層 10YR3/1 黒褐色土 　　ローム粒(φ1～5㎜)少量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 　　炭化粒(φ1～3㎜)微量 (砂質土)
SP-255
第1層 10YR2/1 黒色土 　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ5～9㎜)少量
第2層 10YR3/2 黒褐色土 　　　パミス粒(φ1～3㎜)中量,ローム粒(φ1～9㎜)少量
SP-272
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-278
第1層 10YR3/3 暗褐色土 　　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-293
第1層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～12㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)極微量
第2層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)極微量,パミスブロック(φ10～12㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
SP-295
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
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0 2m

SP-193
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3

㎜)少量,焼土粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2

㎜)極微量
SP-194
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2

㎜)少量,To-a火山灰微量混入
第2層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)少量
SP-195
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1

～2㎜)微量
第2層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
SP-196
第1層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量
SP-197
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2

㎜)微量
第2層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
SP-216
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,炭化粒極微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒極微量
第3層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
SP-217
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)

微量
第2層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～25㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)中量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3

㎜)少量
SP-218
第1層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR6/6 明黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR6/8 明黄褐色土 パミス粒極微量,ローム粒(φ1～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)少量
SP-219
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)

微量
第2層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
SP-220
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2

㎜)少量
SP-264
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,To-a火山灰少量混

入
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SP-270
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
SP-286
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-291
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～25㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
SP-292
第1層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～2㎜),ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒極微量

7.400m 7.400m 7.400m 7.300m7.300m

7.300m

7.400m

7.400m 7.300m7.300m 7.300m

7.300m 7.300m

7.300m

7.300m

1
2
3

1
2

1

212

3

1
2

1
2

1

2
3

S
3 S

1
2

3

11
2

3
木

11
2

SP-217 SP-216

1
2

3
1 2

12

1

SK-039

撹乱

SP-286
2

SP-194セクション SP-195セクション SP-196セクション SP-197セクションSP-193セクション

SP-270セクション

SP-216・217セクション

SP-218セクション SP-219セクション SP-220セクション SP-281エレベーション

SP-291セクション SP-292セクション

SP-264セクション

SP-286セクション

A B A B A B A BA B

A B

A B

A B A B A B A B

A B A B

A B

A B

A

Ⅳ -3

C-3 区

─ 237 ─

第Ⅳ章　Ｃ区

図 1-211　C-3 区 SP-4



0 2m

B

撹乱

撹乱

SI-006

SP-269

SP-268

SP-267

SP-266

SP-265

SP-210

SP-209

SP-261

SP-277

SP-284

SP-285

SP-282
SP-283

SP-262
SP-263

SP-275

SP-279

A B

A

B

A
B

A
B

A
B

A
B

A

B

A

B

A B

A

B

A

B

A
B

A

B

A B

AB

Ⅳ -3

C-3 区

─ 238 ─

石江遺跡群発掘調査報告書Ⅵ　第 1分冊　高間 (1) 遺跡本文・図版編 1

図 1-212　C-3 区 SP-5



0 2m

SP-209
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)微量
第3層 10YR5/4 にぶい黄褐色土
SP-210
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,ローム粒(φ1～9㎜)中量,ロームブロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒(φ1～3

㎜)微量
SP-261
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)微量
第2層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)多量
SP-262
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-263
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SP-265
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)微量
SP-266
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-267
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒(φ1～2

㎜)微量
SP-268
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SP-269
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,To-a火山灰微量混入
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-275
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第2層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量
SP-277
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ2～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
SP-279
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～6㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,To-a火山灰極微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-282
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量,To-a火山灰微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-283
第a層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ8～9㎜)微量,To-a火山灰微量
SP-284
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,To-a火山灰微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ロームブロック(φ10～40㎜)多量,To-a火山灰微量
SP-285
第a層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)微量,To-a火山灰微量
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0 2mSP-187
第1層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ1～9㎜)中量
SP-188
第1層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量
SP-189
第1層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)中量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量
SP-190
第1層 10YR2/2 黒褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)少量
第2層 10YR5/6 黄褐色土
SP-191
第1層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ3～9㎜)少量
第2層 10YR3/3 暗褐色土  ロームブロック(φ10～30㎜)多量
SP-192
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第2層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR3/2 黒褐色土  ローム粒極微量
SP-198
第1層 10YR4/4 褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～

2㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)微量
SP-199
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～

5㎜)微量
第2層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒極微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒極微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第4層 10YR3/3 暗褐色土  ローム粒(φ1～2㎜)少量
SP-200
第1層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～

3㎜)微量
SP-211
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)

極微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第3層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第4層 10YR3/1 黒褐色土  ローム粒(φ1～2㎜)少量
SP-212
第1層 10YR5/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～

2㎜)微量
SP-213
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～

3㎜)微量
第2層 10YR4/6 褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～12㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
SP-214
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第3層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
SP-215
第a層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～

2㎜)微量
第b層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第c層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
SP-276
第1層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量
第2層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量
SP-287
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-288
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SP-289
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-290
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SP-294
第1層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
SP-297
第1層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
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0 2m

SP-258
第1層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量
SP-259
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)中量
第2層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第3層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SP-271
第A層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
第B層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ20㎜大)混入
SP-260
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SP-274
第1層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)少量,ロームブロック(φ20㎜大)混入

SP-204
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-205
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量
SP-206
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
SP-207
第a層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-208
第1層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量
SP-273
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ3㎜)極微量
第2層 10YR3/4 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量
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SP-251
第1層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ30㎜大)混入,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
SP-252
第1層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)中量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
SP-256
第1層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第3層 10YR3/3 暗褐色土  パミス粒(φ1～9㎜)中量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ3㎜)極微量
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G

SP-202
第1層 10YR3/1 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～2㎜)微量
SP-222
第1層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ5～9㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量
第2層 2.5YR2/1 黒色土 ローム粒(φ1～2㎜)微量
SP-223
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ20㎜大)混入,ローム粒(φ1～2㎜)微量
SP-224
第1層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)微量
第2層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～9㎜)少量
SP-225
第1層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量
SP-226
第1層 10YR3/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ20㎜大)混入,ローム粒(φ1～3㎜)少量
SP-227
第1層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量
SP-228
第1層 10YR2/3 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,10YR5/4にぶい黄褐色土のロームブロック(φ30㎜大)混入,焼土粒(φ1～2㎜)

極微量
SP-230
第1層 10YR3/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
SP-231
第1層 10YR2/2 黒褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
SP-232
第1層　10YR3/3　暗褐色土　　　ローム粒(φ1～3㎜)微量,パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量
SP-233
第1層 10YR2/1 黒色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量
SP-237
第1層 10YR3/1 黒褐色土  パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ3㎜)極微量
SP-238
第1層 10YR4/1 褐色土  パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 パミス粒(φ1～3㎜)少量
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0 2m

SP-094
第1層 10YR2/3 黒褐色土　　ローム粒(φ1～9㎜)少量
SK-011
第1層 10YR3/4 暗褐色土 　ローム粒・ブロック(φ1～20㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土 　ローム粒・ブロック(φ1～30㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量
第3層 10YR4/4 褐色土 　パミス粒(φ1～9㎜)微量,ローム粒(φ1～9㎜)少量
第4層 10YR5/6 黄褐色土 　ローム粒(φ1～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)少量
第5層 10YR2/3 黒褐色土 　ローム粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量
SP-095
第1層 10YR3/3 暗褐色土 　ローム粒・ブロック(φ1～20㎜)少量
第2層 10YR3/3暗褐色土と10YR5/8黄褐色土の混合土
SK-012
第1層 10YR2/2 黒褐色土　　ローム粒(φ1～9㎜)少量
SP-096
第1層 10YR3/3 暗褐色土　　ローム粒(φ3～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)少量
SP-140
第1層 10YR2/2 　黒褐色土　　ロームブロック(φ10～50㎜)多量
SP-153
第1層 10YR2/2 　黒褐色土　　ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/2 　黒褐色土　　ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10㎜)中量
SP-180
第1層 10YR2/3 　黒褐色土　　ローム粒(φ3～9㎜)微量
第2層 10YR2/3黒褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土
SP-182
第1層 10YR2/2 　黒褐色土　　ローム粒(φ3～5㎜)少量,ロームブロック(φ10～50㎜)少量
第2層 10YR2/3 　黒褐色土　　ロームブロック(φ20～50㎜)少量
SP-183
第1層 10YR2/2 　黒褐色土　　ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量
SK-021
第1層 10YR2/2 　黒褐色土　　ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土　　ロームブロック(φ10～30㎜)中量
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H

0 2m

SP-097
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR5/4にぶい黄褐色土の混合土 ロームブロック(φ10㎜)微量
SP-098
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量
SP-099
第1層 10YR2/2黒褐色土と10YR5/8黄褐色土の混合土
SP-100
第1層 10YR2/1 黒色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-101
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
SP-102
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量
SP-103
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)少量
SP-104
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)微量
SP-105
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,パミス粒(φ3～5㎜)微量,
                                ロームブロック(φ10～30㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-106
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ロームブロック(φ10㎜)微量
第2層   10YR3/3　   暗褐色土
SP-107
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-108
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ10㎜)微量
SP-109
第1層 10YR2/2黒褐色土と10YR2/3黒褐色土の混合土　ローム粒(φ3～9㎜)微量
SP-110
第1層 10YR3/3 暗褐色土 ロームブロック(φ10㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)混入
第3層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～50㎜)微量
SP-111
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量
第2層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)少量,ロームブロック(φ20～30㎜)微量
SP-112
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量
SP-113
第1層 10YR2/2 黒褐色土
第2層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-114
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
SP-116
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量,炭化粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭化粒(φ3～9㎜)微量

SP-117
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～30㎜)混入
SP-118
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量

SP-119
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～40㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR6/6明黄褐色土の混合土
第3層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-120
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～30㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量
第3層 10YR2/3黒褐色土と10YR5/8黄褐色土の混合土
SP-121
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土
SP-122
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/3黒褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土
SP-123
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック(φ30㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR3/4暗褐色土の混合土 パミス粒(φ3～5㎜)微量
SP-124
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック(φ20㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR5/4にぶい黄褐色土の混合土
SP-125
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土　ロームブロック(φ10㎜)微量
SP-133
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック(φ20～30㎜)微量
SP-134
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック(φ10～40㎜)中量
SP-135
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ20～50㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR6/6明黄褐色土の混合土
SP-136
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量
SP-137
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量
SP-138
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-139
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ50㎜)微量
SP-141
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ローム粒(φ10～30㎜)微量
SP-142
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
SP-143
第1層 10YR2/2黒褐色土と10YR6/6明黄褐色土の混合土 ローム粒(φ3～5㎜)少量,
                                ロームブロック(φ20～50㎜)微量
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SP-144
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR6/6明黄褐色土の混合土
SP-145
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ20～30㎜)少量
SP-146
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3㎜)微量
SP-147
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3㎜)微量
SP-148
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-150
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ10㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量
SP-155
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
SP-156
第1層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ3～5㎜)微量,ローム粒(φ3㎜)微量,ロームブロック(φ10～30㎜)微量
SP-157
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-158
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック(φ20㎜)少量
SP-159
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3㎜)微量
SP-160
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
SP-161
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
SP-177
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土 パミス粒(φ10～30㎜)微量
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SP-115
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
第2層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量
SP-126
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～50㎜)微量
SP-127
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～40㎜)微量
SP-128
第1層 10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
SP-129
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～50㎜)中量
SP-130
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量
SP-131
第1層 10YR2/2黒褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土
SP-132
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-149
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-151
第1層 10YR2/2黒褐色土と10YR3/3暗褐色土の混合土　ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～40㎜)少量
第2層 10YR6/6 明黄褐色土
第3層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量
SP-154
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量
SP-162
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)微量
SP-163
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック(φ10～20㎜)微量
SP-165
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量
SP-166
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土
SP-167
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～40㎜)少量
第2層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)少量,ロームブロック(φ20～50㎜)中量
SP-169
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ50㎜)微量
SP-170
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック(φ10～40m)少量
SP-171
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック(φ10～20㎜)微量
SP-172
第1層 10YR3/3 暗褐色土 ロームブロック(φ20～100㎜)微量
SP-173
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック(φ10～20㎜)少量
SP-174
第1層 10YR2/1 黒色土 ロームブロック(φ10～15㎜)微量
第2層 10YR2/2黒褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土
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SP-181
第1層 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
SP-185
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量
SP-186a
第1層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ100㎜)層下部混入

SP-152
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量,
                 ロームブロック(φ10～20㎜)微量
SP-164
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-175
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)微量,
                 ロームブロック(φ10～20㎜)微量
SP-176
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,
                 ロームブロック(φ10～20㎜)微量
SP-178
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
SP-179
第1層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
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0 10cm

遺構外出土遺物

C146

C141

C142

C143

C144
C145

0 5cm ※C146はS=1/1

SP-241
第1層　10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ15㎜)微量,
                       炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,
                         炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第3層　10YR1.7/1 黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～35㎜)多量,
                         炭化粒(φ1～5㎜)少量
SP-242
第a層　10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～13㎜)中量,
                       炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)微量
SP-243
第1層　10YR2/1 黒色土 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第2層　10YR2/3 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)多量,
                        炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR2/2 黒褐色土パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SP-244
第1層　10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)微量
第2層　10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,
                           炭化粒(φ1～3㎜)微量
SP-245
第1層  10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～18㎜)中量,
                           炭化粒(φ1～5㎜)少量
SX-006
第A層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)多量,
                          炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量
SP-246
第①層 10YR2/1 黒色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量
第②層 10YR3/3 暗褐色土
SN-001
第1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭化粒(φ3～5㎜)微量,焼土粒(φ3～5㎜)
                        微量(SX-003第2層と同じ)
第2層 10YR2/1 黒色土　B-Tm火山灰混入(10YR5/6黄褐色土)
第3層 10YR2/1 黒色土　焼土粒(φ3㎜)微量
第4層 10YR2/2 黒褐色土 SX-003床面と同じ
第5層 10YR2/1 黒色土 焼土粒(φ3～9㎜)中量,焼土(φ10～50㎜)少量,炭化粒(φ5～9㎜)微量,
                      B-Tm火山灰10YR5/6黄褐色土,層上部に有
第6層 7.5YR3/3 暗褐色土 焼土粒(φ3～9㎜)微量
第7層 10YR2/3 黒褐色土　焼土(φ10～50㎜)微量
第8層 10YR2/2 黒褐色土　ローム粒(φ3～5㎜)微量
第9層 7.5YR4/2 灰褐色土 焼土粒(φ3～5mm)少量
第10層 10YR2/1 黒色土 炭化粒(φ5～9㎜)微量,焼土粒(φ3～9㎜)少量
第11層 10YR2/2 黒褐色土 焼土粒(φ3～5㎜)微量
第12層 5YR5/6 明赤褐色土
第13層 5YR3/6 暗褐色土
第14層 5YR2/4 極暗褐色土　　焼土粒(φ5～9㎜)微量
第15層 10YR3/4 暗褐色土 　　焼土(φ10～15㎜)微量
第16層 7.5YR3/4 暗褐色土
第17層 7.5YR5/4 にぶい褐色土 炭化粒(φ3～5㎜)極微量
第18層 10YR2/1黒色土と7.5YR3/4暗褐色土の混合土
第19層 10YR1.7/1 黒色土 焼土粒(φ3㎜)微量
第20層 5YR4/6赤褐色土と7.5YR4/4褐色土の混合土
第21層 10YR1.7/1黒色土と5YR4/8赤褐色土の混合土
第22層 10YR2/1 黒色土
第23層 10YR1.7/1 黒色土 鉄(φ5～9㎜)少量
第24層 10YR2/1 黒色土　焼土粒(φ3～5㎜)少量
第25層 10YR2/1 黒色土　焼土粒(φ3～5㎜)中量,鉄(φ5～9㎜)少量
第26層 7.5YR2/3 極暗褐色土 ロームブロック(φ3～5㎜)微量
第27層 7.5YR3/4 暗褐色土
第28層 10YR2/1 黒色土 炭化粒(φ3～5㎜)微量,焼土粒(φ5～9㎜)微量
第29層 7.5YR6/6 橙色土 粘土層
第30層 10YR2/1黒色土と10YR2/3黒褐色土の混合土 ローム粒(φ10～50㎜)少量,
          炭化物(φ10㎜)少量,焼土粒(φ5～9㎜)少量,焼土(φ10～20㎜)微量

SP-299
第a層 10YR2/1 黒色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量,焼土粒(φ3～5㎜)少量
第b層 10YR3/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,焼土粒(φ3～5㎜)微量
SN-002
第①層 7.5YR2/2 黒褐色土 炭化粒(φ5～9㎜)微量,焼土粒(φ3～9㎜)少量,焼土(φ15～20㎜)微量
第②層 10YR2/2 黒褐色土　ローム粒(φ3～9㎜)微量,焼土粒(φ3～9㎜)微量
第③層 5YR4/6  赤褐色土　炉壁(φ20～150㎜)少量,層下層に明黄褐色土(10YR7/6)(φ10～20㎜)混入
第④層 10YR2/1 黒色土　　鉄(φ5～20㎜)中量,炉
第⑤層 5YR3/4  暗赤褐色土　　鉄(φ10～20㎜)少量,流出溝
第⑥層 10YR1.7/1 黒色土　ローム粒(φ3～5㎜)微量,炭化粒(φ3～5㎜)微量
第⑦層 5YR3/6 暗赤褐色土 炭化粒(φ3～5㎜)微量,-流出溝による被熱を受けている
第⑧層 5YR5/6 明黄褐色土 固くしまる,やや被熱を受けている
第⑨層 7.5YR5/6 明褐色土 被熱弱
第⑩層 10YR3/4 暗褐色土　ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭化粒(φ3～5㎜)微量
第⑪層 10YR3/3 暗褐色土　ローム粒(φ3～5㎜)微量,炭化粒(φ3～5㎜)微量
第⑫層 7.5YR2/3 極暗褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)少量
第⑬層 10YR2/2  黒褐色土 　ローム粒(φ5～9㎜)多量,ロームブロック(φ15～40㎜)中量,
                            炭化粒(φ5～9㎜)少量,焼土(φ10～30㎜)少量
第⑭層 7.5YR2/3 極暗褐色土　　焼土粒(φ3～5㎜)微量
第⑮層 10YR3/3  暗褐色土　　　ロームブロック(φ10～20㎜)微量,炭化粒(φ3～9㎜)少量,
                                焼土粒(φ5～9㎜)少量
SN-003①
第1層 10YR3/2 黒褐色土 炭化粒(φ3～5㎜)微量,焼土粒(φ3～5㎜)微量
第2層 5YR3/4  暗赤褐色土 炭化粒(φ5～9㎜)微量,焼土粒(φ5～9㎜)少量,
                                        焼土(φ20～30㎜)少量
第3層 10YR2/3 黒褐色土 炭化粒(φ5～9㎜)少量,焼土粒(φ5～9㎜)少量,焼土(φ15～20㎜)少量
第4層 7.5YR2/2黒褐色土 ローム粒(φ5～9㎜)微量,焼土粒(φ5～9㎜)中量,-炉床
第5層 10YR3/4 暗褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量-粘土範囲
第6層 7.5YR2/3黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,ロームブロック(φ15～20㎜)微量,
                        炭化粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ3～9mm)微量-被熱範囲
第7層 10YR1.7/1 黒色土 炭化粒(φ3～9㎜)少量,焼土粒(φ3～9㎜)少量,焼土(φ20～30㎜)微量
                        -炉床下黒土
SN-003②
第8層 10YR2/3 黒色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量
第9層 10YR2/2 黒褐色土　鉄(φ20～50㎜)微量-炉
第10層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,焼土粒(φ3～5㎜)微量,
                         層上位一部酸化している
第11層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒(φ3～9㎜)少量,炭化粒(φ3～5㎜)微量
第12層 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒(φ3～5㎜)微量,炭化粒(φ3～5㎜)微量
SP-247
第1層 10YR1.7/1 黒色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～13㎜)中量
SP-248
第1層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,
                        炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)　微量
SP-249
第1層 10YR4/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～13㎜)少量,
                          炭化粒(φ1～5㎜)少量
SP-250
第1層 10YR2/2 黒褐色土 パミス粒(φ1～7㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
SP-298
第1層 10YR5/2 灰黄褐色土 パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)多量,
                          炭化粒(φ1～3㎜)少量
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図 1-229　C-3 区遺構外出土遺物
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基本層序
第Ⅰ層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒中量,パミスブロック(φ30㎜)少量
第Ⅱ層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒極微量
第Ⅲ層　10YR3/1　黒褐色土　パミス粒微量
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第４節　Ｃ－４区
１．土坑

ＳＫ－３０４（図 1-231）

　調査区北側で検出した。調査が小区画の境界に跨

り、それぞれの調査担当者が異なっていて、北側で

検出した本遺構の延長部に相当する南半分が飛ばさ

れていた。南側半分の情報が不明である。検出部分

の規模は（３０６．０）×４００．０×１９．０ｃｍ

を測る。遺構の掘り込みが浅く、立ち上がりが不明

瞭なのも欠測の原因であろう。平面形は（不整楕円

形）、断面形は皿形で、開き気味に立ち上がる形状

である。堆積土は１層に分層し、水の影響による流

れ込みを含む自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－３３８（図 1-232）

　調査区南西側で検出した。平面形は不整円形を呈

し、８３．０×７８．０×５４．０ｃｍを測る。断面

形は円筒形を呈し、壁は垂直に近い形で立ち上がる。

堆積土は９層に分層し、底面直上に黒色土が堆積し

た上に粘土が堆積し、底面となっており、その後流

れ込みを含む自然堆積でほとんどが埋まっており、

最上層の第１・２層は人為的な埋め戻しの土が伴っ

ている。

ＳＫ－３３９（図 1-232）

　調査区南西側で検出した。平面形は不整円形を呈

し、１４６．０×１４６．０×３６．０ｃｍを測る。

断面形は鍋底状を呈し、壁は垂直に近い形で立ち上

がる箇所と壁中段で角度を変え、開き気味に立ち上

がる部分が見られる。堆積土は１２層に分層し、自

然堆積で、一度埋没した後に中央を再掘削し、再堆

積した堆積状況を呈している。人為的要因が強い。

ＳＫ－３４０（図 1-232）

　調査区西側で検出した。一部隣接する新幹線調査

区（青市埋文報第９４集）内に入る部分があるが、

報告は本報告で一括して掲載した。平面形は不整楕

円形を呈し、１１８．０×１０３．０×３２．０ｃｍ

を測る。断面形は底面に凹凸があり、壁は垂直に近

い形で立ち上がる部分と開き気味に立ち上がる部分

が見られる。堆積土は５層に分層し、上面が耕作土

によって撹乱が生じているが、底面から流れ込みに

伴う自然堆積状況を呈している。

ＳＫ－３４１（図 1-232）

　調査区中央から西寄りの地点で検出した。平面

形は不整楕円形を呈し、１００．０×８４．０×

２６．０ｃｍを測る。断面形は底面に凹凸があり、

壁は揺るやかに立ち上がる部分と壁途中まで垂直に

近い形で立ち上がり、壁上部で角度を変え開き気味

に立ち上がる部分がある。堆積土は上面で調査前の

耕作の影響を受けている土層が確認できるが、それ

以外の部分について５層分層した。埋め戻しに伴う

人為堆積状況を呈する。

図 1-231　C-4 区 SK-1
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SK-338 SK-339 SK-340

SK-341

SK-342

SK-343

SK-338
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～8㎜)中量,ロームブロック(φ10～30㎜)少量,パミス粒(φ1～8㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　パミスブロック(φ10～30㎜)少量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)少量,パミス粒(φ1～5㎜)少量
第3層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)微量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3㎜)極微量,パミス粒(φ1～3㎜)極微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,パミス粒(φ1～3㎜)少量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)中量,パミス粒(φ1～3㎜)中量
第7層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)微量
第8層　10YR5/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,黒褐色土(10YR3/1)微量　パミス層
第9層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,パミス粒(φ1～3㎜)少量
SK-339
第1層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)微量
第2層　 10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ10～15㎜)極微量,パミス粒(φ1～5㎜)少量,
                           パミスブロック(φ10～15㎜)極微量
第3層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～3㎜)少量,パミス粒(φ1～3㎜)少量
第4層　 10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～8㎜)少量,ロームブロック(φ10～15㎜)極微量,パミス粒(φ1～8㎜)少量
第5層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,パミス粒(φ1～5㎜)中量
第6層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～8㎜)多量,パミス粒(φ1～8㎜)多量
第7層　 10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,パミス粒(φ1～5㎜)中量
第8層　 10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～3㎜)微量,パミス粒(φ1～3㎜)微量
第9層　 10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)微量,パミス粒(φ1～3㎜)微量
第10層　10YR3/2黒褐色土と10YR6/6明黄褐色ロームの混合土　パミス粒(φ1～3㎜)多量
第11層　10YR4/4　褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,パミス粒(φ1～5㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第12層　10YR4/4　褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック(φ10～15㎜)極微量
SK-340
第1層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)極微量
第5層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量
SK-341
第1層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第4層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ15～25㎜)微量
SK-342
第1層　 10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第2層　 10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第3層　 10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～9㎜)微量
第4層　 10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第5層　 10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第6層　 10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～9㎜)微量,パミスブロック(φ15～25㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第7層　 10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ15㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第8層　 10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量
第9層　 10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第10層　10YR4/4　褐色土　　パミスブロック(φ10～35㎜)中量
第11層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～9㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
SK-343
第1層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～4㎜)微量,パミスブロック(φ10～23㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～5㎜)極微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～5㎜)少量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～13㎜)極微量
第6層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～8㎜)中量,パミスブロック(φ10～17㎜)微量
第8層　10YR4/4　褐色土　　パミス層
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0 2m

STP-34

STP-34
第1層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第4層　10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第5層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ15～30㎜)微量
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ＳＫ－３４２（図 1-232）

　調査区北西側で検出した。平面形は不整円形を呈

し、８９．０×７９．０×７０．０ｃｍを測る断面形

は柱穴状に中央が凹んだ形で、掘り込みも北側に斜

め方向に入り込んだ掘り込みがなされている。壁は

垂直に近い形で立ち上がる。堆積土は１１層に分層

し、埋め戻しに伴う人為的堆積状況を呈する。

ＳＫ－３４３（図 1-232）

　調査区南側で検出した。平面形は不整円形を呈し、

１０１．０×８６．０×３２．０ｃｍを測る。断面形

は底面に凹凸があり、壁は開き気味に立ち上がる形

状である。堆積土は８層に分層し、ブロック主体の

埋め戻しに伴う人為堆積状況を呈する。

２．溝状土坑（Ｔピット）

ＳＴＰ－３４（図 1-233）

　調査区南東側で検出した。コンターラインに対し、

直交する形で配置している。平面形は溝状を呈し、

３９９．０×４４．０×８２．０ｃｍを測る。断面形

は長軸方向は両端とも袋状に入り込んでおり、短軸

側は垂直に近い形で立ち上がる部分と、壁中段まで

は垂直に近い形で立ち上がった上で、上段で角度を

変え開き気味に立ち上がる箇所が見られる。堆積土

は６層に分層しているが、底面側の第４～６層は周

辺からの地山土主体の崩落が伴う水平方向の自然堆

積状況であるが、中層より上面はやや角度が急な流

れ込みを含めた自然堆積状況を呈する。

　西端の中層の位置（第４層上面相当）からＣ

１４７として図示した深鉢形の土器が出土してい

る。口径１８．８ｃｍ、器高２２．８ｃｍ、底径８．

８ｃｍを測る。土師器の甕と同様の橙褐色気味の焼

成良好な資料で、底面は編代気味の圧痕が部分的に

確認できる。外面はヘラ状の工具による削り調整が

なされ、口縁部側は横方向のヘラケズリの後に体部

側からの縦方向のヘラケズリが重なっている状況で

ある。内面の斜め方向のヘラケズリによる調整で、

指ナデが加わっている。口唇端部は面取が平滑にさ

れており、縄文土器の深鉢的な調整となっている。

外面に煤状炭化物が体部上半～中半にかけて面的に

付着しており、内外底面には黒斑が観察される。

図 1-233　C-4 区 STP
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SP

SP-2165
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量
SP-2166
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ30㎜)
　　　　　　　　　　　　　極微量
SP-2167
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量
第2層　10YR4/4　　褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20㎜)微量
SP-2168
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック
                          (φ10～15㎜)微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～20㎜)極微量
SP-2169
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
SP-2170
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,
          　　　　　　　　暗褐色土(10YR3/3)ブロック(φ10～15㎜)少量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量

SP-2171
第1層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量
SP-2172
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
SP-2173
第1層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ40㎜)
　　　　　　　　　　　　極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
SP-2174
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～3㎜)極微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量
SP-2175
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～2㎜)極微量
SP-2176
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミスブロック(φ15～20㎜)微量
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図 1-234　C-4 区 SP
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第Ⅳ章　Ｃ区

３．ピット（図 1-234）

　調査区内から１２基検出した。ＳＰ－２１６５・

２１６６・２１６７・２１６８は同一軸線上に並ぶ

ピットであるが、小調査区ラインと比較してみてわ

かるように元々の地割に平行した軸線に並ぶピット

で、比較的新しい段階に帰属するものと考えられる。

その他のピットについては散発的な検出で、建物跡

や柵列として認定できるものはなかった。

　各ピットの計測情報等は遺構観察表に一括して掲

載した。

４．遺構外出土遺物（図 1-235）

　４点図示した。Ｃ１４８は羽状縄文が施された縄

文時代中期の円筒上層式の体部片で、内面は磨きが

精緻で煤が付着している。Ｃ１４９も細別は不明で

あるが縄文時代中期の体部資料で、ＬＲ縄文が施さ

れ、外面には煤付着が認められ、周辺が淡黒斑化し

ている。Ｃ１５０は縄文時代後期前葉の深鉢形土器

の体部～底部資料で、底径６．２ｃｍを測る。底面

が平行脈の木葉痕で、外面はＬＲ縄文が施された後

にほとんどが磨り消されている。ほとんど高さを整

えて打欠が行われており、破断面は外傾するように

磨り潰しが加えられ調整されていることから、転用

しているものと考える。

　Ｃ１５１は天目碗の体部片で柿釉がかった色調で

ある。

図 1-235　C-4 区遺構外出土遺物
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図 1-236　D区遺構配置図
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第Ⅴ章　Ｄ区

Ｄ区の調査は、平成１６～１９年度に７，

３１６．３㎡を対象とし調査を実施している。調査

は調査可能になった単位で実施されており、調査時

にもＤ－１～４の番号が付され調査が実施されてい

た。他の地区と同様に調査担当が異なっていたため、

遺構番号等もその調査区内では完結するものの、隣

接する調査区との関連性が追えない資料が多い状況

であった。

そこで、本報告に際し、調査区の区割を整理し、

Ｄ－１区とＤ－２区の二つの調査区とし掲載するこ

ととした。なお、遺構番号に関して種別ごとの整理

に伴い変更になったものも含まれるが、同一遺構で

あっても調査年度ごとに別々の番号が付されたもの

は併記して掲載することとした。また、遺構外出土

資料については区割が不明瞭な資料も含まれること

から本調査区の資料については、第３節にまとめて

掲載することとした。

第１節　Ｄ－１区
１．竪穴住居跡

ＳＩ－０５・１０・００５・０１０（図1-238～ 245）

　Ｄ－１区南西隅からから検出した。平成１６年

（２００４）時にＳＩ－０５・１０と付され、平

成１９年（２００７）に延長部をＳＩ－００５・

０１０として精査されている。前段のＳＩ－１０・

０１０と建て替え後のＳＩ－０５・００５の重複し

た建物である。また、ＳＩ－０５・００５の北側

ではＳＭ－０１・００１と重複しており、本遺構の

方が古い。西側が水道管埋設に伴い破壊されていた

状況で、新しい段階のＳＩ－０５・００５は、残

存部の平面形が（不整方形）を呈し、６３４．０×

（５９０．０）×３８．０ｃｍを測る。主軸方位はＮ

－１３６°－Ｅである。ピットは重複するＳＩ－

１０・０１０に帰属した可能性もあるピットも含ま

れるが、１１基検出しているが、主柱配置は不明瞭

である。ＳＩ－００５Ｐｉｔ４とＰｉｔ１１とした

穴は掘り方土坑に相当し、Ｐｉｔ４には多量の遺物

が廃棄されていた。壁溝は残存部の各壁で検出し

ているが、断続した形で検出している。堆積土は

２００４年時の精査で１５層、２００７年の精査時

にはＳＩ－０１０の堆積土を含め２０層分層してい

るが、ＳＩ－１０・０１０の重複部分は床面がほぼ

同一レベルであった可能性が高い。床面は掘り方が

全面に掘られ、ロームブロックが充填されている。

堆積土中～上層にかけてＢ－Ｔｍ火山灰を検出して

いる。床面直上から炭化物および焼土を検出してお

り、廃絶に際し焼成が伴った可能性が高い。カマド

は南東壁の南隅側の位置（南東３か４の位置）から

第Ⅴ章　Ｄ　区
検出している。構造は半地下式の短煙道タイプで、

煙道が竪穴の壁とほとんど変わらない程度にしか突

出しておらず、袖部幅８６ｃｍ、煙道長３４ｃｍを

測る。粘土による構築で芯材は検出していない。出

土遺物はＳＩ－１０・０１０の重複部分の資料は双

方の遺構名が付され取り上げられた資料が多いが、

実質的には本遺構に伴う資料である。東～南側の壁

際にかけて多く出土しており、カマドの左袖周辺に

集中している。縄文土器も含め３１点図示した。カ

マドから出土したＤ００５は土師器椀の底部資料

で、底径６．０ｃｍを測る。海綿骨針を微量含むや

や粘りのある胎土で粒径の大きな砂礫を含む。内外

面とも二次被熱が顕著で、一部黒斑化している。底

面は右回転糸切による切離しであるが、端部を面的

に残し、微高台状に作出している。Ｄ００７は確認

面および上層出土の土師器甕で、口径１８．６ｃｍ、

器高３１．９ｃｍ、底径８．６ｃｍを測る。粒径の細

かい砂粒を含むやや粘りのある胎土で、底面は一部

ヘラにより調整がなされているが、砂粒や敷物痕の

見られない状況で、外面口縁部は横方向の回転運動

に伴うナデが行われた後に縦方向のヘラによる削り

調整で調整されている。底面と口縁部の造りはロク

ロ系を志向したものである。外面口縁部の一部が二

次被熱により橙色を呈した箇所がある。また、外面

の体部中半～底部にかけ剥落した箇所があり、炭化

物の付着が認められ、特に体部中半のこびり付きが

顕著である。また頸部直下の体部上半には帯状の黒

斑が認められ、対応する内面側はその部分を上端と

し、底部にかけ淡灰色化している。Ｄ００８はカマ

ドおよびＰｉｔ４出土の土師器ロクロ系甕で、口径

２１．４ｃｍを測る。Ｄ００７に比べると海綿骨針

の含むやや粘りの弱いザラザラした質感を有する胎

土で、体部上半～口縁部にかけて明瞭な回転運動に

伴うナデが認められ、内面も外面に対応する横方向

の回転ナデのみの痕跡である。残存部の下端に相当

する体部中半の外面側には煤付着が認められ、粘土

も付着している。Ｄ００９は堆積土中層およびカマ

ド覆土出土の非ロクロの土師器甕で、口径２３．２

ｃｍを測る。海綿骨針を含む粘りの強い胎土で、小

礫をやや多く含むが砂礫が少なめで、骨針を多く含

む胎土である。外面は上半部が最後に指ナデにより

元々の調整痕を撫で消している状況であるが、上半

から下半に向け水分の多い状況で縦方向のヘラによ

る調整が行われており、頸部は幅が短い状況で、体

部と明瞭に区画するために横方向のナデが行われて

おり、一部は工具により面取り状に段が作出されて

いる。内面の体部もハケメ状の木口痕が残る工具

により横方向に調整がされた後に若干幅の狭い木口
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図 1-237　D-1 区遺構配置図



SI-05
第1層　10YR2/1　黒色土　   ローム粒(φ1～5㎜)極微量,炭化粒(φ1～10㎜)微量,焼土粒(φ1㎜)
                           極微量
第2層　10YR2/1　黒色土　   ローム粒(φ2～10㎜)微量,炭化粒(φ1～10㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)
                           極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第4層　10YR3/1　黒褐色土　 炭化粒(φ1～5㎜)極微量,B-Tm火山灰極微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)極微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,B-Tm火山灰
                           極微量
第6層　10YR3/1　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒・炭化物(φ2～15㎜)少量,焼土粒
                           (φ1～5㎜)少量
第7層　10YR3/3　暗褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ2～3㎜)極微量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)少量,炭化粒・炭化物(φ1～20㎜)少量,
                           焼土粒･ブロック(φ1～30㎜)中量
第9層　7.5YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ2～5㎜)極微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒･ブロック
                           (φ1～20㎜)多量
第10層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)少量
第11層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ5㎜)極微量
第12層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ2～3㎜)極微量　粘土層
第13層　7.5YR4/4　褐色土　 ローム粒(φ1～10㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第14層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～30㎜)中量
第15層　10YR4/4　褐色土　  ローム粒(φ10～30㎜)中量
SI-10壁溝
第a層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)微量
第b層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)微量,炭化粒(φ2㎜)極微量
第c層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム粒･ブロック(φ2～15㎜)微量　粘土層
第d層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)少量
第e層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～50㎜)中量
SI-10掘り方
第f層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量,炭化粒(φ1～10mm)少量

SI-05Pit1
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　  (φ1～2㎜)極微量
SI-10SK-01
第1層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒･ブロック(φ5～20㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1㎜)極微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　  (φ3～5㎜)極微量,焼土粒･ブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ2～15㎜)微量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　パミスブロック(φ10～40㎜)多量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒･ブロック(φ2～15㎜)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2～4㎜)極微量
SI-10Pit1
第1層　10YR3/2　黒褐色土　  パミス粒･ブロック(φ1～20㎜)多量,
　　　　　　　　　　　　　 白色粘土粒(φ3～6㎜)極微量
第2層　10YR6/6　明黄褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,ローム層
SI-10Pit2
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)
　　　　　　　　　　　　　極微量,焼土粒(φ1㎜)微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～10㎜)中量,焼土粒(φ3㎜)極微量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒･ブロック(φ8～20㎜)中量
SI-10Pit3
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒･ブロック(φ1～13㎜)多量,
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ5～7㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　 ローム粒(φ2～9㎜)極微量
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0 2m

SI-005
撹乱　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第1層　10YR2/2　 黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,焼土粒(φ5mm)微量
第2層　10YR2/1   黒色土　　ローム粒(φ5～10mm)微量,焼土粒(φ5～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ3～5mm)微量
第3層　10YR3/3   暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,焼土粒(φ5～10mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ5～10mm)微量
第4層　10YR3/4　 暗褐色土　ローム粒(φ3～10mm)少量,焼土粒(φ3～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化材(φ10～300mm)層状に混入
第5層　10YR2/3　 黒褐色土　ローム粒(φ5mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第6層　7.5YR3/4暗褐色土と5YR4/8赤褐色土の混合土　ローム粒(φ5～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒・ブロック(φ5～20mm)少量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量

第9層　 10YR3/4  暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量
第10層　10YR5/8  黄褐色土
第11層　10YR3/3　暗褐色土　B-Tm火山灰(10YR6/8明黄褐色土)(φ10～20mm)層状に混入
第12層　10YR3/3  暗褐色土　ロームブロック(φ10mm)微量,壁として使用した
　　　　　　　　　　　　　と思われる炭化材が縦に突き刺さった状態で検出
第13層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ3～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ5～10mm)微量
第14層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量,焼土粒
　　　　　　　　　　　　　(φ5～10mm)少量
第15層　10YR5/8　黄褐色土
第16層　10YR3/3  暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)中量,層上部に
　　　　　　　　　　　　　炭化材(厚さ20mm)層状に混入
第17層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ5～10mm)微量
第18層　10YR2/3  黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
第19層　10YR3/3  暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量
第20層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)少量
第21層　10YR4/4　褐色土　　掘り方
SI-010
第a層　10YR3/3   暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～30mm)少量
第b層　10YR4/6　褐色土　　炭化粒(φ3～5mm)微量　
第c層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5mm)微量　
第d層　10YR4/4　褐色土　　

SI-005Pit1
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～50mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
SI-005Pit2
第1層　10YR3/3  暗褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量,
                            焼土粒(φ5～10mm)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量
SI-005Pit3
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
SI-005Pit4
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～30mm)中量,炭化粒(φ5～20mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)中量,炭化粒(φ3～5mm)微量,
                            焼土粒(φ5～10mm)微量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量,炭化粒(φ5～15mm)微量,
                           焼土粒(φ5～10mm)微量
SI-005Pit11
第a層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)中量,焼土粒(φ5～10mm)微量
第b層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第c層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
SI-005Pit5
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)中量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)中量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)中量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第4層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ5～10mm)微量
SI-005Pit6
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～30mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　粘土(10YR5/8黄褐色)(φ20～30mm)微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10～15mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
SI-005Pit7
第①層　10YR 3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量
SI-005Pit8
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～20mm)微量,焼土粒
                          (φ5～15mm)微量
SI-005Pit9
第1層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量
SI-005Pit10
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　ロームブロック(φ10～15mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第4層  7.5YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
SI-010Pit1
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)少量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)少量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
SI-010Pit2
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,焼土粒(φ5mm)微量
第2層　10YR2/2  黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
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痕の残らない工具により横方向にヘラ削り気味に調

整されている。ハケメはほとんど小甕の範疇である

甕のＤ０１３でも内外面に見られており、外面は縦

方向、内面は横方向に施されている。外面の頸部幅

が長く、頸部にはハケメが及んでいない。Ｄ０１９

は３層出土の擦文土器の小甕で、口径１２．２ｃｍ

を測る。海綿骨針を含むやや粘りのある胎土で、口

唇端部に浅い刻みがあり、外面口縁部は歪んだ平

行沈線が残存部で７条施されている。ＳＩ－０５・

１０の重複扱いの地点から出土した資料のうちＤ

０２７・Ｄ０２８は土師器の非ロクロの食膳具であ

る。出土層位を確認すると第３層や第６層といっ

た覆土中からの出土事例が多いため、ＳＩ－０５・

００５の埋没過程に伴う資料であると考えられる。

図 1-242　D-1 区 SI-05・10・005・010-5



0 1m

SI-005カマド
第1層　7.5YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)微量,焼土粒(φ5～20mm)少量,炭化粒
                           (φ5～10mm)微量
第2層　10YR2/1　黒色土　   焼土粒(φ5～10mm)微量,炭化材(厚さ20mm)層状に堆積
第3層　7.5YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ5mm)微量
第4層　10YR3/4　暗褐色土　 ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量,焼土粒(φ5～10mm)微量
第5層　10YR4/6　褐色土　   ローム粒(φ3～5mm)微量
第6層　5YR5/8　明赤褐色土　火床面
SI-0005カマド袖
第7層　5YR4/8　赤褐色土　煙道被熱部分,炭化粒(φ5～10mm)微量
第8層　7.5YR4/6　褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ3～5mm)微量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5mm)微量
第10層　5YR4/6　赤褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第11層　10YR5/6　黄褐色土　煙道被熱部分,ローム粒(φ3～5mm)微量
第12層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量,焼土粒(φ5mm)微量,炭化
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図 1-244　D-1 区 SI-05・10・005・010-7
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Ｄ０２７は第６層出土の資料で、口径９．４ｃｍ、

器高４．９ｃｍ、底径４．６ｃｍ、器高指数５２．１、

底径指数４８．９を測る。小ぶりな形状で、砂礫を

やや多く含む粘りのやや弱い硬質な胎土である。底

面は網状脈の木葉痕で、外面は縦方向のヘラ削り、

内面は横方向の指ナデによる調整である。内面見込

部分は使用痕が顕著である。Ｄ０２８は第３・６層

と覆土出土の資料で、口径１１．２ｃｍ、器高５．５

ｃｍ、底径６．４ｃｍ、器高指数４９．１、底径指数

５７．１を測る。Ｄ０２７よりもさらに砂礫の量が

多くザラザラした質感を有する胎土で、底面は網状

脈の木葉痕、外面は縦方向のナデ、内面は横方向の

ナデが行われている。Ｄ０２９は第３層および覆土

出土の資料で、口径１１．２ｃｍ、器高５．０ｃｍ、

底径５．６ｃｍ、器高指数４４．６、底径指数５０を

測る。前の２点とは異なり、円柱から右方向のロク

ロ回転により成形され、静止糸切によって切り離さ

れている。切離し後に外面体部下半～底面にかけて

粗雑に再調整しており、内面の見込部分には凹みが

生じている。器壁が厚く歪みも顕著である。内外面

とも黒斑があり、外面の黒色化が顕著である。

　ＳＩ－１０・０１０は、ＳＩ－０５・００５の南

東壁部分寄りの部分に構築されていた小型の長方形

を呈する竪穴建物である。ＳＩ－０５・００５と同

様に西側の部分が水道管埋設に伴い破壊されてお

り、検出部の規模は（４２５．０）×３５４．０×

（３９．０）ｃｍを測る。カマドが残存していない

が、検出した壁溝の断続部分がＳＩ－０５・００５

のカマド設置箇所とほとんど類似した部分で検出し

ていることからほぼ同位置にカマドが構築されて

いた可能性が高く、主軸方位についても壁の軸線

をもとにするとＮ－１３８°－Ｅと類似した軸線で

ある。ピットはＳＩ－０５・００５の重複部分の占

有面積が多いため、帰属が不明瞭な資料も含まれる

が、調査時に５基、本遺構扱いで精査されている。

壁溝に沿った形で検出している資料が多く柱穴とし

て機能したと判断できる掘り方・堆積状況を有して

いることから壁際主体の柱穴配置であった可能性が

ある。壁溝は前述のとおり、カマド設置壁相当の南

東壁の一部で断続しているが、それ以外の残存部か

らは連続する形で検出している。堆積土はＳＩ－

０５・００５の堆積土の記述でも触れたが、床面が

ほぼ同一面の利用であったため、一部混在した可能

性がある。分層した堆積土のうち本遺構帰属と認定

できたのは壁溝と掘り方であった。出土遺物はＳＩ

－０５・１０扱いの破片とＳＩ－１０ＳＫ－０１の

接合資料の黒色土器椀（Ｄ０２６）とＳＫ－０１出

土の土師器甕口縁部片（Ｄ０３２）を図示した。Ｄ

０２６は口径１３．６ｃｍを測り、海綿骨針を含む

粘りのある胎土で、黒色処理は外面の口縁～体部上

半の一部にも及んでおり、黒色化した部分の一部は

磨かれている。口唇部の一部にＶ字の切り込み状の

浅い打欠がされている。Ｄ０３２は口縁部のみで、

口径２１．４ｃｍを測る。海綿骨針を含む硬質な胎

土で、内外面とも二次被熱と淡青灰色の黒斑が顕著

で、黒斑は内面側の色調が若干濃い。

ＳＩ－０６（図 1-246 ～ 249)

  Ｄ－１区の中央より南側から検出した。ＳＤ－

１３・１４と重複しており、本遺構の方が古い。一

部調査区境で年次を跨いだ調査となった影響で、欠

測部分が認められるが、平面形は長方形を呈し、

４８０．０×３８０．０×４３．０ｃｍを測る。主軸

方位はＮ－１３３°－Ｅである。ピットは４基検出

したが、東壁際のＰｉｔ３・４は柱穴として機能し

た可能性が高い。壁溝は北壁と西壁から逆Ｌ字状に

連続する形で検出したが、全周はしていない。堆積

土は２０層に分層し、中位から上は、壁際を中心に

埋め戻しの伴う堆積状況を呈している。第６・９・

１３層中からＢ－Ｔｍ火山灰を検出したが、二次堆

積・埋め戻しの掘削土中の紛れ込み等二次的な影響

が生じた土も含まれている。カマドは南３の位置か

ら検出した。構造は半地下式で袖部幅８８．０ｃｍ

煙道長５８．０ｃｍを測る。粘土による構築で、煙

道は壁際からやや急激に立ち上がっている。出土遺

物はＰｉｔ１およびカマド周辺を中心に出土してお

り、１６点図示した。Ｄ０３３は下層出土の資料と

Ｇ区ＳＫ－０１下層出土の遺構間接合の須恵器甕の

体部～底部にかけての資料である。接合破片の状況

はＳＩ－０６出土の資料の方が褪色しており、破断

面の磨耗が著しく、また一部二次被熱を受けている

が、ＳＫ－０１側の資料も器面の磨耗は著しい。製

作技法上、須恵器としているが、焼成は酸化焼成で、

器面の色調も土師器と同様に褐色を基調とする。同

様の資料はＧ区で完形に近い資料が３個体程度出土

しているので、Ｇ区側の記述が優先するが、海綿骨

針を含む胎土で、外面は３ｃｍあたりの条数が７～

９と幅広で、内面の当て具痕は底部側が平行、体部

側が放射状（蓮藕文）を呈している。非五所川原産

の可能性が高い資料である。Ｄ０３４はカマド１８

層支脚出土の土師器坏で、口径１２．２ｃｍ、器高

４．４ｃｍ、底径６．４ｃｍ、器高指数３６．０、底

径指数５２．４を測る。椀形の器形とは異なり、底

径幅がある浅身の形状で、底部から外面側を一度意

識的に段をつけてから、上方向に伸ばし上げており

口唇部は軽く引き伸ばしている。カマドの支脚相当

位置からの出土の影響か、二次被熱を受けており、

器面の一部が剥落している。Ｄ０３７・Ｄ０３８は

カマド出土の土師器甕で同一個体と考えられる資料

である。残存率の高い資料はＤ０３７であるが、口
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径２５．２ｃｍを測る。支脚の坏の下でスペーサー

として用いられた資料である。海綿骨針を含むやや

粘りのある胎土で、頸部幅は短めであるが、外面の

縦方向のヘラの調整は頸部には及んでおらず調整も

正位の状態で体部上半から下半に向けて工具が動か

されている。内面も頸部直下から下半にかけ横方向

基調のハケメが施されている。体部中半が横方向で

あるが、上半の一部は右下がりの斜め方向に施され

ている部分も見られる。各接合破片の破断面は摩滅

しており、二次被熱の色調も不整合が見られる。Ｄ

０４４は実質的には小甕の範疇に入る土師器非ロク

ロ甕で、口径１５．８ｃｍ、器高１６．０ｃｍ、底径７．

０ｃｍを測る。海綿骨針を微量、砂礫を多く含むや

や粘りのある胎土で、底面はヘラによる調整がされ

ており、内外面とも粗雑な指オサエと指ナデによる

調整が部分的にされており、いびつな形状となって

いる。外面は縦方向基調のヘラ削り、内面は横方向

の指ナデで、外面の一部は鉈削り状に面取りされた

削りが行われている。また、口縁部は頸部まで斜め

方向のヘラケズリによる削り出しによって、ヘラケ

ズリを行わない口唇端部を面取状に残してロクロ系

の平滑な端部を有する甕の口唇端部の形状に類似さ

せている。ただし、造りが粗雑であるため、厚みが

不均一で雑多な印象を与える資料となっている。内

外面とも二次被熱が顕著で内面頸部の煮炊痕などは

確認できず、内面口唇端部～体部にかけて紐状の煤

付着痕が観察され、使用状況が小甕とは異なってい

た可能性が高い。

図 1-245　D-1 区 SI-05・10・005・010-8



0 2m
SI-06
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1㎜)極微量
第3層　10YR2/1　　黒色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,ローム粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第4層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第6層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～2㎜)少量,ロームブロック(φ10～13㎜)極微量,炭化粒(φ2～8㎜)極微量,B-Tm火山灰極微量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ5～13㎜)少量,炭化物(φ10～12㎜)極微量
第8層　10YR4/4　褐色土　  パミスブロック(φ30㎜)微量,ロームブロック(φ10～40㎜)微量
第9層　10YR3/2　黒褐色土　パミスブロック(φ15㎜)極微量,B-Tm火山灰少量
第10層　10YR3/4　暗褐色土　パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ3～5㎜)極微量,焼土粒(φ2～4㎜)極微量
第11層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)多量,炭化粒(φ2～5㎜)極微量
第12層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒･ブロック(φ1～13㎜)多量
第13層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～6㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ3～5㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量,B-Tm火山灰極微量
第14層　10YR3/3　暗褐色土　
第15層　10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第16層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)微量,ロームブロック(φ10～30㎜)極微量,炭化粒(φ3～8㎜)微量,焼土粒(φ2～9㎜)微量
第17層　10YR1.7/1　黒色土　ロームブロック(φ10～15㎜)微量,焼土粒(φ1㎜)極微量,白色粘土ブロック(φ10～15㎜)極微量
第18層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ2～3㎜)極微量,炭化粒・炭化物(φ1～13㎜)極微量,焼土粒(φ2～6㎜)微量,B-Tm火山灰極微量
第19層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒･ブロック(φ2～12㎜)極微量
第20層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～30㎜)多量,炭化粒(φ1～5㎜)中量,掘り方
Pit1
第1層　7.5YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)極微量,炭化粒・炭化物(φ1～15㎜)極微量,焼土粒(φ2～5㎜)少量
Pit2
第1層　10YR4/6　褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
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図 1-246　D-1 区 SI-06-1
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図 1-247　D-1 区 SI-06-2



0 1m

SI-06カマド
第1層　10YR2/3　黒褐色土　　パミスブロック(φ13㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒
                            (φ1㎜)極微量
第2層　10YR4/4　褐色土　  　炭化粒・炭化物(φ5～15㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　　ローム粒(φ1～8㎜)極微量,炭化物(φ18㎜)極微量,焼土粒･ブロック
                            (φ2～15㎜)微量
第4層　10YR2/1　黒色土　  　パミス粒(φ2～3㎜)極微量,焼土粒･ブロック(φ2～15㎜)微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　　パミス粒(φ1～9㎜)極微量,炭化物(φ50㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)
                            極微量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　　パミス粒(φ5～7㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒
                            (φ2～4㎜)極微量,焼土粒(φ2～4㎜)微量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　　パミス粒(φ3～4㎜)極微量,焼土粒(φ2～3㎜)微量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　　ローム粒(φ1～2㎜)極微量,ロームブロック(φ30～50㎜)微量,炭化粒
                            (φ2～4㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第9層　7.5YR5/6　明褐色土　 炭化粒(φ1～2㎜)極微量　ローム層
第10層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ3～5㎜)極微量,焼土粒(φ3～5㎜)極微量
第11層　7.5YR3/3　暗褐色土　粘土(φ10㎜)少量
第12層　7.5YR3/4　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)微量,炭化粒(φ5～8㎜)極微量,
                            焼土粒(φ2～4㎜)極微量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)微量

第14層　5YR4/6　赤褐色土　  焼土層
第15層　7.5YR4/4　褐色土　  ローム粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒･ブロック(φ5～15㎜)微量
第16層　7.5YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ15～30㎜)微量,焼土ブロック(φ10～20㎜)少量
第17層　5YR3/6　暗赤褐色土　焼土粒(φ1～3㎜)多量
第18層　5YR3/4　暗赤褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)
                            　中量
第19層　5YR5/8　明赤褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)中量,焼土粒(φ1～2㎜)少量
第20層　5YR4/8　赤褐色土　  炭化粒(φ1～2㎜)少量,焼土粒(φ1～3㎜)中量
第21層　5YR4/6　赤褐色土　  炭化粒(φ1～10㎜)中量,焼土粒(φ1～2㎜)少量
第22層　7.5YR4/4　褐色土　  ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)
                            　少量
第23層　5YR4/4　にぶい赤褐色土　炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～10㎜)少量
第24層　7.5YR5/6　明褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)
                           　 極微量
第25層　7.5YR4/6　褐色土　  ローム粒(φ1～10㎜)少量,ロームブロック(φ30㎜)少量,炭化粒
                           　 (φ1～2㎜)極微量
第26層　7.5YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
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ＳＩ－０７・００７（図 1-250）

　調査区中央より西側の位置から検出した。他の遺

構同様平成１６（２００４）年と平成１９（２００７）

年に分けて精査している。ＳＫ－８２とＳＤ－０１４

と重複しており、本遺構の方が古い。北東部分が撹

乱の影響により根元の一部が残存している状況で

あったが、平面形は不整方形を呈し３４４．０×

３４２．０ｃｍ×４５．０ｃｍを測る。ピットは撹乱

の影響のあった北東部分を除き各コーナーから浅い

ピットを検出し、撹乱部分も壁溝状の掘削痕が残存

していたことから壁際に柱穴が存在した可能性が高

い。カマドは設置されておらず、主軸について不明

瞭ではあるが他のカマドの設置状況と比較した軸線

とした場合、（Ｎ－１１２°－Ｅ）という取り扱い

になる。廃絶後に再掘削されたＳＫ－８２の影響が

あるが、堆積土は各調査年度とも６層分に分層して

いる。ＳＫ－８２の影響が強い２００４年の記録図

は上面がＳＫ－８２の影響層とし、ＳＫ－８２の構

築以前の堆積層のみＳＩ－０７と取り扱っており、

２００７年のＳＩ－００７単独の土層とは若干堆積

状況が異なっているが、いずれもＢ－Ｔｍ火山灰が

壁際に土層堆積した後に二次堆積のブロック状に壁

際の中位から中央の床面直上付近に堆積しており、

ＳＫ－８２の下部でも崩落に伴う再堆積でブロック

が確認されている。出土遺物は砕片主体で、図示可

能な資料は無かった。

ＳＩ－０８(図 1-251・252)

  Ｄ－１区中央から検出した。北西～南東方向にか

け撹乱により破壊を受けているが、残存部分の状況

から平面形は長方形を呈し、４５０．０×３８０．０

×４７．０ｃｍを測る。ピットは撹乱部分の根元か

ら２基検出しているが、主柱配置は不明である。ま

た、壁溝は一部断続しながらも残存部のほとんどで

検出している。その他南西隅からＳＫ－０１とした

土坑１基を検出しており、覆土上面からＢ－Ｔｍ火

山灰を検出している。出土遺物は砕片主体であるが

ＳＫ－０１周辺に出土しており、図示したのは本遺

構の帰属とは直接は関係ないが縄文土器の体部片２

点を図示した。

ＳＩ－０９（図 1-253）

　Ｄ－１区中央から南側の地点で検出した。ＳＫ－

８７・８８・９１～９３と重複しており、本遺構の

埋没後にそれぞれの遺構が掘削されており、本遺構

の方が古い。平面形は重複する遺構の影響で変形し

ているが、元々は不整楕円形を呈していたものと思

われ、４６０．０×３７８．０×６５．０ｃｍを測る。

柱穴や炉・カマド・壁溝等の施設は検出しておらず

竪穴ではあるが、建物跡として機能したかどうかは

不明である。堆積土は他の遺構の掘削痕や埋め戻し

の影響も含まれるが４４層に分層しており、人為的

堆積状況を呈している。出土遺物は底面直上に堆積

する第３２層から出土した深鉢形の底部資料（Ｄ

０５２）や覆土出土のＤ０５１、中層出土の土器片

利用の土製品であるＤ０５３を図示した。いずれも

縄文時代後期前葉十腰内Ⅰ式期の資料である。

ＳＩ－００１ｂ（図 1-254）

　Ｄ－１区調査区北東隅で検出した。ピット６基の

検出で、明瞭な竪穴の掘り方や壁溝などの痕跡はな

く、認定の経緯に関する情報も残されていないが調

査記録の報告として本項目で取り扱った。柱穴とし

て機能した可能性のあるピットを中心としたＰｉｔ

６基が本遺構として記録されている。出土遺物等も

なく詳細は不明である。

２．土坑

ＳＫ－５５（図 1-255）

　Ｄ－１区南側から検出した。平面形は不整隅丸方

形を呈し、１３３．０×１２１．０×５０．０ｃｍを

測る。ＳＤ－０７・０８と重複しており、本遺構の

方が古い。平面形は不整隅丸方形を呈し、８３×

６７×３０ｃｍを測る。断面形は凹凸があり、南側

が一段下がった形状で、壁は垂直に近い形で立ち上

がる。北側にはＰｉｔ１とした小ピットを検出して

いる。堆積土は６層に分層し、ロームブロック混じ

りの人為堆積状況を呈する。

ＳＫ－５６（図 1-255）

　Ｄ－１区南側から検出した。ＳＫ－５７と重複し

ており、本遺構の方が新しい。平面形は小判形を呈

し２０３．０×１０３．０×３３．０ｃｍを測る。断

面形は一部凹凸がある形状で一部段状に立ち上がる

部分も見られる。また、壁は垂直に近い形で立ち上

がる部分と一部で緩やかに角度を変える部分が見ら

れる。堆積土は５層に分層し、埋め戻しに伴う人為

堆積状況を呈する。出土遺物はＤ０５４に図示した

縄文時代中期の底部資料と弥生土器の底部資料が出

土しており、混在している。

ＳＫ－５７（図 1-255）

　Ｄ－１区南側から検出したＳＫ－５６とＳＰ－

４５５と重複しており、いずれの遺構よりも古い。

平面形は不整楕円形を呈し、切り合いによって部分

的な残存であるが、（９８．０）×９３．０×４６．０

ｃｍを測る。断面形は柱穴状で、東側の部分が落ち

込んだ段状の立ち上がりを呈する。堆積土は８層に

分層し、柱穴の抜き取りの伴った堆積状況を呈する。



SI-07
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ5～7㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)極微量,
                          炭化粒(φ1㎜)極微量
第2層　10YR6/6　明黄褐色土　B-Tm火山灰層
第3層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～10㎜)極微量,ローム粒(φ1㎜)極微量
第5層　10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第6層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ2～3㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量

SK-82
第a層　10YR2/1　黒色土    パミス粒(φ1㎜)極微量,
                          ローム粒(φ1㎜)極微量
第b層　10YR2/1　黒色土 　 ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第c層　10YR1.7/1　黒色土  パミス粒(φ2～4㎜)極微量,
                          ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第d層　10YR2/1　黒色土    パミスブロック(φ10～12㎜)極微量
第e層　10YR2/2　黒褐色土  パミス粒(φ3～5㎜)極微量,
                          ローム粒(φ1㎜)少量
第f層　10YR2/2　黒褐色土  ローム粒(φ1㎜)微量,
                          ロームブロック(φ10～30㎜)極微量
第g層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ2～5㎜)微量,
                               炭化粒(φ1㎜)極微量
第h層　10YR2/1　黒色土    ローム粒(φ1㎜)極微量,
                            炭化粒(φ1㎜)極微量
第i層　10YR2/1　黒色土    ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第j層　10YR2/1　黒色土    ローム粒(φ1～2㎜)極微量,
                          ロームブロック(φ10～15㎜)極微量
第k層　10YR2/2　黒褐色土  B-Tm火山灰(φ2～3㎜)極微量
第l層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　B-Tm火山灰層
第m層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)
　　　　　　　　　　　　極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第n層　10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第o層　10YR3/2　黒褐色土　パミスブロック(φ13～20㎜)
　　　　　　　　　　　　　極微量,ローム粒(φ1～5㎜)少量

SI-007Pit1
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ５～20mm)中量
SI-007Pit2
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)多量

SI-007
第1層　10YR2/1　黒色土
第2層　10YR2/1黒色土と10YR2/3黒褐色土の混合土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　B-Tm火山灰(10YR5/6黄褐色土)が層状に堆積,ローム粒(φ3～5mm)微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10～30mm)少量
第5層　10YR2/2  黒褐色土　ローム粒(φ3～10mm)微量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～50mm)多量
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SI-08
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ2～4㎜)極微量,ローム粒(φ1㎜)微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～4㎜)少量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～4㎜)多量,炭化粒(φ3～8㎜)極微量,B-Tm火山灰極微量
第4層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ5～9㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1㎜)極微量,ロームブロック(φ10～30㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第6層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ3～5㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)中量
第7層　10YR3/1　黒褐色土　パミス粒(φ3～7㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)微量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ5㎜)極微量,炭化粒(φ3～5㎜)極微量,B-Tm火山灰極微量
第9層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)微量,炭化粒(φ5～7㎜)極微量,B-Tm火山灰極微量
第10層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ3～4㎜)極微量
第11層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量,B-Tm火山灰ブロック微量
第12層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ3～8㎜)極微量,B-Tm火山灰混入
第13層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第14層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)多量,パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,ローム粒(φ1～7㎜)多量,炭化粒(φ3～5㎜)極微量
第15層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～6㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第16層　10YR2/2　黒褐色土　パミスブロック(φ10～15㎜)微量,ローム粒(φ1～2㎜)中量
第17層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～15㎜)極微量
第18層　10YR3/3　暗褐色土　パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)中量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第19層　10YR4/6　褐色土　　パミス粒･ブロック(φ1～13㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第21層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒･ブロック(φ5～30㎜)多量,ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第22層　7.5YR5/6　明褐色土　パミスブロック(φ10～20㎜)極微量　ローム層
第23層　10YR3/4　暗褐色土　パミスブロック(φ15㎜)極微量,ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)微量
第24層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ3～5㎜)極微量,炭化材混入
第25層　10YR4/6　褐色土　　パミス粒(φ3～5㎜)極微量
第26層　10YR2/2　黒褐色土　パミスブロック(φ15㎜)極微量,ローム粒(φ1㎜)極微量
第27層　10YR4/4　褐色土　　パミスブロック(φ20㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第28層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ2～10㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第29層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第30層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒･ブロック(φ2～40㎜)多量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第31層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ5～30㎜)中量,炭化粒(φ1～10㎜)少量
SK-01
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)微量,B-Tm火山灰少量
第3層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,B-Tm火山灰多量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,B-Tm火山灰微量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第6層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
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第Ⅴ章　Ｄ区

ＳＫ－５９・６０（図 1-255・256）

　Ｄ－１区南側から検出した。円形状の柱痕の伴う

土坑状の掘り込みと溝状の浅い落ち込みが連結した

状況で検出しており、調査時に柱痕の伴う土坑の中

層～下層にかけてと溝状の掘り込み部分をＳＫ－

６０とし、上面の掘削痕をＳＫ－５９として取り扱

っている。実質的には抜き取り後の埋め戻しがＳＫ

－５９相当で取り扱われたもので、ＳＫ－６０扱い

の第１０～１３層の溝状の掘り込みと柱痕の伴う土

坑は別遺構の可能性がある。出土遺物はＳＫ－６０

扱いとなっており、記述は一括した形で記述するこ

ととした。

　遺構は溝状のＳＫ－６０と図示した部分と土坑状

のＳＫ－５９と図示した部分が重複したもので、溝

状の部分が古く、土坑状の部分が新しい。また、土

坑部分にはＳＴＰ a－０７（ＳＫ－５８）が重複し

ており、土坑の方が新しい。土坑状の掘り込みはＳ

Ｋ－５９扱いの第ａ～ｅ層の５層とＳＫ－６０扱い

の第１～９層の１４層分が相当し、抜き取り部分の

第ａ～ｅ層、柱部分の第１～４層、柱痕が中央底部

に残存し、裏込土の第６～９層という堆積状況であ

る。柱はＤ０５６として図示したが、長さ（３９．８）

ｃｍ、幅（２８．６）ｃｍ、厚さ（２６．０）ｃｍを

測る。樹種はアスナロである。溝状の掘り込みは

（２４８．０）×８０．０×２８．０ｃｍを測る。若干

西偏しているが南北軸で、北側の部分が若干段状を

呈し、Ｖ字状に入り込んだ形状を呈する。堆積土は

ブロック混じりの埋め戻しに伴う堆積状況を呈す

る。中央からＰｉｔ１とした２３×２２×１３ｃｍ

の小ピットを検出しているが、直接の帰属関係は不

図 1-252　D-1 区 SI-08-2
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SI-09
第1層　7.5YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒
                          (φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第3層　10YR2/1　黒色土　　 ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ100～200㎜)少量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第6層　10YR3/4　暗褐色土　 ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第7層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第8層　10YR1.7/1  黒色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第9層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第10層　10YR4/6　褐色土　  ローム粒(φ1～10㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)少量　ローム層
第11層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～25㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第12層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第13層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第14層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第15層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第16層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第17層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第18層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～7㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第19層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)微量
第20層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第21層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒･ブロック(φ2～15㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
　　　　　　　　　　　　　 ローム層
第22層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第23層　10YR6/6　明黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
                             ローム層
第24層　10YR3/4　暗褐色土　  ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第25層　10YR3/3　暗褐色土　  ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第26層　10YR5/8　黄褐色土　  炭化粒(φ1～2㎜)極微量　ローム層
第27層　10YR5/6　黄褐色土　  炭化粒(φ1～2㎜)微量　ローム層
第28層　10YR6/8　明黄褐色土　ローム層
第29層　10YR3/3　暗褐色土　　ローム粒(φ1～3㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第30層　10YR3/3　暗褐色土　　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第31層　10YR5/6　黄褐色土　　炭化粒(φ1～3㎜)微量　ローム層
第32層　10YR3/4　暗褐色土　　ローム粒(φ1～10㎜)中量,ロームブロック(φ11～40㎜)少量,
                             炭化粒(φ1～2㎜)少量
第33層　10YR6/6　明黄褐色土　ローム層
第34層　10YR3/4　暗褐色土　　ローム粒(φ1～10㎜)少量,ロームブロック(φ40㎜)微量,
                             炭化粒(φ1～10㎜)少量

第35層　10YR4/4　褐色土　  ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第36層　10YR4/6　褐色土　  ローム粒･ブロック(φ1～40㎜)多量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第37層　10YR4/6　褐色土　  ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第38層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第39層　10YR5/8　黄褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)少量　パミス層
第40層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第41層　7.5YR2/1　黒色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第42層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ25㎜)微量,炭化粒
                           (φ1～3㎜)少量
第43層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～25㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第44層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～5㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量  パミス層

SK-91
第a層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第b層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第c層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第d層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SK-87
第A層　10YR2/3　黒褐色土　　パミスブロック(φ10～100㎜)極微量,ローム粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第B層　10YR6/8　明黄褐色土　パミス層
第C層　10YR1.7/1　黒色土　　パミスブロック(φ10㎜)極微量,ローム粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第D層　10YR2/2　黒褐色土　  パミス粒(φ5～8㎜)微量,ローム粒(φ1～4㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第E層　10YR5/6　黄褐色土　  ローム粒･ブロック(φ5～20㎜)多量,炭化粒 
　　　　　　　　　　　　　 (φ2～3㎜)極微量
第F層　10YR2/1　黒色土　    パミスブロック(φ10～25㎜)極微量,ローム粒 
　　　　　　　　　　　　　 (φ1～2㎜)少量
第G層　10YR2/1　黒色土　    ローム粒(φ1～2㎜)微量
第H層　10YR2/2　黒褐色土　  パミス粒･ブロック(φ7～30㎜)少量,ローム粒･
　　　　　　　　　　　　　ブロック(φ1～50㎜)少量,炭化粒(φ2～4㎜)極微量
第I層　10YR1.7/1　黒色土　  ローム粒(φ1～3㎜)少量
第J層　10YR2/1　黒色土　    パミス粒･ブロック(φ5～20㎜)極微量,ローム粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～6㎜)微量,炭化粒(φ2～4㎜)極微量
第K層　10YR2/1　黒色土　    パミス粒(φ5～7㎜)極微量,ローム粒(φ1～9㎜)
　　　　　　　　　　　　　中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
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SI-001bPit1
第1層　10YR2/3  黒褐色土　パミス粒(φ1～3mm)微量,ローム粒(φ1～2mm)微量,白色粘土粒(φ1～2mm)極微量,10YR3/3暗褐色土粒(φ3～5mm)少量,
                          10YR3/3暗褐色土ブロック(φ10～15mm)少量
SI-001bPit2
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ3～5mm)微量,ローム粒(φ1～3mm)微量,ロームブロック(φ10mm)極微量

SI-001bPit3
第1層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～3mm)極微量,ローム粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR3/4  暗褐色土　ローム粒(φ1～5mm)微量,ロームブロック(φ10～20mm)微量

SI-001bPit4
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2mm)極微量,ローム粒(φ1～5mm)極微量

SI-001bPit5
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ5～9mm)微量,パミスブロック(φ10～15mm)微量,ローム粒(φ1～3mm)少量,ロームブロック(φ10mm)微量,
                          10YR3/2黒褐色土粒(φ3～5mm)少量
第2層　10YR3/2  黒褐色土　パミス粒(φ5～9mm)少量,パミスブロック(φ10～20mm)微量,ローム粒(φ1～9mm)微量,ロームブロック(φ10～20mm)少量,
                          2.5YR3/2黒褐色土粒(φ3～9mm)少量
                          SI-001bPit6
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)微量,ローム粒(φ1～3mm大)少量,ロームブロック(φ10～15mm)微量
第2層　10YR4/3  にぶい黄褐色土  パミス粒(φ1～9mm)多量,パミスブロック(φ10mm)少量,ローム粒(φ1～2mm)中量,ロームブロック(φ10～20mm)少量
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明である。

ＳＫ－７８（図 1-257）

　Ｄ－１区北側で検出した。平面形は不整円形を呈

し、１１６．０×１０５．０×４３．０ｃｍを測る。

上面が撹乱により変形しているが、残存部の断面形

は浅い円筒形を呈する。堆積土は９層に分層し、崩

落の伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－８０（図 1-257）

　Ｄ－１区中央より北側から検出した。ＳＭ－０２

と重複しており、本遺構の方が新しい。平面形は不

整隅丸長方形で、１４５．０×１００．０×６３．０

ｃｍを測る。断面形は壁の途中で角度を変え、開口

部付近では開き気味に立ち上がっている。堆積土は

２１層に分層し、３回掘削が行われている状況で、

人為的堆積状況を呈する。　

ＳＫ－８１（図 1-257）

　Ｄ－１区中央より北側から検出した。ＳＭ－０２

の北西側に相当し、ＳＭ－０２を切っている撹乱部

に本遺構も切られている。撹乱に伴う掘削で本遺構

も形状が変形しており、残存部の規模は（１５９．０）

×（６３．０）×３７．０ｃｍを測るまた中央に

２０．０×１９．０×３５．０ｃｍのピット状の落ち

込みがある。断面形は柱穴状を呈し、開口部側は変

形しているが、下半部は段状に立ち上がる。堆積土

は撹乱の影響箇所も含め１０層に分層し、下層部分

は埋め戻しに伴う人為的堆積状況を呈する。

ＳＫ－８２（図 1-258）

　調査区中央より西側の位置から検出した。ＳＩ－

０７・００７と重複しており、本遺構の方が新しい。

平面形は不整長楕円形を呈し、１９３．０×９６．０

×７０．０ｃｍを測る。断面形は中央が柱穴状に凹

図 1-254　D-1 区 SI-001b



SK-56・57
SK-55

SK-59・60・STPa-07(SK-58)

SK-59
第a層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ3㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量
第b層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～3㎜)極微量
第c層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1㎜)極微量
第d層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)微量
第e層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量
SK-60
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)極微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3㎜)微量
第3層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～50㎜)少量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量,粘土(φ5～30㎜)微量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ2～20㎜)少量,粘土(φ5～200㎜)
　　　　　　　　　　　　　多量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ2～50㎜)少量,粘土(φ5～50㎜)
                          中量
第8層　10YR3/1　黒褐色土　10YR2/1黒色土ブロック(φ10～50㎜)微量,ローム粒･
                          ブロック(φ5～30㎜)少量,粘土(φ5～50㎜)中量
第9層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　10YR2/1黒色土ブロック(φ5～50㎜)少量,ローム粒･
                                ブロック(φ5～30㎜)少量,粘土(φ3～50㎜)多量
第10層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)微量,粘土(φ2～200㎜)
                           多量
第11層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)極微量
第12層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)微量
第13層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～50㎜)中量

0 10cm

SK-55
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)中量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)少量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ5～30㎜)多量
第6層  10YR2/1　黒色土　　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)少量
SK-56
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量,
                          炭化粒(φ2～5㎜)微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～10㎜)微量,炭化粒
                          (φ2㎜)極微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　10YR1.7/1黒色土ブロック(φ15㎜)極微量,
                          ローム粒･ブロック(φ1～50㎜)中量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～100㎜)少量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)微量

SK-57
第a層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～15㎜)微量
第b層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～7㎜)少量,ロームブロック(φ15㎜)少量
第c層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～8㎜)少量
第d層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)微量
第e層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～6㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)少量
第f層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)微量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量
第g層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒(φ1～5㎜)微量,ロームブロック(φ20～30㎜)中量
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んだ形状で壁の途中で角度を変え、開き気味に立ち

上がっている。堆積土は重複する竪穴部の影響する

部分の堆積土も含め１５層に分層したが、実質的な

本遺構の堆積度としては第ｇ層以下の土層となる。

下層の第ｌ層中にＢ－Ｔｍ火山灰層が堆積している

が、元々ＳＩ－０７・００７の堆積土中に堆積した

火山灰が土坑開口部の埋没過程において崩落等が発

生し、ブロックごと堆積しているものと考えられる。

ＳＫ－８７・８８・９０～９４（図 1-259・260）

　Ｄ－１区の南側から検出した。ＳＩ－０９と重

複しており、ＳＩ－０９よりいずれも新しい。Ｓ

Ｉ－０９の堆積土を切る形で構築されており、土

坑の情報が欠落している箇所も見られるが、ＳＫ

－８７は平面形が不整楕円形、断面形が擂鉢形で、

１５２．０×９０．０×８１．０ｃｍを測る。中層か

ら縄文時代晩期の粗製深鉢の体部資料１片を図示し

た。ＳＫ－８８はＳＫ－９４に切られており平面形

は（不整楕円形）、断面形は凹凸のある底面で、壁

は垂直に近い形で立ち上がる形状である。規模は

（７９．０）×９０．０×６８．０ｃｍを測る。底面直

上に堆積する第６層Ｐ－１出土の土器１点を図示し

たが、記録図と遺物の状態が若干異なっている。Ｐ

－１として整理された土器片１点をＤ０５８として

図示した。縄文時代後期前葉十腰内Ⅰ式期の破片で

ある。ＳＫ－９０は平面形が不整台形、断面形が袋

図 1-256　D-1 区 SK-2
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SK-78
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～10㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第2層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ5㎜)極微量,ローム粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第3層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～8㎜)微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第4層　10YR2/1　黒色土　　パミスブロック(φ10～30㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第5層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)微量
第6層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)極微量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ3㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)極微量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ3～5㎜)極微量,ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)多量
第9層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒
                          (φ1～2㎜)極微量
SK-80
第1層　10YR2/2　黒褐色土　  ローム粒(φ1～5㎜)極微量,鉄分(φ10～20㎜)混入
第2層　10YR2/3　黒褐色土　  パミス粒(φ3㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　  (φ10～15㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　  ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)多量,炭化粒(φ2～3㎜)極微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　  パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)
                            中量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　  ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)多量,炭化粒(φ4～6㎜)極微量
第6層　10YR2/3　黒褐色土　  ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　  パミスブロック(φ15㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　  パミスブロック(φ10～15㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,粘土
                            ブロック(φ20～40㎜)極微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　  パミスブロック(φ30～40㎜)微量,ローム粒(φ3～6㎜)中量,ローム
                            ブロック(φ30㎜)極微量,炭化粒(φ2～3㎜)極微量
第10層　10YR2/2　黒褐色土　 パミスブロック(φ10～40㎜)極微量,ローム粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒
                            (φ1㎜)極微量
第11層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第12層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ1～9㎜)多量,壁際の部分にパミス質土が層状に堆積
第13層　10YR4/6　褐色土　   パミスブロック(φ30～40㎜)極微量,粘土ブロック(φ30～40㎜)極微量
                            ローム層 
第14層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1㎜)極微量  
第15層　10YR2/2　黒褐色土　 パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,ローム粒(φ1～9㎜)微量
第16層　10YR2/1　黒色土　   ローム粒(φ1㎜)極微量
第17層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ5～8㎜)極微量  ローム層
第18層　10YR3/1　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)極微量,ロームブロック(φ60㎜)極微量,粘土ブロック
                            (φ50㎜)極微量
第19層　10YR3/3　暗褐色土　 パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,ローム粒(φ1～5㎜)多量,ローム
                            ブロック(φ60㎜)極微量
第20層　10YR2/1　黒色土　　 ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第21層　7.5YR5/6　明褐色土　ローム層
SM-02
第a層　10YR2/2　黒褐色土　  パミス粒(φ1～2㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第b層　10YR2/2 　黒褐色土　 ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第c層　10YR2/3　黒褐色土　  パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)中量,炭化粒
                            (φ1㎜)極微量
第d層　10YR3/3　暗褐色土　  パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)多量,炭化粒
                            (φ3㎜)極微量
第e層　10YR6/6　明黄褐色土　パミス粒(φ3～5㎜)極微量  ローム層
第f層　10YR3/2　黒褐色土　  ローム粒(φ1～3㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)極微量

SK-81
第1層　10YR2/2　黒褐色土　 パミス粒･ブロック(φ2～30㎜)多量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　 パミス粒･ブロック(φ2～30㎜)多量,
                           ロームブロック(φ20㎜)極微量
第3層　7.5YR5/6　明褐色土　10YR2/2黒褐色土ブロック混入,
                         　ローム層
第4層　7.5YR5/6　明褐色土　ローム層
第5層　7.5YR5/6　明褐色土　パミスブロック(φ50㎜)極微量,
                         　ローム層
第6層　10YR2/3　黒褐色土　 パミスブロック(φ30㎜)極微量,
                           ロームブロック(φ30～50㎜)
　　　　　　　　　　　　　 少量,炭化粒(φ2～4㎜)極微量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　 パミスブロック(φ30～70㎜)多量,
                           ローム粒(φ2～5㎜)微量
第8層　7.5YR5/6　明褐色土　10YR2/2黒褐色土粒極微量,
                           ローム層
第9層　7.5YR5/6　明褐色土　パミスブロック(φ20㎜)極微量, 
                           ローム層
第10層　7.5YR6/6　橙色土　 ローム層
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状を呈する。（１５４．０）×（６４．０）×８０．０

ｃｍを測る。堆積土中からＢ－Ｔｍ火山灰を検出し

た。ＳＫ－９１は平面形が不整長楕円形、断面形が

袋状を呈し、２０１．０×（１２１．０）×６８．０

ｃｍを測る。ＳＫ－９２は平面形が小判形、断面形

は皿形を呈し、（１３８．０）×（６７．０）×（９６．０）

ｃｍを測る。ＳＫ－９３は平面形が不整円形、断

面形が袋状を呈し、（１０６．０）×（７０．０）×

１０２．０ｃｍを測る。ＳＫ－９４は平面形が不整

長楕円形、断面形が袋状を呈し、（１３７．０）×

（１１２．０）×１２３．０ｃｍを測る。

ＳＫ－００１（図 1-261）

　Ｄ－１区北東側で検出した。平面形は楕円形で

８８．０×６１．０×１１．０ｃｍを測る。断面形は

凹凸があり、壁は開き気味に緩やかに立ち上がる形

状である。堆積土は黒褐色土１層のみである。

ＳＫ－００２（図 1-261）

　Ｄ－１区東側で検出した。平面形は不整円形を呈

し１０３．０×９３．０×７．０ｃｍを測る。断面形

は皿形で、開き気味に立ち上がる。堆積土はＳＫ－

００１同様黒褐色土１層のみである。

図 1-257　D-1 区 SK-3



SI-07
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ5～7㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第2層　10YR6/6　明黄褐色土　B-Tm火山灰層
第3層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～10㎜)極微量,ローム粒(φ1㎜)極微量
第5層　10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第6層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ2～3㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)少量

SK-82
第a層　10YR2/1　黒色土    パミス粒(φ1㎜)極微量,ローム粒(φ1㎜)極微量
第b層　10YR2/1　黒色土 　 ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第c層　10YR1.7/1　黒色土  パミス粒(φ2～4㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第d層　10YR2/1　黒色土    パミスブロック(φ10～12㎜)極微量
第e層　10YR2/2　黒褐色土  パミス粒(φ3～5㎜)極微量,ローム粒(φ1㎜)少量
第f層　10YR2/2　黒褐色土  ローム粒(φ1㎜)微量,ロームブロック(φ10～30㎜)極微量
第g層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ2～5㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第h層　10YR2/1　黒色土    ローム粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第i層　10YR2/1　黒色土    ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第j層　10YR2/1　黒色土    ローム粒(φ1～2㎜)極微量,ロームブロック(φ10～15㎜)極微量
第k層　10YR2/2　黒褐色土  B-Tm火山灰極微量
第l層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　B-Tm火山灰層
第m層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第n層　10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第o層　10YR3/2　黒褐色土　パミスブロック(φ13～20㎜)極微量,ローム粒(φ1～5㎜)少量

SK-82

SK-82石器・B-Tm火山灰サンプル出土位置図
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SI-09
第1層　7.5YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒
                          (φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第3層　10YR2/1　黒色土　　 ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ100～200㎜)少量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第6層　10YR3/4　暗褐色土　 ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第7層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第8層　10YR1.7/1  黒色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第9層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第10層　10YR4/6　褐色土　  ローム粒(φ1～10㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)少量　ローム層
第11層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～25㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第12層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第13層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第14層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第15層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第16層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第17層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第18層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～7㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第19層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)微量
第20層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第21層　10YR4/4　褐色土　　ローム粒･ブロック(φ2～15㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
　　　　　　　　　　　　　 ローム層
第22層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第23層　10YR6/6　明黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
                             ローム層
第24層　10YR3/4　暗褐色土　  ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第25層　10YR3/3　暗褐色土　  ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第26層　10YR5/8　黄褐色土　  炭化粒(φ1～2㎜)極微量,ローム層
第27層　10YR5/6　黄褐色土　  炭化粒(φ1～2㎜)微量,ローム層
第28層　10YR6/8　明黄褐色土　ローム層
第29層　10YR3/3　暗褐色土　　ローム粒(φ1～3㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第30層　10YR3/3　暗褐色土　　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第31層　10YR5/6　黄褐色土　　炭化粒(φ1～3㎜)微量,ローム層
第32層　10YR3/4　暗褐色土　　ローム粒(φ1～10㎜)中量,ロームブロック(φ11～40㎜)少量,
                              炭化粒(φ1～2㎜)少量
第33層　10YR6/6　明黄褐色土　ローム層
第34層　10YR3/4　暗褐色土　　ローム粒(φ1～10㎜)少量,ロームブロック(φ40㎜)微量,
                             炭化粒(φ1～10㎜)少量

第35層　10YR4/4　褐色土　  ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第36層　10YR4/6　褐色土　  ローム粒･ブロック(φ1～40㎜)多量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第37層　10YR4/6　褐色土　  ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第38層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第39層　10YR5/8　黄褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)少量,パミス層
第40層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第41層　7.5YR2/1　黒色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第42層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ25㎜)微量,炭化粒
                           (φ1～3㎜)少量
第43層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～25㎜)中量,炭化粒
                           (φ1～3㎜)少量
第44層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ1～5㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,パミス層

SK-91
第a層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第b層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第c層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第d層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
SK-87
第A層　10YR2/3　黒褐色土　　パミスブロック(φ10～100㎜)極微量,ローム粒
                           (φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第B層　10YR6/8　明黄褐色土　パミス層
第C層　10YR1.7/1　黒色土　　パミスブロック(φ10㎜)極微量,ローム粒
                            (φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第D層　10YR2/2　黒褐色土　  パミス粒(φ5～8㎜)微量,ローム粒(φ1～4㎜)中量,
                            炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第E層　10YR5/6　黄褐色土　  ローム粒･ブロック(φ5～20㎜)多量,炭化粒 
                            (φ2～3㎜)極微量
第F層　10YR2/1　黒色土　    パミスブロック(φ10～25㎜)極微量,ローム粒
                            (φ1～2㎜)少量
第G層　10YR2/1　黒色土　    ローム粒(φ1～2㎜)微量
第H層　10YR2/2　黒褐色土　  パミス粒･ブロック(φ7～30㎜)少量,ローム粒･
                             ブロック(φ1～50㎜)少量,炭化粒(φ2～4㎜)極微量
第I層　10YR1.7/1　黒色土　  ローム粒(φ1～3㎜)少量
第J層　10YR2/1　黒色土　    パミス粒･ブロック(φ5～20㎜)極微量,ローム粒
                            (φ1～6㎜)微量,炭化粒(φ2～4㎜)極微量
第K層　10YR2/1　黒色土　    パミス粒(φ5～7㎜)極微量,ローム粒(φ1～9㎜)中量,
                             炭化粒(φ1～2㎜)極微量
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SK-88
第1層　10YR3/3　暗褐色土　 ローム粒(φ1～10㎜)中量,ロームブロック(φ10～15㎜)少量,
                            炭化粒(φ1～3㎜)少量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)少量,ロームブロック(φ10㎜)微量,炭化粒
                           (φ1～2㎜)少量
第3層　10YR2/3 　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第4層　7.5YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第5層　10YR4/6　褐色土　   ローム粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量  粘土層
第6層　10YR3/1　黒褐色土　 ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SK-90
第1層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ1～10㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR5/8　黄褐色土 　B-Tm火山灰混入　ローム層
第3層　10YR4/6　褐色土　　 炭化粒(φ1～2㎜)微量,B-Tm火山灰混入,ローム層
第4層　7.5YR4/4　褐色土　  炭化粒(φ1～2㎜)微量　粘土層
第5層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第6層　7.5YR5/6　明褐色土　炭化粒(φ1～2㎜)極微量　粘土層
第7層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～2㎜)少量,ロームブロック(φ15㎜)微量,
                             炭化粒(φ1～2㎜)微量
第8層　10YR2/1　黒色土　   ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)少量

SK-92
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～25㎜)少量,炭化粒(φ1～10㎜)
                            少量

SK-93
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～7㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)少量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,ブロック(φ10～20㎜)中量,
                            炭化粒(φ1～2㎜)微量
第5層　10YR5/6　黄褐色土　炭化粒(φ1～5㎜)少量　ローム層
第6層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)中量,ブロック(φ30～50㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)微量
第8層　10YR5/6　黄褐色土　炭化粒(φ1～3㎜)少量　ローム層
第9層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量,ロームブロック(φ10～15㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5㎜)少量

SK-94
第1層　10YR2/1　黒色土　　　ローム粒(φ1～10㎜)少量,ロームブロック(φ60㎜)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　(φ1～3㎜)少量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　　炭化粒(φ1～3㎜)少量　ローム層
第3層　10YR3/2　黒褐色土　　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ10～15㎜)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　(φ1～2㎜)少量
第4層　10YR3/4　暗褐色土　　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)多量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　(φ1～2㎜)微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　(φ1～5㎜)少量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ10～40㎜)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　(φ1～3㎜)少量
第7層　10YR2/1　黒色土　  　ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第8層　10YR3/1　黒褐色土　　ローム粒(φ1～10㎜)中量,ロームブロック(φ40㎜)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　　(φ1～2㎜)微量
第9層　10YR1.7/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ11～30㎜)少量,炭化粒
                            (φ1～5㎜)少量
第10層　7.5YR1.7/1　黒色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第11層　7.5YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量

SK-88土器微細

D057 D058

SK-88SK-87
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図 1-260　D-1 区 SK-6



P-1

S-1 S-2

S-3

SK-001
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
SK-002
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量

SK-003
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ3～10mm)微量,崩落土
第3層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量
第4層  10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ3～5mm)微量
第5層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　崩落土
第6層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ3～5mm)微量,崩落土
第7層  10YR2/2黒褐色土と10YR 4/6褐色土の混合土　
　　　　　　　　　  ローム粒・ブロック(φ3～20mm)微量,崩落土
第8層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量
第9層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)微量
第10層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　崩落土
第11層  10YR4/6  褐色土　崩落土
第12層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
Pit1
第13層  10YR2/2  黒褐色土  ロームブロック(φ10～30mm)多量
SK-004
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ1～10mm)少量,
                          炭化粒(φ3～10mm)微量,焼土粒
                          (φ1～3mm)微量
第2層  10YR2/2黒褐色土と10YR2/3黒褐色土の混合土　
　　　　　　　　　　　　　ローム(φ3～10mm)微量,崩落土
第3層  10YR2/3黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
撹乱　10YR2/1  黒色土 ローム粒(φ1～3mm)微量
SK-005
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　崩落土
第3層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　崩落土
第4層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
第5層  10YR5/6  黄褐色土  粘土質
SK-006
第1層  10YR2/1  黒色土    ローム粒・ブロック(φ3～20mm)
                          微量
第2層  10YR2/1黒色土と10YR4/61褐色土の混合土(崩落土)
SK-007
第1層　10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ3～20mm)少量
第2層  10YR3/3暗褐色土と10YR2/2黒褐色土の混合土　
　　　　　　　　　　　　　ローム粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ3～10mm)微量
第3層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ3～5mm)微量
Pit1
第a層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ3～5mm)微量
SK-008
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層  10YR3/2黒褐色土と10YR3/4暗褐色土の混合土　
　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ3～10mm)微量
第3層  10YR3/4  暗褐色土  ローム粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ5～20mm)少量
SK-009
第1層　10YR2/1　黒色土　パミス粒・ブロック(φ5～50mm)
                        少量
第2層　10YR2/2黒褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土
　　　　　　　　 　　　 パミス粒(φ5～10mm)少量
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ＳＫ－００３（図 1-261）

　Ｄ－１区東側で検出した。平面形は不整隅丸方形

を呈し、１２４．０×１１３．０×４５．０ｃｍを測

る。断面形は袋状を呈し、特に東側がフラスコ状

に入り込んだ形状を呈する。また、底面北側には

３０．０×１９．０×１０．０ｃｍの小ピットがある。

堆積土はピットの堆積土を含め１３層に分層し、一

部崩落が伴っているが、人為的埋め戻しの要因が強

い堆積状況である。出土遺物は覆土中から出土した

縄文時代後期前葉十腰内Ⅰ式期の深鉢体部片と土器

片利用の円盤状土製品が出土しており、いずれも縄

文時代後期前葉に収まるものと考えられる。

ＳＫ－００４（図 1-261）

　Ｄ－１区東側で検出した。平面形は楕円形を呈し

１３８．０×１１１．０×２６．０ｃｍを測る。断面

形は一部袋状を呈している。堆積土は３層に分層し、

崩落の伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－００５（図 1-261)

　Ｄ－１区東側で検出した。西側が光ケーブル埋設

により破壊されていたが、残存部の形状は隅丸方形

を呈し、１３６．０×１３５．０×３６．０ｃｍを測

る。断面形は一部凹凸があり、壁は垂直に近い形で

立ち上がる部分と開き気味に立ち上がる部分が見ら

れる。堆積土は５層に分層し、一部崩落が伴う自然

堆積状況を呈する。出土遺物は第１層から出土した

縄文時代後期前葉十腰内Ⅰ式の深鉢口縁部を図示し

た。

ＳＫ－００６（図 1-261）

　Ｄ－１区東側で検出した。平面形は楕円形を呈し、

１１６．０×９６．０×１８．０ｃｍを測る。断面形

は一部袋状を呈している。堆積土は２層に分層し、

崩落の伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－００７（図 1-261）

　Ｄ－１区東側で検出した。平面形は楕円形を呈し、

１３０．０×９６．０×３４．０ｃｍを測る。また中

央に２５．０×２１．０×８．０ｃｍを測る小ピット

を検出した。断面形は鍋底形を呈し、垂直に近い形

で立ち上がる部分が多く見られる。堆積土は３層に

分層し、崩落の伴う自然堆積状況を呈する。出土遺

物は底面直上から類似した規格の自然礫および礫石

器が出土しており、　Ｓ－１として取り扱った敲磨

器類１点を図示した。

ＳＫ－００８（図 1-261）

　Ｄ－１区東側で検出した。調査区境の複数年次に

渡る境界の欠測箇所に延びており、部分的な精査に

留まっている。検出部分の平面形は（不整円形）を

呈し、（６３．０）×（１５．０）×（２６．０）ｃｍ

を測る。断面形はＶ字状を呈しており、開き気味に

立ち上がっている。堆積土は３層に分層し、一部流

れ込みに伴う堆積が生じた自然堆積状況を呈してい

る。

ＳＫ－００９（図 1-261）

　Ｄ－１区西側で検出した。平面形は不整台形を呈

しており、８３．０×７０．０×１８．０ｃｍを測る。

断面形は直立気味に立ち上がる部分と開き気味に立

ち上がる部分が見られる。堆積土は２層に分層し、

いずれの土層中にも粒径の大きなパミスブロックが

多く含まれ、人為的堆積状況を呈する。

３．井戸跡

ＳＥ－００１（図 1-262 ～ 265）

　Ｄ－１区南東側で検出した。平面形は不整円形を

呈し、２２０．０×２１７．０×２５３．０ｃｍを測

る。断面形は垂直に近い形で立ち上がるが中段で角

度を変え、若干開き気味に立ち上がっている。堆積

土は３６層に分層し、崩落の伴う自然堆積状況を呈

している。出土遺物は下層に相当する第３４～３６

層から木製品のみ出土している。Ｄ０６３の白木の

木器椀は第３５層出土で、口径１４．２ｃｍを測る。

器壁が厚めで、口唇部の一部が炭化している。樹種

はモクレン属である。Ｄ０６４は第３４層出土の下

駄の欠損資料で、長さ（１３．７）ｃｍ、幅（７．５）

ｃｍ、厚さ３．４ｃｍを測る。アスナロの柾目取りで、

歯の部分は後ろ側に傾斜するような形で削り出しさ

れている。Ｄ０６５～Ｄ０６７は箸状を呈する木製

品であるが、出土量は非常に少ない。また、箸状の

Ｄ０６５の他、板状のＤ０６８やＤ０７１、木片の

Ｄ０８３・Ｄ０８６なども炭化しており、燃された

残りである可能性がある。Ｄ０７４～Ｄ０７７は井

桁として機能した可能性がある資料で、朽ちていた

ため完形資料はないが、全長のわかるＤ０７５は幅

９９．４ｃｍを測る。樹種はいずれもアスナロであ

る。その他Ｄ０７８の杭、Ｄ０７９・Ｄ０８０の板

壁材、Ｄ０８１の板杭（壁材）等の部材も出土して

いるが本遺構に帰属した資料ではなく廃棄に伴う資

料の可能性が高い。樹種は全てアスナロである。

４．溝状土坑（Ｔピット）

　調査後に認定された資料を含め９基検出した。

ＳＴＰａ－０７（ＳＫ－５８）（図 1-266）

　Ｄ－１区南側で検出した。調査時ＳＫ－５９・

６０と扱われた土坑と重複しており、本遺構の方が

古い。平面形は溝状を呈し、４０６．０×５６．０×

１３５．０ｃｍを測る。断面形は垂直に近い形で立
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SE-001
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ3～10mm)少量
第2層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第3層　10YR2/1　黒色土　ローム粒・ブロック(φ1～20mm)微量
第4層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第5層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第6層　10YR1.7/1　黒色土
第7層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～3mm)微量
第8層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3mm)少量
第10層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～10mm)微量
第11層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第12層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)少量
第13層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～5mm)中量
第14層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第15層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ3～5mm)微量
第16層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
第17層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
第18層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量,炭化粒(φ1～3mm)微量
第19層　10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
第20層　10YR4/6　褐色土(崩落土)
第21層　10YR5/6　黄褐色土
第22層　10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土(崩落土)
第23層　10YR4/6　褐色土(崩落土)
第24層　10YR1.7/1　黒色土
第25層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第26層　10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第27層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～5mm)少量
第28層　10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　ローム粒(φ3～5mm)少量
第29層　10YR2/2　黒褐色土
第30層　10YR2/1　黒色土
第31層　10YR4/6　褐色土(崩落土)
第32層　10YR3/3　暗褐色土　炭化粒(φ5～10mm)多量
第33層　10YR4/6　褐色土(崩落土)
第34層　10YR3/3　暗褐色土(板材が出土した層)
第35層　10YR3/3　暗褐色土(礫が出土した層)
第36層　10YR3/3　暗褐色土
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図 1-262　D-1 区 SE-1
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図 1-263　D-1 区 SE-2
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図 1-264　D-1 区 SE-3
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図 1-265　D-1 区 SE-4
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STPa-09(SK-72)
第1層　10YR1.7/1　黒色土　 ローム粒(φ1～3㎜)微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～2㎜)微量
第3層　10YR2/1　黒色土　　 パミス粒(φ3㎜)微量,ローム粒(φ1～5㎜)微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒(φ1～5㎜)中量
第5層　10YR2/1　黒色土　　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,ロームブロック(φ25㎜)微量
第6層　10YR3/1　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)中量,ロームブロック(φ15～50㎜)中量
第7層　10YR5/6　黄褐色土　 ローム層
第8層　10YR3/1　黒褐色土　 ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ15～30㎜)少量
第9層　10YR5/6　黄褐色土　 ローム層
第10層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,ロームブロック(φ10～15㎜)少量
第11層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第12層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量
STPa-10(SK-73)
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,ローム粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～5㎜)多量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒(φ1～9㎜)多量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15㎜)微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,ローム粒(φ1～5㎜)中量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,ロームブロック(φ30～50㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ160㎜大)混入
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STPa-07(SK-58)
第1層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～10㎜)微量,炭化粒(φ2㎜)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量
第3層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ2㎜)極微量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ2～3㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　粘土(φ1～5㎜)少量
第5層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)少量,粘土(φ5～50㎜)少量
第6層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)中量,粘土(φ5～50㎜)
                          少量
STPa-08(SK-71)
第a層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～5㎜)極微量
第b層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1㎜)微量,ローム粒(φ1～5㎜)少量
第c層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1㎜)極微量
第d層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～7㎜)中量,
                          ロームブロック(φ10㎜)微量
第e層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～9㎜)中量,ロームブロック(φ10～50㎜)少量
第f層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量
SM-01
第1層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～3㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2㎜)極微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ2㎜)極微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量
第5層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～5㎜)極微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第7層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ2～5㎜)微量
第8層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第9層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)少量,炭化粒(φ2～3㎜)極微量
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図 1-266　D-1 区 STP・STPa-1
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第1層　10YR2/2　黒褐色土　　 ローム粒(φ1～5㎜)中量,
                               炭化粒(φ3㎜)微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　　 ローム粒(φ1～3㎜)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　　 ローム粒(φ1～9㎜)微量
第4層　10YR2/1　黒色土　　　 ローム粒(φ1㎜)微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　　 ローム粒(φ1～9㎜)中量,
                      ロームブロック(φ10～50㎜)少量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,
                          ロームブロック(φ10㎜)少量
第7層　10YR4/4　褐色土　　　 ローム粒(φ1～4㎜)少量
第8層　10YR2/1　黒色土　　　 ローム粒(φ1㎜)微量
第9層　10YR3/2　黒褐色土　　 ローム粒(φ1～5㎜)少量,
                       ロームブロック(φ10～15㎜)少量
第10層　10YR5/8　黄褐色土　  パミス粒(φ2～4㎜)極微量,ローム層
第11層　10YR1.7/1　黒色土　  ローム粒(φ1～2㎜)極微量,
                               炭化粒(φ1㎜)極微量
第12層　10YR6/8　明黄褐色土　パミス層
第13層　10YR3/2　黒褐色土　  パミス粒(φ1～2㎜)極微量,
                               ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第14層　10YR6/6　明黄褐色土　ローム層
第15層　10YR3/2　黒褐色土　　
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第1層　10YR1.7/1　黒色土　　ローム粒(φ1㎜)極微量
第2層　10YR2/1　  黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　　ローム粒(φ1～3㎜)少量
第4層　10YR1.7/1　黒色土　　ローム粒(φ1～2㎜)微量
第5層　10YR2/1　  黒色土　　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)少量
第6層　10YR2/1　  黒色土　　ローム粒(φ1～2㎜)少量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　　ローム粒(φ1～10㎜)中量
第8層　10YR5/6　黄褐色土　　ローム層
第9層　10YR3/2　黒褐色土　　ローム粒(φ2㎜)少量
第10層　7.5YR5/6　明褐色土　粘土層
第11層　10YR2/1　黒色土　　 粘土(φ2～5㎜)微量
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ち上がり、壁上部の一部で角度を変えている部分が

ある。堆積土は６層に分層し、崩落の伴う自然堆積

状況を呈する。

ＳＴＰａ－０８（ＳＫ－７１）（図 1-266）

　Ｄ－１区の南側から検出した。ＳＭ－０１・

００１と重複しており、本遺構の方が古い。平面形

は溝状を呈し、３４５．０×４４．０×１１３．０ｃ

ｍを測る。断面形はＳＭ－０１・００１に切られて

いる部分が多いが、垂直に近い形で立ち上がる。堆

積土は６層に分層し、崩落の伴った自然堆積状況を

呈する。

ＳＴＰａ－０９（ＳＫ－７２）（図 1-266）

　Ｄ－１区の南側から検出した。ＳＤ－１３と重複

しており、本遺構の方が古い。平面形は溝状を呈し

４０３．０×８３．０×１２３．０ｃｍを測る。断面

形はやや凹凸があるが、垂直に近い形で立ち上がる。

長軸方向は少し袋状に入り込んだ部分が見られる。

堆積土は１２層に分層し、崩落の伴う自然堆積状況

を呈する。

ＳＴＰａ－１０（ＳＫ－７３）（図 1-266）

　Ｄ－１区の中央より北側から検出した。平面形は

溝状を呈し３７９．０×６８．０×１０４．０ｃｍを

測る。断面形は垂直に近い形で立ち上がり、壁上部

で緩やかに角度を変えている。また長軸方向は袋状

に入り込んだ形状を呈している。堆積土は４層に分

層し、崩落が伴う自然堆積状況を呈する。出土遺物

は第１層から出土した縄文時代後期前葉十腰内Ⅰ式

期の深鉢体部片を図示した。

ＳＴＰａ－１１（ＳＫ－７６）（図 1-267）

　Ｄ－１区の北側から検出した。平面形は溝状を呈

し３６２．０×４７．０×１２７．０ｃｍを測る。断

面形は凹凸があるが、垂直に近い形で立ち上がり、

図 1-267　D-1 区 STP・STPa-2
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STP-001
第1層  10YR2/1  黒色土
第2層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量
第3層  10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ1～5mm)微量
第4層  10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ1～3mm)微量
第5層  10YR1.7/1　黒色土  ローム粒(φ3～5mm)微量

STP-002
第1層  10YR1.7/1　黒色土    ローム粒(φ3～10mm)少量
第2層  10YR2/1  　黒色土    ローム粒(φ1～3mm)微量
第3層  10YR2/1黒色土と10YR4/6褐色土の混合土　(崩落土)
第4層  10YR2/1  　黒色土    ローム粒・ブロック(φ5～20mm)
                            微量
第5層  10YR2/1黒色土と10YR4/6褐色土の混合土　(崩落土)
第6層  10YR2/1  　黒色土    ローム粒(φ3～5mm)微量
第7層  10YR2/1黒色土と10YR4/6褐色土の混合土　(崩落土)
第8層  10YR1.7/1　黒色土
第9層  10YR2/1黒色土と10YR 4/6褐色土の混合土　(崩落土)

STP-011
第1層　10YR3/1　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒
                          (φ1～10㎜)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒極微量,パミス粒(φ1～2㎜)
                          極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)微量,ローム
                          ブロック(φ10～15㎜)極微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,ローム
                          ブロック(φ10㎜)微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,ローム粒
                          (φ1～5㎜)微量,ロームブロック
                          (φ20～30㎜)微量
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壁上部で一部広がった掘り込みを有している。堆積

土は１１層に分層し、崩落の伴う自然堆積状況を呈

する。覆土中から沈線文の土器片が出土しており、

縄文時代後期前葉の土器が出土したＳＴＰａ－１０

（ＳＫ－７３）と本遺構は平行した軸線であること

から同時併存ないしは近接した時期に使用されてい

た可能性が高い。

ＳＴＰａ－１２（ＳＫ－７９）（図 1-267）

　Ｄ－１区の中央からやや北側の地点で検出した。

複数年次に跨る調査区境から検出した遺構で、東側

部分が欠測資料となっており、検出部分の平面形は

溝状を呈し、（１２１．０）×３７．０×９８．０ｃｍ

を測る。上部が撹乱による影響で変形しているが、

断面形は垂直に近い形で立ち上がっている。残存部

の堆積土は１５層に分層しており、自然堆積状況を

呈している。覆土出土扱いでＤ０８９として図示し

た古銭状の遺物が出土しているが、火熱を受けたア

ルミニウム状の材質で本遺構とは直接関係のない撹

乱に伴った可能性が高い資料である。

ＳＴＰ－００１（図 1-268）

　Ｄ－１区の南側から検出した。平面形は溝状を呈

し、２９８．０×５０．０×８３．０ｃｍを測る。断

面形は一部で凹凸が見られるが、垂直に近い形で立

ち上がり、壁上部で緩やかに立ち上がる。長軸方向

は一部で袋状に入り込む。堆積土は５層に分層し、

崩落に伴う堆積状況である。出土遺物は覆土中から

縄文土器片が出土したが砕片の為図示していない。

なお、本遺構はＳＴＰａ－０７（ＳＫ－５８）と平

行しており、ＳＴＰａ－１０（ＳＫ－７３）・１１（Ｓ

Ｋ－７６）の関係と同様に併行関係か近接関係にあ

った可能性がある。

ＳＴＰ－００２（図 1-268）

　Ｄ－１区の東側で検出した。平面形は溝状を呈し、

３３３．０×６４．０×９８．０ｃｍを測る。断面形

は凹凸があるが、垂直に近い形で立ち上がり、壁の

一部で開き気味に立ち上がる箇所がある。また長軸

方向は袋状に入り込んでいる。堆積土は９層に分層

し、崩落の伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＴＰ－０１１（図 1-268）

　Ｄ－１区の北東で検出した。平面形は溝状を呈し、

２５７．０×２６．０×６６．０ｃｍを測る。断面形

は一部凹凸が見られるが垂直に近い形で立ち上が

図 1-268　D-1 区 STP・STPa-3



SP-450
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3㎜)微量

SP-452
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～10㎜)中量

SP-451
第1層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量
第2層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　(φ3㎜)極微量
第3層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ1～10㎜)微量
第4層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量

SP-453
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量

SP-454
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)微量

SP-455
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量

SP-458
第1層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ2～10㎜)中量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量

SP-456
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5㎜)微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ2㎜)極微量
SP-457
第a層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)極微量

SP-459
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～10㎜)少量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)少量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)多量
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り、長軸方向は袋状に入り込む部分が見られる。堆

積土は５層に分層し、崩落の伴う自然堆積状況を呈

する。

５．ピット（図 1-269・270）

　調査区内から２６基検出した。平面・土層図の掲

載を優先し、遺構規模情報は遺構観察表中に一括し

て掲載した。

　柱穴として機能した可能性のあるピットがあり、

同一軸線上で並んだピットとしてはＳＰ－００１・

４５０・４５１、ＳＰ－４５２・４５８などがある

が、間尺が不均一で掘立柱建物として認定できる資

料はない。

６．溝跡

　発掘調査が複数年次に及び、担当者が複数存在し、

調査単位ごとにそれぞれの遺構番号を付し精査され

ているため、連続する同一遺構でありながら異なる

遺構名が付されている。本報告に際して、連続する

同一の溝跡について一括して取り上げ、遺構名は調

査時に使用した遺構番号を並列表記する形とした。

ＳＤ－１３・００２・０１５（図 1-271）

　X=92007.600,Y=-11628.500 ～X=92012.900,Y=-11657.100

付近で検出した。ＳＩ－０６とＳＴＰａ－０９（Ｓ

Ｋ－７２）と重複しており、本遺構が新しい。

　東側のＳＤ－００２から西側のＳＤ－１３へ東西

軸で走り、一部水道管の埋設に伴い破壊されている

が、X=92004.800,Y=-11656.400付近でＬ字状に曲がり南

図 1-269　D-1 区 SP-1



SP-001
第1層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層  10YR3/4暗褐色土と10YR4/6褐色土の混合土  
                         ローム粒(φ5～10mm)少量

SP-002
第1層  10YR 2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層  10YR 3/3  暗褐色土  ローム粒(φ5～15mm)微量
第3層  10YR3/4暗褐色土と10YR5/8黄褐色土の混合土
　                           ローム粒(φ3～5mm)微量      

SP-003
第1層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/4褐色土の混合土  
                       ローム粒(φ3～5mm)微量
        

SP-004
第1層  10YR 2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量

SP-005
第1層  10YR 2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層  10YR 3/4  暗褐色土  ローム粒(φ3～10mm)微量

SP-006
第1層  10YR 2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量

SP-007
第1層  10YR 2/2  黒褐色土  ローム粒(φ1～3mm)微量

SP-008
第1層  10YR 2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量

SP-009
第1層  10YR 2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量

SP-010
第1層  10YR3/4暗褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土  
                         ローム粒(φ3～5mm)微量

SP-012
第1層  10YR 2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
第2層  10YR 3/4  暗褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量

SP-011
第1層  10YR 2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量

SP-031
第1層　10YR3/2  黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)少量,パミス
                          ブロック(φ10mm大)極微量,
                          ローム粒(φ1～5mm)極微量
SP-032
第a層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～5mm)微量,パミス
                          ブロック(φ10～15mm)微量,
                          ローム粒(φ1～3mm)微量

SP-033
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)微量,
                          ローム粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ1～20mm)微量

SP-034
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5mm)少量,
                          炭化粒(φ1～2mm)極微量,
                          ローム粒(φ1～2mm)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒極微量,
                          ローム粒(φ1～3mm)微量,
                          10YR2/3黒褐色土粒(φ3～5mm)微量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ3～5mm)少量,
                          パミスブロック(φ10mm)微量,
                          ローム粒(φ1～2mm)微量
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北軸のＳＤ－０１５扱いの溝と接する形である。

　北側の延長線上にはＳＤ－０１４とした溝跡と同

一軸線であるが、連結しておらず、ＳＤ－０１５の

北端が若干東側に寄った配置をしている部分など、

断続した配置であった可能性が高い。なお、ＳＤ－

００２の東側のＥ区ではＳＤ－２７が本遺構の延長

部に相当する。

ＳＤ－１４・００１（図 1-271）

　X=92020.000,Y=-11642.500～X=91984.200,Y=-11633.800

付近で検出した。ＳＩ－０６とＳＰ－０１１と重複

しており、ＳＩ－０６より新しく、ＳＰ－０１１よ

り古い。また、南端はＥ区のＳＤ－８０と連続する。

１３°西偏した軸線で、ＳＤ－１４の北端より北側

の地点では検出していない。覆土中からＢ－Ｔｍ火

山灰を検出した地点があるが、帰属時期を示すもの

ではなく、埋没に際し、付近に堆積していたＢ－Ｔ

ｍ火山灰を含む土層が堆積したものと思われる。出

土遺物は覆土出土の縄文時代後期前葉十腰内Ⅰ式の

深鉢体部資料を図示した。

ＳＤ－１５・０１３（図 1-272）

　X=92050.600,Y=-11628.000～X=92035.800,Y=-11665.800

付近で検出した。撹乱の影響により断続しているが

連続していたものと判断される。また、西側のＳＤ

－０１３側は更に西側に延び、Ｄ－２区のＳＤ－

００１につながっている。東側は一部空閑地がある

が、東端で検出したＳＤ－０１０と同軸で、さらに

Ｅ区のＳＤ－１１２に連結する。歪んだ東西軸であ

るが、Ｎ－７０°－Ｅ程度の軸線である。出土遺物

は、縄文時代前期末円筒下層ｄ 2 式期の口縁部片と

土師器椀底部、円盤状石製品などが出土している。

ＳＤ－００５・００６（図 1-273）

　ＳＤ－００５は、X=92037.000,Y=-11621.200付近、ＳＤ

－００６は、X=92051.500,Y=-11622.000付近で検出した。

断続しているが同一軸線上に位置しており、東側に

隣接するＳＤ－００７と平行している。この位置関

係は南側の延長線上が位置するＥ区内ではＳＤ－

６９とＳＤ－７０につながるもので、西側に配置し

ているＳＤ－６９は断続しながら記録されている。

ＳＤ－００５・００６についても調査時に別々の遺

構として調査記録がなされているが実質的にＥ区Ｓ

Ｄ－６９に連結する区画溝として認定できる資料で

ある。

ＳＤ－００７（図 1-273）

　X=92059.700,Y=-11622.500～X=92032.600,Y=-11620.000

付近で検出した。前述のとおり、ＳＤ－００５・

００６と平行しており、南端のＥ区ではＳＤ－７０

とした溝と連結する。北側でＳＤ－００８・００９

と切り合い関係があるが、適切な位置で土層記録が

成されていなかったため新旧関係の詳細は不明であ

る。

ＳＤ－００８・００９（図 1-273）

　X=92053.600,Y=-11624.100～X=92063.800,Y=-11614.200

付近で検出した。

　ＳＤ－００８は、X=92055.400,Y=-11622.800付近でＳＤ－

００９と重複しており、ＳＤ－００８の方が新しい。ＳＤ

－００９相当部分は部分的で、新しいＳＤ－００８側

と重なった位置にある部分が多く見られる。また前述

のとおりＳＤ－００７と重複しているが、詳細は不明

である。Ｎ－４４°－Ｅの軸線で、北東側のＥ区では

ＳＤ－１０４に連結する。

ＳＤ－０１０（図 1-273）

　X=92053.600,Y=-11616.600付近で検出した。ＳＤ－

１５・０１３の部分で記述したが、ＳＤ－１５・

０１３の延長部に相当し、また東側のＥ区ではＳＤ

－１１２に連結する溝である。ＳＤ－０１０とＳＤ

－１５との間にはＳＤ－００６・００７が南北方向

に走っており、ＳＤ－１５・０１０にとっては空閑

地となっている。

ＳＤ－０１１（図1-274）

　X=92068.900,Y=-11618.600 ～X=92076.500,Y=-11617.000

付近で検出した。ＳＤ－０１２・１０３と重複しており、

ＳＤ－１０３より新しく、ＳＤ－０１２より古い。南北軸

でＮ－１１°－Ｅの軸線でＥ区のＳＤ－３３・３４と類似

した軸線である。

ＳＤ－０１２（図1-274）

　X=92071.400,Y=-11619.800 ～ X=92076.600,Y=-11617.000

付近で検出した。ＳＤ－０１１と重複しており、本遺構

の方が新しい。主軸はＮ－４０°－Ｅである。

ＳＤ－０１４（図1-275）

　X=92028.000,Y=-11660.000～X=92013.800,Y=-11657.600

付近で検出した。ＳＩ－０７・００７と重複しており、本

遺構の方が新しい。ＳＤ－１３・０１５の部分で記

述したが、ＳＤ－０１５部分の北側の同軸線上に本

遺構は存在するが、双方の遺構が連結していないこと

とＳＤ－０１５側が若干東側に入り込むことなどの理由

により別遺構扱いとなっている。主軸はＮ－１０°－Ｗ

で北側が西寄りに開いている。

ＳＤ－１０３（図1-274）

　X=92072.400,Y=-11610.800～X=92069.000,Y=-11620.000

付近で検出した。Ｅ区で検出したＳＤ－１０３に相当する。
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SD-14

SD-13
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～9㎜)微量,炭化粒(φ3㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～5㎜)少量,ロームブロック(φ15㎜)微量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ2㎜)中量,ロームブロック(φ20㎜)少量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5㎜)微量

SD-001
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
第2層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量

SD-002
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ5～10mm)少量
SD-015
第1層　10YR2/1　黒色土
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10～20mm)微量
SD-14
第1層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)少量,
                           炭化粒(φ2㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)少量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量
第4層　10YR2/1　黒色土　　 ローム粒(φ1～3㎜)微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量
第7層　10YR2/1　黒色土　　 ローム粒(φ1㎜)極微量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)少量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　 ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第10層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)微量
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SD-15P-2
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SD-15
第1層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量
第4層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ2㎜)極微量
第5層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～10㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ3㎜)極微量,粘土ブロック(φ20㎜)極微量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)微量
第8層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～10㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量
第10層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ2～10㎜)微量
第11層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1㎜)極微量
第12層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)中量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第13層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SD-013
盛土　 10YR2/1　黒色土
第1層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～10mm)微量
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SD-005P-1

SD-007P-2

SD-007P-1

SD-007S-2

SD-008P-1

SD-005
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ1～3mm)微量
第2層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)少量
撹乱　 10YR2/1  黒色土 

SD-006
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ3～30mm)多量
第2層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量

SD-007
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
第2層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～15mm)微量
第3層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)少量

SD-008
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量,
                          炭化粒(φ3mm)微量
第2層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ1～3mm)微量
SD-009
第a層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ1～5mm)微量
第b層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量

SD-010
第1層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ3～15mm)少量

1

2
撹乱

8.400m
SD-005セクション
A B

SD-007S-1

1

2

8.200mC D
SD-006セクション

SD-007
SD-008

1

2
3

2
3

撹乱
2

8.100m 8.300m

8.400m

E F G H

I J

SD-007セクション

SD-008

SD-007セクション

SD-007セクション

8.100m

1
a

2
b
SD-009

SD-008

SD-008・009セクション

K L

8.300mM N
SD-010セクション

1

AB

C D

E

F

G H

I J

K

L

M
N

SD-008

SD-008

SD-007

SD-007

SD-006

SD-005

SD-010

SP-008

SP-009

SD-009

ケ
ー
ブ
ル
管

0 6m

0 2m

SD-005～010

Ⅴ -1

D-1 区

─ 304 ─

石江遺跡群発掘調査報告書Ⅵ　第 1分冊　高間 (1) 遺跡本文・図版編 1

図 1-273　D-1 区 SD-3



SD-011
第ア層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9mm)少量,
                           パミスブロック(φ10～25mm)少量,
　　　　　　　　　　　　　 ローム粒(φ1～5mm)少量,
                           10YR2/3黒褐色土粒(φ1～5mm)少量

SD-012
第1層　7.5YR2/3　極暗褐色土　パミス粒(φ1～5mm)微量,
                             ローム粒(φ1～3mm)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ1～2mm)極微量,
                             炭化粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　   パミス粒(φ1～5mm)少量,
                             ローム粒(φ1～9mm)少量
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SD-014
第1層　10YR2/2　黒褐色土
第2層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ3～5mm)微量
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SM-01
第1層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～3㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2㎜)極微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ2㎜)極微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量
第5層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～5㎜)極微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第7層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ2～5㎜)微量
第8層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第9層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒･ブロック(φ1～15㎜)少量,炭化粒(φ2～3㎜)極微量
STPa-08(SK-71)
第a層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～5㎜)極微量
第b層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1㎜)微量,ローム粒(φ1～5㎜)少量
第c層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1㎜)極微量
第d層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～7㎜)中量,ロームブロック
                          (φ10㎜)微量
第e層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～9㎜)中量,ロームブロック(φ10～50㎜)少量
第f層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量

SM-001
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量,炭化粒(φ5mm)微量
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SM-02
第1層　10YR2/1　黒色土　   ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR3/1　黒褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR3/1　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)少量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)中量,炭化粒(φ１㎜)極微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1㎜)少量,粘土(φ5㎜)少量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)中量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)少量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)中量,粘土(φ5㎜)極微量
第9層　10YR3/1　黒褐色土　 ローム粒(φ1～10㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第10層　10YR3/1　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量
第11層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,粘土(φ5～30㎜)少量
第12層　10YR3/2　黒褐色土　      ローム粒(φ1～10㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　 粘土(φ2～30㎜)少量
第13層　10YR3/1　黒褐色土　     ローム粒(φ2～5㎜)微量,粘土(φ2～15㎜)少量
第14層　10YR2/1　黒色土　       ローム粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ5㎜)極微量

SK-80
第1層　10YR2/2　黒褐色土　  ローム粒(φ1～5㎜)極微量,鉄分(φ10～20㎜)混入
第2層　10YR2/3　黒褐色土　  パミス粒(φ3㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,ロームブロック
　　　　　　　　　　　　　  (φ10～15㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　  ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)多量,炭化粒(φ2～3㎜)極微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　  パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)
                            中量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　  ローム粒･ブロック(φ1～20㎜)多量,炭化粒(φ4～6㎜)極微量
第6層　10YR2/3　黒褐色土　  ローム粒･ブロック(φ1～30㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　  パミスブロック(φ15㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　  パミスブロック(φ10～15㎜)少量,ローム粒(φ1～3㎜)微量,粘土
                            ブロック(φ20～40㎜)極微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　  パミスブロック(φ30～40㎜)微量,ローム粒(φ3～6㎜)中量,ローム
                            ブロック(φ30㎜)極微量,炭化粒(φ2～3㎜)極微量
第10層　10YR2/2　黒褐色土　 パミスブロック(φ10～40㎜)極微量,ローム粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒
                            (φ1㎜)極微量
第11層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第12層　10YR2/3　黒褐色土　 ローム粒(φ1～9㎜)多量,壁際の部分にパミス質土が層状に堆積
第13層　10YR4/6　褐色土　   パミスブロック(φ30～40㎜)極微量,粘土ブロック(φ30～40㎜)極微量
                            ローム層 

第14層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1㎜)極微量  
第15層　10YR2/2　黒褐色土　 パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,ローム粒(φ1～9㎜)微量
第16層　10YR2/1　黒色土　   ローム粒(φ1㎜)極微量
第17層　7.5YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ5～8㎜)極微量  ローム層
第18層　10YR3/1　黒褐色土　 ローム粒(φ1～5㎜)極微量,ロームブロック(φ60㎜)極微量,
                            粘土ブロック(φ50㎜)極微量
第19層　10YR3/3　暗褐色土　 パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,ローム粒(φ1～5㎜)多量,
　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ60㎜)極微量
第20層　10YR2/1　黒色土　　 ローム粒(φ1～2㎜)極微量
第21層　7.5YR5/6　明褐色土　ローム層
SM-02
第a層　10YR2/2　黒褐色土　  パミス粒(φ1～2㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)少量
第b層　10YR2/2 　黒褐色土　 ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第c層　10YR2/3　黒褐色土　  パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,ローム粒(φ1～3㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1㎜)極微量
第d層　10YR3/3　暗褐色土　  パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,ローム粒(φ1～2㎜)多量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ3㎜)極微量
第e層　10YR6/6　明黄褐色土　パミス粒(φ3～5㎜)極微量  ローム層
第f層　10YR3/2　黒褐色土　  ローム粒(φ1～3㎜)少量,ロームブロック(φ10～20㎜)極微量
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図 1-277　D-1 区 SM-2
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第Ⅴ章　Ｄ区

本調査区内で検出した長さは約１１ｍ、幅２２８．０ｃｍ、

深さ１７０ｃｍを測る。中層から炭化物を検出している。

出土遺物は古代の須恵器・土師器及び縄文土器の破

片が出土した。縄文土器は後期前葉の資料が多い。

７．円形・方形周溝状遺構

ＳＭ－０１・００１（図 1-276）

　Ｄ－１区の南側で検出した。ＳＩ－０５・

００５、ＳＴＰａ－０８（ＳＫ－７１）と重複し

ており、本遺構の方が新しい。方形気味の馬蹄形

状を呈しており、　北西側が開口している。規模は

４５２．０×４２８．０×４１ｃｍを測る。東側のＥ

区でも方形気味の馬蹄形状のＳＭ－０６があるが、

開口方向は北東側で、本遺構と同様に古代の円形周

溝の南東方向への開口とは向きが異なっている状況

である。溝の中からは土坑等は検出しておらず、盛

土がされたような痕跡も残存していない。

ＳＭ－０２（図1-277）

　Ｄ－１区の中央よりやや北側の位置から検出し

た。北側と西側が撹乱によって破壊されており、西

側はＳＫ－８０と重複し、本遺構が古い。撹乱によ

り全体形の詳細は不明であるが、方形気味の部分と

円形気味の部分が組み合わさった溝状の遺構であ

る。規模は５９６．０×（４４３．０）×４２．０ｃ

ｍを測る。撹乱により開口部があったかどうかにつ

いては確定できないが、前述のＳＭ－０１同様、本

遺構も南東方向に開口部は持たない周溝で、溝の内

側についても土坑などの施設や盛土なども確認され

ていない。

第２節　Ｄ－２区

１．竪穴住居跡

ＳＩ－５８（図 1-279 ～ 282）

　Ｄ－２区調査区中央より南側の位置から検出し

た。平面形は長方形を呈し５５０．０×５０８．０×

４６．０ｃｍを測る。

　ピットは竪穴内から１０基検出しており、主柱穴

として機能したピットはＰｉｔ１・２・７・１０で、

若干南東壁寄りではあるが、カマド設置壁側に柱穴

配置がされない４本柱の配置である。壁溝はカマド

設置がされた北東壁側とＳＫ－０２とした遺物が集

中して出土した南東壁中央と東寄りの部分の一部で

欠落しているが、断続しながらもほぼ全周する形で

ある。調査時にＳＫ－０１・０２の土坑扱いとして

２基精査されている。このうちＳＫ－０１とした掘

り込みは壁溝の欠落部で、壁面の上面が竪穴より突

出した位置まで掘り込みが行われている。床面から

の延長部はその上面の掘り込みとはつながらない状

態で、トンネル式に竪穴の屋外方向に突出させて掘

り込みが行われている。壁溝の欠落部にあたり、カ

マドとして構築しようとした可能性もあるが、煙道

部としてトンネルは煙出部が存在しておらず、上面

の掘り込みは半地下式を想定した場合でも土坑状に

広い掘り込みとなっていることや焼成に伴った火床

面や赤化面が伴っていないことからカマドとしての

使用は消極的な判断となる。ＳＫ－０２については

南東壁側の壁溝の空閑地にやや幅広で突出した溝状

の掘り込みがあり、その部分から破片主体で遺物が

出土している。

　堆積土は４０層に分層し、廃絶後壁際に若干堆積

した後にＢ－Ｔｍ火山灰が堆積している。

　カマドは北東３の位置から検出した。構造は半地

下式で、袖部幅１０２．０ｃｍ、煙道長１０８．０ｃ

ｍを測る。主軸方位はＮ－５４°－Ｅである。ま

た、奥壁の南側に若干幅の狭い煙道部がある。廃絶

段階のカマドとの重複部分においても若干南側に掘

削痕が広がり、土が充填されている状況をみると煙

道部が長い段階が存在した可能性がある。この部分

の煙道長は１５８．０ｃｍ、軸線はＮ－５７°－Ｅ

である。出土遺物は床面およびカマド、ならびに南

に位置するＳＩ－５９との遺構間接合の土器３点を

図示した。Ｄ１０３は覆土・床面およびカマド覆土

出土の土師器非ロクロ甕で口径２１．８ｃｍ、器高

２９．７ｃｍ、底径７．５ｃｍを測る。砂礫をやや含

むやや粘りのある胎土で、底面はヘラによる調整で、

一部棒状工具等で突き刺すように入れた痕跡が見ら

れる。外面は倒位にした状態で底部側から口縁部に

かけストロークの長いヘラによる削り調整がされて

いるが、口縁部は横方向の回転ナデにより体部側か
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図 1-278　D-2 区遺構配置図
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第1層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～3㎜)微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第3層　10YR2/1　黒色土　 　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第4層　10YR2/1　黒色土　   パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第6層　10YR2/1　黒色土　　 パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第9層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第10層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第11層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)中量,パミスブロック(φ15㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第12層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ15～40㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～2㎜)極微量,B-Tm火山灰極微量
第13層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第14層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒(φ1～5㎜)極微量
第15層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第16層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第17層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第18層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)極微量
第19層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ3㎜)極微量
第20層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
第21層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第22層　10YR6/4　にぶい黄橙色土　B-Tm火山灰層 SK-01

第a層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～35㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第b層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第c層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第d層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)多量
第e層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第f層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)中量
SK-02
第1層　7.5YR5/6　明褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　7.5YR5/8　明褐色土　ロームブロック(φ20㎜)極微量,パミス粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ2～4㎜)極微量
第3層　10YR5/6　黄褐色土　 ローム粒(φ3～6㎜)少量,パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第4層　10YR4/4　褐色土　   パミス粒(φ1～5㎜)多量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　 パミス粒(φ1～5㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,白色粘土ブロック(φ10～20㎜)微量

第23層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,
                             B-Tm火山灰少量
第24層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～25㎜)少量,
                             炭化粒(φ1～5㎜)微量
第25層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～60㎜)少量
第26層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)中量
第27層　10YR5/6　黄褐色土　ローム主体　崩壊土
第28層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)微量
第29層　10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第30層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第31層　10YR4/6　褐色土　
第32層　10YR3/3　暗褐色土　パミスブロック(φ1～5㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量　
第33層　10YR4/6　褐色土　  ローム粒(φ1～9㎜)少量,パミス粒(φ1～5㎜)多量,
                             パミスブロック(φ10～30㎜)微量,炭化粒(φ3～5㎜)極微量　
第34層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒(φ5～8㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量　パミス質土層　
第35層　10YR6/6　明黄褐色土　炭化粒(φ1～5㎜)極微量　パミス層　
第36層　7.5YR5/8　明褐色土　 パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量　ローム質土層　
第37層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～8㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)中量,
                             炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第38層　7.5YR6/6　橙色土　 炭化粒(φ2～5㎜)極微量　ローム層
第39層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～4㎜)多量,パミス粒(φ1～4㎜)多量,
                             パミスブロック(φ10～20㎜)微量,炭化粒(φ2～5㎜)少量
第40層　10YR4/4　褐色土　  ローム粒(φ1～9㎜)多量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
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第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量,B-Tm火山灰微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,B-Tm火山灰少量
第3層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)中量,炭化物
                         (φ10～15㎜)微量
第4層　10YR5/6　黄褐色土　パミスブロック(φ10～15㎜)微量,ローム主体
Pit2
第1層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,B-Tm火山灰微量
第2層　10YR3/3暗褐色土と10YR2/2黒褐色土の混合土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック
                                  (φ20㎜)極微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,B-Tm火山灰中量　
第3層　10YR4/4　褐色土　　ロームブロック(φ10㎜)微量,パミス粒(φ1～9㎜)少量
第4層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒(φ5㎜)極微量　ローム層
第5層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,火山灰微量
第6層　10YR4/6　褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～45㎜)微量,ローム主体
第7層　10YR4/6　褐色土　ロームブロック(φ10～50㎜)中量,パミス粒・ブロック(φ1～25㎜)少量,
                        粘土ブロック(φ10～70㎜)中量
Pit3
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,パミス粒(φ1～3㎜)微量
第2層　10YR4/6　褐色土　  10YR3/1黒褐色土ブロック(φ10～15㎜)微量,ローム主体

Pit4
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)極微量,
                          炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)極微量,
                          炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～7㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
Pit5
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量
Pit6
第1層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ1～9㎜)中量,パミス粒(φ1～3㎜)微量
第2層　10YR3/2黒褐色土と10YR4/4褐色土の混合土　パミス粒(φ1～3㎜)極微量
Pit7
第1層　10YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1～8㎜)多量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量,
                        炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　7.5YR5/6　明褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量　ローム層
第3層　7.5YR5/8　明褐色土　ローム層
Pit8
第1層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒･ブロック(φ1～20㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,ローム層
Pit10
第1層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～40㎜)微量,パミス粒・ブロック(φ1～40㎜)少量,
                          炭化粒(φ1～2㎜)極微量,10YR3/2黒褐色土粒(φ5～9㎜)微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～20㎜)少量,パミス粒(φ1～9㎜)中量,
                          パミスブロック(φ10～25㎜)少量
第3層　10YR4/4　褐色土　ロームブロック(φ10～40㎜)少量,パミス粒(φ1～9㎜)中量,
                        パミスブロック(φ10～35㎜)少量
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第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)微量,焼土粒(φ1～2㎜)
　　　　　　　　　　　　　極微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ15～40㎜)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～9㎜)極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量,炭化粒(φ1～9㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)微量
第6層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～7㎜)微量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)少量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第8層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)
　　　　　　　　　　　　　極微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)
　　　　　　　　　　　　　極微量
第10層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)
　　　　　　　　　　　　　 微量,B-Tm火山灰粒微量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～4㎜)
                           微量,B-Tm火山灰粒微量
第12層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,炭化物(φ10～15㎜)
                           微量,焼土粒(φ1～7㎜)微量
第13層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)
                           少量
第14層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～5㎜)
                           微量
第15層　5YR3/6　暗赤褐色土　炭化粒(φ5～7㎜)極微量　焼土層(天井崩落部)
第16層　7.5YR4/6　褐色土　 炭化粒(φ5㎜)極微量,焼土層
第17層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)
                           極微量
第18層　10YR4/6　褐色土　  パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量　焼土層
第19層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)
                           微量　焼土層
第20層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒(φ1～9㎜)
                           微量,焼土層
第21層　7.5YR4/6　褐色土　 焼土層(天井崩落部)
第22層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒
                           (φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～4㎜)極微量,焼土ブロック(φ15㎜)極微量
第23層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)少量
第24層　7.5YR4/4　褐色土　 パミス粒(φ1～3㎜)微量　焼土層(天井崩落部)
第25層　7.5YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,焼土層
                            (天井崩落部)

第26層　7.5YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,焼土層
第27層　7.5YR4/4　褐色土　  10YR3/3暗褐色土ブロック(φ20～35㎜)少量　焼土層(天井崩落部)
第28層　5YR4/4　 にぶい赤褐色土　炭化粒(φ1～2㎜)極微量　焼土層(天井崩落部)
第29層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　焼土層(天井崩落部)
第30層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)
                           少量,焼土ブロック(φ10～40㎜)微量
第31層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,焼土粒
                           (φ1～5㎜)微量,焼土ブロック(φ10～20㎜)微量
第32層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1～9㎜)
                           少量
第33層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ15㎜)極微量,焼土粒
                           (φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第34層　10YR5/6　黄褐色土　炭化粒(φ4㎜)極微量　焼土層(天井崩壊部)
第35層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～9㎜)
                           微量
第36層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ30㎜)極微量,パミス粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒
                           (φ1～5㎜)少量
第37層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)炭化粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)
                           少量
第38層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～4㎜)
                           極微量
第39層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ12㎜)極微量,炭化粒
                           (φ1～5㎜)微量
第40層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)
                           極微量
第41層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第42層　5YR4/8　赤褐色土　 火床面　焼土層　
第43層　5YR3/6　暗赤褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量　焼土層
第44層　7.5YR5/8　明褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量　
第45層　5YR4/6　赤褐色土　 炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ2～5㎜)中量
第46層　5YR4/8　赤褐色土　 炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)微量　焼土層
第47層　7.5YR5/6　明褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ3～5㎜)
                            微量
第48層　7.5YR4/6　褐色土　 パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ3～5㎜)極微量,焼土粒(φ3～5㎜)
                            微量
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らのヘラによる調整がほとんど撫で消されている。

内面側は横方向のヘラによる調整で、ハケメ状の痕

跡は見られない。床面及び床面直上の第２４層出土

のＤ１０４は口径１７．２ｃｍを測り、Ｄ１０３に

比べ一回り小ぶりであるが、調整手法はほぼ同一で、

外面口縁部を明瞭に横方向の撫でにより外面体部の

ヘラの調整を撫で消し、体部との境界を明瞭にさせ

ている。Ｄ１０５はＳＩ－５８の床面出土とＳＩ－

５９の床面や覆土出土との遺構間接合の堝で、口径

３８．６ｃｍ、器高１２．０ｃｍを測る。底面は丸底

で平坦面がほとんどない状態である。砂粒の少な

いやや粘りの弱いザラザラした質感を有する白みが

かった褐色を呈する胎土で、外面は頸部直下～底面

に煤付着が見られるが、内面はピッチ状の付着物は

見られる程度である。外面の頸部に倒位にした状態

で縦棒を底部側から口縁側に、横棒を左から右（正

位にした場合右から左）側に運筆した「 」が刻書

されている。

ＳＩ－５９・ＳＩａ－０２（ＳＫ－３１３）（図

1-283 ～ 286）

　ＳＩ－５９は、Ｄ－２区中央より南側の位置から

検出した。調査時にＳＫ－３１３とされた竪穴と重

複しており、整理時に内容を再確認しＳＫ－３１３

をＳＩａ－０２と認定した。軸線の異なる重複関係

にあるため、直接の変遷過程の資料ではない可能性

が含まれるが、記述は本項目でまとめて記載する。

　ＳＩ－５９は、平面形が台形を呈し、３７３．０

×３４７．０×５１．０ｃｍを測る。ピットは竪穴内

から２基のみの検出扱いであるが、南壁の東側では

壁溝上にピットがあり、同じく南壁西隅Ｐｉｔ２と

対応関係にある柱穴の可能性が高い資料である。竪

穴中央ではＳＩａ－０２（ＳＫ－３１３）の重複箇

所が占有していたこともあり、土坑扱いとされた

遺構の精査で十分な状況把握がされていなかった

可能性が高く、実質的にはＳＩａ－０２（ＳＫ－

３１３）側が新しい関係にある。そのため、堆積土

についてもＳＩ－５９と取り扱われたものの一部が

ＳＩａ－０２（ＳＫ－３１３）側の上面に堆積する

土層であり、ＳＩ－５９に帰属すると認定できる土

層は第２６～３１、３８～４１、４６・４７、５２

～５６層の１７層分である。堆積状況は崩落の伴う

自然堆積状況である。ＳＩ－５９側の中位の第３１

層中にはＢ－Ｔｍ火山灰が堆積しており、平面的に

もＳＩａ－０２（ＳＫ－３１３）との重複部分を除

いた位置から検出している。壁溝はカマド設置部分

周辺の南西側で一部欠落が認められるがその他の部

分は連続して巡っている状況である。カマドは南３

の位置から検出した。構造は半地下式で袖部幅９６

ｃｍ、煙道長１３４ｃｍを測る。主軸はＮ－１３５

°－Ｅである。粘土による構築で、芯材等は出土し

ていない。出土遺物は重複するＳＩａ－０２（ＳＫ

－３１３）との接合資料等も含め９点図示したが、

出土地点を確認するとＤ１０９に図示した土師器甕

はＳＩａ－０２（ＳＫ－３１３）の覆土地点とＳＩ

－５９Ｐ－４扱いの接合資料であるが、ＳＩ－５９

のＰ－４の地点は実質的にＳＩａ－０２（ＳＫ－

３１３）の遺構内扱いになるので、ＳＩａ－０２（Ｓ

Ｋ－３１３）単独の遺物となる。同様にＳＩ－５９

ＳＫ－０１出土扱いのＤ１１４の石鏃についてもＳ

Ｉａ－０２（ＳＫ－３１３）単独の出土扱いとなる。

前述のＳＩ－５８と遺構間接合した破片も一部ＳＩ

ａ－０２（ＳＫ－３１３）との重複部分に及んでい

る資料もあるが、Ｐ－１５などＳＩａ－０２（ＳＫ

－３１３）とは重複のない床面から出土している破

片と接合関係にあり、ＳＩ－５９に帰属した破片で

あると認定できる。同様にＳＩ－５９単独と認定で

きる資料はＤ１０９・１１４を除いた資料で、Ｄ

１０６の須恵器坏は外面体部下半に刻書があり、床

面およびＰｉｔ２出土のＤ１０７は口唇部に打欠が

ある土師器椀である。口径１３．４ｃｍ、器高５．７

ｃｍ、底径５．８ｃｍ、器高指数４２．５、底径指数

４３．２を測る。海綿骨針を含み砂礫のほとんどな

い精緻な胎土であるが、粘りにやや欠けるためサラ

サラし、軽質な質感を有する。前述のとおり外面口

唇部に打欠があり、内面の口縁部周辺の約半分が煤

がバンド状に付着し、内面は体部上半～底面にかけ

て液垂状に煤状の付着物と汚れが顕著に付着してい

る。Ｄ１１１は床面とカマド出土の土師器堝で口径

３５．２ｃｍを測る。Ｄ１０５と類似した胎土と造

りであるが、本資料は外面体部下半の削りがやや面

取り気味に行われており、頸部の横ナデも本資料の

方が顕著である。ただ、使用としては同時期に属す

る資料で問題ないものと考えられる。

　ＳＩａ－０２は、調査時にはＳＫ－３１３として

精査されているが、前述のとおり竪穴と認定し、分

層や遺物の取り扱いについて再検討した上で、前述

のとおり記載している。

　平面形はＳＩ－５９の壁面に接する部分がＳＩ－

５９の壁面に沿った造りに変形させているが、他の

部分はＳＩ－５９の軸線とは異なる長方形を基調と

した形状で、２６０．０×１９０．０×６９．０ｃｍ

を測り、ＳＩ－５９よりも下がった位置を床面とし

ている。ピットはＳＫ－０１と取り扱ったものとカ

マド周辺の２基検出しているが、ＳＫ－０１の下部

が柱穴として機能した可能性があり、１本柱であっ

た可能性がある。堆積土は記録された土層のうち前

述の実質的なＳＩ－５９に帰属する土層を除く土層

がＳＩａ－０２（ＳＫ－３１３）の堆積土として認

定できるが、東壁側はＳＩ－５９を埋まりきった部



SI-59
第1層　10YR5/6　黄褐色土　 パミス粒(φ1～3㎜)微量　ローム層
第2層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ2㎜)極微量
第4層　10YR2/1　黒色土  　 パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第5層　10YR1.7/1　黒色土　 パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ12㎜)極微量,炭化粒
                           (φ1～2㎜)極微量
第5a層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)微量
第7層　10YR2/3　黒褐色土　 パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,炭化
                           粒(φ1～3㎜)微量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1㎜)微量,パミスブロック(φ13㎜)極微量,炭化粒
                           (φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　 ローム粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)
                           微量
第10層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第11層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第12層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,炭化
                           粒(φ1～4㎜)極微量
第14層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第15層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第16層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～6㎜)少量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
第17層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック(φ10～12㎜)極微量,炭化
                           粒(φ1～3㎜)微量
第18層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,炭化
                           粒(φ1～7㎜)極微量
第19層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第20層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第21層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第22層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1㎜)極微量
第23層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)微量
第24層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,B-Tm火山灰
                           微量
第25層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第26層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～6㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第27層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)極微量,炭化粒
                           (φ2㎜)極微量
第28層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量　ローム層
第29層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第30層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第31層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　B-Tm火山灰層
第32層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第33層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)極微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第34層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第35層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)極微量
第36層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)微量　
第37層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第38層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第39層　10YR4/4　褐色土    パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第40層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ20㎜)極微量,炭化粒
                          (φ1～2㎜)微量

SI-59Pit2
第1層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1～5㎜)
　　　　　　　　　　　　　極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)極微量
第3層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量

SIa-02(SK-313)
第a層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量
第b層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第c層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)微量,
                            炭化粒(φ1～5㎜)微量,粘土ブロック(φ30㎜)極微量
第d層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,
                            炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第e層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)極微量,
                            炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第f層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ30㎜)極微量,
                            炭化粒(φ2㎜)極微量
第g層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,
                            炭化粒(φ1㎜)極微量
第h層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第i層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ20～40㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)中量,
                            パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第j層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)多量,パミスブロック(φ10～70㎜)微量,
                            炭化粒(φ1～3㎜)微量
第k層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ロームブロック(φ10～20㎜)微量,パミス粒(φ2～4㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3㎜)微量
第l層　10YR4/4　褐色土
第m層　10YR4/4　褐色土
第n層　10YR4/4　褐色土

第41層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～8㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,
                            炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第42層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第43層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1㎜)
                           極微量
第44層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第45層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)微量,
                           炭化粒(φ2～4㎜)極微量
第46層　10YR4/6　褐色土　  ローム粒(φ1～2㎜)中量,ロームブロック(φ15㎜)極微量
第47層　7.5YR5/8　明褐色土　ローム層
第48層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第49層　10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第50層　7.5YR6/6　橙色土　 粘土層
第52層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)中量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒
                           (φ1㎜)極微量
第53層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒･ブロック(φ1～50㎜)多量
第54層　10YR4/4　褐色土　  ロームブロック(φ10～15㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミス
                           ブロック(φ10～30㎜)微量
第55層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)中量
第56層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
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SI-59土器・石器・鉄関連遺物出土位置図 SI-59火山灰(B-Tm)範囲

SI-59

※D109・D114=SI-59出土扱いだが実質的にSIa-02(SK-313)

※SIa-02(SK-313)

※SIa-02(SK-313)

X  91949.477
Y -11673.075
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0 1m

SI-59カマド

SI-59カマド
第1層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,パミスブロック(φ12㎜)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～5㎜)微量,ロームブロック(φ15㎜)微量,パミス粒(φ1～3㎜)極微量
第3層　10YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量　(天井崩落部)
第4層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒(φ3～5㎜)極微量　ローム層(天井崩落部)
第5層　5YR4/4　にぶい赤褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,炭化物(φ10～20㎜)微量,焼土ブロック(φ10～40㎜)中量　焼土層(天井崩落部)
第6層　7.5YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)微量　焼土層
第7層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第9層　5YR4/6　赤褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量　焼土層,火床面
第10層　10YR3/4　暗褐色土　パミスブロック(φ15㎜)極微量,焼土粒(φ1～2mm)微量
第11層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)微量
第12層　7.5YR4/6　褐色土　火床面,焼土層
第13層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)微量,パミス粒(φ1～4㎜)微量
第14層　10YR4/4　褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,パミス粒(φ1～7㎜)中量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量,焼土粒(φ1～5㎜)微量
第15層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量,パミスブロック(φ15～30㎜)極微量　ローム主体(天井崩落)
第16層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ5㎜)極微量,焼土粒(φ3～5㎜)微量,焼土ブロック(φ10～15㎜)微量
第17層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)少量,焼土ブロック(φ10～30㎜)微量　焼土主体
第18層　10YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,焼土粒(φ1～9㎜)少量,7.5YR4/4褐色土混入
第19層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,焼土粒(φ1～4㎜)微量
第20層　10YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第21層　10YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第22層　10YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～25㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第23層　7.5YR5/6　明褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,焼土粒(φ5～9㎜)微量　ローム層
第24層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～9㎜)微量,パミス粒・ブロック(φ1～15㎜)微量,炭化粒(φ1～9㎜)極微量,焼土粒(φ1～3㎜)極微量
第25層　7.5YR5/6　明褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,焼土粒(φ1～2mm)極微量
第26層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ15㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
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SI-59カマド土器・石器・鉄関連遺物出土位置図 SI-59カマド掘り方
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SI-59

SN-01(カマド）

Pit1

SN-01(カマド)

SIa-02(SK-313)Pit1
第1層　10YR4/4　褐色土　ロームブロック(φ10～15㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　(φ1～5㎜)微量,炭化物(φ10～30㎜)極微量,焼土粒(φ1～9㎜)極微量
SIa-02(SK-313)SN-01
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,炭化粒
                          (φ1㎜)極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ30㎜)極微量,炭化粒
                          (φ1㎜)極微量

SIa-02(SK-313)土器出土位置図
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分から再掘削されているが、南壁側は南側に浅くテ

ラス状に凹んだ状況となっている。廃棄時までの地

盤の弱さに起因するか不明であるが、開き気味に立

ち上がる形状を呈した可能性がある。カマドは北東

２の位置から検出し、主軸方位は竪穴の軸線に沿う

形ではなく、ＳＩ－５９の壁面を意識した軸線にし

ており、カマドの軸線はＮ－４８°－Ｅである。竪

穴の主軸はＮ－７２°－Ｅで２４°差が生じてい

る。土坑扱いの精査であったため、記録図が断片的

であるが、袖部幅約５０ｃｍ、煙道長４５．０ｃｍ

を測る。出土遺物の出土状況を見るとＤ１０９と

して図示した資料はＳＩ－５９扱いのＰ－４以外は

ＳＩａ－０２（ＳＫ－３１３）のカマド前庭部周

辺から出土（ＳＩａ－０２Ｐ－１～４, ９・１３～

１９・２１が相当し、床面直上の第ｄ・ｋ層主体）

したことがわかる。
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0 2m

SI-001

SI-001
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ5～10mm)微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ3～10mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第4層　10YR2/3黒褐色土と10YR3/3暗褐色土の混合土　ローム粒(φ5～10mm)微量
第5層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ3～10mm)微量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)少量
第9層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量

Pit1
第1層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量,
                          焼土粒(φ5～10mm)微量
Pit2
第1層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)微量,炭化粒(φ10～15mm)微量
Pit3
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒・炭化物(φ5～30mm)微量
Pit4
第1層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
Pit5
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10～20mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
Pit6
第1層　10YR5/6　黄褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　炭化粒(φ3～5mm)微量,ローム粒(φ5～10mm)微量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第4層　10YR4/6　褐色土　　ローム粒(φ5～10mm)微量

Pit7
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ3～5mm)微量,B-Tm火山灰微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第4層　10YR5/8　黄褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
第5層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第7層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5mm)微量
第8層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第9層　10YR3/4暗褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量,
                                                   炭化粒(φ5～10mm)微量
第10層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量
第11層　10YR3/3暗褐色土と10YR5/8黄褐色土の混合土　炭化粒(φ3～5mm)微量
第12層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量

第10層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第12層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～30mm)中量,炭化粒・物(φ5～15mm)
　　　　　　　　　　　　　 少量,焼土粒(φ5～10mm)微量,B-Tm火山灰層上部に層状に混入
第13層　10YR4/6　褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,焼土層下部に層状に混入
第14層　10YR4/4褐色土と10YR3/3暗褐色土の混合土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒
                                                  (φ3～5mm)微量
第15層　10YR4/6　褐色土　貼床　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量

9.500m 撹乱

5
2

3

6

8
12

13
1

15

7

Pit5

SI-001セクション
A B

9
.
4
0
0
m

1
撹
乱

1

4
1
2

2

1
5

6

1
1

9
1
0

1
4

5
C

D
S
I
-
0
0
1
セ
ク
シ
ョ
ン

9.300m

1

9.420m

3

5

2
1

9

4

867

10

4

6

2

11
12

8.920m

3

2
1

4

9.300m

1

9.300m

1
1

9.700m9.600mE F
Pit1 Pit2

G H
Pit3
I J K L

Pit4 Pit5
M N O P

Pit6

S T
Pit7

1

9.200m 9.300m9.300m

Pit7 

U V
Pit7
W X

Pit6
Q R

15

A
B

C

D
E

F

G
H

I J

K

L

M

N

O
P

Q R

S

T

U

V

W
X

K
A

K
B

KC
KD

Pit1

Pit2

Pit3

Pit4

Pit5

Pit6
Pit7

Ⅴ -2

D-2 区

─ 320 ─

石江遺跡群発掘調査報告書Ⅵ　第 1分冊　高間 (1) 遺跡本文・図版編 1

図 1-287　D-2 区 SI-001-1



Ⅴ -2

D-2 区

─ 321 ─

第Ⅴ章　Ｄ区

ＳＩ－００１（図 1-287 ～ 290）

　Ｄ－２区の南側から検出した。平面形は長方形を

呈し、３９０．０×３２７．０×３９．０ｃｍを測る。

ピットは竪穴内から７基検出したが、主柱穴として

明確に認定できるピットは無い。また、北隅のＰｉ

ｔ７は袋状に入り込んだ土坑状の掘り込みで覆土中

から後述する黒色土器椀が一括して出土した。貯蔵

穴として機能した可能性がある。堆積土は１５層に

分層し、掘り方がほぼ全面にあり、ローム主体の土

が充填されている。床面直上に堆積した第１２層の

上面にＢ－Ｔｍ火山灰が堆積しており、第１２層の

堆積が薄い北側のＰｉｔ７周辺では床面直上に相当

する地点（Ｐｉｔ７第２層）からＢ－Ｔｍ火山灰を

検出している。カマドは南東２の位置から１基検出

した。精査時に右袖が欠測しているが、記録写真を

確認したところ、基本土層の第１４層が右袖に相当

し、ベルト除去時に誤って掘削された可能性が高い。

構造は地下式で、ベルト位置から推定した袖部幅は

幅５０ｃｍ程度、煙道長は１４２．０ｃｍを測る。

主軸方位はＮ－１１６°－Ｅである。煙道は下がり

ながら外側に向かっており、煙出ピットとは軸線の

ずれがあまりないまま連結されている。遺物は左袖

側に集中した出土状況を見せている。

　出土遺物は２０点図示したが、Ｄ１１５～Ｄ

１１７は同一個体の須恵器甕の体部片である。同一

資料はＤ００２に図示したＳＩ－０５・００５中か

らも出土しており、明灰色を呈し、内外面ともピッ

チが付着し、断面まで灰色を呈し良好な焼成である。

外面には自然釉が軽く付着した状況でやや大きめの

破片であるＤ１１５は外面の輪積み痕が残存してい

る。タタキ目は３ｃｍあたり９条で、内面はナデや

指オサエの痕跡は残存しているが、当て具痕は観察

されない。非五所川原産の可能性が高い資料である。

Ｄ１１９は第１３層Ｐ－２６出土の土師器坏で、口

径１１．２ｃｍ、器高３．７ｃｍ、底径６．０ｃｍ、

器高指数３３．０、底径指数５３．５を測る。海綿骨

針を微量含むやや粘りの弱い胎土で、浅身で底径幅

があり、底部の器壁が肥厚した資料で、口唇部は先

細りの形状で伸ばし上げるように立ち上げている。

内外面とも二次被熱を受け、褪色している箇所も見

られる。Ｄ１２０は第１２層Ｐ－３７出土の土師器

椀で底径４．４ｃｍを測る。海綿骨針を含むやや粘

りのある胎土であるが、内面側は、ガラス分や炭化

した付着物、鉄分や緑青気味の硬質付着物等熔着し

ている。破断面には熔着していないことから口縁部

側の欠損前に熔着した可能性が高い。外面側は熔着

範囲に対応する形で体部上半～体部下半にかけ灰色

～黒灰色に変色しており、高い温度にさらされた可

能性が高い。Ｄ１２１は第８層Ｐ－１３出土の製塩

土器片である。土坑状のＰｉｔ７からはＤ１２２～

Ｄ１３４に図示した黒色土器椀が一括して出土して

おり、同質の資料が第１２層Ｐ－３７から出土し、

Ｄ１１８に図示した。破片の状況も類似した特徴で、

実質的に同時期ないしは近接した時間に廃棄が伴っ

ている。

　全体的にみて、外面体部～底部を打ち欠いて廃棄

されている資料がほとんどで、底部側を打ち欠く意

図的な行為がなされている。剥落した部分にもピッ

チが付着している箇所が見られ、一部二次被熱が生

じている資料も若干存在し、火熱を受けた可能性が

ある資料もある。胎土は水肥され、海綿骨針を含む

粘りのある胎土で、比較的器壁が厚みを持っている。

Ｄ１２３やＤ１２５のように体部を膨らみを持たせ

た椀形を呈するものとＤ１２２・Ｄ１２６のように

若干段をつけ立ち上がるものなども見られるが、外

面側を口縁部～体部にかけて磨く資料が多い。外面

の黒色化は磨いた部分全てが黒色化しているわけで

なく、口縁部周辺で、一部の資料は体部下半まで黒

色化している資料もあるが、その部分は磨かれてい

ないなど黒色化と磨きの範囲について対応関係がな

い状況である。底部切離しは右回転糸切のほかＤ

１２３・Ｄ１２４のように静止糸切の資料が含まれ

る。また、内面についても磨きは全面になされてい

るものの、黒色化した部分が口縁部のみという資料

がＤ１２３・Ｄ１２４・Ｄ１３２・Ｄ１３４と見ら

れる。これは黒色土器が使用時の被熱によって黒色

部分が抜けた資料ではなく、製作時の時点で、吸炭

作業を行った際に重ねた状態で伏せ焼きにし、重

なった部分のずれた部分のみが黒色化している状況

である。内面のヘラミガキそのものもＤ１２４・Ｄ

１２５・Ｄ１２７・Ｄ１３１などに見られるように

やや乱雑な方向にヘラミガキが行われているなど雑

駁な造りであることから、焼成時にもまとめて焼成

するなど生産性優先で製作されたものである。出土

状況としても同一建物内の床面から一部破片が出土

しているものの、土坑状のＰｉｔ７からほとんどま

とまって出土していることからも製作・焼成から使

用段階までまとまった資料であった可能性が高い。

内面の見込み部分の摩滅が顕著な資料があるため、

ある程度の使用は想定されるものである。

２．土坑

ＳＫ－３１１（図 1-291）

　Ｄ－２区中央から南側で検出した。平面形は小判

形を呈し、１８７．０×６８．０×４６．０ｃｍを測

る。断面形は壁上部の一部で緩やかに立ち上がる箇

所が見られる。堆積土は１４層に分層し、埋め戻し

等による人為堆積状況を呈する。覆土中から鉄滓が

出土している。
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図 1-288　D-2 区 SI-001-2



第1層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～15mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第4層　10YR3/3暗褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　ロームブロック(φ10～20mm)微量,
                          炭化粒(φ3～5mm)微量
第5層　10YR4/6　褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量,焼土粒(φ5～10mm)微量
第6層　10YR4/6　褐色土　ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量,
                        焼土粒(φ5～10mm)微量
第7層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,焼土粒(φ5～10mm)少量
第8層　10YR3/4暗褐色土と10YR5/8黄褐色土と混合土　ローム粒・ブロック
                                (φ5～20mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)少量
第9層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ10～15mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)少量,
                          焼土粒(φ5～10mm)微量
第10層　5YR5/8　明赤褐色土　火床面
第11層　5YR4/8　赤褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,袖部
第12層　7.5YR4/6　褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,袖部
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ＳＫ－３１２（図 1-291）

　Ｄ－２区中央から南側で検出した。平面形は小判

形を呈し、１７２．０×８３．０×１４．０ｃｍを測

る。断面形は垂直に近い形で立ち上がる部分と開き

気味に立ち上がる箇所が見られる。堆積土は９層に

分層し、流れ込みを含む自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－３１４（図 1-291）

　Ｄ－２区南側から検出した。ＳＤ－８３と重複し

ており、本遺構の方が古い。残存部の平面形は不整

楕円形を呈し、１３８．０×（７９．０）×２６ｃｍ

を測る。断面形は円筒状を呈している。堆積土は

１３層に分層しているが、ＳＤ－８３の堆積土も一

括した分層となっており、実質的には第８～１３層

の６層分で、崩落の伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－３１６（図 1-291）

　Ｄ－２区東側から検出した。平面形は不整台形を

呈し１２４．０×１０４．０×２７．０ｃｍを測る。

断面形は鍋底状に垂直に近い形で立ち上がる部分と

袋状に入り込む部分がある。堆積土は７層に分層し、

崩落が伴う自然堆積状況を呈する。

図 1-290　D-2 区 SI-001-3



0 2m

SK-312
SK-311

SK-316 SK-317
SK-318

SK-314

SK-311
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)少量,炭化粒
                          (φ5㎜)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～40㎜)中量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10㎜)極微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ20㎜)極微量
第10層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～30㎜)少量
第12層　10YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)極微量,
                           粘土ブロック(φ10～30㎜)少量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第14層　10YR5/6　黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,粘土層
SK-312
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第2層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ15㎜)極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～20㎜)極微量,
                           炭化粒(φ1㎜)極微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1㎜)微量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～30㎜)微量,
                           炭化粒(φ1㎜)極微量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ10～25㎜)少量
第9層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量
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SK-316
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)
                          極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)中量
第6層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第7層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量

SK-317
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,パミス粒(φ1～5㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　  B-Tm火山灰極微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,パミス粒(φ1～3㎜)微量
第3層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～5㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第4層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～3㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)極微量

第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,パミス粒(φ1～5㎜)微量
第6層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15㎜)中量,パミス粒(φ1～3㎜)
第7層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ1～5㎜)微量,パミス粒(φ1～2㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,パミス粒(φ1～5㎜)微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)微量,パミス粒(φ1～2㎜)微量
Pit1
第1層　10YR2/1　黒色土　ローム粒(φ1～5㎜)少量,パミス粒(φ1～2㎜)微量

SK-318
第1層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　 焼土粒(φ2㎜)極微量
第2層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第3層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒(φ1～4㎜)微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　  焼土粒(φ1㎜)極微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量

SK-314
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　ロームブロック(φ25㎜)極微量,パミス粒(φ1～3㎜)微量,
                            炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第3層　10YR4/4　褐色土　  パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～5㎜)中量,ロームブロック(φ10～20㎜)微量,
                          炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)微量,パミス粒(φ1～2㎜)微量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第10層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～6㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第11層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第12層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)中量,パミスブロック(φ13㎜)極微量,
                            炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第13層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒
                           (φ1～4㎜)極微量
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ＳＫ－３１７（図 1-291）

　Ｄ－２区東側から検出した。平面形は楕円形を呈

し、１４０．０×１０３．０×４８．０ｃｍを測る。

断面形は垂直に近い形で立ち上がる部分と袋状に入

り込む箇所が見られる。また中央にはＰｉｔ１とし

た浅い掘り込みが見られ、堆積土は９層に分層して

いるが、Ｐｉｔ１周辺に堆積している第３層とＰｉ

ｔ１の第１層が同質の土層であることから柱穴状の

堆積状況で人為的埋め戻しの可能性がある。第１層

中からＢ－Ｔｍ火山灰を粒状に検出している。

ＳＫ－３１８（図 1-291）

　Ｄ－２区東側から検出した。平面形は楕円形を呈

し、１０３．０×８３．０×２３．０ｃｍを測る。断

面形は鍋底形を呈し、垂直に近い形で立ち上がる。

堆積土は６層に分層し、埋め戻しに伴う人為堆積状

況を呈する。

ＳＫ－０１（図 1-292）

　Ｄ－２区中央で検出した。ＳＴＰ－０５と重複し

ており、本遺構の方が新しい。平面形は不整楕円形

図 1-291　D-2 区 SK-1
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SK-01
第1層　10YR2/3　黒褐色土　　　　パミス粒(φ2～7㎜)中量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　　　　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　　　　パミス粒(φ1～5㎜)多量,パミスブロック(φ10～12㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3㎜)微量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～15㎜)多量
第8層　10YR4/6　褐色土　　　　　ロームブロック層
Pit1
第5層　10YR3/4　暗褐色土　　　　パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)中量
第6層　10YR4/6　褐色土　　　　　10YR2/3黒褐色土混入  ロームブロック層　 
第7層　10YR2/3　黒褐色土　　　　パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ1～5㎜)少量
SK-02
第1層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)多量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量,
                           炭化粒(φ1～3㎜)微量
第2層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)多量
第3層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第4層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)多量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第5層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第6層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,
                           炭化粒(φ1～3㎜)微量
第7層　 10YR2/2黒褐色土と10YR3/4暗褐色土の混合土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒(φ1～9㎜)中量
第8層　 10YR2/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ1～15㎜)多量
第9層　 10YR4/6　褐色土　　10YR2/2黒褐色土混入　ロームブロック層
第10層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ2～7㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第11層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ2～3㎜)少量
第12層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ2～5㎜)少量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ2～7㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第14層　10YR5/8　黄褐色土　10YR2/2黒褐色土混入　ロームブロック層
第15層　10YR4/6　褐色土　　10YR2/2黒褐色土混入　ロームブロック層
SK-03
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)微量
第3層　10YR5/6　黄褐色土  10YR2/3黒褐色土少量,パミスブロック層
第4層　10YR2/3黒褐色土と10YR3/3暗褐色土の混合土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第5層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第6層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第7層　10YR2/2黒褐色土と10YR2/3黒褐色土の混合土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第9層　10YR5/6　黄褐色土  10YR2/3黒褐色土少量,パミス層
第あ層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量
第い層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～20㎜)微量
Pit1
第a層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒(φ1～3㎜)微量

SK-04
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,
　　　　　　　　 炭化粒・炭化物(φ1～15㎜)極多量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ2～5㎜)少量,
　   炭化粒(φ1～3㎜)中量,炭化物(φ10～15㎜)少量
第3層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ2～9㎜)中量,
パミスブロック(φ10～30㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)少量
第4層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ2～5㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)少量
第5層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第6層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～9㎜)中量
第7層　10YR5/8　黄褐色土　パミスブロック(φ20～40㎜)多量

SK-05
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒(φ2～9㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)微量
第2層　10YR3/4暗褐色土と10YR4/6褐色土(ロームブロック)の混合土
第3層　10YR4/6　褐色土    10YR3/4暗褐色土微量,ロームブロック層
SK-06
第1層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒・ブロック(φ2～15㎜)多量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,10YR3/2黒褐色土混入
第3層　10YR3/4　暗褐色土と10YR2/2黒褐色土の混合土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック
                                                   (φ40㎜)極微量
第4層　10YR3/4　暗褐色土と10YR2/2黒褐色土の混合土　パミス粒・ブロック(φ1～15㎜)多量,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒・ブロック(φ2～15㎜)中量
第5層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～9㎜)多量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　ローム粒・ブロック(φ2～15㎜)中量
SX-01
第a層　10YR3/3　暗褐色土と10YR2/2黒褐色土の混合土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   (φ15㎜)極微量
第b層　10YR4/6　褐色土  10YR3/4暗褐色土少量
第c層　10YR4/6　褐色土  パミス層
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を呈し、１０２．０×７９．０×２０．０ｃｍを測る。

また、底面の南西隅にはＰｉｔ１とした落ち込みが

あり、４７．０×３０．０×１６．０ｃｍを測る。堆

積土はＰｉｔ１の堆積土を含め８層に分層した。Ｐ

ｉｔ１部分は柱穴状の堆積状況を呈しており、土坑

部を含め人為的な堆積状況を呈する。

ＳＫ－０２（図１-292）

　Ｄ－２区中央で検出した。平面形は不整形を呈し

２２１．０×１５８．０×６３．０ｃｍを測る。断面

形は凹凸が顕著で、中央が柱穴状に凹んでおり、壁

が凹凸がありながらも開き気味に立ち上がる。堆積

土は１５層に分層し、埋め戻しの伴う人為的堆積状

況を呈する。

ＳＫ－０３（図 1-292）

　Ｄ－２区西側で検出した。ＳＴＰ－０６と重複し

ており、本遺構の方が新しい。平面形は不整楕円形

を呈し、２１９．０×１２６．０×３２．０ｃｍを測

る。また、東端の底面上にＰｉｔ１としたピットが

あり、２８．０×２７．０×２３．０ｃｍを測る。堆

積土はＰｉｔ１部分を除き１１層に分層し、人為的

な埋め戻しに伴う堆積状況を呈している。Ｐｉｔ１

部分は土坑部分が埋没する以前に埋め戻されてい

る。

ＳＫ－０４（図 1-292）

　Ｄ－２区南東側で検出した。底面および掘り方

部分の検出であるが、平面形は隅丸方形を呈し、

１４８．０×１２３．０ｃｍを測る。掘り方の深さは

１７．０ｃｍを測る。底面上から一部赤化した部分

と炭化物を面的に検出しており、製炭土坑である可

能性が高い。

ＳＫ－０５（図 1-292）

　Ｄ－２区南東側で検出した。平面形は不整楕円形

を呈し７５．０×６６．０×１７．０ｃｍを測る。断

面形は凹凸があり、段状に立ち上がっている。堆積

土は３層に分層し、埋め戻しに伴う人為堆積状況を

呈する。

ＳＫ－０６（図 1-292）

　Ｄ－２区南南東側で検出した。ＳＸ－０１と重複

しており、本遺構の方が新しいが、調査区境界部分

の調査で検出し、別年度に延長部を実施した際に延

長部を検出していない（道路部分に相当し、路床部

の破壊があった）こともあり、全体形・規模等は不

明である。検出部のみの情報としては不整長楕円形

で、３００．０×（７８．０）×４９．０ｃｍを測る。

断面形は開き気味に立ち上がる形状で、堆積土は５

層に分層し、人為堆積状況を呈する。

ＳＫ－００１・００２（図 1-293）

　Ｄ－２区南東で検出した。ＳＫ－００１とＳＫ－

００２は重複関係にあり、ＳＫ－００２部分を埋め

戻した上で、軸線を変え、拡幅した土坑がＳＫ－

００１となっている。記述に関して両遺構を含めて

記載する。

　ＳＫ－００１は平面形が隅丸方形で、１８０．０

×１６１．０×１８．０ｃｍを測る。断面形は鍋底形

を呈し、垂直に近い形で立ち上がっている。堆積土

は６層に分層し、底面の一部が焼土化し、炭化物が

堆積しており、製炭土坑であった可能性が高く、廃

絶後は流れ込みも含む自然堆積状況を呈している。

　ＳＫ－００２はＳＫ－００１の堆積土上にＳＫ－

００２の覆土は検出しておらず、ＳＫ－００１の底

面より下部に相当する位置で検出を確認した。平面

形は不整隅丸方形で、９８．０×９２．０×３０．０

ｃｍを測る。断面形は凹凸があり、開き気味に立ち

上がっている。堆積土は１層でパミスブロックを多

量に含む土が充填されている。

ＳＫ－０１１（図 1-293）

　Ｄ－２区中央よりやや北側で検出した。ＳＤ－

８３と重複しており、本遺構の方が古い。平面形は

不整隅丸方形を呈し（１３９．０）×１３７．０×

１４．０ｃｍを測る。断面形は鍋底状で、垂直に近

い形で立ち上がる。堆積層は３層に分層し、底面直

上に堆積する第２層が炭化物層で底面は赤変化して

いる。第１層中にＢ－Ｔｍ火山灰がブロック状に混

入しており、本遺構は製炭土坑である。

ＳＫ－０１２（図 1-293）

　Ｄ－２区北東側で検出した。なお、本遺構とＳＫ

－０１３・０１４・０１５の４基は陥し穴と考えら

れ、Ｄ－２区の遺構配置図で図示したコンターライ

ンと比較すると、逆Ｌ字状のコンターラインに沿っ

た形で配置されており、関連性が考慮される。平面

形は楕円形で１２５．０×１０１．０×９６．０ｃｍ

を測る。中央よりやや東寄りの位置から逆茂木設置

痕と考えられるピットを検出した１３．０×１２．０

×２２．０ｃｍを測る。堆積土は６層に分層し崩落

が伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０１３（図 1-293）

　Ｄ－２区北東側で検出した。前述のとおり陥し

穴で、平面形は不整楕円形を呈し、１３５．０×

１２１．０×９６．０ｃｍを測る。また中央から南北

方向にそれぞれ１つずつ合計２基の逆茂木設置痕が

あり、南側をＰｉｔ１、北側をＰｉｔ２としている。



SK-001
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ3～15mm)少量,焼土粒(φ5mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒・炭化物(φ5～20mm)微量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化物(φ30～50mm)層状に混入
第5層　10YR2/1　黒色土　　ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ5～10mm)微量
第6層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量,炭化粒(φ5～10mm)微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ5mm)微量
SK-002
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒・ブロック(φ5～50mm)多量,炭化粒(φ5～10mm)少量　　　　

SK-011
第1層  10YR3/3  　暗褐色土  炭化粒(φ3～5mm)微量,ローム粒(φ3～5mm)微量
                            層上部にB-Tm火山灰がブロック状に混入
第2層  10YR1.7/1　黒色      炭化物層
第3層  10YR2/3  　黒褐色土  炭化粒(φ3～5mm)微量,ローム粒(φ3～5mm)微量

SK-012
第1層  10YR1.7/1　黒色土   
ローム粒・ブロック(φ5～15mm)微量
第2層  10YR2/3  　黒褐色土
ローム粒(φ5～10mm)微量
第3層  10YR3/3  　暗褐色土  
ローム粒(φ5mm)微量
第4層  10YR2/1  　黒色土   
ローム粒(φ5mm)微量
第5層  10YR2/1黒色土と10YR4/6褐色土の混合土
第6層  10YR2/3  　黒褐色土  
ローム粒(φ5～10mm)多量

SK-013
第1層  10YR2/1黒色土と10YR2/3黒褐色土の混合土
　　　　　　　　　　　ローム粒(φ5～10mm)微量
第2層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック
                           (φ5～30mm)微量
第3層  10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ3～5mm)微量
第4層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
第5層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ5～10mm)少量
第6層  10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ3～5mm)微量
第7層  10YR1.7/1黒色土    ローム粒(φ5～10mm)微量
第8層  10YR5/6  黄褐色土  崩落土,間層に10YR2/2黒褐色土
　　　　　　　　　　　　  堆積
第9層  10YR2/3  黒褐色土  ローム混入

SK-014
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～50mm)微量
第2層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ3～5mm)少量,崩落土
第3層  10YR2/3黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
第4層  10YR2/3  黒褐色土  ロームブロック(φ10～20mm)多量
第5層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)少量
第6層  10YR2/3黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
撹乱10YR3/3暗褐色土と10YR5/6黄褐色土の混合土

SK-015
第1層  10YR2/1   黒色土    ローム粒・ブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ3～20mm)微量
第2層  10YR2/3黒褐色土と10YR3/4暗褐色土の混合土
　　　　　　　　　　　　　粘土ブロック7.5YR5/6
　　　　　　　　　　　　　明褐色土(φ100mm)微量
第3層  10YR2/2   黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第4層  10YR5/8   黄褐色土  10YR2/3黒褐色土混入
第5層  10YR2/2黒褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
第6層  10YR2/2   黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)少量
第7層  10YR4/6   褐色土    10YR2/2黒褐色土混入
第8層  10YR2/1   黒色土    ローム粒(φ5～10mm)微量
第9層  10YR2/3   黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
第10層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)中量
第11層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5mm)少量
第12層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ5mm)中量
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SN-20
第1層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1～2mm)極微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1～3mm)中量
第3層　7.5YR5/8　明褐色土　焼土層
第4層　10YR3/4　暗褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)極微量,炭化粒(φ1～7㎜)微量
第5層　7.5YR3/3　暗褐色土　焼土層(第3層より被熱弱)
第6層　7.5YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第7層　7.5YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1㎜)極微量　第6層の境に厚土(φ2mm)の炭化層
第8層　10YR2/3　黒褐色土　ローム粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　炭化粒(φ1～8㎜)微量
第10層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量　上面炭化物層
第11層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)極微量
第12層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第13層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量,焼土粒(φ2㎜)極微量
第14層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第15層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第16層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第17層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第18層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)多量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
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第Ⅴ章　Ｄ区

Ｐｉｔ１は１６．０×１４．０×２３．０ｃｍ、Ｐｉ

ｔ２は１１．０×１１．０×２１．０ｃｍを測る。堆

積土は９層に分層し、崩落土が伴う堆積で上面は人

為堆積状況を呈する。

ＳＫ－０１４（図 1-293）

　Ｄ－２区北東側で検出した。前述のとおり陥し穴

で、平面形は不整円形を呈し、１００．０×９３．０

×６６．０ｃｍを測る。また、底面中央に逆茂木設

置痕と考えられるピットを検出した。１１．０×

１０．０×３２．０ｃｍを測る。堆積土は６層に分層

し、崩落の伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＫ－０１５（図 1-293）

　Ｄ－２区北側で検出した。前述のとおり陥し穴で、

平面形は不整楕円形を呈し、１１１．０×９３．０

×９７．０ｃｍを測る。また、底面中央に逆茂木

設置痕と考えられるピットを検出した。１７．０×

１５．０×２２．０ｃｍを測る。堆積土は１２層に分

層し、崩落が伴う自然堆積状況を呈している。

３．焼成関連遺構

ＳＮ－２０（図 1-294）

　Ｄ－２区南側で検出した。ＳＤ－８３と重複して

おり、本遺構の方が新しい。前庭側の土坑部が顕

著に残存しており、煙道側の残存は顕著ではない

が、ＳＤ－８３よりも新しく、土坑部より明確に

突出したものであったため製炭土坑とは区分した。

形状は北方向に突出した形状を呈し、２００．０

×１４０．０×１４．０ｃｍを測る。掘り方は前庭

側に隅丸方形状の掘り込みがあり、１６１．０×

１５６．０×２９．０ｃｍを測る。堆積土は１８層に

分層し、第６・７層の間と、第１０層上面に炭化物

層、その上位の第５層には焼土層が確認されている。

４．溝状土坑（Ｔピット）

ＳＴＰ－０１（図 1-295）

　Ｄ－２区中央よりやや西側から検出した。平面形

は溝状で、３４８．０×６８．０×１０３．０ｃｍを

測る。断面形は短軸側では垂直に近い形で立ち上が

り、中段で角度を変え若干開き気味で立ち上がる。

また、長軸方向は両端とも袋状に入り込んでいる。

図 1-294　D-2 区 SN



0 2m

STP-01
第1層　 10YR3/3　  暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量
第2層　 10YR2/2　  黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第3層　 10YR2/2　  黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,7.5YR4/4褐色土少量
第4層　 10YR2/3　  黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)多量
第5層　 7.5YR4/4褐色土と10YR2/2黒褐色土と10YR3/3暗褐色土の混合土
第6層　 10YR3/4　  暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～15㎜)少量
第7層　 7.5YR5/6　 明褐色土  パミス層
第8層　 7.5YR4/6　 褐色土    ローム層
第9層　 10YR1.7/1　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量,7.5YR4/6褐色土混入
第10層　7.5YR4/6　 褐色土    パミス層
第11層　10YR1.7/1　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第12層　7.5YR4/4　 褐色土    10YR2/2黒褐色土混入  ローム層

STP-02
第1層　10YR2/3　　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ20～30㎜)微量
第2層　10YR3/3　　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,7.5YR4/4褐色土と7.5YR4/6褐色土少量
第3層　10YR2/3　　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第4層　10YR1.7/1　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第5層　7.5YR3/4　 暗褐色土  10YR1.7/1黒色土少量,鉄化した土多量,ローム層
STP-03
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)多量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック(φ10～12㎜)少量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第6層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～12㎜)中量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量

STP-04
第1層　 10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～3㎜)少量
第2層　 10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量
第3層　 10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,
                       パミスブロック(φ30㎜)微量
第4層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第5層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量
第6層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)多量
第7層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)多量
第8層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒・ブロック
                          (φ1～15㎜)多量,鉄分多量
第9層　 10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第10層  10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミスブロック
                               (φ13mm大)混入

STP-06
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)多量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)中量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)中量(鉄分化している)
第5層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量(鉄分化している)
第6層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量
第7層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～15㎜)少量(鉄化している)
第8層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～15㎜)中量(鉄化している)
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第Ⅴ章　Ｄ区

堆積土は１２層に分層し、崩落の伴う自然堆積状況

を呈している。

ＳＴＰ－０２（図 1-295）

　Ｄ－２区中央よりやや西側の地点で検出した。平

面形は溝状を呈し、３０５．０×４０．０×９０．０

ｃｍを測る。断面形は短軸方向では垂直に近い形で

立ち上がり壁上部で角度を変え、開き気味に立ち上

がる。長軸方向は、中央が最も深く、両端に向かっ

て緩やかに立ち上がる形状である。また、両端とも

袋状に入り込んでいる。堆積土は５層に分層し、崩

落の伴った自然堆積状況を呈する。

ＳＴＰ－０３（図 1-295）

　Ｄ－２区西側から検出した。ＳＴＰ－０４と平

行しており、コンターラインともほぼ平行する形

である。平面形は溝状で、２６３．０×２６．０×

１０６．０ｃｍを測る。断面形は短軸方向では垂直

に近い形で立ち上がり、壁上面で角度を変え、開き

気味に立ち上がる。長軸方向は鍋底状に丸みを帯び

立ち上がり、中段から若干開き気味に立ち上がって

いる。堆積土は８層に分層した。崩落の伴う自然堆

積状況を呈する。

ＳＴＰ－０４（図 1-295）

　Ｄ－２区西側から検出した。前述のとおりＳ

ＴＰ－０３と平行している。平面形は溝状で、

２８４．０×６６．０×１０４．０ｃｍを測る。断面

形は短軸方向で垂直に近い形で立ち上がり、壁中段

よりやや上の位置から角度を変え、開き気味に立ち

上がる。長軸方向は垂直に近い形で立ち上がる。堆

積土は１０層に分層し、崩落の伴う自然堆積状況を

呈する。

ＳＴＰ－０５（図 1-295）

　Ｄ－２区中央から検出した。ＳＫ－０１と重複

しており本遺構の方が古い。平面形は溝状を呈し

３６２．０×５２．０×１１．０ｃｍを測る。溝状土

坑としては非常に浅く、堆積土の記録も不十分であ

るため、詳細な情報は不明であるが、ＳＴＰ－０１

とした溝状土坑に近接しており、ほぼ類似した軸線

で斜面に直交する形で掘削が行われていることか

ら、調査時の遺構番号をそのまま尊重し本項目で掲

載した。

ＳＴＰ－０６（図 1-295）

　Ｄ－２区西側で検出した。ＳＫ－０３と重複して

おり、本遺構の方が古い。また、ＳＴＰ－０１と同

軸で斜面に直交した構築である。平面形は溝状を呈

し、２９２．０×４３．０×８８．０ｃｍを測る。断

面形は短軸方向が垂直に近い形で立ち上がり、長軸

方向は両端とも袋状に入り込んでいる。堆積土は９

層に分層し、一部崩落が伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＴＰ－３０（図 1-296）

　Ｄ－２区中央から検出した。平面形は溝状で、

３９０．０×６１．０×９３．０ｃｍを測る。壁は垂

直に近い形で立ち上がり、壁上部で角度を変え、若

干開き気味に立ち上がる。堆積土は５層に分層し、

崩落の伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＴＰ－３１（図 1-296）

　Ｄ－２区南側で検出した。ＳＤ－８３と重複し

ており、本遺構の方が古い。平面形は溝状を呈し、

３６８．０×４９．０×９０．０ｃｍを測る。壁は垂

直に近い形で立ち上がり、壁上部で角度を変え、開

き気味に立ち上がる。また、斜面下方の底面から

Ｐｉｔ１とした落ち込みを検出した。３８．０×

１７．０×２１．０ｃｍを測る。堆積土は１４層に分

層し、崩落の伴う自然堆積状況を呈する。覆土中か

ら縄文土器体部片が出土している。

ＳＴＰ－３３（図 1-296）

　Ｄ－２区中央より東側から検出した。平面形は溝

状を呈し、３９６．０×６８．０×１３９．０ｃｍを

測る。断面形は非常に細い溝状で、幅が８ｃｍ程度

の部分もあり、垂直に近い形で立ち上がり、壁上部

で角度を変え、開き気味に立ち上がる。堆積土は９

層に分層し、崩落の伴う自然堆積状況を呈する。

ＳＴＰ－００１（図 1-296）

　Ｄ－２区南東から検出した。平面形は溝状で、

２９５．０×３６．０×９３．０ｃｍを測る。断面形

は短軸側では垂直に近い形で立ち上がり、壁上部で

角度を変え、開き気味に立ち上がる。長軸側では若

干袋状に入り込む部分が見られる。堆積土は２層に

分層し、自然堆積状況を呈する。

５．その他の遺構

ＳＸ－０１（図 1-297）　

　Ｄ－２区南南東側で検出した。ＳＫ－０６と重複

しており、本遺構の方が古い。平面形は不整形を呈

し、２５１．０×２５０．０×３２．０ｃｍを測る。

断面形は凹凸があり、壁は開き気味に立ち上がる。

堆積土は３層に分層し、ブロック混じりの埋め戻し

に伴う堆積状況である。覆土中から縄文土器片を３

点出土し、Ｐ－１出土の前期末円筒下層ｄ 2 式期の

口縁部片を図示した。

ＳＸ－０１１（図 1-297）



STP-30
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第3層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～20㎜)微量,
                         炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～40㎜)少量,
                            炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第5層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
STP-31
第1層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)中量,パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,
                            炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR5/6　黄褐色土　ローム層
第3層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第4層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)多量,パミスブロック(φ15㎜)極微量,
                                  炭化粒(φ1～2㎜)微量,焼土粒(φ2㎜)極微量
第5層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,ロームブロック(φ10～30㎜)微量,
                                  パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第6層　10YR3/3　暗褐色土　ロームブロック(φ10～50㎜)少量,パミス粒(φ1～5㎜)微量,
                            炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第7層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)微量,ロームブロック(φ10～60㎜)中量,
                           パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第8層　7.5YR5/8　明褐色土　ローム層
第9層　10YR1.7/1　黒色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,パミス粒(φ1～5㎜)微量,
                           炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第10層　7.5YR5/8　明褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量　ローム主体
第11層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第12層　7.5YR5/8　明褐色土　ローム層
第13層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第14層　10YR2/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
STP-33
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ2～4㎜)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～6㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第5層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)極微量,
                           炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第6層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第7層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)中量,炭化粒(φ2～4㎜)極微量
第8層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,パミスブロック(φ10～30㎜)微量,
                            炭化粒(φ1～3㎜)微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量

STP-001
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～5mm)微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ2～10mm)少量
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図 1-296　D-2 区 STP-2



SX-01
第a層　10YR3/3暗褐色土と10YR2/2黒褐色土の混合土
パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ15㎜)極微量
第b層　10YR4/6　褐色土  10YR3/4暗褐色土少量
第c層　10YR4/6　褐色土  パミス層
SK-06
第1層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～5㎜)少量,
　　　　　　　 ローム粒・ブロック(φ2～15㎜)多量
第2層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　  10YR3/2黒褐色土混入
第3層　10YR3/4暗褐色土と10YR2/2黒褐色土の混合土
　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ1～5㎜)少量,
　　　　　　　　　パミスブロック(φ40㎜)極微量
第4層　10YR3/4暗褐色土と10YR2/2黒褐色土の混合土
　　　　　　　パミス粒・ブロック(φ1～15㎜)多量,
　　　　　　　ローム粒・ブロック(φ2～15㎜)中量
第5層　10YR4/4　褐色土　　パミス粒(φ1～9㎜)多量,
　　　　　　　　  パミスブロック(φ10～40㎜)少量,
　　　　　　　 ローム粒・ブロック(φ2～15㎜)中量

SX-011
第1層  10YR 2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)微量
第2層  10YR 4/6  褐色土    ローム,大谷火山灰と思われる
第3層  10YR 2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)微量
第4層  10YR 4/4  褐色土    月見野火山灰が混入し、黄色味を帯びる
第5層  10YR 2/3黒褐色土と10YR4/4褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
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　Ｄ－２区西側から検出した。ＳＰ－０３０～

０３２と重複しており、本遺構の方が新しい。撹

乱により一部破壊されており、斜面下方の調査区

外へ延びているが、検出部分の規模は９５６．０×

３０３．０×２７．０ｃｍを測る。壁は緩やかに立ち

上がり、堆積土は５層に分層し、埋め戻しによる人

為的堆積状況を呈している。

６．掘立柱建物跡・ピット ( 図 1-298・299）

　調査区内から３１基のピットを検出した。個別の

ピットの規模等については遺構観察表に取りまとめ

たが、調査区西側に所在するＳＰ－０１～０８とＳ

Ｐ－１６については、西側の調査区外に延びる可能

性が非常に高い資料であるが、掘立柱建物跡と認定

し、ＳＢａ－２１とした。桁裄３間、梁行２間で、

主軸方位はＮ－８９°－Ｗである。梁行の中央に独

立棟持柱が設けられている。

７．溝跡

ＳＤ－８３・８３ｂ（図 1-300 ～ 304）

　Ｄ－２区中央の北端から南端にかけて検出した。

この溝跡はＡ－１区ではＳＤ－０１・０２、Ａ－２

区ではＳＤ－００１、Ａ－４区ではＳＤ－５１ｂ、

Ｅ区ではＳＤ－５１など調査地点ごとに別々の名称

で呼称されているが、実質的に大規模区画をなした

溝跡の一部である。Ｅ区のＳＤ－５１部分で全体の

記述については触れているので、本項では本調査区

内で検出した溝跡についてのみ記載する。

　本調査区内では長さ約１１０ｍを検出し、二度掘

削されており、新旧関係が生じている。北側の調

査地点では一括してＳＤ－８３と取り扱っている

が、南側の調査地点では新旧二つに分けており、新

しい方をＳＤ－８３とし、古い方をＳＤ－８３ｂと

して取り扱っている。新しい方のＳＤ－８３の方が

薬研堀状のＶ字に近い掘り込みで幅２０５～２１０

ｃｍ、深さ８３．０～１０８．０ｃｍを測る。ＳＤ－

８３ｂとした古段階の溝は箱堀状の逆台形状の形状

で、新しい方に一方の壁が切られているため詳細は

不明であるが、幅（１４０）～（１７０）ｃｍ程度、

深さ６４．０～８９．０とＳＤ－８３より若干浅めで

ある。また、北側の地点では底面から小ピット状の

落ち込みを７基検出している。底面からの深さが５

～１０ｃｍ程度と浅めである。出土遺物は古代の須

恵器・土師器・土製支脚、縄文土器の破片等が出土

しているが、溝が機能した時期と想定される中世の

遺物は出土していない。

ＳＤ－８４（図 1-300・302）

　Ｄ－２区南西側の調査区境から検出した。西側の

立ち上がりは検出しておらず、東壁の一部のみの検

出で、長さ１８．８ｍ、幅（１３０．０）ｃｍ、深さ

４４．０ｃｍを測る。

ＳＤ－００１（図 1-305）

　Ｄ－２区の北側で、東西軸の溝跡として検出し

た。Ｄ－１区のＳＤ－０１３と接し、Ｄ－１区ＳＤ

－０１３・１５・０１０、Ｅ区ＳＤ－１１２へつな

がる溝である。本調査区内では長さ１４．３ｍ、幅

５５～７８ｃｍ、深さ１８～２５ｃｍを測る。
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第1層　7.5YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～15㎜)微量,炭化粒(φ2～3㎜)微量
第2層　10YR2/3　 黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック
　　　　　　　　　　　　　 (φ10㎜)極微量
第3層　10YR2/3　 黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)多量
第4層　7.5YR4/6　褐色土    10YR2/3黒褐色土少量  
                           パミス層
第5層　10YR2/3　 黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量
第6層　10YR2/3　 黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量
第7層　7.5YR4/6褐色土パミスブロック(φ20㎜)と10YR2/3黒褐色土の混合土
第8層　10YR2/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量
SP-02
第1層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/3　 黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量
第3層　7.5YR4/4　褐色土    パミス粒(φ1～2㎜)微量  
                           10YR2/3黒褐色土少量
第4層　10YR2/3　 黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量
SP-03
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミス
                          ブロック(φ10㎜)微量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)中量
第4層　7.5YR4/4  褐色土　 ローム層

SP-04
第1層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR4/4褐色土と10YR2/3黒褐色土の混合土　
                          パミス粒(φ1～2㎜)微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第5層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミス
                          ブロック(φ10～50㎜)微量
SP-05
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土
第3層　10YR3/4暗褐色土と7.5YR4/6褐色土の混合土　
　　　　　　　　　　　　　パミス粒(φ1～3㎜)少量
第4層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミス
                          ブロック(φ10㎜)微量,ローム
                          ブロック(φ30㎜)極微量
SP-06
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ2㎜)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム
　　　　　　　　　　　　　ブロック(φ10～20㎜)極微量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量
第4層　10YR2/3　黒褐色土

SP-07
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒
                          (φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)
                          微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量,ローム粒
                          (φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)
                          微量
SP-08
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2㎜)少量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　(φ1～2㎜)少量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,ローム粒
　　　　　　　　　　　　　・ブロック(φ3～15㎜)多量
SP-09
第1層　10YR2/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第2層　7.5YR4/4　褐色土　　10YR2/2黒褐色土少量,ローム層
SP-10
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第3層　7.5YR4/6褐色土ロームブロックと7.5YR5/6明褐色土
　　　 パミスブロックの混合土　10YR3/3暗褐色土少量

SP-13
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量
第2層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
SP-14
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)少量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～15㎜)中量
SP-15
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)微量
第2層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量

SP-11
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～20㎜)少量
第3層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
SP-12
第a層　10YR2/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第b層　10YR2/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量
第c層　10YR2/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量
第d層　7.5YR5/8明褐色土と7.5YR4/6褐色土の混合土　
　　　　10YR2/2黒褐色土少量　パミスブロック層
第e層　10YR2/2　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第f層　10YR2/3　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量
第g層　10YR2/2　 黒褐色土
第h層　10YR2/3　 黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量
第i層　10YR2/3　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量
第j層　10YR2/3　 黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)多量
第k層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)多量,
　　　　　　　　　 パミスブロック(φ10～15㎜)中量
第l層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～30㎜)少量
第m層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量
第n層　10YR4/4　 褐色土　　パミス層
第o層　10YR5/6　 黄褐色土　パミスブロック層
第p層　7.5YR4/4　褐色土  　10YR2/3黒褐色土少量  ローム層

SP-16
第1層　10YR3/3　 暗褐色土　パミス粒(φ1～2㎜)微量
第2層　10YR4/4　 褐色土　　パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～5㎜)少量
第3層　10YR4/4　 褐色土　　パミス粒(φ1～3㎜)微量,ローム粒(φ1～5㎜)中量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ3㎜)微量
第4層　10YR4/6　 褐色土　　パミス粒(φ1㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)微量
第5層　7.5YR4/6　褐色土    10YR4/4褐色土少量  ローム層

SP-17
第1層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ2～5㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　  パミスブロック(φ10㎜)微量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)中量,炭化粒(φ2㎜)微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)少量,炭化粒(φ2㎜)微量
第4層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,ローム粒(φ3㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック(φ15㎜)極微量
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SP-021
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)微量
SP-022
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)微量
第2層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～10mm)中量
第3層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第4層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
第5層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
第6層  10YR3/3暗褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
                 　　　　ローム粒・ブロック(φ5～20mm)微量
SP-023
第1層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)微量

SP-033
第1層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ5mm)微量
第2層  10YR2/2  黒褐色土  ロームブロック(φ10～30mm)微量 SP-034

第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量

SP-024
第1層  10YR2/3黒褐色土と10YR3/4暗褐色土の混合土
                 ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量
SP-025
第1層  10YR2/2黒褐色土と10YR3/3暗褐色土の混合土
                          　ロームブロック(φ10～30mm)少量
SP-026
第1層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ3～5mm)少量
第2層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第3層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量

SP-027
第1層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ3～20mm)
                          少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
SP-028
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量
SP-029
第1層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)微量
第2層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量
第3層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～10mm)少量

SP-030
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)少量
SP-031
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ロームブロック(φ10～50mm)中量
SP-032
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～50mm)少量
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第2層　10YR2/1　黒色土　   パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,焼土粒(φ1～3㎜)
                           極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒(φ1～2㎜)
                           極微量
第6層　10YR2/1　黒色土　   パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第8層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第9層　10YR2/1　黒色土　   パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第10層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第11層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第12層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
第14層　10YR3/2　黒褐色土　ロームブロック(φ15㎜)極微量,パミス粒・ブロック(φ1～15㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第15層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第16層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～7㎜)極微量
第17層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第18層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
第19層　10YR2/1　黒色土　  ロームブロック(φ10㎜)極微量,パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒
                           (φ1～7㎜)極微量
第20層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)中量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第21層　10YR2/1　黒色土　  ロームブロック(φ15㎜)極微量,パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒
                           (φ1～7㎜)極微量
第22層　10YR3/2　黒褐色土　ローム粒(φ5㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)
                           極微量
SD-83b
第a層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第b層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第c層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第d層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ30～50㎜)極微量
第e層　10YR4/4　褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第f層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量

第16層　10YR2/2　黒褐色土　ロームブロック(φ10㎜)極微量,パミス粒(φ1～9㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1㎜)極微量
第17層　10YR3/3　暗褐色土　ローム粒(φ5～9㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)微量
SD-83b 
第a層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第b層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
基本層序③
第Ⅳ層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第Ⅴ層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ30㎜)極微量,
                           炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第Ⅵ層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)微量,炭化粒
                           (φ1～5㎜)極微量
第Ⅶ層　10YR5/6　黄褐色土　パミス層
第Ⅷ層　10YR5/8　黄褐色土　ローム層

SD-83
第3層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第4層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第6層　10YR2/1　黒色土　　 パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第7層　10YR1.7/1　黒色土　 パミス粒(φ1～5㎜)極微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)
                           極微量
第8層　10YR3/4　暗褐色土　 ロームブロック(φ10～50㎜)微量,パミス粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　パミスブロック(φ10～25㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第9層　10YR3/3　暗褐色土　 パミス粒(φ1～9㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1㎜)極微量
第10層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第11層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第12層　10YR2/1　黒色土　　パミス粒(φ1～2㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第13層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第14層　10YR2/1　黒色土　　ロームブロック(φ15㎜)極微量,パミス粒(φ1～5㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第15層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量

SD-83
第7層　10YR2/1　黒色土　　 パミス粒(φ1～7㎜)微量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　 パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ15～35㎜)少量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第9層　10YR2/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～7㎜)微量,パミスブロック(φ10～25㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第10層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第11層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第12層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第13層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第14層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)少量,パミスブロック(φ10～15㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～2㎜)極微量

基本層序①
第Ⅰ層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第Ⅱ層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第Ⅳ層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)極微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第Ⅵ層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第Ⅶ層　地山　パミス層
耕作土　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,パミスブロック(φ10～35㎜)少量
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SD-83b
第a層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
SD-84
第1層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～9㎜),炭化粒(φ1～9㎜)微量
第2層　10YR2/1　黒色土　  ローム粒(φ5～9㎜)微量,パミス粒(φ1～9㎜),
　　　　　　　　　　　　　炭化粒(φ1～3㎜)微量,10YR1.7/1黒色土ブロック
　　　　　　　　　　　　　(φ10～35㎜)少量
第3層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　10YR1.7/1黒色土ブロック(φ10～40㎜)微量
第4層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ20㎜)
　　　　　　　　　　　　　極微量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第5層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～60㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
基本層序②
第Ⅰ層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第Ⅱ層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第Ⅲ層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～7㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第Ⅳ層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)
　　　　　　　　　　　　　 極微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量　
第Ⅵ層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,パミスブロック(φ10～50㎜)微量,
　　　　　　　　　　　　　 炭化粒(φ1～5㎜)極微量
第Ⅶ層　10YR5/6　黄褐色土　地山パミス層(月見野火山灰層)

SD-83
第1層　10YR2/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第2層　10YR2/1　黒色土　   パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第3層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第5層　10YR3/3　暗褐色土　 パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第7層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第8層　10YR3/3　暗褐色土　 パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量
第9層　10YR3/2　黒褐色土　 パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～4㎜)極微量
第10層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒・ブロック(φ1～20㎜)少量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第11層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第12層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～3㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第13層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第14層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第15層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第16層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)微量,パミスブロック(φ10㎜)極微量
第17層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～3㎜)極微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,
　　　　　　　　　　　　　焼土粒(φ1～9㎜)極微量
第18層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第19層　10YR1.7/1　黒色土　パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～3㎜)極微量
第20層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)極微量
第21層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～5㎜)微量,パミスブロック(φ15㎜)極微量,炭化粒
                           (φ1～3㎜)極微量,焼土粒(φ1～4㎜)極微量
第22層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第23層　10YR3/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)少量,炭化粒(φ1～5㎜)微量
第24層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～9㎜)微量,炭化粒(φ1～5㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)
                           極微量
第25層　10YR2/1　黒色土　  パミス粒(φ1～4㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量,焼土粒(φ1㎜)
                           極微量
第26層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～9㎜)中量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量
第27層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量,パミスブロック(φ10～15㎜)極微量,10YR4/4
                           ブロック(φ30～40㎜)微量
第28層　10YR2/2　黒褐色土　パミス粒(φ1～4㎜)少量,パミスブロック(φ15㎜)極微量,炭化粒
                           褐色土(φ1～3㎜)極微量
第29層　10YR3/4　暗褐色土　パミス粒(φ1～3㎜)微量
第30層　10YR2/2　黒褐色土　ローム粒(φ5～9㎜)微量,ロームブロック(φ20㎜)極微量,パミス粒
                           (φ1～5㎜)微量,炭化粒(φ1～2㎜)極微量

SD-83b
第1層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒・ブロック(φ2～15㎜)中量,ローム粒(φ2～9㎜)中量
第2層　10YR3/3　暗褐色土　パミス粒・ブロック(φ2～20㎜)少量,ローム粒・ブロック(φ2～20㎜)多量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　パミス粒(φ2～5㎜)少量,ローム粒(φ2～5㎜)中量,炭化粒(φ1～3㎜)微量
第4層　10YR4/6　褐色土　　ロームブロック層
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SD-83
第1層   10YR1.7/1黒色土    ローム粒(φ3～5mm)極微量
第2層   10YR2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ3～20mm)微量,炭化粒
　　　　　　　　　　　　　 (φ3～5mm)微量
第3層   10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ5～10mm)微量
第4層   10YR3/3  暗褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～30mm)少量,炭化粒
                           (φ5mm)微量
第5層   10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～40mm)微量
第6層   10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)微量
第7層   10YR3/2  黒褐色土  ローム粒(φ3～10mm)微量
第8層   10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ3～10mm)微量
第9層   10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ3～5mm)少量
第10層  10YR3/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～20mm)少量,炭化粒
                           (φ3～5mm)微量
第①層  10YR1.7/1黒色土    ローム粒(φ2～5mm)微量
第②層  10YR2/3黒褐色土と10YR3/3暗褐色土の混合土　
　　　　　　　　　　　　　 ロームブロック(φ10～20mm)微量,崩落土
第③層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ2～5mm)微量
第④層  10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ2～5mm)微量
第⑤層  10YR3/4  暗褐色土  ローム粒(φ5～10mm)中量
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Pit1
第1層  10YR3/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)少量
Pit2
第1層  10YR3/3暗褐色土と10YR4/6褐色土の混合土
Pit3
第1層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量,炭化粒(φ3～5mm)微量
Pit4
第1層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ3～5mm)少量
Pit5
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ5～15mm)少量
Pit6
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
Pit7
第1層  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量,炭化粒(φ3～5mm)微量SD-83
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SD-001
第1層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒(φ5～10mm)微量
第2層  10YR2/1  黒色土
第3層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ5～10mm)中量
第4層  10YR3/3暗褐色土と10YR4/6褐色土の混合土　ローム粒(φ5mm)多量
第5層  10YR2/1  黒色土    ローム粒(φ3～5mm)微量
第6層  10YR3/4  暗褐色土  ローム粒(φ3～10mm)少量
撹乱①  10YR2/2  黒褐色土  ローム粒・ブロック(φ3～20mm)少量
撹乱②  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒(φ3～10mm)微量

9.600m

1
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図 1-305　D-2 区 SD-6
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第Ⅴ章　Ｄ区

第３節　Ｄ区遺構外出土遺物 (図 1-306・307）

　風倒木出土資料を含めて２４点図示した。遺構に

ついてＤ－１区・Ｄ－２区と区分して掲載したが、

一部の遺物が小区画名の付かないＤ区として一括し

た取り上げがなされていた。他の調査区では小区画

単位で遺構外遺物を掲載しているが、本調査区の掲

載に際しては取り上げ時の事由により一括した掲載

として本節を設定した。

　個別の資料について詳述はしないが、破片資料が

ほとんどで、縄文土器については前・中・後・晩期

の資料が認められる。古代の資料はＤ１５９に図

示した須恵器坏とＤ１４８に図示した製塩土器の

破片のみで、Ｄ１６０は渥美窯の壺の底部資料で、

底部に釉着痕が確認できる。薄片石器は石鏃（Ｄ

１６１）、縦型石匙（Ｄ１６２）、不定形石器（Ｄ

１６３～１６５）、礫石器の敲磨器類（Ｄ１６６・

１６７）である。古銭は寛永通寳（Ｄ１６８・

１６９）、大正時代の小型 5 銭白銅貨も出土してい

る。

図 1-306　D区遺構外出土遺物 -1
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図 1-307　D区遺構外出土遺物 -2
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高間(6)遺跡が隣接している。
発掘調査は、土地区画整理事業施工地内98,505㎡を対象に実施し、Ａ～Ｄ区と設定した調査区の調査面積は29,087㎡
である。

中世の掘立柱建物跡・井戸跡・溝跡などを検出し、縄文土器・石器、弥生土器、土師器・須恵器・鉄製品・鉄滓・
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竪穴住居跡　　22軒
土坑　　　　 173基
井戸跡　　　　 2基
溝状土坑　　　30基
掘立柱建物跡　 3棟
ピット　　　 941基
溝跡　　　　　45条
鉄生産関連遺構 5基
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